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今まで本当にありがとう。

幸せでした……心から。







　プロローグ　巡る季節を迎えて
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　共通の解放感を持った少年少女達で溢あふれる場所があった。

　三学期の修しゆう了りよう式を無事に終え、放課後を迎えた聖ひじりヶが坂さか学園の校内だ。

　各おの々おのの教室を出て、玄げん関かんへと向かって廊ろう下かを歩き始める生徒達の表情は、大半が明るい。担任から渡わたされた成績表の内容が芳かんばしくなかったのか、一部には少し憂ゆう鬱うつげな顔をしている者が混ざっているが、それはご愛あい敬きようだろう。

　しかし。中にはすぐに帰宅する事なく、教室に残って名残なごりを惜おしむ生徒達もいた。

　──この聖ヶ坂学園では、クラス替がえが毎年必ず行なわれるからだ。よって四月に始業式を迎えた時には、もう同じメンバーがクラスメイトとして再び集つどう事はない。

「……………………」

　一年Ｂ組の教室では、クラスが替わってしまう寂さびしさと共に、別の感かん慨がいを得ている少女がいた。自分の席に座ったまま無言でいる成なる瀬せ澪みおだ。他のクラスメイト達は会話や移動などをする中、澪は三学期を過ごした自分の席で、己おのれの机に視線を落としていて、

　……今日でこの席に座るのも最後、か。

　そうして、この一年をぼんやりと思い返していると、

「…………どうかした？」

　ふと、横から静かな呼び掛かけが来た──野の中なか柚ゆ希きだ。ただでさえ整った顔立ちをしていた柚希だったが、最近はその透すき通るような美しさが一段と増している。そんな柚希に席のすぐ脇わきに佇たたずまれ、様子を窺うかがうように問われた澪は、

「ううん……ただ、ちょっと色々と考えてただけ」

　苦く笑しようを浮うかべながら首を横に振ふると、

「そう……」

　こちらの気持ちを察したのか、柚希は視線を澪から外して周囲へと向ける。

　だから澪もまた、柚希と同じものを見た。自分達が所属していた一年Ｂ組の光景を。

　そして改めて、成瀬澪は時の流れを想おもう。

　──魔ま界かいから戻もどって以降、澪達は普ふ通つうの日々を送る事ができていた。

　戻った直後は万ま理り亜あとゼストの間で少しだけギクシャクしたものの、今ではそれも笑い話だ。東とう城じよう家における家事についても、ゼストと話し合った上で分担が行なわれ、現在は彼女達が二人一いつ緒しよにキッチンで並んで料理をするのが当然の光景になっている。

　……というか、近ちか頃ごろは逆に笑えない事になってきてるわよね。

　ジェットバスを導入して以降、すっかり元気を取り戻した万理亜は、最近では傍はた迷めい惑わくなくらいに絶好調で困りものだ。前に、売り言葉に買い言葉で万理亜に反発した事があったのだが、

　……最悪だったわね、あの時は。

　他の娘むすめ達が刃バ更サラにされているのを延々と見せつけられた結果、澪は強きよう烈れつに主従契けい約やくの呪のろいを発動させて激しい催さい淫いん状態に陥おちいってしまい、全身を襲おそう灼しやく熱ねつのような甘い感覚に意識を酩めい酊ていさせ、最終的に「あたしも入れて……」と潤うるんだ瞳ひとみで懇こん願がんする羽目になってしまった。あの時の万理亜が浮かべた完全に勝ち誇ほこった表情と、「最初から素す直なおになっていれば、そんな風に苦しむ事はなかったんですよ？」とか「混ざりたいなら、もっと淫みだらにおねだりして貰もらいましょうかねえ」などの調子こいた発言の数々を澪は忘れていない。

　……覚えてなさいよ。

　いつか絶対にしばき倒たおしてやる。

　とはいえ、そこにはこれまでのような緊きん張ちよう感かんに満ちた命の危機はない。

　それは澪達がずっと望み、手に入れたいと願っていたもの──平へい穏おん無事な日常だ。

　……もう一年が経たったんだ。

　澪はしみじみと過去の己へと想いを馳はせた。

　去年の春。この聖ヶ坂学園へと進学した時、成瀬澪は一人だった。

　別に顔見知りが全くいなかった訳ではない。同じ中学から来ていた者も僅わずかだがいた。

　しかし──彼らが澪に積極的に絡からんで来る事はなかった。

　澪の両親が惨ざん殺さつされてしまった事を、彼らは一足先に知っていたからだ。

　──無論、澪の詳くわしい生おい立ちについてまで知る由よしもない。澪と両親の間には血が繫つながっておらず、二人は養父母であった事。彼らは魔ま族ぞくであり、澪もまた魔族の血を引いていた事。そして──澪が先代魔ま王おうウィルベルトの一人娘である事。

　そういった澪の素す性じようの秘密は、普通の人達には知られてはならないものだ。

　だから澪の事を可哀かわい想そうに思い敬遠する者がいる傍かたわらで、この高校で──このクラスで出会った者の中に、仲の良い存在が少しずつできていって、程ほどなくして同じ中学出身者たちともまた普通に話せるようになっていった。

　だが。このクラスには澪の素性を知り、それを真実と理解している者もいたのだ。

　それが今、こうして澪の隣となりにいる柚希や、

　……それに滝たき川がわも。

　澪はチラリと視線を彼の席へと向ける。だが、そこには既すでに滝川八や尋ひろはいない。ラースという名のスパイ魔族である彼は、ＨＲが終わると同時に何処どこかへと姿を消していた。

　そんな二人の正体を澪が知ったのは、二学期に入ってからの事だった。

　──きっかけは、直前の夏休みの間にあった一つの出会い。

　その出会いによって、成瀬澪を取り巻く状じよう況きようは急速に動き出したのである。

　この一年──幾いくつもの出会いがあり、同じ数だけ命いのち懸がけの戦せん闘とうや危機があった。

　それは澪一人では到とう底てい乗り越こえる事のできなかった戦いの日々だ。

　……だけど。

　新しい家族ができて。信しん頼らいできる仲間も少しずつ増えて。だから今、成瀬澪はこうして無事に高校一年生の学校生活を終える事ができている。笑え顔がおでこの日を迎えられている。

　……うん。

　だから成瀬澪は思う──自分は、自分達はきっと大だい丈じよう夫ぶだと。すると、

「ちょっと～何やってんの二人とも」「あたし達もそろそろ行こうよ」

　そんな澪達を、教室の入り口の方から呼ぶ二つの声があった。クラスメイトで友人の相あい川かわ志し保ほと榊さかき千ち佳かだ。澪と柚希はこの後、彼女らと一緒に四人で遊びに行く約束をしている。

　だから澪はカバンを手に席を立つと、柚希と共に相川と榊の下もとへ。

「ゴメンね、待たせちゃって」

　両手を合わせて謝るこちらに、相川は嘆たん息そくを一つしてから悪戯いたずらっぽく笑い、

「はっは～ん、さては来年も東城と同じクラスになりたいとか思って、二人してちょっと黄昏たそがれてたな～？」

　図星を指してこちらを赤面させる気満々でいる相川に、澪と柚希は顔を見合わせてから、

「まあ……そんなとこかな」「否定はしない」

　あははと澪は苦笑を返し、柚希はさらりと言い放つ。その言葉に噓うそや誤ご魔ま化かしはない。来年も同じクラスになりたいという想いは、成瀬澪と野中柚希の真実だ。

　……でも。

　だがそれが希望だけで終わる事はない。澪達は間ま違ちがいなく、来年も同じクラスになる。

　──澪にまつわる魔族や魔界とのゴタゴタは、あくまで一段落しただけにすぎない。

　穏おん健けん派と現魔王派の和平交こう渉しようはまだ始まったばかりだし、魔界には他の勢力だって存在している。完全に事態が解決し、全すべての問題がクリアになるのはまだ先──それこそいつになるかは解わからない。そして、まだ何が起こるか解らない以上、万が一の事態に備えてクラスは同じ方が良い。よって柚希や滝川が澪と同じＢ組に入った時と同じやり方で、澪は刃更や柚希、滝川と同じクラスになるよう操作する計画でいる。

　……それに。

　来年には一学年下の胡桃くるみも、新入生としてこの聖ヶ坂学園へ通い始める予定になっていた。だからその気になれば、同じ組に相川と榊を加える事は幾らでも可能だった。

　──相川や榊は大切な友達だ。来年もまた同じクラスになれたらとは思う。

　だが安全性を高め、リスクを減らすために同じクラスになるよう魔ま法ほうを使うのと、単に仲が良い友達と一緒になりたいからという私的な感情で魔法を使うのとでは訳が違ちがう。

　己の欲よつ求きゆうを果たすための好き勝手や横暴は、大切な周囲の人達への裏切り以外の何物でもない。そんな真似まねをした瞬しゆん間かん、自分達は周囲にとって、ただの害悪へと成り下がってしまう事だろう。だから澪は、相川や榊と同じクラスになりたいという想いは、あくまで己の希望として願うだけに留とどめておく。友人である彼女達を裏切らないために。

「……でも、こうして四人だけで遊ぶのって久しぶりだね」

　教室から玄関へ移動し、並んで外そと履ばきへと履き替えながら、ふと榊がしみじみと言った。

「確かに……大たい抵ていは東城も一緒だったもんね」

　と、思い出したように相川も口にする。魔界から戻ってしばらくは、まだ穏健派と現魔王派の和平交渉を潰つぶせる段階だからと、他の勢力がこちらを狙ねらってくる可能性があった。よって外出時は安全を確保するため、なるべく一緒に行動するよう心こころ掛がけていたのだ。

「──で、当の東城はどうしたの？」

　と、靴くつの先せん端たんで玄関の床ゆかを叩たたくようにして爪つま先さきを合わせながら問い掛かけてきた相川に、

「刃更の方も、友達と約束があるって言ってた」

　澪よりも先に柚希が答えた。

「じゃあ、もしかしてまた滝川君と一緒なの？」

　刃更がクラス内で最も仲良くしている男子が滝川である事は誰だれもが知るところだ。自分達と同じように、刃更と滝川が共に出で掛かけたと思ってもおかしくはない。しかし成瀬澪は「ううん」と首を横に振ってから言った。それは刃更の用事について。

「何かね、隣のクラスの橘たちばな君と話があるんだって」
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　各教室から廊下へ、そして生徒玄関へと向かって歩く生徒達。

　彼らが織り成す喧けん噪そうとは縁えん遠どおい場所がある。

　生徒達の代表が執しつ務むを行なう部屋──聖ヶ坂学園の生徒会室だ。

　そして今、そんな放課後の生徒会室で思考を混乱させている者がいた。

　東城刃更だ。澪達とは別行動を取っていた刃更は、己の額に手をやりながら、

「悪い橘……聞き間違いじゃないとは思うんだが、念のためもう一回言ってくれるか？」

　自分をこの場所へと呼び出した相手──友人の橘七なな緖おに頼たのむと、

「う、うん……えっと、だからね……」

　眼めの前の七緖が、華きや奢しやな身体からだの前で両りよう腕うでを交差して浅く身を抱だきながら言った。

「……ボクの身体ね、今年に入ってからずっと女の子のままなの」

　先ほど打ち明けられたばかりのこの話を再び聞いた刃更は、

「やっぱりか……」「あの……東城君、もしかして気付いてたの？」

　頰ほおを赤くして、恥はずかしそうにこちらを窺うかがってくる七緒に刃更は「ああ」と頷うなずいた。

　……これで男子ってのは、流石さすがにもう無理があるよなぁ……。

　魔界から戻ってきて学校で再会した時から、七緒の女の子っぽさは今まで以上に拍はく車しやが掛かっていた──無論、七緒の外見的な可愛かわいらしさは、以前からよく知っている。しかし、

　……何か、体育祭の後からどんどん可愛くなってるよな……。

　体育祭実行委員で一緒になって話をするようになった頃ころの七緒は、まだ「女子みたいに可愛い」くらいのレベルだったように思うのだが、一体何があったというのか。クリスマスの頃にはもう、七緒は「女の子にしか見えない」レベルになっていた。

　──ヴァンパイアハーフの橘七緖は、特とく殊しゆな体質の持ち主である。

　十八歳になるまで性別が定まらず、身体が一定周期で男のものと女のものとを行き来するように変化するのだ。変化の周期はおおよそ一ヶ月ごと。そして最終的な性別は、七緖自身の深層心理がより強く望んだ方に落ち着く事になっているらしい。しかしクリスマスの時点では、七緖が女の子の身体であった事は、刃更も実際に己の眼や手で確かく認にんしている──よって普通ならば、修しゆう了りよう式の今日までに七緒は最低二度は性別が変化している筈はずだった。

「これまでに、今回みたいに変化が遅おくれたりした事は？」

「ううん、こんなの初めて……」

　こちらの問いに、七緖は首を横に振ってくる。

「お母さんなら何か知ってるかもと思って、話を聞いてみようとしたんだけど、連れん絡らくしても捕つかまらなくて……だから、事情を知っている東城君に相談に乗って欲しかったの」

「そうか……」

「どうしよう……ボク、何かの病気なのかな？」

　七緒はそう言って瞳を揺ゆれたものにする。初めての経験ならば、どう対処すれば良いのかなど本人にだって解らない。心配になるのも当然だろう。だから、

「……解った。なら、まずは性別が変化しなくなった理由から考えてみよう」

　刃更は七緖を安心させるように、七緖の肩かたに手を置いて、

「そんな心配そうにするなって。まだ悪い事だと決まった訳じゃないんだ。ヴァンパイアハーフに関する知識はあまりないけど、俺も一いつ緒しよに解決方法を考えるからさ」

「東城君……。……うん、ありがと」

　そう言って、表情を嬉うれしげなものにした七緒に、

「とはいえ、何の原因もなしに今までになかった事が起きるってのは考えにくいしな。橘……何か思い当たる事はないか？　例えば、初めて経験した事とか……」

「それは──…」

　刃更が問い掛かけると、七緒は頰を朱しゆに染め、恥ずかしげにこちらを見てくる。

「……どうした？」「それなら……クリスマスの晩、かな」

　と、七緒にモジモジとしながら言われ、

「クリスマスの晩って、体育祭の打ち上げの事か？」

「うん……料理を食べた後、皆みなでパーティゲームをやったの覚えてる？」

「……そりゃな」

　げんなりと刃更。刃更の父親である迅じんが、若かりし頃に聖ヶ坂学園へ「東あずま丈たけ人ひと」として潜せん入にゆうしていた時に考案したもののようだが──あれは酷ひどいゲームだった。

「あの時ボク、お店のトイレで東城君に女の子の下着と制服を着せられたでしょ？」

「あ、ああ……まあな」

　いや間違っちゃいないが、もう少し他ほかに言いようってものが……ないか。

「おまけにあの時、ボクの首筋に東城君がキスしたでしょ？　あんな風にされちゃったのボク初めてで……途と中ちゆうからは、何だか自分でも解らない感じになっちゃって」

「…………成る程」

　事情を知らない者にうっかり聞かれたら、色々終わってしまいそうな内容の話をしながら、刃更は脳のう裏りに浮うかんだ可能性を思った。これまでにない鮮せん烈れつな体験をしてしまった事で、その記き憶おくが七緒の心に強く刻まれてしまい、身体があの時のまま──女の子のままになってしまっているのかもしれない。つまり強きよう烈れつな体験を忘れない精神に引っ張られる形で、肉体が過度の緊きん張ちよう状態にあるという事だ。あくまでこれは仮説に過ぎないが、

　……だとしたら。

　解決方法としては、その時の記憶をなくすのが一番だろう。

　とはいえ、そんなに都合良く一部だけ記憶喪そう失しつになる事など、ほとんど不可能である。

　……となると。

　他に有効なアプローチ方法はないものか、刃更が思考を走らせていると、

「あ、あのね東城君……」

　七緒は少し遠えん慮りよがちにこちらの学ランの袖そでを引っ張ると、怖おず怖ずと口を開いて言った。

「ボク……ちょっと試ためしてみたい事があるの」
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　聖ヶ坂学園の正門では、人の流れができていた。

　まるで一いつ斉せいに吐はき出されるように、生徒達は帰宅の途とへと就ついてゆく。

　そんな人の波に逆らって、校舎へと戻もどってゆく女子生徒がいる。そんな彼女に、

「……あれ、梶かじ浦うら？　先に帰ったんじゃなかったのかよ？」

　キョトンとした声で、一人の男子が声を掛けてきた。加か納のう三さん太た。聖ヶ坂学園の今年度の生徒会において、会計を務めていた少年だ。そんな加納に名前を呼ばれ、

「ええ……その筈だったのだけれど」

　そう言って、生徒会副会長の梶浦立りつ華かは加納と擦すれ違う直前で足を止めた。

　──先さき程ほどまで立華は、他の執しつ行こう部ぶメンバーと共に生徒会室に集まっていた。

　開かれたのは簡単な会議。参加者は、来年度の生徒会執行部の確定メンバー。

　加納三太、武たけ井い瞳とう子こ、橘七緒──彼ら三人に立華自身を加えた四名である。

　梶浦立華は、加納の疑問は尤もつともだと思った。何せ、修了式の今日は各おの々おの友人との約束などがあるだろうという事で、早めに話を切り上げ解散を告げたのは立華なのだ。現に立華も、この後でクラスメイト達と一緒に遊びに行く約束をしている。だが、

「学園祭の準備資料の最新データを家に送るのを忘れてしまっていたの」

「忘れちまったって……データなら確か、昨日送ってなかったか？」

「ええ、昨日の段階のものはね。私が忘れたと言ったのは、今日上書きした最新版の事よ」

「明日も登校するんだし、そんなもんはその時で良いだろうに……真ま面じ目めだね、お前は」

　そう。立華たち生徒会メンバーは明日も登校する。今年度の生徒会活動のまとめがあるのに加え、来年度の一学期に開かい催さいされる学園祭の準備についても、春休みの内に動き出しておく必要があるからだ。やれやれといった感じの加納に対し、

「まあ……そうしようかとも思ったのだけれどね」

　立華が小さく苦く笑しようしながら言うと、眼の前の加納が意外そうな眼でこちらを見ている。

「……何？」

「変わったよな、お前」

　怪け訝げんな顔で尋たずねた立華に、加納が言った。

「前までは真面目すぎて、一人だけちょっと肩に力が入りすぎていたところがあったぜ」

「……痛々しくて悪かったわね」

「いや、そういう意味で言ったんじゃ──」

　慌あわてる加納に、梶浦はふふっと笑った。

　……そうね。

　真面目すぎるかどうかは解わからないが、加納の言っている事が「融ゆう通ずうが利きかない」という意味ならば、以前の立華はそうだったと自分でも思う。真面目に頑がん張ばり、しっかりとした努力をすれば、これまでは何とかなってきたからだ。しかし体育祭の一件で、時にそれだけではどうにも出来ないような理り不ふ尽じんも存在する事を知った。

　そういった理不尽に対し、自分の力だけでは足りない時は、周囲の力を借りるしかない。

　……もしも。

　立華が変わってきているのだとしたら、その理由については何となく心当たりがあった。

　少し前から、梶浦立華は一人の少年が気になるようになっていた。

　体育祭の実行委員会に参加していた一学年下の後こう輩はい男子だ。だから昨年末、立華は「来年度の生徒会にぜひ参加して欲しい」と誘さそってみたのだが、冬休みが明けたタイミングで尋ねたところ、『彼』はまだ考えを決めかねていて、「もう少し保留にさせて欲しい」と言っていた。聞けば少々複雑な家庭環かん境きようらしいし、色々と大変な事もあり決めきれないのだろう。きっと真面目に考えてくれているのだ。そうして出してくれた答えならば、

　……うん。

　たとえノーだったとしても、立華はきっと受け入れられると思う。

　立華が胸の奥をほんのりと温かくしていると、

「やっぱ変わったよ、お前……」

　そう言って肩を竦すくめた加納が、一つの名前を口にした。

「──これも東城のお陰かね」

　不意に出た『彼』の名を耳にした瞬しゆん間かん、

「なっ、何でそこで東城君の話になるのよっ!?」

　立華は思わず大きな声になっていた。

　途と端たんに顔が熱くなる。鏡がないので見えないが、間ま違ちがいなく立華の顔は真っ赤になっているだろう。すると、

「いや～安心したぜ。やっぱ人はそう簡単に変われないわな」

　加納はこちらの弱みを握にぎったかのように、ニヤニヤと笑いながら言った。

「何とかウチに入ってくれると良いな。そうしたら来年度のお前は生徒会長なんだし、色々と権力使って同居してる娘むすめ達に負けないように、あれこれ画策できるもんな？」

「っ……馬ば鹿かな事言ってないで、さっさと帰りなさいよ！」

「あいよ、また明日な」

　周囲の生徒達から注目され始めている事にも構わず立華が声を張り上げると、加納はいっひっひと笑いながらこちらの横を通って正門へと歩き出した。

「……ったく、もう」

　遠ざかってゆく加納の背中を見送った立華は、己おのれを落ち着かせるように嘆たん息そくを一つすると、頰ほおを赤くしたまま踵きびすを返して生徒玄げん関かんへと向かって歩き出してゆく。
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　七緒が試してみたい事とは、刃更が考えていたものとは真逆のアプローチだった。

　つまり──クリスマスの晩の再現だ。

　七緒の推測では、あれ以来ずっと七緒の身体からだが女の子のままになっているのは、クリスマスの晩の経験によって身体がビックリしてしまった事による、言わば性別が硬こう直ちよくしたような状態にあるのではないかという話だった。よってあの時と同じ経験をしてその刺し激げきに驚おどろいた拍ひよう子しに、勢いで性別が切り替かわるかもしれない。

　もしそれに失敗しても、刃更にされた行こう為いに耐たい性せいを付ければ、記憶の鮮烈さは薄うすまるだろう。今の七緒は、クリスマスの晩の記憶を自分の中でどんどん膨ふくらませてしまっている。

　それを解消できれば、状態が落ち着き自然と元に戻れるのでは──というのだ。

　……しかしなぁ。

　どれだけ鮮烈な記憶だろうと、一度でもそれを経験すれば少なからず耐性はできるものだ。よって同じ事をしても刺激としては弱まってしまう以上、やるとしたらあの晩よりも過激な事をする必要がある。だが、さらに鮮烈な記憶を与あたえてしまったら、七緒の身体はより一層女の子の状態で固着してしまうのではないだろうか？　それならば刺激を強める必要のない、ああした行為に耐性を付ける事で精神を落ち着かせるという次案の方が良い気がする。しかし、耐性を付けて慣れるためには、同じ経験を何度も繰くり返さなければならない。だとしたら、まずは刺激を与えるという最初の案を試し、駄だ目めだったらこちらへシフトするべきか。

　……他に良い方法があれば良いんだけどな。

　それこそ七緒に、自身が男であると強く実感させられるような真逆の方法も考えてみたのだが、ここまで女子度が上がりきった七緒にやれるような良い案が思い浮かばなかったし、それで今度は男の性別で固着されても面めん倒どうだ。何よりも──これは七緒自身の問題なのだ。七緒が試してみたいという以上、刃更としてはそれに力を貸す事にした。そして、

「…………えっと……じゃあ、始めるぞ？」

　遠慮がちに言ったこちらに、

「う、うん……お願い」

　頰を赤くしながらそう言った七緒は、既すでに女子のセーラー服姿になっていた。それどころか下着も既に女の子のものへと着き替がえて貰もらっている。強烈な刺激を与える事で、その勢いで戻すというアプローチ方法なのだ。よってあの晩と同じ事をしても意味はない。

　……それに。

　徐じよ々じよに過激さを上げていっても、或あるいは耐たえられてしまう可能性がある。

　よって刃更は深呼吸を一つすると、己の意識を切り替えた。

「──────」

　眼めの前の七緒は、主従契けい約やくの呪のろいを発動させた時の澪達のようなもので──そして自分は七緒にとって絶対的な存在となり、強烈に屈くつ服ぷくさせなければならないのだと。だから、

「…──七緒」

　互たがいの関係を解らせるため、あえて冷たい声で、さらに名前で刃更が呼ぶと、七緒はビクッと身を竦めたものの、「はい」とこちらへ返事をしてくる。そんな七緒に、

「まずは手でスカートを上げてくれ……お前が女になっている事を俺に見せるんだ」

　刃更がそう告げると、

「っ…………はい」

　七緒は恥はずかしそうにしながらそれでも頷うなずきを返してきた。そして──刃更の指示に従って左手でスカートの裾すそを摑つかむと、ゆっくりと捲まくり上げ始める。

　すると、徐々に赤いチェック柄がらの可愛かわいらしいショーツが露あらわになってゆき、

「……っ、これで良い……？」

　顔を真っ赤にしながら健けな気げにこちらに聞いてくる。だから──刃更は言った。

「ああ……じゃあ、続けてくれ」

「つ、続けてって……もうこれ以上は捲る事なんて」

　こちらの言葉に困こん惑わくを返してきた七緒に、

「言っただろ。お前が女になっている事を見せろと」

　と、刃更が最初の言葉の意味を教えてやると、

「そ、そんな……」

　呆ぼう然ぜんの言葉と共に、七緒が数歩を後あと退ずさった。

　そんな七緒の様子や表情を見て、刃更はこのまま続けるかの判断を一いつ瞬しゆん迷わせる。

　──ここで中止にする事はできる。そして、こちらの意図を教えてやれば七緒は安心するだろう。しかし、そうなったらもう二度と同じ方法は使えない。また同じやり方で仕切り直しても、七緒は心のどこかで安心してしまうだろう。それでは、

　……こんな真似まねを始めた意味までなくなっちまう。

　だから続ける。刃更はわざとらしく嘆息を一つして、

「何を言ってる……お前が俺にこうされたいって言ったんだろ？」

　そう言って刃更は七緒との距きよ離りを詰つめた。そんなこちらに一歩ずつ後ろへ退がりながら、

「でも、こんなやり方なんて……」

　そう震ふるえる声で言ってきた七緒がこれ以上退がれない所まで追い詰めると、刃更は七緒の顔の横──白い壁かべに手をついて、

「…──なら止やめるか？」

　突つき放す声こわ音ねで七緒に尋ねた。そんなこちらに、

「……………………………………………………」

　七緒は無言で俯うつむくと、そのまましばし押し黙だまっていた。そして程なくして、

「────…っ」

　意を決したように、ゆっくりとスカートの中へと両手を差し入れた。







　自分からスカートの中へ両手を入れた状態で、橘七緒は一つの事を思っていた。

　……東城君の言う通りにしなくちゃ。

　刃更の言う通り、彼にこうして欲しいと頼たのんだのは自分だ。それを今さら恥ずかしいからなどという理由で、もう少し手加減して欲しいと望むなどお門かど違ちがいにも程ほどがある。

　それに、これは刃更が七緒の事を考え、七緒のためにしてくれているのだ。そんな刃更を拒こばむだなどという事は、絶対にあってはならない。だから、七緒は腰こしの両横へと左右の手を持ってゆき、両手の親指をショーツの布地の内側へ──ゴムの部分へと引っ掛かけると、

「………………っ」

　その状態の両手をゆっくりと下ろしていった。すると、スカートの中で七緒の一番恥ずかしい場所が露わになって、

　……んっ、空気が……っ。

　生徒会室の冷たい空気に、七緒は己のそこを撫なでられ羞しゆう恥ちをより強いものにする。だが、

　……っ、もっと恥ずかしくならなきゃ……。

　己にそう言い聞かせて、七緒はそのまま己の両手を下げていった。そして、立った状態のままで下ろせる限界まで──スカートの裾の下、太ふと股ももの辺りまで両手を下ろしきる。

　しかし、それで終わりにはできない。刃更は七緒に、女になっている事を見せろと言ったのだから。だから──橘七緒はそうした。ショーツから両手の親指を離はなすと、そのままスカートの裾を摑んで、ゆっくりと捲り上げていった。そして、

「ほら、東城君……ボクの身体、女の子だよ……」

　そう言って、顔を上げて刃更と視線を合わせようとした時だった。

　刃更の両手が、いきなり乱暴に七緒の胸むな元もとを摑んだのは。

「えっ───…？」

　突とつ然ぜんの事に呆然となる七緒を無視して、ジャッと音を立ててセーラー服の前のファスナーが引き摺ずり下ろされた。その拍子にブラのフロントホックが外れてしまい、七緒の両胸がぷるんと露わになる。だが──刃更の目的は七緒の胸ではなかった。刃更は、胸元が開いた事で露ろ出しゆつした七緒の鎖さ骨こつに両手を添そえると、それぞれ外側へと滑すべらせたのだ。その結果、セーラー服は肩かたから二の腕うでまではだけ、七緒の白い喉のど元もとが無防備な状態で晒さらされる形になる。まさか──そう思った時にはもう、刃更の唇くちびるは七緒の首筋に添えられていて、

「あっ、東城く──あっ、あぁぁあああぁぁぁぁぁぁっ♥」

　刃更を呼ぼうとした七緒は、そのまま甘い嬌きよう声せいを上げて白い喉を仰のけ反らせた。

　首筋を刃更の口で激しく吸われたのだ。それは、クリスマスの晩にされた時など比ひ較かくにならない、怖こわいくらいに甘美な感覚を七緒へもたらした。何故なぜなら刃更は七緒の首を吸うだけでなく、こちらの股またのすぐ下に膝ひざを突き入れ、さらには露わになった七緒の乳ち房ぶさを両手でいやらしく揉もみしだいてきている。

　そして──それが女の快楽である事を自覚した時にはもう、橘七緒は激しく達していて、

「やっ……ふぁっ♥　ああぁっ……はあぁぁあああぁぁっ♥」

　躰からだの奥から涌わき上がる快楽の奔ほん流りゆうに、七緒は自分から刃更の背中へ両手を回してしがみつくと、ビクンビクンと何度も躰を震わせた。その快感に、

　……凄すごい……ボク、あの時の梶浦先せん輩ぱいみたいになって……っ。

　クリスマスの晩の打ち上げで七緒は刃更に首筋を吸われたが、立華はそれこそ刃更に胸を揉まれるところまで行っていた。最終的には七緒がヴァンパイアハーフの魔ま眼がんで刃更と七緒以外の者の記き憶おくを操作して事なきを得たが、十分という時間で立華は何度となく刃更の手で絶頂させられていて──その時の立華は、いつものクールな副会長の姿からは信じられないほど艶つやっぽく、それ以上に綺き麗れいだった。あの時の立華と自分は今、同じになっている。

　その事実を想おもい、七緒がそのまま官能に溺おぼれてしまいそうになった時だった。

　……え……。

　刃更の肩かた越ごしに、七緒は信じられないものを見る。

　いつの間にかこの生徒会室の扉とびらが開けられ、入り口の所に一人の少女が立っていた。

「……………………」

　信じられないものを目まの当たりにした瞳ひとみでこちらを見ているのは、たった今まで七緒が思い浮うかべていた一年上の先輩──梶浦立華その人だった。

　背後のため死角で見えなかった刃更は勿もち論ろん、七緒も刃更にされる事しか考えられずにいたため、ドアが開いた事にも気付かなかった。きっと音はした筈はずだが、七緒の嬌声が搔かき消してしまったのだろう。そして、

「っ────」

　立華に見られた──そう思った瞬しゆん間かん、七緒は反射的にそれをしていた。

　ヴァンパイアハーフの魔眼を発動させたのだ。

　しかし、刃更に与えられている絶頂の快楽のせいで加減が上手うまくできなくて。

「あ──…」

　予想以上に強力に発動した七緒の魔眼の力を受け、立華がその場にふらりと倒たおれた。
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「……駄目だ。完全に気を失っちまってる」

　倒れた立華を抱だき起こしながら告げてくる刃更に、

「どうしよう……」

　橘七緒は、己おのれのしでかしてしまった事を後こう悔かいした。刃更に強ごう引いんに下ろされた事でファスナーが壊こわれてしまったセーラー服の上から、彼が貸してくれた学ランを肩に羽織った七緒は、悲痛な面おも持もちでその袖そでをギュッと握にぎる。

　万が一に備えて、生徒会室の周囲には人が寄り付かないように、七緒はヴァンパイアハーフの能力を使って『人ひと避よけ』を行なっていたのだが、刃更から与えられた快楽の激しさに完全に意識を奪うばわれて、効果が少し弱まってしまっていたらしい。

　そして、よりにもよってそのタイミングで立華がやって来てしまったという訳だ。

　さらに立華に使ってしまった魔眼は、七緒がとっさに発動させてしまったものだった。

　再び魔眼を使用して効果を打ち消してあげたいが、想像以上に強く効力が働いている筈で、或いは七緒自身でも解いてあげられないかもしれない。

　……それに。

　そもそも、立華は意識を失っていて瞳を閉じている状態のため、七緒自身で解いてあげられるか試ためしてみる事もできない。

「ボク、どうしたら……っ」

　焦あせりが膨ふくらみ、七緒が悲痛な声になり始めると、

「──保健室へ連れて行こう」

　刃更がそうこちらへ言ってきた。

「保健室に……？」「ああ……多分、長谷はせ川がわ先生なら何とかできる筈だ」

　という刃更の言葉に、

「長谷川先生ならって……あ、じゃあやっぱり長谷川先生も……そうなの？」

　ハッとなりながら七緒が問うと、

「ああ……色々と力を貸して貰もらってる」

　その言葉と表情が、七緒の想像が真実である事を物語っていた。しかし、七緒は自分から長谷川の正体について確かく認にんしようとした事はない。長谷川本人や、刃更がこちらへ言ってこない以上、無む闇やみに詮せん索さくするような真似はしたくなかったからだ。すると、

「そして……お前さえ良ければ、保健室には一いつ緒しよに来て貰えないか？」

　それは恐おそらく、七緒の正体を長谷川に話すという事だろう。

　──ヴァンパイアは、かつて勇者の一族から迫はく害がいされた歴史を持つ種族だ。

　七緒はその血を半分だけ引いたヴァンパイアハーフだが、それでも体育祭の一件では誤解と擦すれ違ちがいから、一時は刃更と戦ってしまうような事にもなっている。よって、誰だれかにヴァンパイアハーフという己の正体を知られる事は、可能な限り避さけたい。しかし、

「──東城君がそう言うなら」

　七緒は刃更に対し、確かな頷うなずきを返した。今、刃更は先に長谷川の正体について、その片へん鱗りんを七緒に語ってくれた。彼が秘密を教えてくれるという事は、刃更が七緒を信しん頼らいしてくれている証あかしだろう。立華への申し訳なさを抱いだきながらも、その事実に七緒は嬉うれしさを覚える。

「……良いのか？」「うん……信じてるから」

　そもそも、立華の今の状じよう況きようは七緒が引き起こしたものだ。刃更に任せきりにするのは筋が違うし、何より魔眼を使用した七緒が行った方が、長谷川も対処がしやすいだろう。

　それに刃更がこの状況を打開するために長谷川の名を挙げたという事は、彼女ならば信用できるという事だ。そんな刃更の判断を、橘七緒は疑わない──信じる。

「そうか……じゃあ」

　そんなこちらに、善は急げと立華を抱だきかかえるようにして立ち上がった刃更に、

「待って。その前にボク、男子の制服に着き替がえないと……」

　着ているセーラー服のファスナーが壊れて恥はずかしいどうこうではなく、単純に刃更と親密な関係にある長谷川の下もとへ、こんな格好で行っては自分達が何をしていたのかいよいよ言い訳できなくなる。そこまで刃更には迷めい惑わくは掛けられないと、七緒が畳たたんでおいてある自分の学ランに手を伸のばそうとすると、

「いや──今羽織ってる俺の学ランに袖を通して、ボタンを閉じれば我が慢まんできるようなら、お前はそのままの格好で来てくれ」

「それは……ボクは別に構わないけれど」

　これから廊ろう下かを通って保健室に行く際は、騒さわぎにならないよう魔ま力りよくで自分達の周囲を覆おおい、一いつ般ぱん人からは見えない状態で移動する事になるのだ。刃更の学ランは七緒の上半身を隠かくすには充じゆう分ぶんすぎるサイズだし、誰かに見られる恥ずかしさはない。しかし、

「でも、それじゃあボク達のしてた事が長谷川先生に気付かれちゃうかも……良いの？」

「──ああ」

　戸と惑まどうこちらに、刃更は静かに頷いた。

「先輩が来て途と中ちゆうになっちまったけど、まだお前の事が解決した訳じゃないんだ……でも先生なら、先輩だけじゃなくお前自身の問題も解決できるかもしれない」

　刃更の言葉は、こちらが心配していた問題の解決にはならないものだ。それでも、

「東城君が……それで良いのなら」

　と七緒が告げると、刃更は「決まりだ」とこちらへ言って。

　そして──七緒達は立華を抱きかかえて生徒会室を出た。







　七緒達が保健室へ行くと、長谷川はまるで全すべてを観みていたかのようにこちらの状況を把は握あくしていた。そして気絶している立華をベッドへと運ぶように指示をして、

「──橘、こっちへ来い」「は、はい……」

　呼ばれた七緒が長谷川の下へ行くと、長谷川は七緒の顔の前に手をかざして、

「………ふむ、こんなものかな。もう良いぞ」

　数秒の後にそう言うと、今度はベッドへ寝ねかせた立華の額にそっと手を置いて、

『───────』

　七緒には解わからない言葉で何事かを呟つぶやいた──すると、キィンという甲かん高だかい音が生じ、

「今の──…」

　何が起こったのかを理解し、七緒は驚おどろきの声を漏もらした。

　──たった今、立華を縛しばっていた七緒の魔眼の力が霧む散さんしたのだ。

　七緒自身ですら手の施ほどこしようがなかった状態を、いとも簡単に解決した長谷川は、

「もう大だい丈じよう夫ぶだ。後はしばらくすれば、自然と眼めを覚ますだろう」

　そうこちらへ悠ゆう然ぜんと微笑ほほえんでくる。そんな長谷川の力を目の当たりにして、

　……凄い……。

　七緒は呆ぼう然ぜんにも似た驚きを得た。長谷川の力は、七緒とは比べものにならない──それこそ次元の違うレベルのもので、

「……………………」

　長谷川の凄さを目の当たりにした七緒は、ただ項うな垂だれる事しかできなくなる。

　……こんな人に、ボクは……。

　そして七緒の中に涌き上がったのは、己を惨みじめと想う感情だ。

　──冬休み明け、三学期が始まって少し経たった頃ころ。

　七緒は長谷川を訪ねて保健室を訪おとずれた事があった。魔ま界かいへ赴おもむいた刃更の帰りが予定よりも遅おそくなっていた事が心配で、長谷川なら何か詳くわしい状況を知っているのではと探さぐりに行ったのだ。そして、その時に七緒は嫉しつ妬とにも似た感情を長谷川へ向けてしまっていた。ヴァンパイアハーフという正体を隠すため、人付き合いを苦手としていた七緒にとって、生徒会へ入る事を勧すすめてくれた長谷川は恩人である。その恩は今も感じているし、感謝してもしきれない──そう思いながらも、七緒が女の子の身体からだで固着してしまった切っ掛かけとなったクリスマスの晩、長谷川が刃更とタクシーで一緒に帰っていったのを見ていた七緒は、その後に長谷川と刃更がどうなったのかをどうしても考えてしまい、冬休みの間ずっと心をモヤモヤとさせていた。どこかで、長谷川に刃更を取られたくない──そんな想いが自分の中にはあったのかもしれないと七緒は思う。

　──しかし、七緒と長谷川の力の差は、そんな気持ちを抱けるレベルを超こえていた。

　遠く及およばないなどという言葉すら生なま温ぬるい──絶対的な力の差がそこにはあった。

　澪や柚希にしても、魔界から戻もどってきてからの彼女達は、飛ひ躍やく的に力を増しているのが感じられる。恐らく刃更と付き合えるのは、それだけ凄すさまじい力を持った者にだけ許されているのだろう。そう思うと自分と刃更の間には遠い距きよ離りが生まれてしまったような気がして、七緒が俯うつむいて打ち拉ひしがれていると、

「…──それで、東城は橘の事をどうしてやりたいんだ？」

　立華のベッドをカーテンで仕切った長谷川がそう問い掛けると、七緒の隣となりに立っていた刃更がこちらの肩かたに手を置いてきて、

「──────」

　驚いたように七緒がそちらを見ると、横顔の刃更が長谷川に向かって言った。

「コイツの不安を消し去ってやりたい……そして、そのために俺に出来る事ならしてやりたい。それが俺の望みです」

「東城君……」

　七緒は刃更との距離を感じて、寂さびしさに落ち込んでいたのに、刃更はこれまでと変わる事なく──いや、これまで以上に七緒の事を想おもってくれていた。

「…………っ」

　その事が解り、七緒は思わず泣きそうになったが、

　……駄だ目めだよ……っ。

　刃更は七緒の不安を解消したいと言ってくれているのだ。ここで泣いたら、余計に刃更を心配させてしまう……そう思い、七緒が必死に涙なみだを堪こらえていると、

「そうか……ならば、まずは橘の精神を安定・満足させてやる事だな」

　と長谷川が穏おだやかな笑えみと共に言った。

「そのためには、今の肉体と精神に混乱を来きたしている原因を突つき止める必要があるんだが……橘、これは私の口から言ってしまっても構わないのか？」

「え──…？」

　突とつ然ぜんの長谷川の問い掛けに、七緒は思わず聞き返す。すると隣の刃更が、

「先生には心当たりがあるんですか？」

「心当たりというより、これは確信だよ……まあ、橘は自分で無意識に眼を逸そらすようにしてしまっている状態だから、やはり私が言ってやるべきなんだろうな」

　と、長谷川は少し意地の悪い笑みを浮うかべて──そして言った。

「…──橘、お前は東城に女として見られたいのさ」

　その言葉に、

「ボクが……東城君に？」

　まさか、と言おうとした七緒は、しかしそのまま言葉を失った。

「…………………………」

　真実を言い当てられて黙だまっているのではない──何も言えないのだ。

　……な、何で……？

　呆然よりも愕がく然ぜんに近い驚きを七緒が得ていると、

「お前は魔ま眼がんを使ったんだよ。東城への気持ちを自分の中で押し殺すために──」

　一息。

「──自分自身に対してな」

　と長谷川は断言した。

「恐らく鏡か何かを使ったんだろう──その効果はもはや強力な自己暗示を超えて、自己催さい眠みんのような効果をもたらす。元が橘自身の力だからな。傍はたから見ている分には魔力に変化が生じる事もないから周りも気が付かない……上手うまい方法だよ。しかし、よほど東城への想いが強かったんだろうな。だからこうして身体に反応が出たのさ」

「ボクが……自分で自分に魔眼を」

「お前の事だ。大方、東城の迷惑になるとでも思い詰つめたんじゃないのか？」

「……………………」

「──どうする？」

　まだどこか信じられずにいる七緒に、長谷川が言った。

「恐おそらく自分でも解呪条件は設定している筈はずだが……梶浦を縛っていた効果を取り去ったように、私ならお前が自分へ掛けた魔眼の力も消してやれる。東城への気持ちをお前の中から消し去ってやる事もな。そうすれば、これまでの十八になるまで男と女を行き来する状態に戻れるだろう。これはお前の問題だ、お前が自分で決めろ橘。私はどちらでも構わないぞ？」

「ボクは──…」

　突き付けられた選せん択たく肢しの中から、すぐには己おのれを決めきれずに七緒が黙り込んでいると、

「…──一つだけ良いか？」

　それまで七緒の隣で黙っていた刃更が言った。こちらを見て、

「先生の言った事が全て本当だったとして、もしもお前が自分自身に魔眼を掛けた理由が俺にあるのなら……その、迷惑って事だけはないからな」

「え……？」

　驚いたように問い返したこちらに、

「誰だれかに好意を持って貰もらえるって事は、光栄ではあっても迷惑だなんて思わないよ。それが恋れん愛あい感情だろうと友情だろうとさ」

　だから、と刃更。

「もし先生が言うように、その……お前の本当の望みが、女の子として俺に見られたいっていう事なら、これからはそうするよ」

　そして少し照れくさそうに、

「…──七緒」

　改めて刃更はこちらを呼んできて──その言葉を聞いた瞬しゆん間かん、

「──────────」

　橘七緒の中で何かが弾はじけた。そして、

　……これって……。

　一気に涌わき上がってきたのは、刃更に対して抱いだいた記き憶おくの奔ほん流りゆうで──そうした己の状じよう況きように、七緒は理解する。己を縛っていた魔眼の効果が、たった今消えたのだと。

　そして、思い出すのは自宅の脱だつ衣い所の鏡に向き合っていた時の自分で、

「……東城くん……ボク……っ」

　みるみる涙で瞳ひとみを潤うるませた七緒に、

「もしかして、魔眼の効果が……」

「そのようだな……恐らく設定した魔眼の効果の解呪条件は、東城に気持ちが受け入れられる事だったんだろう」

　驚いた様子の刃更に、長谷川が口にした推測は真実で──七緒がコクンと頷うなずくと、

「そうか……」

　刃更はそれだけを言うと、そっとこちらの肩を抱だいてくれる。そんな彼の優やさしさに、橘七緒は思う──やっぱりこの人を、東城刃更を好きになって良かったと。すると、

「では──後は仕上げをしておくべきだろうな」

「──仕上げ？」

　長谷川の言葉に、こちらを抱いた刃更がオウム返しに問うと、

「感情は定まっても、肉体の方まではそうはいかない。だが橘の気持ちはもう決まったんだ。ならば、素す直なおに十八になるのを待つ必要はない。橘の不安を消し去りたいというのなら、今日ここで確定してしまえば良いんだ──女として生きる事をな」

「せ、先生はそんな事まで出来るんですか……？」

　長谷川の提案に七緒が驚きの言葉を返すと、

「東城に関する事だからな……それくらいはお安いご用だ。だが先刻も言っただろう。これはお前の一生を左右する問題だ。決めるのはお前だよ橘」

　それに、と長谷川。

「そんな事をしなくても、お前は東城への想いだけで女の身体の状態に己を固着させていたんだ……それをこのまま強めてやれば、お前の性は女として定まるよ」

「想いを強めろって……そんなのどうすれば」

　確かに、今すぐに完全に女になれるものなら七緒だってそうしたい。だが既すでに自分はこんなにも刃更への想いでいっぱいで、今にも泣いてしまいそうなのに……それを強めろと言われても、と七緒が困こん惑わくしていると、

「…──解らないか？　ならお手本を見せてやろう」

　長谷川は悪戯いたずらっぽい笑みでそう言うと、刃更の首の後ろに両手を回して。

　そして──彼女の唇くちびるを、刃更の唇へと重ねた。







　突然の奪うばわれるようなキスに、

「ちょっ、先生……？」

　慌あわてて七緒から手を離はなした刃更が、長谷川の両りよう肩かたを摑つかんで唇を離すと、

「どうした？　今の橘に必要なのは、自分が女だという強い実感と、お前に女として見られている事への悦よろこびの筈だ……だとしたら、方法はこの手のものしかない」

　平然と長谷川。そして、「それに」と付け加えるように、

「こういった知識がない橘に、いきなり自分で考えてやれというのは酷こくだと思うぞ？」

「でも、だからってこんな……」

　刃更が顔を赤くしながら七緒を見ると、

「………………っ」

　突然の事に刺し激げきが強かったのか、七緒は刃更よりも真っ赤になっていた。しかし、そんな七緒の反応を長谷川はまるで気にせず、そっと刃更の手を引いて七緒から距離を取り、

「成瀬達の中にも、最初は素直になれなかった者がいただろう……だが彼女達はどうだった？　お前と他ほかの娘むすめがしているところを見て、自分も同じようにされたいと望むようになっていったのではないか？」

　こちらの耳元へ甘く囁ささやいてくる。

「それは……」

　確かに。胡桃などは正しくゼストに導かれるようにしてこちらへ心を開いていったし、柚希が刃更と主従契けい約やくを結んだ時は、澪に対たい抗こうしての事だった。そして澪も、刃更と万理亜がしているのを見て、自分がすると言ってきた事が何度もある。

　だとしたら──奥手で、自分の気持ちを自分で押し殺して、魔眼で閉じ込めてしまう七緒に同じ事をさせるには、誰だれかが呼び水となる必要があるのかもしれない。

「続けても構わないだろう？　私とお前がして見せてやる事が、橘を自分から女として生きたいと望むように導く事へと繫つながるんだから」

　長谷川のその言葉に、刃更はチラリと七緒を見てから、

「…………解わかりました」

　七緒のためになるのなら──刃更は頷くと、今度は自分から長谷川へとキスをした。

　こちらが舌を差し入れると、長谷川は嬉うれしそうに自分からも刃更へと舌を絡からめてきて、

「んんっ……ちゅっ、はぁ……んちゅ……東城……んぅ♥」

　甘えたように鼻を鳴らしながら、キスを官能的なものへ高まらせてゆき──そして、その先はもう男と女の営みだ。

　刃更と長谷川はキスをしながら、互たがいの服のボタンを外し始めた。刃更は長谷川が白衣の下に着ているブラウスの、長谷川は刃更のＹシャツのボタンを全すべて開けると、刃更は長谷川の大きな胸をいやらしく揉もみながら彼女のブラを外し、長谷川は刃更の腰こしのベルトを外しにかかる。完全に息が合い、一いつ切さいの澱よどみのないそれらの動きは、これまでに幾いく度どとなく繰くり返されている動きだからだ。

　──先日、刃更と長谷川は結界内でおよそ一年もの時を共に過ごした事があった。

　それは刃更が十神である長谷川──アフレイアとの契約を結ぶための事だったが、その結界内で刃更と長谷川は、互いに数え切れない程ほどの絶頂を与あたえ合っていた。

　よって今となっては互いに服を脱ぬがし合うのは呼吸をするみたいに簡単で、十数秒後には刃更は長谷川をショーツとストッキングを吊つるしているガーターベルトだけにし、長谷川は刃更をボクサーパンツ一枚にする。

　そして散乱するように床ゆかに脱ぎ捨てられた互いの服の中央で、刃更がパンツの中で大きくしていた己のモノを長谷川の股こ間かんへ押し当ててやると、

「あぁっ♥　ん……はぁっ、あぁ……ん♥」

　長谷川は嬉しそうに腰をくねらせ、自らもまた己の敏びん感かんな場所を刃更のモノへと押し付けてくる。するとショーツの上からだというのに、クチュクチュといやらしい水音が生まれた。キスをしながら軽く胸を揉んでやっただけで、長谷川は既に己の敏感な場所から大量に女の蜜みつを溢あふれさせていたのだ。

　──刃更と長谷川の関係は、ただ主従契約を結んでいる澪達とはまた違ちがうものである。

　十神である長谷川と、神族の契約と主従契約の両方を二重で結ぶため、刃更は長谷川を完全に屈くつ服ぷくさせる必要があり、その結果──刃更は長谷川を己の性せい奴ど隷れいへと堕おとした。

　だがこれは刃更が無む理り矢や理りに行なったものではなく、長谷川自身も望み──互いの合意の上での事だ。未いまだに最後の一線は越こえていないが、もし刃更が望めば長谷川は喜んで己の処女を刃更へ捧ささげるだろう。だが長谷川を屈服させるには、彼女には処女のままでいて貰った方がやりやすい。それは結ばれれば長谷川の『弱点』が失われてしまう事に加え、最後まで行かずにまだ先がある状態の方が、より長谷川の心を強く支配しておく事ができるからだ。そして──直接的な交わりはなくとも、性奴隷としての調教は幾いくらでも可能で、刃更がキスを止めて唇を離してやると、

「ふふっ……」

　長谷川は蠱こ惑わく的な笑えみと共に、赤い舌を刃更の首筋から胸、さらに脇わき腹ばらへと滑すべらせるように這はわせながら下ろしていった。そして程なくして「その場所」へと至ると、長谷川はこちらのパンツを下ろして──そのまま刃更の剛ごう直ちよくを口内へと咥くわえ込んだ。

　と同時、刃更のモノが温かな長谷川の口内でねっとりと包み込まれ、当然のように口での奉ほう仕しが始まる。今の長谷川は、もはや全てを心得ていて、

「んむ……れろっ、ちゅぷ……はぁ、んちゅっ……れろっ……はぁむ……ちゅっ♥」

　こちらを感じさせる淫みだらな舌の使い方も、こちらを興奮させるいやらしい音の立て方も、全てを刃更が仕込んだ以上のものへと昇しよう華かさせていた。だから刃更は長谷川を褒ほめるように頭を片手で撫なでてやりながら、もう片方の手で彼女の胸を揉んでやる。すると、

「んふっ……あぁ……んちゅ……はあぁ、ん……んちゅぅぅっ♥」

　長谷川は嬉しそうに腰をくねらせながら、まるでバキュームのように強力に刃更のモノを吸い上げてきた。さらに長谷川は自分から胸をいやらしく刃更の太ふと股ももへと押し付け、同時に手でこちらの陰いん囊のうを柔やわ々やわと揉んでくるなど、刃更に男として生まれた幸せをたっぷりと与えてくる。だから──そんな長谷川に、刃更もまた性奴隷としての悦びを与えてやった。

　一気に涌き上がってくる性せい衝しよう動どうを抑おさえる事なく、

「──そろそろ出すぞ」

　主あるじの口調でそう言うと、刃更は長谷川の頭を両手で摑んで強ごう引いんに腰を振ふり始める。

　それは己おのれの快楽のみを追求した行こう為い──刃更が腰を振る度たびに、長谷川の長い黒くろ髪かみが翼つばさを広げたように幾度となく振り乱れる。これだけ乱暴にされれば、長谷川の方は痛みや苦しさを感じる筈はずだ──しかし、

「んぶっ♥　んちゅっ、ちゅぶっ♥　はむっ、れちゅっ♥」

　美しい性奴隷は、乱暴にされる事すら悦びにして夢中になってこちらを受け入れる。そんな長谷川に刃更もまた興奮と快楽を募つのらせていき、

「くっ……ぁ……っ！」

　とうとう迎むかえた限界と同時に、刃更は己の精を長谷川の口内へと解き放った。

　激しい射精の勢いで、刃更のモノが長谷川の舌の上で暴れ回り、

「──────っ」

　しかし──その全てを長谷川は当然のように受け止めていた。そして、

「んっ、ちゅ……ふぅ、んちゅっ♥」

　最後の一ひと滴しずくまで愛いとおしげに吸い上げると、上うわ目め遣づかいで刃更を見てくる。だから刃更はゆっくりと腰を後ろへ引いて、長谷川の口から己のモノを抜ぬき去ると、

「…──見せろ」

　そう命令した。すると長谷川は両手を股間の前についた「お座り」の体勢で顔を上げ、

「ん……はぁ……♥」

　たっぷりと注がれた刃更の精を舌の上に集めて、こちらへと見せてくる。だから、

「良いぞ──吞のめ」

「んっ、んっ……あぁ……んっ♥　……んっ……はぁ♥」

　喉のどを鳴らしながら刃更の精を飲む度にピクンピクンと腰を震ふるわせて、やがて全てを飲み干すと恍こう惚こつとした溜ため息いきを漏もらした。そして乱れていた長い黒髪を搔かき上げるように耳へ掛かけると、

「どうした橘……お前は、私達が特別な関係にある事に以前から気が付いていただろう？」

　途と中ちゆうから床にへたり込んでいた七緒へ、悠ゆう然ぜんと微笑ほほえみながら言った。







　長谷川の挑ちよう発はつとも取れる言葉に、しかし七緒は茫ぼう然ぜん自じ失しつの状態で動けずにいた。

　……本当に、あんな事をしてるんだ……。

　刃更と長谷川の関係について、あれこれと想像はしていた。だが──現実は完全に七緒の想像の上を行っていた。見ていただけなのに、七緒の躰からだはどうしようもなく火ほ照てっていて、その熱に浮うかされたように思考もふわふわとおぼつかない。そんな七緒に対し、

「何を腑ふ抜ぬけている橘……さあ、女になりたいのならお前も」

「っ……は、はい……」

　長谷川の言葉に、七緒は慌てて立ち上がろうとするが、

「えっ……あ、あれ……？」

　完全に腰が抜けているのか、膝ひざが震えて上手うまく立ち上がれない。すると、

「────────」

　そんな七緒の下もとへ、刃更が歩み寄ってきた──そして無言で左の手を差し出してくる。

「あ──…」

　それを見て、七緒はゴクリと喉を鳴らした。刃更の手を取れば自分がどうなるかは、七緒にだって理解できる──刃更と長谷川がしていた事とそう遠くない行為を、自分もする事になるのだ。だからとっさには手を取れずにいると、こちらへ見せつけるかのように、長谷川が刃更へとしなだれかかり、

「お前がまだその気にならないようなら、今度はもっと激しく私達の関係を見せる事になるぞ……良いのか？」

　こちらへと放たれた長谷川の言葉は、七緒に決意と覚かく悟ごをもたらすには充じゆう分ぶんすぎるもので、

「──────っ」

　意を決したように、差し出されていた刃更の手を取ると、その拍ひよう子しに肩かたに羽織っていた彼の学ランが床に落ちた。

　──その瞬しゆん間かんから、七緒を完全に女にするための媾まぐわいが始まった。まずは七緒は、刃更と長谷川によって立華が寝ねているベッドの隣となり……カーテン一枚を隔へだてた窓まど際ぎわのベッドへと連れ込まれて。そしてベッドの上で正面を刃更、背後を長谷川に挟はさまれた七緒は、

「さあ、まずは服を脱がないとな……ほら」「は、はい……あ」

　長谷川の言葉に頷うなずきを返すと、七緒は刃更と長谷川によっていとも簡単にセーラー服を脱がされた。そのままブラも剝はぎ取られ、七緒は瞬またたく間に上半身を裸はだかにされる。

「あぁ…………」

　涌わき上がる羞しゆう恥ちに消え入りそうな声で悶もだえた七緒は、ふと気が付く。自分の乳ち首くびが、刃更と長谷川の情事を目まの当たりにした興奮によって、いやらしく張り詰つめた状態になっていた。

「やっ……これは、違うの……ボク、そんなつもりじゃ……」

　慌あわてて七緒は胸を隠かくそうとして、しかし背後の長谷川に優やさしく羽は交がい締じめにされ、

「ふふ……今さら恥はずかしがってどうするんだ？」

　逆に刃更によく見えるような体勢にされてしまう。そして、

「…──楽になるんだ、橘」

　ふと長谷川がこちらの耳元へと囁いていた。

「恥ずかしさなどで、己を抑えたり偽いつわったりする必要はない。東城を想おもって、躰だけ先に女になってしまう程に自分の願望をずっと抑え込んできたんだろう？　お前はもう充分に頑がん張ばったよ。だからそろそろ、自分で自分を許して解放してやれ」

「自分を……解放……」

　長谷川の言葉がこちらの心に深く染しみこんできて、七緒の躰から緊きん張ちようが抜けてゆく。

　七緒が瞳ひとみをとろんとさせると、

「──先生」

　どこか咎とがめるように刃更が長谷川を呼んだが、しかし長谷川は悠然と、

「大だい丈じよう夫ぶだ、任せてくれ……さあ橘、自分の躰が熱く火照ってきたのが解るな？」

　七緒はコクンと頷いた。躰の奥で生まれた甘い熱が、どんどん膨ふくれあがってくる。

「それは、これまでお前が魔ま眼がんの力で堰せき止めていた、お前の女の感覚だ……これからお前は、東城にその感覚を何倍にも増ぞう幅ふくして貰もらう事になる。だが、ただ受け身になるだけでは駄だ目めだ。先程の私のように、自分からも求めていくんだ……できるな？」

「……はい……先生……」

「よし……じゃあ、よく眼めの前の東城を見ろ」

　長谷川の言葉に、七緒は改めて正面の刃更を見た。

　……あ……。

　すると眼の前の刃更は裸の状態で、鍛きたえ抜かれた肉体と、それ以上に彼自身のモノを逞たくましくそそり立たせている姿が七緒の眼に飛び込んできて、

「東城君──…」

　思わず刃更を呼んだ瞬間、七緒の背筋をゾクゾクとした感覚が駆かけ抜けた。

　少しだけ怖こわくて……でもそれ以上に何だか凄すごく気持ちが良くて。いつしか七緒の中から恥ずかしさは消え、あるのはただひたすらに純じゆん粋すいな女としての本能だけとなる。だから、

「…──お願い、来て」

　七緒はそう己の願望を口にした。すると、

「ああ……解わかった」

　刃更はしっかりとこちらへ頷きを返してくれて、

「──俺がお前を女にしてやる」

　その瞬間──保健室のベッドが、七緒に女の生き方を教える実習現場となった。

　──だが、初心者の七緒に対し、刃更と長谷川は一いつ切さいの手加減をしてくれなかった。

　刃更には恥ずかしいくらいに張り詰めていた乳首をしゃぶられ、長谷川にはショーツの上からいやらしく尻しりを揉もまれて、

「ふああぁっ──はぁ、んっ……やぁ……っ、はぁっ……あっ、ああぁぁ──っ♥」

　先ほど生徒会室で刃更にされた時とは次元の異なる快感に、七緒はあっという間に数え切れない程ほどの絶頂を、女になった心と躰へと刻まれていった。

　二人に滅め茶ちや苦く茶ちやにされる事で達する絶頂は、七緒の頭から僅わずかに残っていた理性を根こそぎ奪うばい去ってゆく。そして残ざん酷こくなまでに優しく七緒を性の快楽へと堕としていって、

「はぁん……やっ、あはぁ……ん♥」

　いつしか七緒はその顔に恍惚の色を浮かべて、完全に刃更と長谷川によってもたらされる快楽の虜とりことなっていた。もう何度イッたか解らない。当然のように既すでにショーツは女の蜜みつでぐしょ濡ぬれで、ベッドシーツにまでいやらしい染みを作ってしまっている。

　しかし、そんなはしたなさすら誇ほこらしく思えてくるほど、七緒は二人から自分が女の子である事をたっぷりと教えられてゆく。体勢を入れ替かえ、背後から刃更に両胸を揉まれた状態で、七緒がそうした女の幸せに浸ひたっていると、

「──駄目だぞ橘、自分だけ気持ち良くなってばかりでは」

　からかうような口調と共に、長谷川がこちらの額を人差し指でツンと突ついてきて、

「いつまで東城に我が慢まんさせているつもりだ？」

　その言葉に、七緒は己の背に硬かたいものが当たっている事に気が付く。

　……これ、東城君の……。

　間ま違ちがいなく刃更のモノだった。その事に七緒が思い至っていると、

「私がさっき見せてやった手本を忘れた訳ではないだろう……できるな？」

　そう長谷川は笑えみと共に言ってきて、

「…………はい」

　だから七緒は頷くと、そのまま躰の前後を入れ替えて刃更と向かい合う体勢になり、

「ごめんね、ボクだけ気持ち良くして貰って……ボクも、東城君を気持ち良くしてあげて良い？」

　快楽に蕩とろけきった瞳で尋たずねる。すると、

「…──ああ」

　刃更は当然のように頷いてくれた。だから七緒は嬉うれしさを得ながら、

「初めてだから、どうすれば東城君が気持ち良くなるのか、いっぱい教えてね？」

　そう蠱こ惑わく的に微笑むと──橘七緒は自分から刃更のモノをいやらしくしゃぶり始めた。

「ん……ちゅっ、れろっ……んちゅ、はぁっ……ちゅぷっ……♥」

　まずは舌で、竿さおから亀き頭とうまで丹たん念ねんに舐なめてゆき、七緒はヌラヌラになるまで刃更のモノへ己の唾だ液えきを塗ぬりたくった。噎むせ返るような雄おすの味とフェロモンの匂においも凄すさまじいが、それ以上に、

　……ボク、東城君のを舐めてる……。

　何よりもその事実が、七緒を信じられないほど興奮させた。だから七緒は、自分がどうやって刃更のモノを咥くわえたか覚えていない。気が付いた時にはもういやらしく頰ほお張ばっていて、

「んむ……ちゅ……はぁ、むっ……れろ、ちゅっ……はぁむ、んふぅ……ちゅっ♥」

　トロリとした唾液に絡からめるようにして淫みだらにしゃぶると、刃更の先せん端たんからも透とう明めいの粘ねん液えきが溢あふれ出し、七緒の口内でいやらしく泡あわ立だった精のカクテルが作られる。すると、

「…………っ」

　そんなこちらの舌使いが良かったのか、刃更が何かを堪こらえるように吐と息いきを漏らすと、七緒の口の中で刃更のモノがその硬さと大きさを少し増した。それを感じ取った七緒は、

　……東城君、気持ち良くなってるんだ……。

　そう思ったらもう、七緒は止まらなかった。

「はあぁ……んふっ……東城くん……はぁむ、んちゅ……れる……はちゅ……ちゅぷ♥」

　息をするのも後回しにしてひたすら己おのれの口で奉ほう仕しを行ない、息いき継つぎの時だけ刃更のモノから口を離はなすと、手でもしごいて刃更へ最高の快楽を与あたえようと、己にできる最大限の奉仕を行なう。こんな時、長谷川ならあの豊かな胸で刃更のモノを挟んで奉仕する事もできるが、残念ながら七緒の胸はああいった奉仕ができる程のサイズではない。

　だから、橘七緒は必死に考える。

　……ボクにもできる事。ううん、ボクにしかできない事……。

　それは、きっと自分だけの武器──そう思った瞬間、

　……あ……。

　橘七緒は自分だけの「武器」に気が付いて、

「っ─────」

　やがて意を決すると、七緒は思いきってそれを実行に移した。

　刃更のモノを口に含ふくんだ状態で──僅かに歯を立てたのだ。

　──基本的に口での奉仕では、歯を立てる事は御ご法はつ度とである。嚙かむという行こう為いは相手に痛みを与えるものであり、敏びん感かんな男性器にそれを行なうのはなるべく避さけるべきだからだ。

　だが──橘七緒はヴァンパイアハーフである。特とく殊しゆな牙きばを持つ種族の七緒は、たとえ血は吸わなくても牙を突き立てる事で相手にどこまでも痛みを与えられるし、逆にどのように嚙めば相手に快楽を与えられるかも知っている。

　だから七緒はそれをした。ヴァンパイアハーフの七緒にだからこそできる、至高の甘嚙みで刃更のモノへ快楽を与えたのだ。その効果は七緒の想像を遥はるかに超こえた絶大なもので、

「っ……ぁあ────…っ」

　途と端たんに刃更が絶ぜつ叫きようと共に腰こしを浮うかせ、七緒の口内へ盛大に射精した。

「んんぅっ[image: ～][image: ～][image: ～][image: ～]んっ、んんっ……んぷっ、はあぁっ♥」

　一いつ滴てき残らず飲み干そうと七緒はゴクゴクと喉のどの奥へと刃更の精を流し込むが、激しい量と勢いに加えて、刃更が腰を仰のけ反らせた事で七緒の口から刃更のモノが抜ぬかれてしまい、七緒は顔や眼鏡めがねをべっとりと熱い白はく濁だく液で汚よごされる。

「はぁ……はぁ……っ、七緒……今のは……？」

　ベッドシーツに尻しり餅もちをついた刃更に呆ぼう然ぜんと尋ねられた七緒は、

「っ──────」

　凄まじい達成感に打ち震ふるえた。自分は今、刃更を驚おどろかせる程の快楽を彼に感じさせる事ができたのだ──その自負が、七緒に最高の女の幸せを与えてくれる。だから、

「気持ち良かったでしょ……もう一度してあげるね」

　そう言って七緒はキュッと刃更へと抱だきつくと──そして再び彼に奉仕を行ない始めた。




　　　　６




　それから七緒は、本格的に刃更との快楽へと溺おぼれていった。

　刃更に絶頂を与えられたという自信が、七緒を積極的な女の子へと変え、牙を使ったフェラチオで何度も刃更を果てさせた。

　しかしまだ快楽に弱い七緒は、刃更から攻せめられるとあっという間に達してしまい、途と中ちゆうからは再び七緒が一方的に刃更のされるがままになってゆく。

　そして──七緒達が保健室を訪おとずれてから数時間後。

「…──ふふっ、随ずい分ぶんと良い顔になってきたな」

　刃更にされ続けている七緒の様子を見てきた長谷川が、楽しそうに笑ったのがふと視界の端はしに見えた。だが七緒はそちらを見る事はできない。決して瞳を逸そらせないものが眼の前にあったからだ。それは長谷川の力で鏡に変へん換かんされた、保健室のガラス窓に映っている七緒自身の姿──七緒は今、ベッドの上で、刃更に自分が女の子である事を思い知らされていた。

　──その格好は、一度は脱ぬいだ筈はずの女子の制服を身に纏まとったもの。この姿の方が、自分が女の子だと強く実感できるだろうという長谷川の判断で再び着せられたのだ。

　刃更の方も、Ｙシャツと制服のズボン姿に戻もどっている。

　しかし刃更がきちんと服を着ているのに対し、七緒の格好は半脱ぎの状態だ。

　七緒はセーラー服を素す肌はだに直接羽織っているだけの上に、ファスナーが壊こわれているため前が全開になり、両胸が露あらわになってしまっている。またスカートなどは、それこそオーバーニーソを穿はいた左の足先に申し訳程度に引っかかっているような状態だった。

　そんな扇せん情じよう的な格好で、七緒は背後から刃更に抱きすくめられている。

　刃更の左手は七緒の胸を揉んでいた。そして右手は、七緒の両りよう脚あしの間へ──ショーツの中へと差し入れられている。七緒のショーツの中では、クチュクチュといやらしい水音が生まれていた。刃更の指先がどこを触ふれているかなど言うまでもない。
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「あぁっ──やぁ、東城く……ふあぁっ♥　はぁん……東城くぅんっ、ああぁ……っ♥」

　女の子の最も敏感な場所を擦こすられながら、七緒が淫らに腰をくねらせると、

「解るよ橘……東城にそこを擦られてしまうと、私も幸せになるからな」

　笑みを含んだ長谷川の言葉を、しかし七緒は聞いている余よ裕ゆうがなかった。刃更がくれる凄まじい快楽から逃のがれようと腰を動かしているのに、刃更の指はどこまでも七緒の敏感な場所を追ってきて──七緒を快楽の迷めい宮きゆうへと閉じ込めてしまう。──そして、またその時がやってきた。少し前から七緒は絶頂の度に潮を吹ふいてしまうようになっていて、

「やっ……ボク、また……っぁぁああああああぁぁっ♥」

　七緒は刃更の膝ひざの上で嬌きよう声せいを上げ、腰をはしたなく浮うかせながら激しく絶頂した。

　と同時、ショーツの中の刃更の手を七緒の女のシャワーがいやらしく濡らしてゆく。

「あ……あぁ……♥　や……ん……はぁ……っ♥」

　下腹の奥で子宮が悦よろこんでいるかのように脈動しているのが解り、七緒が恍こう惚こつの声を漏もらしていると、刃更はゆっくりとこちらのショーツの中から手を抜いた。そして、

「…──解るか？」

　刃更はそう言って、七緒の顔の前に彼自身の右手を持ってきてこちらへ見せた。

　七緒をイカせた刃更の右手は、激しい絶頂によって七緒が溢れさせた女の液をいやらしく滴したたらせ、さらには湯気まで微かすかに立てていた。

　それは、七緒が得た女の絶頂によって生じた快楽の熱で、

「っ……はぁ……んっ、ちゅ……れろ……ん♥」

　刃更の指を綺き麗れいにしてあげようと、七緒はそっと唇くちびるを寄せて舐めしゃぶった。すると、

「もうすっかり女の顔だな……これならもう、自分の性別を見失う事はないだろう」

　そうした七緒の姿を見ていた長谷川が、ふふっと笑いながら言って、

「──東城、そろそろ橘にお前の止とどめを刺さしてやれ」

「ええ……そうですね」

　刃更はそう言うと、ズボンのファスナーを下ろして彼のモノを取り出した。七緒の痴ち態たいに興奮してくれていたのか、刃更のそこはすっかり雄お々おしくなっていて──そして刃更は、七緒のショーツの股こ間かんの内側へ横から左手の中指を差し入れて隙すき間まを作ってくる。

「ん……はぁ……東城くん……何を……？」

　肩かた越ごしにとろんとした瞳ひとみで七緒が問うと、

「大だい丈じよう夫ぶだ七緒……下着の中までだから」

　と優やさしい口調で言った次の瞬しゆん間かん──刃更は指で引っ張って作っていた七緒のショーツの隙間から、熱く濡ぬれそぼった中へと彼の剛ごう直ちよくが捻ねじ込まれた。

　……え……。

　突とつ然ぜんの事に、七緒は戸と惑まどいを得た。何故なぜか自分の視界がリズミカルに上下していて、腰を下ろす度たびにショーツの中からジュプッ、ジュプッと淫らな水音が生じている。

「………………」

　七緒は呆然と視線を下ろした。すると自分の一番敏感な女の場所が、下から刃更のモノで突き上げられる度にいやらしく擦られているのが見える。その状じよう況きように思考が追いつかずにいると、

「…──大丈夫だ橘」

　と長谷川が楽しそうに笑いながら言った。

「あまりの強さに感覚が追いついていないようだが──すぐにお前は、それを快楽だと認にん識しきして、余すところなく享きよう受じゆできるようになる」

　長谷川が何を言っているのか、七緒はすぐには理解できなかった。だが、

「七緒──…」

　背後の刃更に耳元で呼ばれた七緒は、彼の右手でそっと髪かみを撫なでられると、そのまま頭を右側へと傾かたむけさせられた。すると七緒の首筋が無防備な形で露わになり、

「──お前は間ま違ちがいなく女だ」

　視界を斜ななめにした状態でそう言われると同時、七緒は甘い痛みが走る程ほどの強さで刃更に晒さらしていた首筋へと歯を立てられ、彼に激しく吸われた。

　その瞬間──七緒の中で全すべての感覚が一いつ斉せいに繫つながって、

「────────っ」

　刃更の腰の上で、七緒はビクンと躰からだを仰け反らせながらこの日一番の嬌声を上げた。

　刃更に女という性を完全に定められながら絶頂した、橘七緒の官能的な産うぶ声ごえだった。
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　七緒を完全に女にした後。

　長谷川の力でファスナーを直したセーラー服を彼女へ着せてやると、刃更は意識を失っている七緒を立華と同じベッドへと寝ねかせてやった。

　そして──長谷川が指を鳴らしただけでシーツを綺麗な状態へと戻した窓まど際ぎわのベッドでは現在、刃更は長谷川に求められて彼女との時間を過ごしている。

　互たがいに全ての服を脱いだ状態で、

「んっ……ちゅっ、はぁ……れるっ、ちゅぷ……ん、やっとお前を独り占じめできるな」

　刃更の首の後ろへ両りよう腕うでを回して、舌を絡からめた濃のう厚こうなキスをしていた長谷川は、呼吸の合間にそっと唇を離すと、潤うるんだ瞳でこちらを見てくる。

「褒ほめてくれ……お前が橘を女にしてやっている間、私はずっと我が慢まんしていたんだから」

「ええ……頑がん張ばりましたね」

　刃更がそっと頭を撫でてやると、長谷川はこちらをベッドの上へと押し倒たおすように覆おおい被かぶさってくる。そして、

「この程度では許さないぞ……今日のお前は、たっぷりと私を可愛かわいがる責任がある」

　何せ、と長谷川。

「明日からの春休み……またお前達が出で掛かける事になったせいで、私は冬休みの時と同様に寂さびしい想おもいをする事になるんだからな」

「…──ですね」

　刃更は肯こう定ていの言葉を返すと、長谷川の背後へ両手を回し、彼女の尻しりをぐっと摑つかんで自分の腰の上へと座らせた。そうして騎き乗じよう位いの体勢になると、長谷川がこちらの両手を彼女の豊かな乳ち房ぶさへと導いてくる。刃更が遠えん慮りよなく下から長谷川の胸を揉もみ上げると、

「あぁ……んっ、はぁ……《里》へ戻るのは五年ぶり、いやそろそろ六年か？」

　長谷川は胸を愛あい撫ぶされる快感に身をくねらせてから尋たずねてきて、

「ええ──親父おやじと一いつ緒しよに追放されて以来です」

　長谷川の胸の感かん触しよくを楽しみながら、東城刃更は己おのれの置かれている状況を想った。

　──一週間前、柚希と胡桃に《里》への一時帰き還かんの命令が下った。

　時期は春休みに入り次し第だい──そして。

　……俺と澪も同行させる事。

　だが、これは仕方のない事だと刃更は思う。自分達を取り巻く状況は、高位魔ま族ぞくのゾルギアを倒した後──胡桃が柚希の補ほ佐さとして派は遣けんされてきてからも、現在までの間に著いちじるしく変わってしまっている。魔ま界かいへ赴おもむいたり、それこそ向こうからゼストを連れて帰ってきたりしたのは、こちらとしては譲ゆずれない事情があっての決断だ。とはいえ《里》としてもこのままこちらを見過ごしている訳にはいかなくなったのだろう。しかし監かん視し役の柚希や胡桃だけでなく、刃更や澪も同行させるように命令が下ったという事は、

　……逆にチャンスかもしれないな。

　追放したとはいえかつては勇者の一族だった刃更ならまだしも、先代魔ま王おうの一人ひとり娘むすめである澪を《里》へ入れるなどという事は、本来ならば決して有り得ない話だ。

　或あるいは長老達は、こちらへ歩み寄ろうとしているのかもしれない。だから刃更達は、その呼び出しを受ける事にした。下手へたに断って怪あやしまれたり危険視されたりすれば、いつまた澪が消しよう滅めつ対象にされてしまうとも限らない。目先のリスクに囚とらわれて問題を先送りにするよりは、むしろ直接会って話す事で、こちらが脅きよう威いではない事を《里》へ示しておいた方が良いだろう。

　……まあ。

　それでも楽観的に考えるのも危険だ。こちらに友好的な会談と思わせて油断させておいたところで、一気に──という可能性だってゼロではないのだから。

　よって、そうした万が一の事態も想定した上で動く事にしたのだが、

「──気を付けてくれ東城」

　ふと長谷川が心配そうに言うと、こちらへ覆い被さるように身体からだを重ねてきながら、

「前にも伝えているが……先日、温泉宿へ行った際に結界内で交かわした契けい約やくによって、私の力のかなりの量をお前に貸してやれる状態になった。だが、こうして私がお前に屈くつ服ぷくしすぎてしまったせいで、貸せる力は膨ぼう大だいになりすぎている。今のお前では、まだ自分の中にある私の力をコントロールする事はできないだろう……発動はおろか、それこそ知覚する事さえ難しい筈だ」

　そう──後になって解わかった事なのだが、刃更はとにかく長谷川と契約する事だけを考え、長谷川もまた刃更に屈服する事だけを考えた結果、刃更達は少しばかりやり過ぎてしまったようだった。よもやこんな事態になるとは刃更も長谷川も想定していなかった。

「それでも、私と契約を結んだ事で基き礎そ的な戦せん闘とう力は飛ひ躍やく的に上がっているし……サキュバスのシェーラから貰もらった薬を使った副作用で濃こくなりすぎてしまっていた魔族の血も、今は私の十神の力が入った事で、ラファエリーネの神族側の血の方が強くなっている状態だ。勇者の一族の連中に、お前が魔族の血を引いている事を知られる危険性はないだろう。だからこそお前は、今回《里》へ赴く事を決めたんだろうしな」

　ただし、と長谷川。

「気付いていると思うが……そうやって体内での霊れい子しバランスが崩くずれている今の状態では、《無次元のバニシング執行シフト》は使えない。あそこまでの威い力りよくを持った能力の発動条件は、使い手さえ知らないような秘密が含ふくまれている事が多いからな」

「ええ。先生との契約を結んだ後に、変化を確かめるために一通りの事を試ためしてみたんですが、《無次元の執行》だけは使えませんでした……でも」

　それについては構わないというのが刃更の本音だった。

　……何せ。

　どのみち自分は、今回《無次元の執行》は使えない──だってそうだろう。

　あの悲劇の現場となった《里》で、自分が犯おかしてしまった罪を繰くり返す危険がある真似まねなど、東城刃更は絶対にできないのだから。すると、

「──私も一緒に行ければ良かったんだが」

　ふと長谷川が、とんでもない事を言い出してきて、

「流石さすがにそれは無理ですよ……」

　刃更は思わず苦く笑しようした。長谷川が下手に《里》へ近付けば、神族である事だけでなく十神という正体にまで気付かれてしまう危険性がある。刃更達が《里》へ赴くのは、自分達が脅威ではない事を示すため──平へい穏おんな日常を手に入れるためだ。よって、今回の件に十神である長谷川が関かかわって、色々とややこしい事態に発展してしまうような事態はマズい。「先生には本当に色んな事で力を貸して貰っていますし、助けても貰っています……だから今回の件は、まずは俺達だけで頑張ってみます」

「なら──せめてこれくらいはさせてくれ」

　長谷川はそう言うと、刃更の右みぎ頰ほほにそっと手で触ふれてきて、

『──────』

　瞳を閉じて何事かを詠えい唱しようすると、刃更の体内に温かな波動がスッと満ちていった。

「先生、今のは──…」

「お前自身の神族や魔族の力をいじると、余計に霊子バランスが崩れてしまいかねないからな。代わりにお前の意思でブリュンヒルドの力を解放できるようにした」

「ブリュンヒルドの力を……？」

　オウム返しに問うこちらに、長谷川は「ああ」と頷うなずいて、

「お前の魔ま剣けんが、倒した相手の魂たましい──即すなわち霊子を吸収できる事は知っているだろう。それは、かつて神界では主神に仕える戦いくさ乙おと女めだった時の名残なごりでな……魔剣という形になった今でもその力は失われてはいない。それを、お前が利用できるようにしたのさ」

「そんな事が……？」

「私と契約した事で、お前の足を引っ張るような事になるのだけは耐たえられないからな……」

　思わず眼めを丸くした刃更に、長谷川はふふっと微笑ほほえんできて、

「ありがとうございます……先生」

　そう刃更が感謝の言葉を告げると、

「私はお前の下僕として当然の事をしたまでだ。礼など言う必要はないよ」

　でも、と長谷川。

「もしお前が私を想ってくれるなら、どうか行動で私にそれを思い知らせてくれ。先刻も言ったように、橘がされているのを黙だまって良い子にして見ていたんだ……主あるじの愛情をたっぷりと感じられるようなご褒ほう美びをねだらせて欲しい」

　そう言うなり、刃更の股間をそっと柔やわらかなものが包み込んだ──長谷川の手だ。

　そして、いやらしくしごいてあっという間に刃更のそこを大きくした長谷川に、

「ええ──そんな事で良いのなら、幾いくらでも」

　東城刃更は頷くと、ゆっくりと身を起こして言った。

「…──始めるぞ、アフレイア」

　そんな刃更の言葉に長谷川は「ああ」と頷くと、こちらへ背を向けてベッドの上に四つん這ばいになった。そして尻をスッと上げると、

「さあ東城……また私の処しよ女じよ膜まくに、お前の精液の味を教えてくれ」

　既すでに濡ぬらしていた己の女の秘ひ裂れつを、いやらしく割り開くようにこちらへと見せてきた。

　──それは刃更が快楽へと堕おとした、世界で最も美しい性せい奴ど隷れいの姿だった。

　だから東城刃更は、長谷川千ち里さとの絶対的な主としてたっぷりと彼女を貪むさぼった。

　放課後の保健室で──己の与あたえる絶頂で、長谷川が意識を飛ばしてしまうまで。
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　都心の巨きよ大だいターミナル駅から、在来線の特急に乗って二時間半。

　そこからローカル線へと乗り換かえて三十分。

　東とう城じよう家を出発してからおよそ四時間の後──刃バ更サラ達はとある駅へと降り立った。

　改札を抜ぬけて駅舎から出た刃更は、記き憶おくの中にあったかつての風景が変わらず残っているのを目まの当たりにして、

「五年ぶりか、この駅に来るのも……」

　追放される形で里を離はなれて五年あまり。刃更と迅じんが帰郷した事は一度もない。

　懐なつかしさという名の感かん慨がいを得て、自然と呟つぶやきが漏もれた。

　──だが、自分達の目的地はまだ先だ。すると、刃更の隣となりに後からきた澪みおが並んだ。着き替がえなど旅行に必要な一式を収めたキャリーケースのキャスターをロックした澪は、

「ここから先は車なんだっけ？」

　初めて訪おとずれた土地の風景を見み渡わたしながら尋ねてくる。澪が言っているのは、自分達がこれから赴く場所への道程──勇者の一族の里への行き方だ。だから、

「ああ、バスかタクシーだ。この五年くらいの間に交こう通つう網もうが変わってなければだけどな……でも、その辺は大だい丈じよう夫ぶなんだろ？」

　と刃更が問うと、刃更を挟はさんで澪とは逆隣に並んだ柚ゆ希きがコクンと頷きを一つして、

「平気。予あらかじめ話しておいた通り、この辺りは刃更がいた頃ころと大きく変わってはいないから」

「でも今は閉山期だから、車で行けるっていっても途と中ちゆうまでだよ」

　と、背後の胡桃くるみが柚希の言葉を補足する。そして、

「どうする？　やっぱりあたしが飛行魔ま法ほうを使おうか？」

　と、胡桃は車とは別の交通手段を口にした。それは、ここへ来るまでにも胡桃がこちらへ提案していたものだった。確かに──魔法で空を飛んでゆく方法も一つの手ではある。

　周囲に結界を張ってしまえば、一いつ般ぱんの人に目もく撃げきされる心配はない。

　……けれど。

　物事に絶対は存在しない。何より今回は、魔界へ行った時とは別の意味で、行動には気を配り、万ばん全ぜんを期すべきだ。だから、東城刃更は首を横に振ふって言った。

「……止やめておこう。今回はなるべく正規の方法で……行けるところまでは一般の交通手段で行った方が良い」

　まだここからしばらく山の方へ向かうとはいえ、この辺りは既に《里》の領域圏けん内ないだ。

　何かで人の目に触れるような事態が生じて、それが《里》や勇者の一族についての秘密が明るみに出るリスクに繫つながるような真似は慎つつしむべし──それが《里》の本来のルールである。

　──無論、時と場合によっては規律よりも効率が優先される時はある。

　飛行魔法や高速移動魔法などを使うケースは決して少なくない。

　……だが。

　そういった真似が認められているのは、《里》がそれを許した場合だけだ。対象も勇者の一族に限られる。《里》を追放された刃更や、魔ま族ぞくの血を引いている澪に同じ真似はできない。

　……何せ。

《里》が柚希と胡桃に一時帰き還かん命令を出し、刃更と澪を連れて来るように言ったのは、間ま違ちがいなく歓かん迎げいや歓かん待たいを行なうためではないのだから。すると、

「いずれにせよ、私とゼストさんはここまでですね……」

　と、ここまで付いてきた万ま理り亜あが不満げに言った。唇くちびるを尖とがらせる万理亜の頭に、刃更は左手を置いて撫なでてやりながら、

「悪いな……長老達の命令は俺と澪ってなってる。お前やゼストを、澪や俺の護衛だと言い張って連れて行く事もできなくはないけれどさ」

　魔ま界かいへ行った時のように、相手の言いなりになるのではなく、安全面を考こう慮りよしてこちらの事情や都合を優先し、押し切るという選せん択たく肢しもあった。

　そして、それは決して間違った考えではない。だが、

「──いいえ、刃更様達のお立場が悪くなるような事は避さけるべきです」

　万理亜と同じく、ここまで同行していたゼストがキッパリと言った。しかし、口調こそ毅き然ぜんとしているものの、ゼストの表情は沈しずんでいた。恐おそらく、本音は万理亜と同じかそれ以上に刃更達と共に行きたいのだろう。

　……でも。

　魔族である万理亜やゼストを連れて行けば、どうしても《里》を刺し激げきする事になってしまう。特に刃更達は、魔族の穏おん健けん派達とは特別な繫がりができているし、穏健派との和平という形で、間接的には現魔ま王おう派とも繫がっている。万理亜やゼストを連れて行くと、最悪の場合──そうしたこちらの状じよう況きようが逆手に取られてしまう可能性は否定できない。

　例えば今後、《里》に関する何らかの秘密が魔族側に漏れる事態が発生した時、《里》は刃更達へ疑いの目を向けるだろう。その際、刃更達が《里》が許可していなかった万理亜やゼストを勝手に連れて行っていると、《里》は刃更達の勝手な判断や、万理亜やゼストの存在を突ついて、こちらと敵対する理由を正当化できるようになってしまう。

　……そして。

　勇者の一族が刃更や澪を危険視した場合──自分達自身で秘密を漏らしておきながら、それをこちらへ濡れ衣ぎぬを着せるといった真似も不可能ではないのだ。

　……こんな事、考えたくはないけどな。

　刃更が危き惧ぐしているのは、相手を信用せず、何もかもを疑うような思考から来るものだ。本音を言えば、かつての仲間を──故郷を疑うような事はしたくない。しかし、余計な隙すきは作らないに越こした事はないだろう。

　……それに。

　下手へたに強行な真似をすれば、柚希や胡桃に──ひいては二人の野の中なか家そのものに対しても迷めい惑わくが掛かかってしまいかねない。かつて《里》が澪を消しよう滅めつ対象とした際に、柚希は《里》の命令に反する行動を取ってしまっているのだ。

　これ以上、柚希の立場が悪くなるような事は何としても避けなければ。

　……そうだ。

　考えられるあらゆる事態を想定し、それぞれの数手先を読んで、対応と対策を練っておき──いざという時は、速すみやかにそれを実行する。そこまでやってようやく、自分達よりも強大な相手と渡わたり合う事ができるのだ。必要以上に考えすぎる事はないが、必要ならばどこまでも考える──東城刃更は、そうしてこれまでを乗り切ってくる事ができたのだから。

「そういう訳だから、悪いけど二人は俺達が向こうへ行っている間は待機していてくれ。宿の方は大丈夫なんだよな？」

「ええ。刃更さんのご指示通り、先さき程ほどの乗のり換かえ駅えきの近くにある例の旅館を押さえました」

　こちらの問い掛けに、万理亜がニッコリと笑って言った。

　──この駅周辺にも、小さな宿がない訳ではない。

　それこそ里により近い閉山エリアのギリギリ手前にも、閉山期の今も営業している宿があり、万理亜とゼストは当初そちらでの宿しゆく泊はくを希望した。万が一の時の事を考えれば、そちらに泊とまった方が刃更達の下もとへ駆かけつけやすいのは間違いないだろう。

　……でも。

　そこまで《里》に近い場所にある宿に泊まっては、いざという時のために二人が留とどまっていると主張しているようなものだ。何かあった時の事は考えなければならないが、刃更達は《里》と事を構えに行く訳ではない。そのため万理亜とゼストは一いつ旦たんは乗換駅まで戻もどり、駅近辺の宿で待機するという刃更の考えを了りよう承しようしてくれた。ただし、

「皆みなさん……何か問題が発生した場合はご連れん絡らくを。すぐに飛んで参ります」

「ああ、解わかってるよ……」

　そう──いざという時には、手段は選んでいられない。即そく座ざに万理亜とゼストの二人と合流し、全員で事態を切り抜ける。そして、これからの動きを互たがいに確かく認にんし合ったところで、

「という訳で、ここから俺達はバスかタクシーだ。とはいえ荷物も少なくないし、タクシーならミニバン車じゃないとキツイだろうな……タイミング良く空きがあるといいけど」

　と、そこへ通りの向こうから、一台のＳＵＶ車がやって来た──それを見た瞬しゆん間かん、

「《里》の車……」

　そう言って、柚希がスッと眼めを細めた。《里》が迎むかえを寄よ越こす可能性は考えなくはなかったが、その場合はこちらがこの駅に到とう着ちやくする前に、予め待機させているものだと思っていた。駅舎を出て外にその手の車の姿がなかった事もあり、迎えが来るという可能性はなくなったと考えていたのだが、或あるいは──少し離れた場所から見られていたのだろうか。

　……やりにくいな。

　これまでゾルギアやレオハルト、ベルフェゴールといった魔族達の裏を搔かく事が出来たのは、彼らが刃更の思考の組み立て方など、パーソナリティな部分について詳くわしくは知らなかったからだ。だが、《里》は刃更の事を知っている。だからといって、それで全すべてを見通せるなどという事はないだろうが、しかし魔族よりは確実にこちらの思考に辿たどり着きやすい。気を引き締しめ直さなければ──そう思いながら、刃更が警けい戒かいの視線を向けると、

「あれ……？」

　眉まゆを顰ひそめる刃更の前を、車はそのまま通り過ぎた──素す通どおりだ。

『………………』

　全員でポカンとなりながら車の背中を見送っていると、慌あわてたようにブレーキランプが点灯し、巨大な車体が急制動。こちらの視線の先で止まった。そして運転席の扉とびらが開くと、

「うーむ……やはり車の運転はどうにも慣れないな」

　やれやれと頭を搔きながら、車内から一人の男性が出てくる。和服を身に纏まとい、腰こしまである長い髪かみに隻せき眼がんという出いで立ちのその男性を見た瞬間、反射的に声を上げたのは胡桃だ。

「えっ……お、お父さん？」

　自分の娘むすめが発した困こん惑わくの声が届いたのか、その男性は──野中修しゆう哉やは「やあ」とこちらへ向かって笑い掛けると、そのまま歩み寄ってきた。そしてこちらの眼の前に来ると、

「お帰り二人共……元気そうで何よりだ」

　柚希と胡桃の二人にそう言って、笑えみをより穏おだやかなものにする。それを受けて、

「……ただいま。でも、どうして父さんが？」

　柚希が穏やかな表情と共に帰郷の言葉を伝えてから、そこで表情を少し硬かたくして問うと、

「父親が娘の迎えに来るのは、そう不自然な事ではないだろう？」

「……わざわざ不慣れな車を運転して？」

　と、ジト眼で胡桃。下の娘から訝いぶかしげに問われた修哉は苦く笑しようして、

「お前達の今回の帰還は、指令を受けてのものだ。《里》へ戻れば、まず最初に長老達への報告が求められる。そうなれば、否いやが応でも緊きん迫ぱくするのは避けられない。だから、その前にこうして個人的に話せる機会を持っておきたかったんだ。お前達と──」

　そして、とこちらに視線だけを寄越して、

「──彼らともね」

　そこまでを言うと、修哉は刃更の方へと向き直った。

　昔のまま──五年前のまま、あまり変わらない修哉に、

「おじさん……」「刃更君、久しぶりだ……大きくなったな」

　刃更が再会の言葉を探していると、修哉は懐かしむような声でこちらの成長を喜ぶように言った。そんな修哉の眼は、自然と細められたものになっていた。彼の瞳ひとみは恐らく、眼の前の刃更を通して過去を見ているのだろう。五年前の──《里》を追放された時の刃更の事を。

　──そう思うと、返す言葉がなかった。何か言わなければと思うのに、何を言っても過去や現在を取り繕つくろったものになってしまいそうで。だけど、黙だまっている事もまた卑ひ怯きように思えて、

「おじさん、俺は……」

　必死に言葉を絞しぼりだそうとする刃更の肩かたに、修哉はそっと手を置いて、

「きっと、色々と積もる話があるんだろう……私もだ」

　でもね。

「それは無理に考えて言葉にするものじゃない。考えれば考えるほど、言葉は真実から遠ざかってゆく。それはね、離はなれていた者同士の距きよ離りをより遠ざけてしまうものだよ」

　けれど、と修哉。

「それでも、君には伝えられる言葉がある」

「？」

「──お帰り、刃更君」

　さらりと、まるで呼吸をするかのように修哉の口から紡つむがれた言葉は優やさしくて。

「──────」

　その言葉を嬉うれしいと思う自分と、その言葉を受け取る資格が己おのれにあるのかと問う自分との狭はざ間まで、東城刃更は身を小さく震ふるわせる。返す言葉を見つける事は、できないままで。

　そんな刃更に、修哉はこちらの肩へ置いている手に優しく力を込めると、顔ごと視線を刃更の隣となりにいる少女へ向けて──そして言った。

「成なる瀬せ澪さん……だね？」
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　静かに放たれた修哉の問いに対し、

「…………はい」

　成瀬澪は、軽く頭を下げた首しゆ肯こうを返しながら思う。

　……この人が、柚希と胡桃ちゃんのお父さん……。

　優しそうな人、というのが澪の修哉へ抱いだいた第一印象だった。先程から娘の柚希や胡桃に対して向ける笑顔は優しく穏やかで、また《里》から追放されてしまった刃更に対しても柔にゆう和わな態度で接している。勇者の一族として、魔族と戦っていた者とは思えない雰ふん囲い気きだ。

　──だが、勇者の一族内における修哉の立場は低いものではないという。

　むしろその逆。日本の勇者の一族を司つかさどっている長老達にこそ及およばないものの、修哉は《里》の中ではかなり発言力を持った存在らしい。そして澪は、ここへ来る前に柚希達から《里》で会う事になるであろう彼女らの両親や、長老達などについて説明を受けていた。その際に修哉の一族内での立場についても聞いていたので、勝手ながら修哉は厳しい人なのだろうと先入観を抱いてしまっていた。勿もち論ろん、放つ雰囲気が優しそうだからといって実力が低いとは限らない。見た目と裏腹な実力の持ち主など幾いくらでもいる。

　……現に。

　澪はチラリと己の肩かた越ごしに背後を見る。すると、

『………………』

　先程から黙ったままでいる万理亜とゼスト──久々の再会の邪じや魔まにならないよう、一歩引いた形でいる彼女達の放つ空気が、微かすかながら張り詰つめている。魔ま族ぞくである二人からしてみれば、初めて会う勇者の一族に対して用心するのは当然だ。だが逆を言えば、勇者の一族なら先代魔王の娘である澪や、魔族である万理亜やゼストを前にすれば一定の緊迫は生じる筈はずなのに、修哉からはその種の空気は一いつ切さい感じられない。

　──かといって修哉がその事に気付いていないかといえば、それも違ちがう。彼は万理亜やゼストの緊きん張ちよう感かんには気付いている。それでも、こうして自然な立ち居い振ふる舞まいで、しかしながらそこに隙を感じさせない。迅と同じく三十代であるため、重じゆう鎮ちんという言葉はまだ相応ふさわしくないものの、それでも迅が一族から離れた今となっては、修哉は日本の《里》を率いる次代の長老候補の一人なのだという。そんな修哉がわざわざ迎えにやって来るという事は、こちらを賓ひん客かくとして扱あつかう意思が少なからずあるのかもしれない。

「………………」

　澪が黙り込むと、こちらの表情が硬い事に気付いたのか、修哉が小さく苦笑して言った。

「勇者の一族の《里》へ行くのに、緊張するなというのは難しいと思うし、これから行く私達の集落では、君が嫌いやな想おもいをしてしまうような事もあるかもしれない……その可能性を私は否定できないんだ。残念な事だけどね」

　その言葉に、

「……ええ。解っています」

　それくらいの事は、ここへ来る前に覚かく悟ごは済ませてある。魔ま界かいの件では、自分達の立場が悪いものである事を承知で、柚希や胡桃も付いて来てくれた。勿論それは刃更のためというのが一番なのだろうが、同時に澪のためでもあった事は間ま違ちがいない。澪はこれまでにも、そうして勇者の一族である柚希や胡桃に何度となく助けられてきた。

　……だから。

　今度は自分の番だ、と成瀬澪は思う。自分に何が出来るのかは解らない。もしかしたら、下手へたに出しゃばらない方が良いのかもしれない。しかし、もし澪や刃更と行動を共にした事で、柚希と胡桃の立場を悪くしていたのならば、自分は逃にげる訳にはいかない。そんな卑怯な真似まねをしたら、これから先、情けなくて二人と一いつ緒しよにいられなくなる。

　そんなのはご免めんだった。そう心に誓ちかってギュッと拳こぶしを握にぎった澪に、

「──これから君が訪おとずれる場所は、勇者の一族の領域だ」

　修哉が改まった口調で言った。

「だが──君の味方が誰だれもいないなんて事はない。娘達や刃更君もいるし、私や家内も出来うる限りフォローするつもりだ。無論、これは絶対を保証するものではない。けれど、気休めでもないと信じて貰もらえると嬉しい」

　その言葉には真実にだけ含ふくまれる重みがあった。だから、

「はい……よろしくお願いします」

　修哉に対し、ようやく澪はしっかりと眼を合わせて言った。すると修哉は「ああ」と頷うなずくと、澪と刃更の後ろで控ひかえている万理亜とゼストに向かって、

「残念ながら、君達については我々の里へ連れて行く事はできない……娘達が色々と世話になっていると聞いている手前、心苦しいのだけどね」

　それは勇者の一族である修哉が、魔族である万理亜とゼストに対して告げられる最大限の配はい慮りよを含んだ言葉だった。だから、

「……承知しています」「まあ、こればっかりは仕方ないですからね」

　そんな修哉に、ゼストと万理亜は許容の言葉を返す。

　──だが、それは修哉に言われたからではない。

　二人が後方で待機する事を受け入れたのは、澪達が彼女らにそう頼たのんだからだ。澪と同じく、万理亜とゼストにしても、刃更や柚希、胡桃の立場が悪くなるのは望むところではない。澪が共に行く事を選んだように、二人は残る事を選んだのだ。

　そして、この場にいる全員に声を掛かけ終えた修哉が、

「それでは、そろそろ行くとしようか」

　そう言った時だった。

「──悪いんだが、もうひとり同行させて貰えるか？」

　どこか笑みを含んだような軽口が、澪達の背後で生じたのは。

　聞き覚えのある声に、澪達はバッとそちらを振ふり向く。すると、

「それだけデカい車なんだ。席にはまだ余よ裕ゆうがあるだろ」

　そこには漆しつ黒こくのコートを身に纏った一人の青年が立っていて、

「滝たき川がわ……何でここに!?」

　刃更が驚おどろきと共に尋たずねた。刃更と滝川は、二人だけで色々と裏で──それも重要な局面で行動を共にした間あいだ柄がらだ。だが、この驚きの反応を見るに、

　……刃更も知らなかったって事？

　ならば、滝川がここにいる理由や目的は何なのか？　状じよう況きようが見えずに警戒する澪達に、

「そんなに意外か？　俺はお前さんらの監かん視し役なんだぜ？」

　と、その場の視線を集めた滝川は、やれやれとばかりに言った。

「しかも、今回のこれは楽しい観光旅行って話じゃねえ。成瀬が勇者の一族の里へ行くって事は、魔族側にとっちゃ否が応でも政治的な問題を孕はらんでくる。それをお前さんらだけ勝手に行くとか、認められる訳ねーだろ」

　自覚しろ。

「お前らは既すでに、高度に政治的な立場や状況に身を置いてるんだ。ある程度の自由は認めるがな、そいつは上の連中が許容している範はん囲い内にしといてくれ。じゃないと立場上、俺が困った事になるんだよ」

　嘆たん息そくまじりに言った滝川に、

「成る程ほど……君が滝川八や尋ひろ君か。成瀬澪さんの監視役の魔族という」

　と、スッと眼めを細めて修哉が言った。柚希や胡桃が《里》に対して行なった報告で、滝川に関する情報は、ゾルギアの一件の後──体育祭の前に、一足先に滝川が魔界へ戻もどって行った時点で判明していた事こと柄がらが最新のものとなっている。即すなわち、穏おん健けん派が現魔ま王おう派へと送りこんだスパイで、現魔王派からは澪の監視役として人間界へと派は遣けんされていたという内容だ。よって魔界へ行ってからの複雑な事態や状況については、まだ報告は行なわれていない。それでも、勇者の一族にとっては警けい戒かいするには充じゆう分ぶんすぎる存在だ。

「君の立場から生じる責任を考えれば、確かに成瀬澪さんを我々の里へ連れて行くのを黙って見過ごせないという話は理解できる」

　しかし、と万理亜とゼストを一いつ瞬しゆん見てから、再び滝川に視線を戻して、

「護衛役であるそちらの彼女達にも我が慢まんして貰っているんだ。君も堪こらえてくれるとありがたいものだな。我々としても、招いてもいない客を《里》へ入れる訳にはいかないのだよ……その相手が魔族とくれば尚なお更さらにね」

「まあ、アンタの立場ならそう言うのが当然だとは思うけどな」

　肩を竦すくめた滝川が、そう言いながら右手をコートの懐ふところへと入れる。

『────』

　途と端たんに柚希と胡桃が、表情を鋭するどいものにして構えようとしたのと、

「──滝川」

　刃更が低い声こわ音ねに制止の意図を含ませて言ったのは同時だった。すると、

「心配すんなって。別に事を荒あら立だてるつもりはねえよ」

　と苦く笑しようした滝川が懐から取り出したのは、一通の白い封ふう書しよだ。そして滝川はこちらへ封ふう筒とうの裏側を見せた。貼はり合わせの部分を閉じているのは赤い封ふう蠟ろう──そこに並んで押されている二つの紋もん章しようを成瀬澪は知っていた。先日、魔界で何度となく目にしたからだ。

「実は今回、俺は監視役の他ほかに特使の役目も担になっていてね。穏健派と現魔王派──現在の魔界を代表する二大勢力からの密書を届けるためにきた……そう言ったら、俺が同行する事に納なつ得とくして貰えるかい？」

　と、滝川は封筒を修哉へと見せながら言った。

「補足するなら、コイツは今後の俺ら魔族とアンタら勇者の一族のあり方を大きく左右する重要な事柄が書かれているものだ。俺を連れて行く理由はコイツで充分だと思うが？」

「…──成る程。もしその言葉が真実だというなら、その密書が重要である事は疑いようのない話ではある」

　と、滝川の言葉を聞いた修哉が納得の呟つぶやきを漏もらした。しかし、

「残念ながら、私個人にどうこう判断できるレベルの話ではないな……魔族を代表しての特使というのなら、先の大戦で休戦協定を結んだ時と同じルートを使うべきと思うが？」

　と譲ゆずらぬ修哉に、滝川は肩かたを竦めて、

「そいつは尤もつともだと思うぜ？　だが生憎あいにく、こっちにも色々と事情があってね。以前の窓口を使う訳にはいかないんだ。何せ、上はこの密書の宛あて先さきを勇者の一族の中でも日本の《里》にと言っていてね。もしアンタで判断できないというのなら、ここで勝手に断っちまうのも早計ってもんだ。手間を掛けさせてすまないが、長老衆とか判断のできる奴やつに確かく認にんを取ってくれ。携けい帯たいで電話の一本もすりゃあ話は済むだろ」

　その言葉には一理があった。澪達が滝川と修哉のやりとりを固かた唾ずを吞のんで見ていると、

「……解わかった。そうしよう」

　魔族の滝川に従う訳ではないのだろうが、修哉は了りよう承しようの言葉を返した。

　そして懐から携帯を取り出すと、画面に触ふれて操作を行ない、

「悪いが少し待ってくれ……」

　と真しん剣けんな表情で言うと、そのまま柚希と胡桃の下もとへ歩み寄り、

「…………二人共。これ、どうすれば良いんだ？」

「お父さん……まだ覚えてなかったわけ？」

　携帯の使い方を尋ねられ、呆あきれたように言う胡桃に、

「いや、父さんどうにも機械が苦手でな……」「……貸して」

　首を傾かしげながら言った修哉から、柚希が携帯を受け取って操作を行なう。

　そのやりとりを見ていた滝川がポツリと言った。

「なあバサっち……携帯も使えないようなオッサンの運転する車で、この先の山道を行くのか？　ちょっくら道のりが険しすぎると思うぞ」

「……いや、まあな」

　気まずそうに刃更が言う中、修哉は柚希から携帯を受け取り誰かとの会話を始める。

　そして──《里》が滝川の同行を許可する判断を下したのは、二十分後の事だった。
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　刃更達を乗せ、車は周囲を山々に囲まれた街かい道どうを走ってゆく。

　大型ＳＵＶの広い車内では、最前列の運転席には修哉、隣となりの助手席には胡桃が──中央二列目には澪と柚希が並んで座っていて、助手席の胡桃を加えた女子三人の会話が繰くり広げられている中、たまに運転中の修哉も話の輪に加わっている。

　彼女らの話題は、澪が持つ《里》への疑問に柚希達が答えるというもの。とはいえ、その内容はここへ来るまでにもある程度は聞いていたものが大半で、要は修哉を交えながら緊きん張ちよう感かんを解きほぐすアイスブレイクという訳だ。

　そして──そんな澪達の背後、シートの三列目では、

「へえ……あれが三基あるっていうダムの一つか。これから向かう山奥といい、まさか謎なぞとされていた勇者の一族の《里》が、人の来る観光地に程近い場所にあったとはな」

　刃更の隣に座った滝川が、携帯電話で情報を検けん索さくしながら言った。

　そんな滝川に、刃更は「ああ」と頷いて、

「一族の《里》ができたのは、この辺りが観光地になるずっと前の話みたいだけどな」

　長老達が滝川の同行を許した時点で、ある程度の情報が伝わる事は仕方ないと織り込み済みだろう。刃更は問題にならない範囲内で《里》の成り立ちについて教える。すると、

「まあ、勇者の一族の役目を考えれば、一いつ般ぱん人には素す性じようの深い部分を知られず、しかし俗ぞく世せの情報や状況については把は握あくしておきたいだろうしな。無理に開かい拓たくされるのを拒こばむような真似はせず、自分達の秘ひ匿とく性は保つって方向性を選んだってところか」

　滝川の推測は正せい鵠こくを射ていた。勇者の一族の主な使命は、魔ま族ぞくを始めとする『魔』に属する存在が及およぼす害からこの世界を守る事だ。そして人の歴史は、進むにつれて情報化とその共有化が行なわれてきた。そのため大昔ならばともかく、今の世の中で社会から完全に隔かく絶ぜつされていては、自分達の使命を果たす事は不可能に近い。現に日本は《里》という形式を取っているが、同じように集落の形態を取っているオセアニアやアフリカなどがある一方、他の地域を管かん轄かつする勇者の一族の中には、より深く社会と交わっている所もある。

「詳くわしい所までは知らないが……確か米国なんかは、政府直ちよつ轄かつの情報機関内に、表向き存在しない部署を設けて、そこに勇者の一族が所属してるって話だよな？」

　何気なく口にしてみせた滝川の言葉は、前の座席に座っている澪にとっては初めて触れる情報だったのだろう。柚希達との会話をしながらも、

「──────」

　こちらの話も聞いていたのか、その背中に僅わずかな反応が生じたのが見て取れた。

　──澪には、海外の勇者の一族については軽くしか説明していない。それどころか、日本の《里》についても話すのは、あくまで問題にならない範囲に留とどめておいた。魔族の血を引く澪や、魔族である万理亜やゼストが勇者の一族についての深い情報を得れば、それだけ勇者サイドから自分達の秘密を知る存在として危険視されてしまうからだ。

　魔ま界かいで起きていた、澪にも関係する政治的なゴタゴタはようやく片が付いたのだ。澪が狙ねらわれる危険がなくなり、こちらの世界に被ひ害がいが及ばないと解わかれば、たとえ『監視対象』からは外せなくても、深刻な危険がある『消しよう滅めつ対象』とする事はなくなるだろう。

　しかし──滝川はそうはいかない。特使として派遣されている以上、今の滝川は穏健派と現魔王派を代表する立場だ。その存在を勇者の一族に認めさせるためには、自分の地位がそれに相応ふさわしいものである事を示さなければならないのだろう。とはいえ、

「随ずい分ぶんと、こっちの事情に詳しいんだな……」

「ま、仕し事ごと柄がらこれくらいの情報は得られないとやってられないんでね」

　刃更が呆れたように言うと、滝川は肩を竦めながら言ってくる。

　だから刃更は嘆息すると、視線を車内の床ゆか──己おのれの足あし下もとへと落としながら、

　……恐おそらく。

　長老は滝川の同行について許可はしたものの、本物の特使かどうかについて修哉にその見み極きわめを命じた筈はずだ。一瞬、刃更はルームミラーへと視線を走らせたが、運転中の修哉の表情に変化は見られなかった。修哉はハンドルを握にぎったまま、女子連中の会話に時おり相あい槌づちを打っている──それでも、こちらの話は聞いているに違ちがいない。

　地位の高さは、どれだけ重要な情報を知っているかがバロメーターの一つとなる。人間の社会で、企き業ぎようの平社員が知らない情報を管理職が、管理職が知らない情報を役員が知っているのと同じだ。だがそうした情報を持っているという発言は、魔族における滝川の地位を保証する反面、同じ情報を知ってしまった澪への警戒も上げてしまうものだ。それは刃更達の望むところではない。しかし滝川が、わざとこちらが不利になるような真似まねをしてくるとも思えない。だから、刃更が声のトーンを一段低いものにして、

「──こんな強引な真似をして、いったい何を考えているんだ？」

「そんなのは俺が聞きてえよ……お前らの監視も、勇者の一族への特使も、別に俺が望んだ訳じゃない。それぐらい解るだろうが」

　滝川は、うんざりとした口調で言い放った。

　──柚希と胡桃は現在、滝川の存在について、《里》への報告を控ひかえている。

　それは、彼女らが滝川の正体について知った時期の問題と、刃更との協力関係など、状じよう況きようが複雑に絡からんでいるという事情があったからだ。しかし、それは《里》への報告義務を怠おこたっていたという事でもあり、下手へたにこちらの関係が知れれば柚希と胡桃の立場が悪くなってしまいかねない。そして刃更と滝川の間には、修哉は勿もち論ろん、澪たち女子連中にも聞かせたくない秘密が幾いくつかあるのだ。よって肝かん心じんな深い部分については言げん及きゆうせず、あくまで会話の上で触れるのは表面だけ。それでも言葉の選び方次し第だいで、刃更と滝川の二人にしか解らない意い思し疎そ通つうは可能だ。不満そうに漏らした滝川の言葉に、

「って事は、先刻の『特使』ってのは俺達に付いてくるための方便じゃないんだな」

「当たり前だろうが……勇者の一族の本ほん拠きよ地ちなんざ、誰だれが好き好んで行くか」

　刃更が真意を理解したように告げると、心底嫌いやそうに滝川は言った。その発言は、滝川の性格などを伝える自己紹しよう介かいのようなものだ。恐らくこれは、修哉に聞かせるためのものだろう。そして同時に、今の滝川の言葉はこの件に穏おん健けん派と現魔ま王おう派の上層部が深く関かかわっているという事情を改めて説明する意味合いを孕はらんでもいた。

　……だとしたら。

　魔界の未来を占うらなう一大決戦の後──刃更達が人間界へと帰き還かんする日に、現魔王レオハルトは穏健派の本拠地ウィルダートを訪おとずれていた。それは戦後の和平協定を結ぶための交こう渉しようが目的との話だった。あれから間もなく三ヶ月──滝川が引き続き刃更達の監かん視しを行なうため、人間界に留まるという事以外、穏健派と現魔王派の和平交渉がどれだけ進展しているのか、詳しい情報については刃更達の下へは入ってきていなかったが、

　……でも。

　表立ってきちんと認めては貰もらえなかったが、ラムサスがウィルベルトであるという説を、刃更が大人達の真実に至っていると敢あえて伝えた事や、交渉のためにやって来ていたレオハルトの雰ふん囲い気きが、それまでと比べて少し和やわらいでいた事など、穏健派と現魔王派の和平の実現に向けて明るい材料はあったように思う。先さき程ほどの密書にあった穏健派と現魔王派──両勢力の紋章が施ほどこされた封蠟。刃更としては、あれが彼らの和平に繫つながる象しよう徴ちようであると信じたい。だから、

「………………」

　これから行く《里》で待ち受けているであろう状況と、魔界における穏健派と現魔王派の状況。そして、それらの狭はざ間まにいる自分の置かれている状況を想おもいながら、刃更はこれから自分達が取るべき選せん択たくを模も索さくした。そして同時に、万が一の時に己が──東城刃更個人が、いざという時には一人で行なうべき策の考案と、そのための覚かく悟ごも忘れない。

　そう──全すべては自分の決して譲れぬものを守るために。







　そんな刃更を横目にシートに深く腰こし掛かけながら、

　……どうせ、またあれこれ考えてやがるんだろうな。

　刃更が、『自分の大切な家族』と位置づけている澪達を守るためと判断すれば、どこまでも冷れい酷こくになれる事を滝川八尋は知っている。そのために、必要ならばどんなものでも利用する事も。そして、その一つが他ほかならぬ滝川なのだ。

　最初に戦った後──刃更は滝川の正体を見破り、さらにはこちらと極ごく秘ひ裏りに手を結びたいと持ち掛かけてきた。滝川の立場としては悪くない話だったし、何よりも元勇者の一族のくせに先代魔王の娘むすめを守ろうとする甘ちゃんと思っていた刃更が、そんな判断をする奴だった事に興味を持ったのも事実だ。

　刃更と組む事で、膠こう着ちやくしていた状況が動き出すような予感もあった。

　……だが。

　それでも──今のこの状況までは想像できなかった。

　刃更はあのゾルギアを殺し、ベルフェゴールを殺し、魔ま神じんケイオスをも撃げき退たいして、穏健派と現魔王派という魔族の二大勢力の争いに終しゆう止し符ふを打った。

　無論、全てを刃更一人でやった訳ではない。ゾルギアやベルフェゴールの件では滝川も手を貸したし、枢すう機き院の連中を始末したのはレオハルトの姉であるリアラだ。現在進行中の穏健派と現魔王派の和平にしても、ラムサスとレオハルトという各勢力のカリスマがいての話だし、そもそもの道筋を作ったのは最強の魔王と謳うたわれたウィルベルトだ。

　……それでも。

　それらは全て、一つ一つは点でしかない。それらを結びつけて線とし、さらには面を作り上げて貼はり合わせる事で強固な立体を形作らせたのは間ま違ちがいなく刃更だ。

　しかし──そんな刃更を、時に末すえ恐おそろしく感じてしまうのも事実だ。

　枢機院を始末した後のリアラと迅が相対していた現場へと駆かけ付けた時。滝川は特別観覧室に足を踏ふみ入れる事はしなかった。正確に言えば「入れなかった」だ。恐きよう怖ふで足が竦すくんでしまっていたという事はない。だが、下手に足を踏み入れれば命を失いかねない事を本能的に察知しての判断だ。恐らくは刃更も、同じものを感じていたと思う。

　……それを、コイツはよ。

　しかし刃更は、全く走る速度を落とす事なくあの現場へと駆け込んだ。

　──魔神ケイオスの圧力を受けて恐怖が麻ま痺ひしていた？

　いいやそんな筈はない。あの時のリアラと迅が放っていたプレッシャーは、ケイオスのそれをも上回るものだった。それに刃更は、滝川が足を止めた事にも気付いていた筈だ。

　なのに刃更は構う事なく踏み込み、踏み越こえたのだ──己にとって確かな死線を。

　だから、滝川八尋は決めている。付き合ってやれる所までは、刃更に付き合うが──いざという時が来れば、自分は引くと。

　……まあ、今もう既すでにかなり引き返したい気がするけどな。

　とはいえ、流石さすがにラムサスとレオハルトの両方から密書を託たくされているこの状況でトンズラをかます訳にもいかない。特に、「レオ君の顔に泥どろを塗ぬったな～、お姉ちゃんぷんぷんだよっ」とか言って、こっちを縊くびり殺しそうな化けモンを相手に、魔界と人間界の両方を舞ぶ台たいに命いのち懸がけの鬼おにごっこをする羽目になるのは絶対にご免めんだ。

　……ったく。

　だから滝川はやれやれと嘆たん息そくすると、頭の後ろで両手を組んでくつろぐ事にした。

　物事を悪い方へ悪い方へと考えすぎたところで益やく体たいもない。自分は自分のやるべき事をする。刃更もきっと同じように、彼のすべき事を成すだろう。そうして刃更と滝川の間に沈ちん黙もくが訪れると、自然と澪達の会話も収まり、車内に静せい寂じやくが降りて──しかし、それでも車は進んでゆく。──そして程なくして、道の先に一つの信号が見えてきた。

　右手にはトンネルがあり、その前には二人の警備員が立っている。あのトンネルは、一年を通して許可のある車両しか通る事ができず、彼らは一いつ般ぱん車が誤って侵しん入にゆうしてしまう事のないように見張っている者達だ。さらに今は閉山期という事で、ここから先は基本的に徒歩でしか入る事ができない。しかし、修哉が右折のウインカーを出すと、

『──────』

　警備員達は当然のように道を空け、こちらに先を促うながしてくる。

　それを見た滝川はスッと眼めを細めて、

「成る程な……ここを管轄してるのは民間の警備会社って話らしいが、状況に応じて勇者の一族の式神が門番をする事もある訳か」

　一いつ瞬しゆんで警備員が式神だと見み抜ぬく。すると、

「その通りだよ……まあ察しの通り、常に式神を配置していては、ここに何かあると言っているようなものだからね。普ふ段だんの警備は一般の方達が行なっている」

　修哉は僅かに笑えみを含ふくんだ声で言った。滝川が単に鋭するどい眼を持っているのだけでなく、「状況に応じて」という言葉が、秘ひ匿とく性を保つ《里》の狙いまで理解しての発言である事が解わかったからだろう。

「──では行くとしようか」

　修哉はそう言うと、車をトンネルの中へと進めた。そして──そのまま走る事しばし。

「…────あ」

　ふとトンネルの中央辺りに来た所で、前の座席の澪が小さな声を上げた。

　滝川も、ピクリと片方の眉まゆを上げる。今──自分達の乗っている車が次元境界を越えたのを感じたのだ。そしてトンネルを抜ぬけた瞬しゆん間かん、

「そうか……こいつが隠かくれ里ざとと呼ばれる所以ゆえんって訳か」「ああ……」

　こちらの呟つぶやきに、隣となりの刃更が呟くように相槌の言葉を放った。

　滝川の視線の先──車の窓の外には、のどかな田舎いなかの風景が広がっていた。

　だがそれは、実際ある筈の風景とは異なるもの。本来は、トンネルの先は景勝地として有名な山間部で、国の文化財として特別天然記念物にもなっている程の場所だ。そのため観光客用のホテルなども幾つかある筈なのだが、ここにはそれらしい建物は一いつ切さいない。

　──間違いない、これが日本の勇者の一族の《里》なのだ。

　ガラス越ごしでも感じる澄すんだ空気は、魔ま界かいのそれとは正反対で、一切の魔ま素そを感じさせない神聖さに満ちている。恐らく周囲をぐるりと囲んでいる霊れい峰ほうの山々が結界を発動させる自然装置となり、この空間を作り出しているのだろう。

　……そういう絡から繰くりか。

　これなら、長老達が滝川を入れる許可を比ひ較かく的てきあっさりと出した事も頷うなずける。この場所では、滝川は本来の力の半分も出せない筈だ。見たところ、元の次元から僅わずかにずらした位相差空間が構築されていて、電気・ガス・水道などのライフラインも一部元の次元のものが流用・共有されているように見受けられる。恐おそらく、前に市街地で霊れい槍そう『白びやつ虎こ』の力を元に構築したコピー型結界の発展系のようなものなのだろう。滝川達が乗っている車には、この《里》へと通じる次元境界を渡わたれる通行証のようなものが組み込まれているのか。

　……いや。

　そうではない。恐らく仕し掛かけは、結界そのものの方だ。

「出入りする相手を、結界そのものが判断・判別しているのか……それなら郵便物なんかも、この《里》宛あてのものについてはきちんと届けられる」

「──鋭いな」

　滝川の推測を、修哉が前を向いたまま肯こう定ていした。

「基本的に、異能の力は一般人には見えないからね。さらに先程の結界には、通る際に一般の人には中で見た物事について違い和わ感かんを覚えたり、他者に情報を話したりする事のないようにする、健康に影えい響きようが及およぶ事のない軽度の意識操作の効力があってね」

「はン……そいつは至いたれり尽つくせりなこった」

　鼻を鳴らしながらそう言い捨てると、何気なく窓から遠くを見た滝川は、

「──────」

　とっさに己おのれの視線の先に存在する、一つの光景に眼を奪うばわれた。

　──美しい風景があったからではない。むしろその逆だ。

　そして、きっと滝川と同じものを見たのだろう。次の瞬間、

「そんな──…」

　まるで絞しぼり出したかのような、呆ぼう然ぜんの声が滝川の隣で生まれた。




　　　　４




　東城刃更は愕がく然ぜんの想いと共にその光景を目まの当たりにした。

　車窓の外。周囲をぐるりと囲むように聳そびえる巨きよ大だいな山々の一つに、異質な形状のものが存在している。それは、まるで隕いん石せきが落下した現場──否いな、隕石ならば地表へ激げき突とつした際の衝しよう撃げきによって生じるのはクレーターだ。しかし視線の先にあるものは、近い形状ながらもクレーターのそれとは根本を異にしているのは明白だった。

　問題の箇か所しよは巨大な山の中腹──その斜しや面めんが、まるで巨大な円状の何かが貫かん通つうしたかのようにごっそりと抉えぐり取られていた。ともすれば、今まさに衝撃を受けて巻き上げられた土ど砂しやが、あたかも北ほく斎さいの浮うき世よ絵えの如ごとく、ロール状の波のようになっているようにも見える。

　──だがあの景色は、断じて刹せつ那なの一瞬を切り取ったものではなかった。

　そのまま斜面が崩くずれて落ちてもおかしくないような状態で、その山は無残な形が奇き妙みように保たれていた──そう、五年前のあの時のままに。そんな何一つ変わっていない光景に、

「どうして……」

　刃更はそれ以上の言葉を失う。前の席の澪が、心配そうにこちらを振ふり返るが、刃更の過去にどのような事があったのか聞いてはいても、当事者ではない澪は、

「…………っ」

　苦い表情のまま何も言えずにいる。刃更に対して無責任な慰なぐさめや励はげましの言葉を口にする事は憚はばかられるのと、それ以上にそうした言葉が被ひ害がい者しや達の──刃更が消し去ってしまった人達や、その家族、友人らの悲しみや苦しみを踏みにじるものとなってしまう事を、澪は理解しているのだ。それでも、

「っ──…」

　ならばと澪は、自分以外に──柚希と胡桃にその役目を望むように二人を見るのだが、

「……………………」「……………………」

　柚希も胡桃も沈ちん痛つうな面おも持もちのまま、何も言えずにいて、澪はどうしてとばかりに二人を交こう互ごに見ていた。すると、

「あの現場の一帯……特に君が暴走させた力の放出を受けた場所は、物質の時間が完全に止まってしまっているようでね」

　前を向いてハンドルを握にぎったまま、修哉が重い口を開いた。

「言わばあそこは、通常の空間からは完全に隔かく絶ぜつされた、絶対的な次元断層で覆おおわれてしまっているようなものなんだ……物理・魔ま法ほうを問わずあらゆる作用を受け付けない。こちらがどうにかしようにも、手の出しようがないんだよ」

　つまり、あの場所は──あの悲劇の現場は、未み来らい永えい劫ごう消える事なく凄せい惨さんな爪つめ痕あとを残したままという訳だ。だから、

「……そういう……事だったんですね」

　ポツリと、東城刃更は呟いた。聖ひじりヶが坂さか学園で再会した柚希の雰ふん囲い気きが、どうして別人のように冷たいものになってしまっていたのか。後に来た胡桃や高たか志しが、どうしてあれ程ほどまでに刃更に敵意を向けてきたのか。そして今──前の二人が沈痛な面持ちでいるのか。

　東城刃更は、今こそ全すべてを理解した。

　──この五年、刃更はあの悲劇を忘れた事はない。自分がどれだけの事をしでかしたのか、いったい何をしてしまったのか。ずっと──その時の後こう悔かいを抱かかえて生きてきた。

　だが、そんなものでは甘かったのだ。《里》を追われた刃更の後悔や苦しみは、決して消える事のない記き憶おくとして刻まれていた。悪夢を見た回数など、それこそ数え切れない。

　しかし、《里》に残った者達は違ちがう。彼らはあの陰いん惨さんな悲劇の爪痕を瞳ひとみに焼き付け、網もう膜まくに刻みつけながら日々を過ごしてきた。

　彼らにとっては、現実そのものが悪夢だったのだ。

　そして、それはこれからも変わる事はない。

　東城刃更が犯おかした「罪」と「過あやまち」も──未来永劫、消える事はないのだ。
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　重い沈黙で静まり返った車内で、それでも響ひびき続けるものがある。

　エンジンの駆く動どう音だ。車は止まる事なく走り続け、刃更達を乗せたまま既に民家の多い通りへと入っていた。そんな中、やや視線を俯うつむいたものにしていた刃更は、

「──刃更」

　ふと、前の柚希が発した呼び掛かけに顔を上げる。そして、

　……あ……。

　見覚えのある風景が流れている窓の外。車の行く道の先──その左手に、変わる事なく存在しているものがあった。それは、この土地にいた頃ころに、刃更や迅が暮らしていた家。

　沢たく山さんの思い出が詰つまった場所──かつての東城家だ。

　庭を挟はさんで、その向こうには野中家もあった。何も変わっていない。全てはあの頃のままで。刃更の脳のう裏りに幼い頃の記憶が蘇よみがえり、同時に込み上げる感情があった。だが、

「────っ」

　東城刃更は、己の中で涌わき上がろうとする郷きよう愁しゆうを必死に抑おさえ込む。

　自分がここへ来たのは、感傷に浸ひたるためではない。

　──あの悲劇を忘れるつもりは微み塵じんもない。一生背負ってゆくと決めた。

　刃更も、柚希や胡桃や高志も、里の誰だれもがこんなに苦しみ続けた悲劇に対する答えが、己の過去の現場に足を踏ふみ入れて、一時的なノスタルジーで浮うかんだ想おもいや感情によって導き出されたもので済む筈はずがないのだ。

　……だけど。

　今の刃更には、やらなくてはいけない事が他ほかにもあった。

　何としても守りたいものが──守らなくてはならないものが。

　そうして刃更が、自分が今ここにいる理由を思い出していると、

「東京からの長旅だ。出来る事ならば少しくらい休ませてあげたいんだが、生憎あいにくと予定外のお客さんが増えてしまったのでね。悪いがこのまま長老達の下もとへ連れて行かせて貰もらうよ」

　と申し訳なさそうに言った修哉とは対照的に、刃更の隣の滝川は涼すずしい顔のままでいて、

「はい……大だい丈じよう夫ぶです」

　しかし刃更は確かな頷きを返した。

「──でも、一つだけ聞いても良いですか？」「ああ勿もち論ろん。何だい？」

　修哉の了りよう承しようの言葉に、刃更はそのまま彼へと問い掛ける。

「今の『予定外のお客さんが増えた』っていう話」

　修哉が言った言葉におかしい所はない。普ふ通つうの意味で取れば、滝川の事を意味する言葉なのだろう。だが、同時に別の捉とらえ方をする事もできる。それは、

「もしかして……滝川以外にも、誰か来てるんですか？」

　修哉の言葉は、『予定外の客が既すでにいて、そこへさらに滝川まで増えてしまった』という意味にも取れるものだった。すると、

「………………」

　刃更の問い掛けに、修哉は沈ちん黙もくと共にルームミラーでチラリとこちらを見てくる。

　その視線は刃更ではなく、隣の滝川へと向けられていて、

「俺が聞いちまうとマズイ話ってんなら、耳でも塞ふさいでおこうか？」

　修哉の視線に気付いて、滝川が軽口を叩たたいた。

「おじさん……滝川の事なら心配しないで下さい。信用できる奴やつです」

　それに、と刃更。

「ありえないとは思いますが、いざという時には俺が責任を……」

「おいおい……」

　刃更の言葉に、滝川が少し嫌いやそうな顔をして言った。そんな滝川に、

　……仕方ないだろ。

　刃更は無言のまま、己の苦肉を瞳で伝える。聡さとい滝川は、刃更の発言が先程の修哉の言葉と同じで二重の意味が込められていると一いつ瞬しゆんで理解したに違いない。いざという時は自分が責めを負うという意味と、もし滝川が修哉の発言を漏もらした事で深刻な不利益を被こうむった場合は──自分の手で滝川に対するケジメを付けると。

　勿論、刃更としても滝川と戦うような事態になるのはご免めんである。滝川には種族を超こえた友情を感じているし、刃更にとっては信しん頼らいできる数少ない存在だ。

　しかし、《里》と相対しなければいけないこの状じよう況きように滝川が同行する事になり、その理由が刃更達との関係によるものである以上、滝川の存在とその行動については刃更達が責任を負わなければいけない。よって滝川に対して牽けん制せいの意味合いで釘くぎを刺さしておく事は、彼と二人きりの時ではなく、修哉のように《里》の人間の前でこそ積極的に行なっておくべきものだ。そうして自分達の覚かく悟ごを示す事が、《里》にこちらの存在や状況を認めて貰う事へと繫つながる筈──そして、

「お父さん……？」

　修哉の隣となりの助手席に座っている胡桃が真相を問うと、やがて長い嘆たん息そくを一つしてから、

「──《バチカン》が、審しん問もん官をこちらへ寄よ越こすと通達してきた。到とう着ちやくは明日だ」

「《バチカン》が、ですか……!?」

　修哉の口から飛び出した、思いもしなかった言葉に刃更は驚おどろきの声を上げた。

　──先程の滝川との会話の最中に出た、日本以外の勇者の一族の話。米国では、政府直ちよつ轄かつの情報機関内の、表向き存在しない部署に所属する事で、勇者の一族はあの軍事大国の政治へ深く入り込んでいる。そしてヨーロッパを管かん轄かつする勇者の一族が、古くから大小様々な国家が争い、ひしめき合ってきたあの土地において、活動母体として身を置く場所に選んだもの──それが『宗教』だ。長い歴史の中、その時々において最も相応ふさわしい在り方へと形を変えてきたヨーロッパの勇者の一族。彼らは絶大な権力を持つ財ざい閥ばつや貴族の中にもおり、欧おう州しゆう全土の歴史を裏からコントロールしてきており、現在はバチカンにその拠きよ点てんを置いている。そして、勇者の一族において最も古い歴史を持っているのがヨーロッパであり、言わばバチカンは現在の勇者の一族の総本山にもなっているのだ。

　そして、修哉が口にした審問官とは、表向きに存在している宗教上の司教などを指すものではない。ヨーロッパの勇者の一族内でも選び抜ぬかれたエキスパートだけが集められた『特務戦技部署』に所属している異い端たん審問官の事だ。彼らの任務は、高位魔ま族ぞくとの戦せん闘とうに加え、勇者の一族内における内部問題を調査・解決する事も含ふくまれている。他にも仕事は多た岐きに渡わたるため、そう容易たやすく動かせるような存在ではないのだが、

「まさか……今回俺達を呼んだのは、《里》じゃなくて《バチカン》なんですか？」

　滝川の言うように、自分達の置かれている立場や状況については、自覚していたつもりはある。《里》がこちらに何らかのアクションを起こしてくる可能性は承知していた。だが、バチカンまで動いてくるとなると話は全く変わってくる。無論、今の刃更には勇者の一族全てを相手に回してでも譲ゆずれないものがあるし、いざという時はそれを行なうだけの覚悟もしている。

　……でも。

　まだ勇者として生きている柚希や胡桃はそうはいかない。二人は自分達の行動や選せん択たくが、修哉ら両親に迷めい惑わくを掛けてしまうかもしれない可能性をずっと気にしていた。

　今回、刃更達が《里》の呼び出しに応じてここへ来たのは、刃更達の存在と状況を認めて貰うためが一つ。そしてもう一つが、刃更達に関かかわる事で、柚希や胡桃──ひいては野中家に何らかの処分が下されないようにするためだ。

　事態がより深刻な状況へ傾かたむいていた事に刃更が背筋を冷たくしていると、

「いいや……君達を呼ぶ事を決めたのは長老達だ。《バチカン》は、急に横から介かい入にゆうしてくると言ってきたんだよ」

　と修哉。

「こちらにとっても寝ね耳みみに水の話でね、長老達が少しピリピリしてる。まあ無理もないさ……特務の異端審問官が来る以上、どうしたって向こうとの間に一定の波風が立ってしまう事は避さけられない。なるべく事が荒あら立だたないと良いんだけどね」

「…………そうだったんですか」

　刃更は低いトーンで答えると、己おのれの思考速度を一気に上げた。事の次し第だいは理解できた。修哉の話から察するに、状況は最悪とまでは行かないものの、当初の想定よりは悪い方向へ傾いているらしい。タイミング的に、《バチカン》の審問官の矛ほこ先さきが刃更達へ向いているのか、《里》へ向いているのかまでは解わからない。或あるいは両方に対してという事も有り得る。

　だが、いずれにせよ一対一の対話で済むような単純な話で終わるような事はないだろう。

　……そうか。それで──…。

　恐おそらく修哉がこちらの迎むかえに来てくれたのは、この話を伝えるためだったのだろう。そもそも、柚希と胡桃の父親であり、刃更とも距きよ離りの近い修哉は迎え役としては相応しくない。しかし長老達が手配した者なら余計な事は話すなと厳命されていて、刃更達が《バチカン》の件を知るのは長老達と対面した時か、遅おそければ全ての話が終わった後になっていた可能性もある。だが事前に情報を知っていれば、いざという時のための心構えをしておけるし、様々な可能性を検討しておく事もできる。修哉はきっと、そのために尽じん力りよくしてくれたのだろう。

　……それに。

　予想外の《バチカン》の介入が、或いは長老達との会談や交こう渉しようの上での突とつ破ぱ口こうになる可能性もある。長老達も修哉の行動を許し、また《バチカン》の審問官が来るより前に刃更達と会うと決めたという事は、《里》としてもおかしな難なん癖くせなどを付けられたくないという意思が透すけて見える。そこに、今回の事態を打開できるチャンスがある筈──だから、

「……ありがとうございます、おじさん」

　刃更は感謝の言葉を述べると、視線を前へと向けた。フロントガラスの向こうには、緩ゆるやかな上り坂があり──その先には巨きよ大だいな敷しき地ちを持つ一いつ軒けん家やがある。修哉の運転する車はそこを目指していた。あれこそが今回の刃更達が赴おもむく、剣けんを持たない戦場。

　会談が行なわれる舞ぶ台たい──三長老の屋や敷しきだった。
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《里》全体を一望できる丘おかの上に、その建物はあった。

　だが、それは一いつ般ぱん的な一軒家とは形状を異にしている。広い敷地内に建てられた、生活拠点としての屋敷は三つ。それらが正三角形の頂点に位置するように配置され、それぞれが渡り廊ろう下かのような通路によって結ばれているのだ。

　そして──その中央には《里》の中でも一ひと際きわ巨大な建造物があった。

　どこか厳おごそかな雰ふん囲い気きを湛たたえた外観のその建物は、神楽かぐらや精せい霊れい達との契けい約やくなど、主に儀ぎ式しき関連を執とり行なう際に使用される事の多い本ほん殿でんだ。

「──こちらだ」

　車が敷地の入り口へと停とめられた後。本殿へと足を踏み入れた刃バ更サラ達は、長い板張りの廊下を修しゆう哉やに先導されて進んでゆく。奥に進むにつれて、まるで浄じよう化かされてゆくかのように澄すみ渡ってゆく空気。それはこの先に神聖な空間が広がっている事を意味する。しかし、

　……一体どういうつもりなんだ？

　修哉の背後を歩きながら、刃更はいささか腑ふに落ちない。勇者の一族の力は、神族や神しん獣じゆう・聖獣らとの契約によるものである。よって最も気を遣つかうのが、彼らとの契約や関係に支障を及およぼす『穢けがれ』をいかに生じさせないようにするかだ。

　──前に勇者の一族が、澪みおを消しよう滅めつ対象とした時。

　任務遂すい行こうのためにやってきた高たか志しや斯し波ばらが戦闘に使用する場所として選んだのは、人を巻き込む事のない森などではなく、空間複製型の結界を展開した駅前の市街地だった。

　あれは、自然を破は壊かいする事によって不要に地脈などへの影えい響きようが発生し、『穢れ』を生じさせてしまうのを避けるために取られた措そ置ちだ。そして、刃更達が今まさに向かっているのは、《里》における聖域の中でも最重要の一つ──『儀式の間』である。

　確かに、儀式の間は《里》の中でも一、二を争う神聖な空間であり、あそこならば澪や滝たき川がわの魔族としての力を強力に封ふうじる事も可能だろう。

　……何せ。

　儀式の間は、その空間自体が強力な結界としての機能を有している。

　神々や精霊達への感謝と畏い敬けいを示す場所として存在するため、彼らの加護を最大限に得られる空間となっており、そのためあらゆる戦闘系の能力を使う事ができないのだ。

　言うなれば、それは絶対領域──よって、あの広間ではあらゆる戦闘行為が無意味となり無効化される。だが逆に言えば、儀式の間はそれだけ重要な意味合いを持つ場なのだ。

　澪や滝川の魔の波動を抑おさえるために使えば、その神聖さを犠ぎ牲せいにしてしまう事は避けられない。確かに澪はウィルベルトの力を受け継ついでいるし、それだけで準Ｓ級の監かん視し対象となっていたくらいだ。長老達が警けい戒かいするのも解るが、

　……でも。

　明日来るという《バチカン》の審問官への接せつ遇ぐうとして、要人との会談に相応しい場に儀式の間を使うというのならば、まだ理解はできる。だが澪達の力を封じる事だけが目的なら、適当な場所や建物に結界を展開すれば済む。そうして、こちらが怪あやしい動きをすれば即そく座ざに殲せん滅めつ行動へと移れるようにしておいた方が、《里》としては安心できる筈はずだ。それを、

　……わざわざ、儀式の間を使う理由は何だ？

　下手へたをすれば《バチカン》の審問官に、《里》の管理の在り方について苦言を呈ていされてもおかしくない。そんなリスクを負ってでも、あの場所を使う理由が見えなかった。

　……つまり。

　だからこそ、恐らくその辺りに隠かくされているのだろう──長老達の真の狙ねらいが。そう刃更が確信を得ていると、程ほどなく廊下の突つき当たりに巨大な観音開きの扉とびらが見えてきた。

　儀式の間の入り口だ。そして、こちらの先を行く修哉の後に続いてその前に立つと、

「…………っ」

　刃更の隣の澪が、小さく息を吞のんで身を硬かたくしていた。

　その横顔には、やや怯おびえているかのような緊きん張ちよう感かんが滲にじんでいる。

　……澪……。

　無理もない。魔ま界かいへ行った時も不安はあったろうが、しかし政治的な思おも惑わくが複雑に絡からんでいたとはいえ、穏おん健けん派は澪にとって好意的な者達が少なからずいた。しかし、今回は違ちがう。澪自身は、自分の事を人間界で育てられた人としての自我によって、成なる瀬せ澪という自己を定義しているが、勇者の一族の澪への認にん識しきは、あくまで先代魔ま王おうウィルベルトのひとり娘むすめというものである。勇者達の本ほん拠きよ地ちへ来るだけでも不安になるには充じゆう分ぶんなのに、よりによって連れてこられた場所が《里》の中でも最も厳かな場所だったのだ。

　……その点。

　逆隣を歩く滝川には余よ裕ゆうがあった。これまでスパイとして敵てき陣じんへと何度となく入り込んでいた経験の賜たま物ものなのだろう。危険の中に身を置きながら、それでも己を守る術すべを彼は身に付けているのだ。そんな滝川だからこそ、ラムサスやレオハルトは信しん頼らいして特使を任せたのだろう。──だが、同じ事を澪に求めるのは酷こくというものだ。

　だから、東とう城じよう刃更は澪の肩かたに手を置いて、その手にそっと優やさしい力を込めた。

　教える──大だい丈じよう夫ぶだと。すると驚おどろいたようにこちらを見た澪に、刃更がしっかりと見み詰つめ返すように視線を合わせると、

「────…」

　澪は小さな深呼吸を一つした。すると、それまで緊張感を滲ませていた表情が、ゆっくりと落ち着いたものになっていった。その表情を確認した刃更は、そのまま視線を後ろへ──柚ゆ希きと胡桃くるみへと向ける。すると、二人から返ってきたのは決意を込めた眼まな差ざしと頷うなずきで、

「では──準備は良いかい？」

　そんなこちらを待って、修哉が放ってきた確認の問い掛かけに、東城刃更は「はい」と頷きを返した。すると修哉は、こちらから前へと向き直って、

「失礼します──東城刃更と成瀬澪、そして例の特使と名乗る者を連れて参りました」

　しっかりとした声こわ音ねでそう告げると、

『──入れ』

　扉の向こうから、嗄しわがれた声が返ってくる。

　だから刃更達の眼めの前で、修哉が観音開きの扉に手を掛けて。

　ゆっくり奥へと向かって押し開いていった。




　　　　２




　儀式の間の中を目まの当たりにした成瀬澪は、俄にわかに驚きを得ていた。

　神聖さを保つ目的から、儀式の間は一いつ切さいの窓を持たない密室空間になっている。

　照明はなかった。電気だけに留とどまらず、蠟ろう燭そくなどの炎ほのおも焚たかれていない。

　それなのに、室内は温かくて柔やわらかな光に満ちていて、

　……あ……。

　ふと澪は、室内に明るさをもたらしているものの正体に気が付く。広い部屋の天てん井じよう──その四よ隅すみに、それぞれ武具が祀まつられている。その中の一つは、澪にも見覚えがあった。

　あの白い槍やりは、かつて澪を消滅対象として討うち取ろうとやってきた勇者の一族の青年──早はや瀬せ高志が使用していた霊れい槍そう『白びやつ虎こ』だ。感じられる波動が安定しているのを見るに、前に戦った時に暴走状態へと陥おちいった影響は既すでに見受けられない。

　……だとしたら。

　残る三つがそれぞれ『朱雀すざく』『青せい龍りゆう』『玄げん武ぶ』と考えるのが自然だろう。室内という事で実際の方位までは解らないが、『白虎』の色との一いつ致ちや配置を基準として考えると、左ひだり隣どなりの両りよう刃ばの紅の剣が『朱雀』。右みぎ隣どなりの漆しつ黒こくに輝かがやく宝棒が『玄武』。正面・対極に位置する湾わん曲きよくした片かた刃ばの蒼あおい刀が『青龍』か。

　……これが、勇者の《里》の最さい奥おう部。

　恐らくこれら四つの神器がもたらす加護によって、この広間は成り立っているのだろう。きっと神族や聖属性の精霊達にとって、最も心地ここち良い状態に保たれているに違いない。

　……でも。

　修哉に続き、刃更と共に中へと一歩足を踏ふみ入れた澪は不思議に思う。魔ま族ぞくの血を引いている澪にとっても、儀式の間の空気はそう息苦しいものではなかった。無論、心地良いという訳ではないが、空気が極限まで澄み渡わたっているせいか若じやつ干かんの肌はだ寒ざむさを感じる程度だ。

　そうした分ぶん析せきと感想を澪が抱いだいていると、

「ふむ……来おったか」

　ふと、広間の奥からこちらへ向かって声が放たれた。見れば、澪達が立っている入り口付近の下段の間から、一段高い床ゆかを持っている上段の間に、男性の老人が三人──横に並ぶようにして座っている。こちらへ向かって声を発したのは、恐らく中央にいる老人か。

《里》へ来る前に、刃更達から予あらかじめ聞いていた風ふう貌ぼうと完全に一致している。

　……という事は。

　彼らが、日本の勇者の一族を取り仕切る三長老に違いない。

　だとしたら、それは必然的にもう一つの事実を意味している──即すなわち、

　……あの人達が。

　成瀬澪は、自然と拳こぶしを握にぎり締しめる。あそこにいる三人が──今から五年前、刃更をこの《里》から追放する決定を下したのだ。

　その事に関する、澪の感情は単純に言い表す事のできないものだ。

　──成瀬澪にとって、東城刃更は掛け替がえのない大切な存在である。

　そんな刃更がまだ幼い時分に苦しんでいた際、救いの手を差し出す事なく彼をこの《里》から追い出す決断をした長老達に対し、澪は良い感情を抱く事はできない。

　……でも。

《里》から追放されていなければ、澪が刃更と出会う事は恐おそらくなかっただろう。よしんば会えたとしても、下手をすれば刃更は勇者の一人として、澪の敵となっていたかもしれない。そして澪もまた、両親だと思っていた養父母をゾルギアに殺されなければ、ずっと普ふ通つうの人間として生きていた筈だ。だがゾルギアが澪の養父母を殺したのは、先代魔王ウィルベルトの一人娘である澪を手に入れようとしたからだ。つまり、澪さえいなければ養父母が殺される事はなかったかもしれない。澪が何よりも大切にしたいと願う、刃更との幸せな関係──それは互たがいに抱かかえきれない悲劇の苦しみの上に成り立っている。その皮肉な運命に対する明確な答えを、成瀬澪はまだ見つけられていない。刃更もそうだろう。

　……ううん。

　刃更や彼の周りにいる少女達は、きっと誰だれもがそうなのだ。かつて刃更が《里》を追放された時、何もできなかったという後こう悔かいや、勇者としての使命や家族に迷めい惑わくを掛けたくないという想おもいと、刃更への感情との間で苦しい想いをしている柚希と胡桃。囚とらわれの身となった母親のシェーラを助けるため、澪達を裏切ってゾルギアに従うしかなくなっていた万ま理り亜あと、ゾルギアに造り出された魔導生命体としてかつては完全な敵だったゼスト。

　刃更を含ふくめ、誰もが己おのれの中に自分を許せない過去や負い目を持っている。自分達が掛け替えのない仲間となる事ができたのは、そうした負の側面がある事は否いなめない。

　……それでも。

　今こうして刃更の傍そばにいられるのは、彼と共に生きる事を必死に求め続けたからだ。幾いくつもの死し闘とうを潜くぐり抜ぬけてきたからこそ今がある。それが失われるような事があってはならない──断じて。よって、こちらに争う意思はない。

　……だけど。

　もし勇者の一族が、そんな澪達を認めず、こちらが手にしたものを奪うばうというのなら。

　その時は──そう澪が思っていると、

「──どうした？　そんな所で突っ立っておらず、こっちへ来るが良い」

　向かって左の長老が厳おごそかな口調で言った。その言葉に従い、澪達は儀ぎ式しきの間の中へと進むと、澪達を案内していた修哉は、上段の間の手前──長老達の脇わき辺りに腰こしを下ろして正座する。そうして修哉を傍に控ひかえさせると、向かって右の長老が、

「さあ、お前さん達も座るとええ。長旅で疲つかれとるじゃろう」

　人ひと懐なつっこい笑えみと共に言った。その言葉に従い、下段の間の澪達は長老達の正面へと腰を下ろした。刃更を中心に、その左右に澪と柚希が。さらに澪の外側に滝川が、柚希の外側に胡桃が座る。全員が自然と正座をする中、滝川が片かた膝ひざを立てた楽座をしたのを見て、

「ちょっと滝川……アンタね」

　空気を読めとばかりに、眉まゆを顰ひそめた澪が窘たしなめようとすると、

「なに、好きに座ってくれて構わん」

　と、中央に座る長老。そして、滝川を値ね踏ぶみするように片眉を上げ、

「お前が修哉の言っておった魔族の特使か……聞けば、魔族の二大勢力のトップの意向で派は遣けんされてきたそうじゃが、とはいえ此こ度たびの突とつ然ぜんの訪問、ちと強ごう引いんにすぎると思えるが？」

　穏おだやかな口調ながら非難を含んだその言葉に、その場の空気が緊張する。しかし、

「だろうな。同じ事を、バサっちにもそっちのオッサンにも言われたよ」

　と、刃更と修哉を横目で見ながら言った滝川の態度は悠ゆう然ぜんだ。ハンと鼻を鳴らして、

「だが、俺はただの下っ端ぱでね……上に行けと言われちまうと逆らえなくてよ。抗こう議ぎや苦情の類たぐいがあるなら、後で俺を寄よ越こしたお偉えら方がたに言ってくれ」

「ふむ……密書とやらの内容次し第だいではそうするとしよう」

　そう言うと、中央の長老は滝川から澪へと視線を移した。

「そして、お前さんがウィルベルトのひとり娘じゃな……」

　その言葉に、左右の長老達からも一いつ斉せいに見られた澪は、

「………………」

　無言の頷きを返し、長老の言葉が事実だと認めた。

　と同時、澪を見る長老達の眼に冷たいものが宿る。向けられたのは、滝川を見ていた時と同種──否、それ以上の様々な思惑や感情を含んでいる視線だ。刃更達の話では、彼らは一族の長おさとしての職に就ついた時点で、それぞれが『長老名』を襲しゆう名めいするという話だった。

　恐らく中央の長老が『富ふ士じ』。向かって右の穏やかな長老が『熊くま野の』。左の厳しそうな長老が『熱あつ田た』だろう。古くより日本の勇者の一族の間で受け継つがれてきた彼らの名は、神が住まうと謳うたわれる三山から採られている。中国にも不老不死の仙せん人にんが住む三霊れい山ざんが存在しており、同様の概がい念ねんと効果を日本でも展開するためという話だった。

　これは、古代中国より伝わる『四神』の概念が、日本の古代の都である平城京や平安京において四神相応として採用され、またこの勇者の一族の《里》で、儀式の間に祀られている四神の守護聖せい獣じゆうの力を宿した神装武器となっているのと同様だ。

　これにより日本の勇者の一族の《里》は、神々や精せい霊れい達とのチャンネルを持つ事に加えて、一いつ般ぱんの人間には立ち入る事のできない聖域性を有する事ができているのだという。

　また長老を三人とする事で、『四神』の四と重ならないようにし、結界の効果をより複雑かつ強固なものにしているらしい。三と四を合わせれば七となるが、これは曜日や、七宿といった星の数など、力のある数字に通じるものだ。つまり三人の長老と四神とが組み合わさって発動する『概念』が、《里》全体の結界の強さに繫つながっているのだろう。そんな長老達に対し、

「──────」

　澪は毅き然ぜんとした瞳ひとみで見み据すえ返した。勇者の一族の長老達を前に、緊きん張ちよう感かんがある事を誤ご魔ま化かすつもりはない──だが、恐きよう怖ふ心はなかった。魔ま界かいでラムサスやレオハルト、ベルフェゴールら魔族の頂点に君臨している者達と相対した経験はあるし、遡さかのぼれば仇きゆう敵てきであるゾルギアもまた高位魔族だった。そうしたこれまでの経験が、澪の中で確かに活いきている。

　……それに。

　こうして刃更が隣にいてくれる──それが何よりも心強い。柚希や胡桃も傍にいるし、少し離はなれた場所には万理亜とゼストもいてくれる。だから、恐れる必要は何もなかった。

　そんな澪の心構えを見み透すかしたのか、こちらを見ていた富士が、

「ふむ……成る程ほどのう」

　何かしらの納なつ得とくを得たのか、長い顎あご髭ひげを右手でしごきながら呟つぶやくと、

「さて──…」

　改まった口調で一言を呟いた──その言葉が、いよいよこの会談の始まりを告げる。

　長老達の視線が一斉に澪の隣へ、「彼」へと注がれた。

「久しいのう──刃更」
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　中央の富士から投げられた再会の言葉に、

「…………はい、お久しぶりです長老」

　東城刃更は瞳を伏ふせたものにしながら挨あい拶さつを返した。すると、左の熱田と右の熊野も、

「あれから五年……いや、そろそろ六年か」

「報告で知ってはおったが、壮そう健けんにしていたようじゃの」

　続く形でこちらへと言葉を掛かけてきて、

「……恐れ入ります」

　普ふ段だんと異なるこの喋しやべり方を、刃更は意図的に行なっていた。慇いん懃ぎん無礼にするつもりはないが、長老達の真意が解わからない現段階では下手へたに向こうを刺し激げきするような事は避さけたいというのが一つ。そしてもう一つは、同時に自分自身もまた必要以上に感情的にならないようにするためだ。勇者の一族を敵に回す事で生じるリスクや戦いを避けたいのと、柚希や胡桃の立場──難しい二つの問題を自分達は抱えている。この話し合いの場で長老達がこちらへ何を求めてくるのかはまだ解らないが、場合によっては自分達の状じよう況きようや立場を訴うつたえ、こちらの意思や態度を示さなくてはならないだろう。だが、その際に、あまり感情に走りすぎては事が良くない方へ拗こじれてしまう。《里》と刃更には、決して癒いえる事のない過去があるのだ。下手をすれば、幾らでも事は荒あら立だってしまうだろう。そうならないためにも、刃更は冷静に徹てつする事と、下手に足を掬すくわれないよう、自分から発言する事を極力避ける方針を決めていた。相手の出方を見み極きわめ、基本的に受けに徹する。よって儀式の間に入った時から、刃更は己の意識を長老達だけでなく、この空間全体へと向け、あらゆる事に注意を払はらっていて、

　……妙みようだな。

　会談の場に儀式の間が選ばれたのとは別に、刃更の中で疑問が浮うかんだ。それは、

　……どうして護衛がいない？

　柚希と胡桃をこちら側にカウントすると、勇者の一族の方からこの場へ出ているのは三長老と修哉だけ。確かに儀式の間ではあらゆる攻こう撃げき系能力が使えなくなるが、相手が同じ勇者の一族である《バチカン》の審しん問もん官ならまだしも、こちらには澪もいれば滝川もいる。それに、刃更もまた《無次元のバニシング執行シフト》を暴走させて《里》を追放されている身の上だ。

　何事にも万が一という事はある。そう考えれば、護衛は配置して然しかるべき。

　……何せ。

　今の三長老に戦う力はないのだから。

　──ただし、その原因は老いによるものではない。一族の頂点に立つ長老となっているくらいなのだ。たとえ老いたとはいえ、その力は一族の中でも断トツのトップクラス。

　しかし彼らは現在、自分達の力を《里》の結界を保つために使ってしまっていた。それが日本の勇者の一族における長老の役目であり、だからこそ彼らは戦う事ができないのだ。

　反対に、残る修哉は全く戦えないという事はないだろう。何せ昔は、それこそ迅じんに次ぐ実力の持ち主で──だからこそ二人は親友となり、東城家と野の中なか家は一族の中でも特に親密な付き合いをしていたのだから。とはいえ、自分達は、柚希と胡桃が苦しむ事のないようにするためにここへ来たのだ。修哉と剣けんを交えるような事になるのは絶対に避けなければならない。

　……それに。

　刃更は修哉へと視線を向けた。彼の左眼を覆おおう眼帯の下には、大きな傷が刻まれている。修哉は先の大戦において深手を負い、それを機に一線からは退いたという話だった。

　──長老達にとって最悪の事態は、刃更達全員が彼らを殺そうとする事だろう。

　無論、刃更達がそんな真似まねをする事は有り得ないが、その事態を想定した時に、果たして自分達の護衛を修哉一人に任せるような判断をするだろうか？　《里》全体を覆う結界の維い持じのためにも、自分達が率いている一族を守るためにも、長老達は自身の安全を最優先に考えなければならない筈はず。それなのに、今ここには三長老と修哉しかいない。

　……だとしたら。

　恐おそらく何らかの『保険』が用意されているのだろう。

「──────」

　よって刃更は、もし自分が長老の立場ならどうするかを思考。

　思いついたものを、可能性の高い順から頭の中に並べ始めた時だった。

「──そう警けい戒かいせずとも良い」

　まるで見透かしたような富士の言葉が発せられた。

　思考を読まれた？　反射的に考えを静止させた刃更が顔を上げると、

「お前達と、我々との間には複雑な感情や事情がある……ましてやこの場は我々が用意したものだ。その事を考えれば、お前があれこれと考えてしまう気持ちは解らんではないが」

　とはいえ、と富士。

「誤解があるようなら伝えておくが……こちらとしても、今はお前達に対して積極的に刃やいばを向けるつもりはない」

「──無論、事と次第によっては解らんがな」

　という熱田に、熊野は「まあ」と笑みを深いものにして、

「お前や迅が、そこの娘むすめを引き取ってからかれこれ八ヶ月といったところかの……その間にも、お前達を取り巻く状況は変化を続け、我らもまたそれに応じた対応を取ってきた」

「…………はい」

「柚希や胡桃から定期的に報告は受けているが、二人はいずれも心情的にお前に近い……共に生活すれば、情も湧わきやすく想おもいも深くなろう」

　よって、と富士。

「今後の事を考えるならば、そろそろ儂わしらが直接お前達を見極める時では……そう思ってな。こうしてお前達に来て貰もらったという訳じゃ」

　その言葉に、

「…………解りました」

　東城刃更は頷うなずきを返した。富士の言葉をそのまま額面通りに、真に受ける事はしない。

　恐らく長老達には、何かしらの狙ねらいがある筈だ。だが、それでも東城刃更は構わない。

　この窮きゆう地ちを好機へと変えてみせる──何としても。そして、

「…──では、まずは今のお前達へと繫がる話を聞かせて貰おう」

　と熱田が言った。

「《里》を出てから今までどのように過ごし、どんな出来事があったのか……お前達の歩んだ足そく跡せきを全すべて」




　　　　４




　長老の言葉を受け、刃更と澪が語り始めたもの──それは現在へと繫がる彼らの過去だ。

　そんな二人の話を、彼らの横に座りながら野中柚希は聞いていた。

《里》を追放された刃更が、これまでどんな風に生きてきたのか。

　人として育てられた澪が、これまでどんな風に育ってきたのか。

　刃更と澪が順番に、己おのれの生おい立ちを長老達へと語ってゆく。対する三長老は、

「………………」「………………」「………………」

　相あい槌づち一つ打たずに刃更達の話を黙だまって聞いていた。だが刃更達を見据える眼光は鋭するどく、まるで二人の話す内容に疑わしい部分や矛む盾じゆんがないか一言一句を確かめているかのようだ。

　──刃更達の話している内容については、柚希は既すでに知っていた。

　刃更の事は勿もち論ろん、澪の事情についてもだ。それはこちらの隣に座っている胡桃もそうだし、今は《里》から少し離れた街で待機している万理亜とゼストも知っている。

　……だって。

　自分達は同じ家で暮らし、共に生きてゆく事を決めた仲間──家族だ。だから柚希達は魔界から戻もどった後、女子の間だけで互たがいを知るための語らいの場を何度か持ってきた。

　澪にまつわる魔ま族ぞくの問題が一段落したとはいえ、自分達の置かれている状況の何もかもがクリアになった訳ではない。この先、魔界での決戦以上の激げき闘とうが絶対にないとも言い切れない。よって、訪おとずれた平へい穏おんをただ享きよう受じゆし、ひたすら消費するのではなく、互いの絆きずなを強めるために使うべきと思ったからだ。各おの々おのの過去から眼めを逸そらし、抱かかえている事情に眼を瞑つぶったまま付き合ってゆく事はできる。それもまた、相手を想う一つの形だろう。

　しかし──柚希達は互いに話す事を選んだ。自分達が何を思い、何を喜び、何に苦しみ、何に涙なみだしてきたのか。一人ずつ順番に、時間を掛けて共有していった。

　──その結果として生まれたのは、既にあった絆の確かな強まりだ。

　だからこそ、野中柚希は知っている。長老達が刃更と澪へ促うながした話は──決して癒える事のない二人の心の傷に関するものであり、本当は自分達の中だけに止とどめておきたいものだと。しかし今──刃更と澪は、長老達に己を語って聞かせていた。

　勇者の一族と不要な衝しよう突とつを避けるために。すると、

「…──そして去年の夏休み。親父おやじから再さい婚こん話を聞かされた俺は、初めて澪と万理亜の二人と会いました」

　ついに刃更達の話は、それぞれ別々の道を歩んできた二人の出会いへ突とつ入にゆうする。

　だが、そこから先の話は刃更も澪も伝える内容を慎しん重ちように選んでいた。長老達にそのまま真実を伝えると、不都合が生じるものもあるからだ。真実を伝える事は信しん頼らいへと繫がるが、それは相手にもよる。争いを避けるためには、不要な真実に口を閉とざす事が必要となる。

　……でも。

　だからといって、刃更達は「噓うそ」を織り交ぜる事はしていない。

　下手に真実を偽いつわってしまえば、どこで足を掬われてしまうか解らないし、

　……それに。

　刃更は可能な限り《里》を裏切りたくないと考えていた。たとえ追放されたとしても、たとえ恨うらまれていたとしても──自分の生まれ育った故郷を、彼は今も大切に想っていた。

　話の取捨選せん択たくは、《里》からの呼び出しがあった時点で、予あらかじめ綿密な打ち合わせを行ない決定したものだ。主に隠かくす事にしたのは、刃更が滝川と極ごく秘ひ裏りに手を結んで動いていた事や、母親が先代魔ま王おうウィルベルトの妹である事。また澪や柚希、ゼストが刃更と結んでいる主従契けい約やくの詳しよう細さいについてなど。

　……そして。

　柚希や胡桃が、《里》に対して報告していなかった事こと柄がらについてもだ。それは長老達に危険視されないための措そ置ちであり、自分達全員の安全を最優先に考えての判断ではある。

　……だけど。

　それとは別に、刃更達は柚希と胡桃の《里》における立場──勇者の一族としての立場が損そこなわれないように努めてくれていて、柚希の隣となりで正座している胡桃が、

「…………っ」

　膝ひざの上でギュッと拳こぶしを握にぎったのが見えた。その想いは良く解わかる──痛い程ほど。刃更達は、真実を隠す事で柚希と胡桃を守ろうとしてくれている。長老達と向き合い、戦ってくれている。それなのに、当の柚希と胡桃は黙ってそれを聞いている事しかできないのだ。

　無論、仕方のない事だと頭の中では理解している。柚希と胡桃は、必要な事は全て定期報告で《里》へ伝えている事になっているのだ。よって長老達がこちらへ何かを問うてくる事はない。それを自分達から語るような真似をすれば、どうしてそれを報告しなかったと追つい及きゆうを受け、逆に刃更達をより窮地へと追いやってしまいかねない。

　だから、これは《里》へ来る前に皆みなで話し合って決まっていた事だ。長老達から受ける追及の矢や面おもてには、刃更と澪が立つ事は──だけど、

「っ────」

　それでも沸き上がる歯は痒がゆさに、柚希はギュッと唇くちびるを嚙かみしめた。万理亜とゼストは先程、《里》へ付いて来られない事を耐たえて受け入れた。今は柚希と胡桃の番だ。

　柚希達も、刃更と澪に守られるだけのこの状況に耐えなければならない。

　自分達の役目と──そしてやらなければならない事は他ほかにあるのだから。そして。

「──以上が、これまでの俺達の経けい緯いです」

　程なくして刃更と澪は、魔ま界かいへ赴おもむき穏おん健けん派と現魔王派による澪への干かん渉しようがこれ以上行なわれないよう取り付けてきた事までを話し終えた。柚希達が、澪のために現魔王派との決戦では穏健派のメンバーとして戦いに参加してきた事もだ。しかし本来、勇者の一族としては相手が穏健派だろうと、与くみする事自体を良しとしていない。

　──だが、この点については既に柚希と胡桃は報告を済ませている。澪が魔族達から狙われなくなれば、彼女が人間界にいても周囲に被ひ害がいが及およぶ事はなくなる。その状態を作り出すために、自分達は勇者の一族として戦ったのだと──この世界を害ある異能から守る、勇者の一族の使命に則のつとって。また、枢すう機き院が穏健派・現魔王派の両方にとっての共通の敵である事が浮うき彫ぼりとなったため、併あわせて連中の野望も討うち滅ほろぼしたと伝えた。その後の両勢力の間で行なわれた政治的な処理については関知していないが、澪が魔界の政治にまつわる問題に関かかわらずに済むようになったという事実だけは間ま違ちがいないとも。

　そして澪がウィルベルトから受け継ついだ力も、今はほぼ完かん璧ぺきに近い形で制せい御ぎよできており、低級悪あく魔まなどが惹ひかれて来る事もなくなった。だから要監かん視し対象から外してくれとは言わない──でも、万が一に備えて柚希と胡桃が監視を継けい続ぞくすれば、刃更や澪への対応は充じゆう分ぶんな筈。それが柚希達が抱いだいた《里》への要望だった。すると、しばらくの沈ちん黙もくの後、

「…………成る程のう」

　と、上段の間の右に座る熊野が納なつ得とくの言葉を放った。

「お前達のおおよその事情は理解した……魔界で起きた穏健派と現魔王派の争いについても終息したというのならば、そこの特使殿どのが両勢力から派は遣けんされてきたという話も頷ける」

　すると左の熱田も頷き。

「ああ。連中が和平へ向かって動き出しているという状じよう況きようが、もし本当だとするなら……それはこれまでの魔族の歴史の大きな転てん換かん点と言っても過言ではない変革と言える」

「…──確かに」

　そう言って眼を細めたのは、中央に座る富士だ。長い顎あご髭ひげを扱しごきながら、

「では刃更……お前は自分達の存在や行動が、どれだけ彼らの和平に寄き与よしたと考える？」
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　富士が何気ないように放ってきたその問い掛かけに、

　……来たな。

　東城刃更は思う──ここからが本番だと。穏健派と現魔王派が和平に向けて動き出した事は、魔界の新たな時代の訪れを意味する。刃更達は、この歴史的な一件に関わった。

　しかし──この件について、下手へたに《里》に対して成果を誇ほこるのは考えものだ。

　──勇者の一族と魔族との対立の歴史は長く、そして複雑なものである。

　よって魔族の二大勢力が和平を結び、魔界で地じ盤ばんを固めた事は、勇者の一族にとって必ずしも歓かん迎げいされる事ではない。柚希と胡桃は、「澪が人間界で狙われないようにする事で、周囲の被害を減らせると考えて戦った」という名目を唱えてはいるが、勇者の一族としての使命を最優先に考えるなら、魔族全体の力を削そぐ方向で動いた方が望ましいという考え方もできる。澪との距きよ離りを縮めている状況を活いかし、魔族同士の争いに深く入り込んで、より焚たき付けるように誘ゆう導どうする──要は破は壊かい工作だ。

　……でも。

　その一方、こちらに敵意のない魔族や、人間界に害を及ぼしていない魔族らを無む闇やみに殺すなど、その行こう為いに正当性や正義を欠いた真似まねをすれば『穢けがれ』が生じ、力を借りている神々や精せい霊れい達との契約に支障を来きたしてしまう。先の大戦の後、当時魔王だったウィルベルトからの休戦に応じたのもそのためだ。よって刃更達は、そうした先の大戦に参加した上の世代が選んだ平和の形を壊こわさず、受け継いだ……そう主張する事は可能だろう。

　……けれど。

　破壊工作をすべきだったと言われ、自分達は『穢れ』が出ないよう、また大人達の先の決断を尊重したと説明する流れは、こちらの立場や判断を正当化できるものの、その形は「言い訳」であり「反論」だ。対立を避さける手として、上策とはいえないだろう。

　──とはいえ、欲よく張ばりすぎて選択を見誤るような事はできない。

　東城刃更は己に言い聞かせる──慌あわてるな、と。会談はまだ立ち上がりの段階だ。ここはリスクを負ってまで攻せめるべきところではない。かといって、曖あい昧まいな言葉で明言を避ければ変に怪あやしまれてしまう。だから刃更は首を横に振ふって、

「穏健派と現魔王派の和平に、俺達がどの程度関わっているのかについては解りません……俺達は自分達の平穏を訴うつたえに行き、その実現のために必死になって戦っただけですから」

　言葉を選んだこの発言も噓ではない。自分は大局的な見地には立っておらず、あくまで自分達の前に広がる現場しか見ていなかったと告げると、

「──だが推測は可能だろう」

　知らぬ存ぜぬで逃にげる事は許さないとばかりに熱田。

「穏健派と現魔王派という魔族の二大勢力の和平は、我々にとっても大きな事件だ。可能な限り状況の把は握あくに努める必要がある」

「それは解ります。でも、俺らは魔族達がこれ以上、澪に干渉してこないようにと強く想おもいながら戦っていました。自分達に起きた出来事ならば主観と客観のバランスを取る事はできても、自分達が間接的に関わったかもしれない可能性がある程度の出来事について、不確かな発言はできません。報告としても、著いちじるしく適切さを欠いてしまいます」

　自分には冷静な判断ができない──そう己を低めて逃のがれようとした刃更に、

「なあに、それは仕方がない事じゃ。構わんよ」

　と、今度は熊野。

「お前さん達は連中の和平の発ほつ端たんが生まれた現場にいたのじゃ。その場に立ち会った者に問うている以上、多少なりとも私見や偏へん見けんが含ふくまれる事は避けられん。ならば、そうした事を予め考こう慮りよした上で判断すれば済む話じゃろう」

　笑えみを湛たたえながら追及してくる右の長老に、刃更は逃げ道を塞ふさがれつつある事を認にん識しきする。とはいえ、このまま相手の言葉に従ってこちらの感情に則った私見を述べさせられて、それを後出しジャンケンのように都合の良いように解かい釈しやくされ、追及されては堪たまらない。

　……だったら。

　刃更はこの問題を、自分達だけのものから外へと範はん囲いを広げる。横目で滝川を見ながら、

「仰おつしやる事は一理あります……ですが今は、穏健派と現魔王派の両勢力を代表する特使も同席している状況です」

「は？　俺？」

　不意に矛ほこ先さきが自分へ向いた事にキョトンとなる滝川に構わず、

「せっかく澪の問題が落ち着いたのに、ここで俺が勝手な私見を述べた結果、もし彼におかしな受け取り方をされて、それが両勢力へ伝わりでもしたら」

　そこで刃更は長老達に視線を戻もどして言った。

「この場の発言によって事態が蒸むし返され、今まで以上に状況が悪化してしまうリスクが出てきてしまう可能性があります」

　それは《里》としても困るだろう、と刃更は含みを持たせた。この会談での会話──それも長老達が促した話題によって魔ま族ぞくを刺し激げきしてしまい、彼らが再び澪を狙ねらうような事になれば、この人間界へ新たな争いや、それに伴ともなう被害を《里》がもたらした事になる。

　明日には《バチカン》の審しん問もん官が来るのだ。差し迫せまっている今の状況で、そうしたリスクを負うような事は長老達としても避けたいだろう、と。すると、

「ふむ……それは道理かもしれんのう」

　と、納得したように富士。しかし、ならばとばかりに滝川を見て、

「では特使殿に問おう。お主は、刃更達が此こ度たびの魔族の二大勢力による和平にどの程度影えい響きようを及ぼしたと見ておる？」

　その言葉に、刃更は表情を苦いものにした。刃更が発言すれば魔族を刺激してしまうリスクも、当の魔族である滝川へ尋たずねてしまえば関係なくなる。

「和平への影響度合いねぇ……」

　自分の発言如何いかんで刃更達の運命が決まる事が解っているのだろう。滝川は面めん倒どう臭くさそうに頭の後ろを搔かきながら言った。もし滝川が刃更達を評価すれば、必要以上に魔族と良好な関係を結んでいるとして刃更達を危険視できるし、逆に刃更達が何の寄与も貢こう献けんもしていなかったと言えば、破壊工作のチャンスを棒に振った失態として追及できる。富士が放った問い掛けは、王手飛車取りのようなものだ。どちらに転んでも刃更達は追い詰つめられる。

　──だが。

　東城刃更は、自分が滝川を巻き込む発言をした時点で、長老がそう言ってくる可能性を読んでいた。そして、それは滝川も同じで、

「言っただろ、俺は別に穏健派と現魔ま王おう派の代表じゃない。上の意向を届けに来た、ただのメッセンジャーだ」

　と、肩かたを竦すくめながらやれやれと嘆たん息そく。

「ここで勝手に政治的な発言をかまして、それをアンタらに好き勝手に解釈された挙げ句、何か問題が生じでもしたら上に睨にらまれるだけじゃ済まない。悪いがその手の話が聞きたいのなら、アンタらと同じく政治に責任が持てるような上の連中とやってくれ」

　そう言って、刃更と同じく余計な発言そのものを避けると、

「…………ふむ。それは失礼した」

　と、富士は僅わずかな沈黙の後に引き下がった。刃更達には厳しい追及はできても、滝川に対してはそうはいかない。下手に無む理り強じいをして、それが魔族を刺激した事になっては元も子もないからだ。すると、ふと滝川が刃更をジト眼めで見ていた。

　その瞳ひとみが言っている──これは貸しだぞ、と。

　……ああ、サンキュー。

　刃更は滝川に感謝しながら、同時に自分達の置かれている状況を重く受け止める。富士の問い掛けは、刃更達を追い詰めるには充分なものだった。刃更と滝川の関係を知られていなかったため切り抜ぬけられたが……それでも、《里》がどう考えているのかは明白だった。

　……やっぱり。

　解わかっていた事だが──《里》は刃更達に対して友好的ではない。

　だが、もし刃更達を完全に敵視しているのなら、このような呼び出しをせずともいきなり仕し掛かけてくれば済む話だ。こんな回りくどい真似をする必要はない。

　……それとも。

　一度は澪を消しよう滅めつ対象と定めて高志達を派遣し、その後に再び監視対象に戻した手前、刃更達がこの世界における純然たる脅きよう威いだと示さないと、『穢れ』が生じると判断しての事なのだろうか。だからこそ、四神が見守るこの儀ぎ式しきの間を会談の場に選んだのだろうか。

　考えれば考えるほど思考の迷めい路ろに陥おちいり、膨ふくらんでゆく不安に、

　……クソっ、落ち着け！

　刃更は心の中で己おのれに強く言い聞かせた。楽観的になるのもマズイが、物事を悪く捉とらえすぎて、判断を鈍にぶらせてしまっては、本当に事態が最悪の方向へと傾かたむいてしまう。

　……ここからだ。

　決して楽な状況ではないのは解っていた事ではないか。自分達がここへ来たのは、その状況を逆転させるため──好転させるためだ。

　落ち込んでいる場合ではない。己の目的と目標を思い出し、再び前を向いた刃更に、

「──ならば、ちと質問を変えるとしようかの」

　と熊野が言った。

「魔族共から狙われるリスクはひとまず考えなくて良くなった……では、お前さん達の今の望みは何じゃ？　これから一体どうしてゆきたい？」

　その問いは、事前に刃更達の方でも想定したものだった。

　そして──誰だれが答えるのかも。だから、

「…──刃更と一いつ緒しよに生きたいです」

　静かに……しかしはっきりとした声が、刃更の隣となりで発せられた。

　澪だ。
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　熊野からの問い掛けに対し、澪が口にしたもの。

　それは今の澪が心の底から抱いだいている感情──一いつ片ぺんの偽いつわりもない成瀬澪の本心だ。

「刃更や他ほかの皆みなと、今まで通り暮らしたいです……それが、それだけがあたしの望みです」

　溢あふれそうになるこの想いを、澪は言葉にして紡つむいでゆく。

「あたしはこの世界で、養父母によって人間として育てられました。二人が殺されて、万理亜から自分が先代魔王の娘むすめだったと聞かされても、それが事実だったと確認した後でも、勝手かもしれませんけど……それでもあたしは自分は魔族ではなく、人間だと思っています。そして──あたしが生きる世界は、この世界だと」

　どうか伝わって欲しいと願いながら。

「刃更がいて万理亜がいて、柚希がいて胡桃ちゃんがいて、ゼストがいて。皆で一緒に、平和に、普ふ通つうに暮らしていきたい……それだけです」

　そして──澪が言葉を終えると、儀式の間は静まり返った。切なる澪の訴えに、誰もが口を開かない。沈ちん黙もくが続く中、その場を支配する静せい寂じやくだけが重たいものになってゆく。

「…………っ」

　膝ひざの上で両手を握にぎり締しめ、ギュッと眼を瞑つぶりながら成瀬澪は思う。己の願いは今、言葉にして伝えたものが全すべてだ。他には何もいらない。自分はそれ以上、何も望まない。

　……だから、どうかお願い。

　届いて──そんな澪の祈いのるような想いは、




「ふむ……ならば、それが真実であると、どのように証明する？」




　儀式の間に響ひびいた富士の言葉によって、静寂と共に打ち砕くだかれる。

「証明……？」

　呆ぼう然ぜんと尋ねた澪に、

「口ではどうとでも言えるだろう。お主の言葉や想いの裏に、一片たりとも邪じや心しんは存在しないという証しよう拠こはどこにある？」

　それに、と熊野が富士の言葉を引き継ついで、

「或あるいは今は真実かもしれんが、しかし心は移ろいやすいものじゃ……いつかの未来に心が変わり、人やこの世界に害をなすとも限らんじゃろう」

「それは……でも」

「そもそも──お前達は現在の自分達の『戦力』について、考えてみた事はあるか？」

　反論しようとした澪の言葉を遮さえぎって、熱田が静かに言い放つ。

「成瀬澪……お前と魔導生命体のゼストという女魔族はＳ級。万理亜という幼いサキュバスは準Ｓ級だ。さらにお前は、柚希や胡桃の事も望んだな……そこにいる二人も、今は共に準Ｓ級クラスへと至っている」

　そこまでを言うと、澪から隣の刃更へと視線を移して、

「刃更……《里》にいた頃ころのお前は『神童』と謳うたわれてはいたものの、まだ実戦経験には乏とぼしかった。恐おそらくＢ級クラスが良いところだっただろう。そして我らが派は遣けんした高志と戦った時も、よくてＡ級といったところだった。それにしたって、五年以上もの間ずっと剣けんを持たなかった事を考えれば驚きよう異い的な事だ」

　ところが、と熱田。スッと眼を細めて、

「今のお前はＳ級クラス……それも成瀬澪らをも上回るレベルに達している。この短期間で、全員が考えられないような成長だ。変へん貌ぼうと言っても良い。そして強大すぎる力は脅威でしかない。お前達が集まっている現在の状じよう況きようは、看過できるレベルを超こえている」

「そんな……」

　無む慈じ悲ひに浴びせられた宣告に、澪は言葉もない。

　──自分の想おもいが届かないかもしれない事は覚かく悟ごしていた。

　たとえ澪が何を言おうと、勇者の一族にとって自分は、あくまで先代魔王の娘だ。

　どれだけの言葉を並べて何を述べようと、その事実が変わる事はないだろう。

　……だけど……っ。

　澪達が強くなったのは、支配欲よくや名めい誉よ欲にかられてではない。

　そうならなければ、生き残る事ができなかったからだ。

　楽な戦いなんて一度もなかった。いつだって敵は自分達よりも強くて、状況は過か酷こくで残ざん酷こくで──それを皆で力を合わせて命いのち懸がけで戦って、どうにか生き延びてきた。

　何度も死にかけて、その度たびに必死に命を拾って今日まで生きてきたのだ。

　──それを否定するというのなら、他に一体どんな方法があったというのか。刃更達と一緒にいたい。自分の願いはただそれだけ。それだけを、こんなにも強く想っているのに。

　……どうして……っ。

　己の想いは真実なのだと、証明する方法を見つけられなくて、

「………………っ」

　澪が悔くやしさに唇くちびるを嚙かんでいると、

「どうした？　なぜ黙だまる？　何も言わないのは先さき程ほどの言葉が噓うそだからか？」

　それでも熱田の追つい及きゆうは止まる事なく、より厳しい言葉を放ってくる。

　解り合えない敵や、解り合う必要のない相手に何を言われようが別に構わない。だが想いを伝えたい、伝えなければならない相手に、これまでの己と、現在の己が抱いている大切な想いを完全に否定され……そして、その原因は己の存在と弱さで。

　……いけない……っ。

　自分は今、皆の足を引っ張っている──その事実が情けなくて、

「っ──…！」

　ふと視界がじわりと滲にじみ出し、澪は慌あわててギュッと眼を瞑って涙なみだを堪こらえた。

　ここで泣いたら、いよいよ相手の思う壺つぼだ。「図星の涙か」「自分達を脅威と認めたな」とこちらを糾きゆう弾だんする材料に利用されてしまいかねない。

　何か言わなくては。だから、

「っ……あ、あたし……」

　澪は必死に、震ふるえる声を絞しぼり出した──その時だった。

「…──長老、今の澪への発言は撤てつ回かいして貰もらえますか？」

　隣の刃更が、冷たい声でそう言い放ったのは。







　その瞬しゆん間かん──場の空気が一気に張り詰つめ、視線が刃更へと集まった。

　──これまで長老達に対して、刃更は一いつ貫かんして大人しい態度で接していた。

　そんな刃更が、いきなり態度を硬こう化かさせたのだ。長老達が眼を細めたものにして、真っ向から刃更を見み据すえてくる。無慈悲な言葉を浴びせられていた澪もまた、呆然とこちらを見ていて、その瞳が言っていた──《里》と争っては駄だ目めなのにどうして、と。

　……決まってるだろ。

　熱田が現在の刃更達を看過できないと言ったのと同じだ。刃更にとっても、今の熱田の発言は看過できるものではなかった。別に対立したい訳じゃない。しかし絶対に譲ゆずれないものはある。全てはそれだけの話。だが──それだけで理由は充じゆう分ぶんだ。

　東城刃更は、自分の周りにいる少女達がどれだけの苦難を乗り越こえてきたかを知っている。だから、彼女達の生き様を否定する事だけはさせない──許さない。

「…──発言を撤回しろと？」

　不快というよりは、怪け訝げんそうに熱田が聞き返してきた。

　まだこちらの真意を測りかねていると思おぼしきその問い掛かけに、

「感情の証明は相手を信しん頼らいする事でしか成り立たないし、未来は無限の可能性を秘ひめています。それらに絶対の保証を確約しろというのは不可能だ」

　と、キッパリと刃更。

「こちらに望みを尋たずねておきながら、その答えを信頼できないと切り捨てる……そのような正当性を欠いた真似まねを、一族を司つかさどる長老がするんですか？」

　一息。

「それも──よりにもよって、この儀式の間で」

　そう言い放った瞬間だった──儀式の間に甲かん高だかい乾かわいた音が生じた。と同時、それまで極限まで清せい浄じようさが高められていた空気が微かすかに澱よどみ出し、同時に僅わずかながら濁にごり始める。

　それはこの場を見守る神々や精せい霊れい達の審しん判ぱんによるもの。

　澪への追及が一方的かつ理り不ふ尽じんなものと判断され、『穢けがれ』が生じているのだ。

「これは──…」

　長老達の表情は事態の理解はしていても、納なつ得とくまではしていないものだった。

　彼らは、この『儀式の間』について誰よりも詳くわしく知っている。どのような言動が問題となるかもだ。だから、長老達は何故なぜ『穢れ』が生じているか解わからずにいるようだった。

　……そうだろうな。

　困こん惑わくするのは無理もない事だ、と刃更は思う。長老達は、刃更が長谷はせ川がわの神族の力を借りられる契けい約やくと、魔ま族ぞくの主従契約──その両方を二重契約している事を知らない。無論、長谷川の言っていたように今の刃更はまだ長谷川から借りられるようになった十神の力を行使する事はおろか知覚する事さえできない。魔族の主従契約で彼女を使し役えきしているといっても、それは神族や精霊から見た時にどこまでその価値を認められるかは不ふ透とう明めいだ。

　……でも。

　それでも、刃更がかつて神族の最高位である十神だった長谷川と、契約を結んでいるという事実までは消えない。さらに長谷川と温泉旅館の結界内で一年もの時を過ごした事で、今の刃更は魔ま界かいにいた時のような魔族側の母親であるサフィアの血が色いろ濃こく出ていた時とは真逆で、神族側の母ラファエリーネの血が活性化した状態にある。

　そしてラファエリーネも、かつては十神の一角を担になっていた存在だった。

　つまり──今の刃更は、最高位の神族ふたりの加護を得ている状態なのだ。

　それは、この儀ぎ式しきの間を司る神々や四神よりも上に位置する事を意味する。

　刃更が、ここまで長老達を非難や否定するような言動をしなかったのは、何も《里》との対立を避さけるためだけではない。今の自分がそれを行なえば『穢れ』が生じ、この儀式の間の力や──ひいては《里》全体を覆おおう結界に影えい響きようを及およぼす可能性があったからだ。

　──繰くり返す。刃更に《里》と対立する意思はない。

　しかし長老達が澪に対して理不尽な追及を行ない、それによりこの会談が平和に終わる可能性が失われたり、自分達の存在が否定されてしまうのを認める訳にはいかない。長老達にこれ以上こちらに対する攻こう勢せいを控ひかえさせるには、『穢れ』を発生させる事によって自分達の言動に正当性がないと認めさせるしかないだろう。長老である彼らは、役職上『穢れ』を放置する訳にはいかない。《里》全体の結界とも関連している儀式の間を司っているのは長老達であり、この場に『穢れ』が生じているのなら、それを取り払はらうのが彼らの責務だ。

　そして、それが自分達の発言によってもたらされたのなら尚なお更さらである──よって、

「じゃが我々の使命には、万が一の事態に備える事も含ふくまれておるからの」

　熊野が、自分達の追及が正当なものであった事を証明する発言を行なう。

　その表情には、微み塵じんの焦あせりも感じられない。政治を司る長おさとして長きに亘わたって君臨してきた経験と自負がそうさせているのだろう。

「未来に生じるリスクを可能な限り排はいそうとするのは、至し極ごく当然の事じゃろう？」

　そんな熊野に、しかし刃更は引き下がらない。

「ですが、自身の未来について絶対の保証をしろと求めるのは、いささか不条理が過ぎませんか？　それこそ、未来に生じるリスクを可能な限り排するのが勇者の一族の使命というなら、それをこの先もずっと貫つらぬき通せるという絶対の保証がどこにあるというんです？」

「──それは、これまでの歴史が証明しておるだろう」

　攻勢へと踏ふみ込んだこちらに、落ち着いた声こわ音ねで断言したのは富士だ。

「我らの祖先は、古いにしえの時代から世界を守ってきた。そして我々の《里》もまた、この国をずっと守ってきて……だからこそ今がある。そして、それはこの先も続いてゆくだろう」

　確かに勇者の一族には、世界を守ってきた『実績』と自負がある。しかし、

「ですが、それはあくまで過去に対する結果論でしかない。将来に対する絶対の保証にはなり得ないと思いますが？」

　未来の不確かさを武器に、富士の論を切り崩くずしに掛かる刃更に、

「我々の言う『未来に対する絶対の保証』とは、何も確率や統計上の百％の事を指している訳ではない。確信をもって未来を委ゆだねられるかどうかだ」

　熱田が『絶対』の定義に幅はばを生み出し、自分達の発言には正当性があると言ってくる。

「これまで、この世界は魔なる存在による深刻な破は壊かいや侵しん略りやくを受ける事なく連綿と歴史を紡つむいできている──そうした実績が、我々がこの先も使命を果たしてゆく事を保証する」

「……………………」

　そんな熱田の言葉に、東城刃更は黙り込んだ。反論の言葉を失ったからではない。

　……成る程な。

　勇者の一族には世界を守ってきた実績があるのに対して、澪にはこの世界に災わざわいをもたらさないと言い張れるような実績はないという理り屈くつか。

　確かに澪はウィルベルトの力を受け継ついだ事で、何度となくその身を狙ねらわれてきている。それを未来の危険因子とみなすのに利用したのだろう。

「…………刃更」

　すると隣となりの澪が、絞り出すようなか細い声でこちらを呼んだ。

　ふと見れば、澪は悲しげに瞳ひとみを伏ふせたものにして、長老達が自分を危険視するのは無理もない事だとばかりに俯うつむいている。そんな澪に、

「──────」

　東城刃更は無言のまま、そっと彼女の肩かたに手を置いた。

「…………？」

　こちらを見る澪に対し、刃更はそっと首を横に振ふった。違ちがう──そうじゃないと。

　──残念ながら澪がこの先もまた狙われてしまうリスクはある。

　その可能性は否定できない。だが──リスクがあるのは勇者の一族だって同じだ。

　澪の未来を不確かと言っておきながら、自分達の未来だけは絶対と言い張る──そんな一方的な物言いを、黙って受け入れる必要はないのだ。だから。

「これまでの実績……ですか」

　刃更は低い声でそう言うと、一いつ拍ぱくの間をおいて長老達の弁を否定する──真っ向から。

「だとしたら──あの悲劇についてはどうなんですか？」
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　刃更が放った問い掛けに、その場の空気が凍こおり付いた。

　それは発言を控えるように言われ、やりとりを見守っていた胡桃も同じで、

　……刃更兄ちゃん……。

　長老達を見据える刃更の横顔──その瞳に、胡桃は深い悲しみを見る。

　だが、それでも刃更は言葉を続けてゆく。

「あの時の清せい斗とさんみたいに、魔族への憎にくしみに取り憑つかれてしまったり……俺のように、自分の力を暴走させてしまうような奴やつがまた出ないとどうして言い切れるんです？」

　長老達の論を否定するために、刃更が取った手段──それはかつての凄せい惨さんな事件を引き合いに出し、己おのれの存在こそが害だと自分で断ずるというもの。

　自らを否定する事で、長老達の言う絶対を否定する諸もろ刃はの剣つるぎだ。

「そしてあの時は《里》の中だけで被ひ害がいは抑おさえられましたが、今度は現場が《里》の外でないという保証はないでしょう……違いますか？」

「よくもヌケヌケとそのような……」

　怒いかりを滲にじませたように熱田。

「刃更……貴様、己の責任を放ほう棄きするつもりか？」

「……いいえ。あの悲劇を最悪の形で終わらせてしまったのは俺です。その事実から逃のがれたり、眼めを背そむけるつもりはありません。その責任は、これからも背負い続けてゆきます」

　だけど、と刃更。

「長老達が、自分達の作る未来を『絶対』と言ってしまったら──」

　一息。

「あの悲劇が起きた事も、あの時に多くの失われた命があった事も……全すべてなかった事になってしまうように思えて」

　そう言って刃更が長老達を見据えると、

　……あ……。

　儀式の間の空気が、さらに濁りを増した──『穢れ』が濃こくなってきているのだろう。

　──だが、それは刃更のせいではない。刃更が口にしたのは、過去の己に対する深い悔かい恨こんだ。もしその事で刃更に問題があると神々や精霊達からみなされているのだとしたら、刃更が儀式の間に入った時点で『穢れ』が生じていなければおかしい。

　……つまり。

　現在のこの状じよう況きようをもたらしているのは長老達という事になる。この《里》の中で、最も神々や精霊達との関係が深いのは長老達だ。そんな長老達よりも、今は刃更の言動の方が正当性があると認められているという事なのだろうか。そして、

「──撤てつ回かいして貰もらえますか？」

　静かな声で、刃更がそれだけを言った。澪に絶対的な未来の保証を求めた事と、かつての悲劇を置き去りにして自分達の未来に絶対の自負を持った事。現在生じている『穢れ』を収めるためには、恐おそらく両方について撤回する必要がある。だが長老達の立場的には、《里》の悲劇を忘れていないと後者の撤回は認められても、先代魔ま王おうの娘むすめである澪への追つい及きゆうについては表立って撤回する訳にはいかないだろう。

　……だけど。

　刃更は撤回を求める際、「どちらも」とも「どちらか」とも言っていない。

　それどころか「何について」さえ明示していなかった。

　──この事が意味するものは何か？

　長老達は両方を撤回するという意思の下もとで承しよう諾だくの言葉を口にすれば、神々や精霊達から認めて貰えるのに加え、さらにこちらに対しては何を撤回したのかは不ふ明めい瞭りようにしたままにでき、長老としての面子メンツを保てるという事だ。もしこれを拒こばめば、『穢れ』はよりその強さを増してしまうだろう。最大限の配はい慮りよを含んだ刃更の提案によって生まれた長い沈ちん黙もくの後、

「…………解った」

　そう富士が言うや否いなや、

「──いえ、こちらこそ失礼しました」

　刃更の方も、やや早口で謝罪の言葉を重ねた。これまでの会話のやりとりから考えると、明らかに不自然すぎるテンポだ。違い和わ感かんを抱いだいた胡桃達は、しかしすぐに刃更の狙いを理解する。儀式の間の空間の澱よどみがピタリと止まったのだ。そして、

　……そっか……。

　もし富士の言葉を受けたタイミングで澱みが止まっていたら、『穢けがれ』の原因が長老達にあった事を駄だ目め押おしで証明する形になってしまっていた。だから刃更は自身も即そく座ざの謝罪を行なう事で、『穢れ』の原因の所在をあやふやにしたのである。

　──それは改めて己の意思を伝えるもの。自分達は決して《里》と対立するつもりはないと、刃更は言っているのだ。そんな刃更の想おもいが理解できないほど長老達も鈍にぶくはない。

　富士が深い嘆たん息そくを一つして、

「では……お前達は改めて何を望む？」

　投げかけられた再びの問い掛かけに、刃更は「はい」と頷うなずいて、

「先ほど澪が希望を言いました……あれは俺達全員の望みです。ただ、その証明を一方的に求められてもこちらは答えられません」

　だから。

「あの望みを《里》が認めてくれるためには、俺達はどうすれば良いのか……そのために必要な条件について相談させて貰いたいんです」

　条件を「教えてくれ」ではなく、「相談させてくれ」と言ったところがポイントだろう。今の刃更は完全に攻勢に回っている。長老達が出した条件に対し、理屈を付けて不条理だと訴うつたえればまた『穢れ』を生じさせる事も可能かもしれない。しかし「相談」となると、責任は互たがいに分担される。そうして両者共に納なつ得とくしたものであれば、理り不ふ尽じんとなる可能性はほとんどない。あるとしたら長老達が余程無む茶ちやな条件を出すくらいだが……流石さすがにもうこの状況では、そんな真似まねをしようとはしないだろう。

　よって後は、長老達からこちらの希望を認める条件を引き出せば終しゆう了りようだ。

　……凄すごい……こんな形に持ち込むなんて……。

　あの長老達を相手にした論戦で、刃更は完全に向こうを上回っていた。

　驚おどろきと共に、安あん堵どを覚えた胡桃が緊きん張ちようを解こうとして、

　……え？

　誰だれよりも先に、その事に気が付いた。使し役えきしている精せい霊れい達が教えてくれたのだ。そして、

「そうじゃな……」

　と、富士が言葉を発そうとした時だった──儀ぎ式しきの間の入り口の扉とびらが開け放たれ、

「──その条件とやら。我々にとっても納得できるような物でない限り、承服も承しよう認にんもできかねますわね」

　凜とした声が待ったを掛けてきた。
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　儀式の間に響ひびき渡わたったその声に、東城刃更は背後を振り返った。

　すると入り口から一歩中へと入った所に、見慣れない格好の二人が佇たたずんでいる。

　一人は、ダークネイビーのスーツに身を包んだ男性。そしてもう一人は、男性のスーツと同色の制服に、金の意い匠しようが施ほどこされた足あし下もとまである長い丈たけの外がい套とうを身に纏まとい、白いフードを目ま深ぶかに被かぶっている女性だ。そんな女性の意匠の中に輝かがやく紋もん章しようを見た刃更は眼を細めた。

　……あれは。

　間ま違ちがいない──《バチカン》の紋章だ。さらに外套の陰かげに隠かくれて見えにくいが、彼女は帯たい剣けんしていた。よって刃更はすぐにその正体を察する。そして、こちらと同じものに気付いただろう。上段の間の手前──その脇わきで、ずっと無言で控ひかえていた修哉が、

「バチカンの異い端たん審しん問もん官殿どのとお見受けする……しかし、到とう着ちやくは明日と伺うかがっていましたが？」

「──予定を少し早めるようにと、上からお達しがありましたの」

　女性はそう答えると、優ゆう雅がな足取りでこちらへ歩み寄ってくる。

　口元に悠ゆう然ぜんとした笑えみを薄うすく浮うかべて、

「あり得ない事とは思いますけれど……今回の我々の審問を前に、日本の皆みなさんだけで都合良く体裁を取り繕うような事前申し合わせの類が行なわれないようにと」

　その言葉に、これまで確証を持てなかったバチカンの狙いを刃更は理解。

　……審問の対象は俺らと《里》の両方、か……。

　無論、自分達に関係はないなどと楽観視などはしていなかったが、

　……クソ、あと少しだったのに……っ。

　刃更は思わず臍ほぞを噬かんだ。長老達との会談は、こちらにとって良い結論へと持ち込み、幕引きまで持っていくための道筋が開いていた……あともう少しだったのだ。それを最悪のタイミングで割って入られた。このまま審問に入られて、下手へたに話を引っ搔かき回されでもしたら──最悪、まとまりかけていた長老達との話までもがひっくり返されてしまう。

「っ…………」

　ギリと奥歯を嚙かみしめた刃更が、苦い表情で《バチカン》の女性を見ると、

「そんな恨うらめしそうな顔をしないで下さいな、刃更……久しぶりの再会だというのに」

「え──…？」

　戸と惑まどいの声を上げたこちらの傍そばまで来ると、女性は歩みを止めた。

　そして──被っていたフードを脱ぬぐ。

　すると姿を現したのは、輝く金色の髪かみと透すき通ったエメラルドの瞳ひとみ。落ち着いた物もの腰ごしからてっきり年上の女性かとばかり思っていたのだが、想像以上に若い……恐らく刃更達とそう変わらぬ年とし頃ごろの綺き麗れいな少女がそこにいた。

　──そんな少女が口にした「久しぶりの再会」という言葉。

　刃更が過去に《バチカン》の関係者と接点を持てるとしたら、それは《里》から追放される前──つまり、最低でも五～六年以上は昔の話だ。

　……そうだ。

　確かに当時、《バチカン》を始めとする他の担当地区と、戦技交流という名目で人材の行き来があった。当時の刃更達はまだ幼く海外へ行く事はなかったが、向こうから来た《バチカン》の一団の中に同じ年頃の少女がいた。眼の前に立つ少女の容よう貌ぼうに、東城刃更は在りし日に出会った、《バチカン》から来たその幼い少女の面おも影かげを見て、

「セリス……？」

　刃更が呆ぼう然ぜんと、海外の幼おさな馴な染じみの名を口にすると、

「はい……覚えていてくれたんですのね」

　と、嬉うれしそうに少女は──セリスは頷くと、こちらの隣となりに視線を移して、
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「柚希も胡桃も、元気そうで何よりですわ」

　そう微笑ほほえみかけるセリスに、

「セリス姉、なの……？」「どうして……貴女あなたがここへ？」

　思いもしなかったタイミングで訪おとずれた突とつ然ぜんの再会のせいか、胡桃や柚希も戸惑いが先行している。そんなこちらにセリスは嘆息を一つして、

「みんな驚きすぎですわよ……まあ、でも無理はありませんわね」

　だって。

「否いやが応でも積もる話がありますものね──私達には沢たく山さんの」

　憂うれいを帯びた瞳でセリスは言った。その言葉が意味するのは、自分達が会わずにいた間に起きた悲劇と、それを経て変わってしまった立場と関係について。日本の《里》で起きたあの悲劇については、他の地区の勇者の一族にも伝わっている。

　セリスも知っているのだ──この《里》で刃更達に何があったかを。しかし、

「……申し訳ないのですけど、今は先に仕事をさせて頂きます」

　そう言って、セリスは長老達へと向き直った。そして自身の胸に手を置いて、

「長老のお三方もご健勝のようで……ですが念のため、改めてご挨あい拶さつを」

　一息。

「セリス・レイドハート。教皇の命を受け《バチカン》より参りました」

　そして──右斜ななめ後方に控える青年を瞳で指し示し、

「こちらは補ほ佐さ官のクレオ・アンゼルス」「………………」

　セリスの紹しよう介かいに、クレオと呼ばれた青年は無言で会え釈しやくだけを行なって、

「以上──私達二名が、これより皆さんに対する審問を行なわせて頂きます」

　高らかに宣言するかのように言い放った。

　そうした《バチカン》の審問官の介かい入にゆうは、話し合いの場を新たな局面へと突とつ入にゆうさせた。

　そんな中、東城刃更は己おのれの発言を控え、セリスの放つ次の言葉を待つ事を選ぶ。

　……まずは、《バチカン》の狙ねらいを探さぐらないと。

　修哉から《里》へと向かう車の中で審問官が来るという話を聞いた時点で、こういう事態が起こり得るという可能性は頭の片かた隅すみに置いていた。しかし──今回は相手が《里》だった。かつての悲劇のトラウマを今も強く抱かかえている事もあり、どうしてもナーバスになって眼めの前に意識が集中してしまっていたのだろう。長老達の澪に対する理不尽な追及に応おう酬しゆうした事に後こう悔かいはないし、間違っていたとも思わないが、

　……でも。

　自分は少なからず冷静さを欠いていた──それは否定できない事実だ。

　一対一の論戦なら、時に感情で押し切れる事もあるが、三者での話し合いとなるとそうもいかない。過度に興奮して自らの論に夢中になれば、その隙すきに横から冷静な理り詰づめの刃やいばで刺さされかねない。また下手に感情的になれば敵を増やす事へと繫つながる。《里》と《バチカン》の両方を敵に回し、二対一で攻せめられるような流れになるのは避さけなければならない。

　……それに。

　修哉が刃更達に《バチカン》の審問が来ると漏もらした事を、長老達は知らない可能性もある。よしんば長老達も承知の上の事だったとしても、審問官がセリスだったのは予想外の出来事だ。つまり──自分達は今、呆然となっているフリが可能な機会に恵めぐまれている。

　何より、先さき程ほどのセリスの審問を行なうという宣言。彼女は「皆さんに対して行なう」と言ったものの、その発言は長老達への挨拶の後に発せられた。無論、この場にいる全員を指していたと受け取る事もできるが、どちらにせよセリスに真意を問う役目は、《バチカン》の介入を知っていた長老達の役目となる。そうして刃更達が待ちに徹てつしていると、

「久しぶりじゃのう、セリスお嬢じようちゃん……《バチカン》から審問が来るとは聞いていたが、まさかそれがお主だったとは驚いたぞい」

　と口火を切ったのは熊野だ。

「とはいえ我らに対する審問とは、ちと穏おだやかではないのう……おまけに予定より早くこちらへ来たのは、我々が不正な申し合わせを行なう可能性があったからとの事じゃが、こちらは《バチカン》から審問官が来るという報告を受けただけで、どのような意図での来訪かは知らなかった。これでは申し合わせをしようにも、やりようがなかろうて」

「ええ……ですから、私も有り得ない事とは思うと申し上げましたわ」

　意地の悪い笑みを浮かべて言った熊野に、セリスもまた悠然とした笑みで返すと、

「では──我らへの審問という言葉の真意と詳しよう細さいについて問おう」

　今度は熱田が問い掛かけを放った。

「何故なぜ《バチカン》は、そのような事が必要と判断したのだ？」

　その言葉に、

「…──成瀬澪」

　セリスは静かに澪の名を口にした。

「────っ？」

　刃更の隣の澪が、驚きに息を吞のみながらセリスを見る。今の流れで名を呼ばれたのだ──当然の反応だ。しかし当のセリスは澪を見てはおらず、視線を長老達へと向けたまま、

「いえ彼女単体というより、もはや成瀬澪を含ふくむ刃更達全員ですわね」

　と言い直した後──彼女は決定的な言葉を口にした。

「日本の《里》は現在、彼らを監かん視し対象としていますが──その決定に問題があると《バチカン》は判断いたしました」
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　セリスが放った言葉は、その場を緊きん迫ぱくさせるには充じゆう分ぶんすぎるものだった。

　隣の澪が顔を青ざめさせ、柚希や胡桃も表情を厳しいものにする中、

「………………」

　東城刃更は、冷静にセリスの言葉の意味を考える。

　……どっちだ？

　問題の矛ほこ先さきがこちらへ向いているのか否いなかで、微び妙みように意味合いが異なってくる言い方だ。

　とはいえ、このまま無言を貫つらぬいた結果、流れがさらに悪い方向へ行ってしまったら、取り返しが付かなくなり、手の打ちようがなくなってしまう危険性がある。

　よって刃更は手て遅おくれになる前に動く事を決意。

「セリス……《バチカン》は、俺達を消しよう滅めつ対象とするのが妥だ当とうだと？」

　と静かな声で問うと、セリスはこちらを向いて、

「──いいえ、別にそうは言っていませんわ。我々の貴方あなた達に対する判断も、消滅対象ではなく監視対象が妥当と見ています……ランクは特Ｓ級ではありますけれど」

　その言葉に、隣の澪がひとまずの安あん堵どを得たのか溜ため息いきを漏らした。

　──だが、刃更は硬かたくした表情を崩くずせずにいた。

　今の言葉だけでは、まだセリスの──《バチカン》の意図は摑つかめない。

「監視対象としている判断は同じというのに、問題があるとはどういう意味か教えて貰もらえるとありがたいのだがのう。よもやＳ級か特Ｓ級かという見立ての差だけで、わざわざ海の向こうくんだりから審しん問もんへ来た訳でもなかろう」

「ええ、勿もち論ろんですわ……監視対象とはいえ、問題が発生した場合は消滅対象へと切り替かわる可能性が常に存在し、事態によっては即そく座ざの対応が求められます」

　富士の言葉にセリスは答えを返してゆく。

「ですが、残念ながら現在の日本の《里》では、特Ｓ級ランクの刃更達に対して有効な対処を行なえるだけの戦力を有していない……我々《バチカン》はそう考え、貴方達の判断を問題視しておりますの」

　そんなセリスの言葉に、

　……そういう事か。

　ようやく合が点てんがいった。と同時に、東城刃更は確信を強める。《バチカン》の狙いは刃更達ではない──《里》なのだと。これならば、少なくとも《バチカン》と《里》に挟はさまれて一対二の状じよう況きようで孤こ軍ぐん奮ふん闘とうを強しいられるという事はなさそうだ。

　……だが。

　まだ予断を許さない状況は続いている。話の流れによっては、いつこちらへ飛び火してもおかしくない。緊きん張ちよう感かんを持って状況を見守る刃更の前で、

「……我々の戦力が、刃更達に対して有効ではないとの懸け念ねんがあると？」

「懸念というよりは、疑念と言う方が相応ふさわしいでしょうか」

　静かな怒ど気きを孕はらんだ熱田の言葉に、セリスはそう告げると視線を右斜め上方へと向けた。

　エメラルドの瞳が見み据すえる先にあるのは『四神』の一つ──霊れい槍そう『白びやつ虎こ』だ。

「数ヶ月前……貴方達はそれまで監視対象としていた成瀬澪への判断を消滅対象に切り替え、霊槍『白虎』を持たせた高志らを差し向けたそうですわね」

《バチカン》が『白虎』の持ち出しの件について知っているのはそうおかしい事ではない。『四神』の一角を外へ持ち出せば、この《里》を覆おおう結界の波動に変化が生じる事は避けられない。よって《里》は対外的に、その理由を説明する必要があった──『白虎』を持ち出す正当な理由と共に。するとセリスは『白虎』を見上げる瞳をスッと細めて、

「やはり……その後、すぐに再び監視対象へと戻もどしたのは、そういう事だったんですのね」

　一息。

「『白虎』を暴走させた挙げ句、その尻しりぬぐいを刃更達にさせたとは……敗北より無様な結果と言わざるを得ませんわね」

「っ、あれは──…」

　とっさに言い返そうとした熱田が、しかし言葉を吞み込んだ。

　あの一件で『白虎』が暴走したのは、市街地に展開した結界内での事だ。無論、『四神』が持ち出された事で、《バチカン》としても事の推移を見守るために『白虎』の波動を追つい跡せきしていたのかもしれないが、『白虎』の力が弱まった事までは見通せても、それが『暴走』が原因だった事や──それこそ刃更達が事態を収束させた真実については、知りようがない筈はず。当然ながら《里》も自分達の失態をそのまま報告するような事はせず、再び澪を監視対象へ戻す事も含めて、適当な理由をでっち上げた筈だ。

　……恐おそらく。

　審問官としてセリスが得ている能力なのだろう。『白虎』の放つ波動から察知したか、或あるいは『白虎』と直接交信したかまでは解わからないが、何らかの方法であの時の真実を読み取ったに違ちがいない。よって、そんな能力を持った相手に下手へたな言い訳は逆効果だ。

　反論を封ふうじられた熱田に対し、

「柚希の行動も影えい響きようした……とでも？　それを言い訳にするというなら、それこそ貴方達が監視役として柚希を派は遣けんしたという当初の判断が誤っていたというだけでなく、再び柚希を監視役へと──誤った状況へと戻したという事になりますわよ。そうした判断が、貴方達が事態を掌しよう握あくできていないという何よりの証しよう拠こですわ」

　と冷たい声こわ音ねでセリス。

「現に──貴方達には前科があります。先の大戦で、当時の魔ま王おうウィルベルトに軍を引かせ、休戦にまで持ち込んだ実績は認めますわよ。だからこそ我々《バチカン》も、最強と謳うたわれた迅さんや、彼の才能を受け継ついだ一人ひとり息子むすこの刃更について、その管理と監かん督とくを貴方たち日本の《里》が独どく占せんする状況を黙もく認にんしていたのですから」

　しかし、とセリス。

「貴方達は五年前の悲劇について、他ほかの地区には一いつ切さいの相談もせずに内々に処理を行ないましたわね……自分達では刃更や迅さんを扱あつかいきれなくなり、かといって我々に任せて一族内における発言力が弱まる事を嫌きらった貴方達は、こちらへは事後報告で済ませた」

　一息。

「──刃更と迅さんを一族から追放した、と」

　その言葉に、

『──────────』

　儀ぎ式しきの間に静せい寂じやくが降りた。誰だれもが言葉を失った結果として生じた沈ちん黙もく──それは苦い想おもいを抱いだきながらも、抱く感情は個々によって異なるもの。あの悲劇によって生まれたのは多くの悲しみと、そしてぶつけようのない憤いきどおり。その結末を、ある者はただ受け入れる事しかできず、ある者はただ見ている事しかできなかった。あの日からずっと、誰もが圧おし潰つぶされそうな絶望と喪そう失しつ感かんに襲おそわれながら日々を生きている。大切な人を──掛け替がえのない存在を失うというのは、そういう事なのだ。そして、

「……………………」

　沈黙をもたらす発言をした当のセリスも、悲しげに瞳ひとみを伏ふせたものにしていた。

　その表情が、悪意や無神経さから出た発言ではない事を物語っていた。自分が発した言葉が、この場にいる人間にどのような感情を与あたえるかセリスはきちんと理解している。その上で、それでも言わなければならないと判断した者の、苦く悩のうと苦く渋じゆうがそこにはあった。

　しかし──セリスは審問官としての己おのれの職責を果たすのを止やめない。

「刃更を追放するという判断が下された結果……迅さんは一族全体に対する不ふ審しんを抱き、我々バチカンや他の地区担当の一族とも距きよ離りを取ってしまった。こちらで保護したいと申し出た当時のバチカンの大司教に対し、『もし自分達に近づくような事があれば、その時は敵対する』とまで迅さんは言ったそうですわ」

「親父おやじがそんな事を……」

　セリスが発したのは、刃更も知らない真実だった。

　……親父。

　東城刃更は、今は離はなれた場所にいる父の事を想う。刃更は先日、長谷川から自分が迅たち両親からどのような希望や期待と共に授さずかった存在なのかを聞いた。己の全すべてを懸かけて刃更を産んだラファエリーネや、立場上離れて暮らさざるを得ないサフィア──そんな二人の妻の想いを背負って刃更を育ててきた迅にとっても、あの悲劇によってもたらされた結末は、決して許容できないものだったに違いない。黙だまり込んだ刃更の前で、

「ですが、ここまで事態が拗こじれる前に、日本の《里》が我々《バチカン》に協力を仰あおぐ判断をしていれば、そもそもこのような事にはなっていなかった……そう我々は考えていますの。そして、二度と同じ過あやまちを繰くり返す訳にはいかないとも。よって貴方達に事態を任せ、最悪の結果になってしまわないように、我々は積極的に動く事を決めました」

　セリス・レイドハートは長老達に対して宣言する。

「日本の《里》は、可か及きゆう的てき速すみやかに東城刃更達の監視任務の全ての権限と責任を放ほう棄きし、我々へと委い譲じようすべし──これが《バチカン》の総意です」
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　セリスの宣言に、長老達は苦い表情で押し黙った。そんな彼らを視界の端はしに置きながら、

　……やっぱりか。

　東城刃更はいよいよ確信を深めていた。今回の《バチカン》の介かい入にゆうの根底にあるのは、刃更達の扱いと責任の所在を問題にする事で一族内における《里》との主導権争いを一気に有利なものへ持ち込もうとする政治的な思おも惑わくだ。

　本来、勇者の一族における本ほん拠きよ地ち──総本山はヨーロッパを管かん轄かつする《バチカン》だというのに、先の大戦では迅の功績によって、日本の《里》が魔ま族ぞくとの休戦などを主導する事となった。あれによって一気に《里》の発言力は増し、反対に勇者の一族の本拠地であるという《バチカン》の権けん威いは形けい骸がい化した。今回の件は、その払ふつ拭しよくが狙ねらいなのだろう。

　……しかし。

《里》としても、はい解りましたと受け入れる訳にはいかない。《バチカン》の一族内で上に立ちたいという野望はまだ許容できても、《バチカン》の要求に従って一度非を認めてしまえば、そこに付け込まれて雪だるま式に次々と要求を畳たたみ掛かけられてしまうかもしれない。下手をすれば《バチカン》だけでなく、他の担当地区にまでこの問題が波は及きゆうし、《里》に対して包ほう囲い網もうが敷しかれるような事態にまで発展する事だって有り得る。

　……それこそ。

　最悪の場合、《里》を解体して《バチカン》に吸収し、日本も《バチカン》が管轄すると目もく論ろんでいる可能性だって否定できないのだ。

「ふむ……《バチカン》が我々に抱いている批判については理解した。その件に関するこちらの申し開きは当然行なうものとしてじゃ」

　その前に、と熊野。

「《バチカン》の論ろん拠きよはこちらの戦力に不安があるから、というものらしいが……ならば、そちらなら刃更達に対応できると？」

「ええ。可能ですわ。我ら特務の審問官の中には、聖せい騎き士しの私を始めＳ級クラスの者が何名も在ざい籍せきしていますもの」

　セリスが悠ゆう然ぜんと言い放った事実を耳にして、

「……刃更、そうなの？」

　隣となりの澪がそっとこちらへ耳打ちしてきた。刃更は「ああ」と肯こう定ていの頷うなずきをして、

「勇者の一族を統とう括かつしている役目上、《バチカン》には各地区の一族の中で高い能力を持った者が集められるんだよ」

　迅も一時期は《バチカン》の所属だった事があったと、結界内で長谷川と二人きりで過ごしていた時に寝ね物もの語がたりの一つとして聞いている。とはいえ奔ほん放ぽうな上に独断専行の多かった迅は、規律を重んじる《バチカン》の上層部と事ある毎ごとに衝しよう突とつし、最終的には喧けん嘩か別わかれのような形で日本の《里》に出戻ったらしいが、確かラファエリーネは、その頃ころから迅の存在については知っていて、興味を抱いていたという話だった。

「大した自信だな……」

　と、セリスの言葉を受けて熱田が言った。

「しかし方法はどうする？　Ｓ級の審問官が、この日本へ赴ふ任にんするという事か？」

「いいえ。ご存じのように、ヨーロッパは世界中でも特に魔ま界かいを始めとする異界との次元境界を多く抱かかえている地域です。対処案件の数も、こちらのそれとは比べものにならない……そんな状況で、Ｓ級審問官の人手を割さくのは現実的ではありませんわ」

「ふむ……ということは」

　という富士に、「ええ」とセリスは頷いて、

「刃更達の身み柄がらについてはこちらで預かり──監かん視しは《バチカン》で行ないます」

　その言葉に、

「っ──待ってくれ、セリス」

　刃更が思わず割って入ると、

「あら……どうしましたの刃更。まさか、貴方あなたにも何か異論が？」

　優ゆう雅がな笑えみと共に、セリスがこちらを見てきた。その表情や口調は穏おだやかながら、刃更に有う無むを言わせぬ圧力を有している。その笑みが遠回しに言っている──今の刃更達には、選せん択たく権はないのだと。こちらが『消しよう滅めつ対象』ではなく『監視対象』で済んでいるのは、要は勇者の一族が見み逃のがしてくれているからだ。お目こぼし、と言っても良い。そしてその判断は、こちらの対応次し第だいで幾いくらでも『消滅対象』に切り替かえる事も可能なのだ。

　……マズイな。

　長老達に対して交こう渉しようが有効だったのは、この場所が《里》の中ちゆう枢すうである『儀式の間』だった事や、《バチカン》から審問官が来るという状じよう況きようなどが複雑に絡からんでの事だ。

　この場に『穢けがれ』が生じれば、その管理を問われるのは長老達だからだ。

　それは本来、相手にある地の利を逆にこちらが利用したもの。

　──しかし、《バチカン》から来ているセリスにこの手は使えない。

　この場の管理責任は《バチカン》にはないし、たとえどれだけ『穢れ』が生じようとも、向こうは各おの々おのの立場による見解の相そう違いで押し通す事もできる。

　……しかも。

　こちらは既すでに、長老達を論戦で負かしているのだ。ここでさらに《バチカン》にまで喧けん嘩かを売る真似まねをすれば、《バチカン》と《里》に手を組まれて一気に攻せめられかねない。

　……いや、それ以前に。

　セリスが口にした《里》への批判は、彼女達《バチカン》の立場からしてみれば正当なものだ。たとえ裏に政治的な思惑があろうと、そんなものは関係ない。恐らく、今ここにいるセリスは自身の正義を疑っていない。彼女はきっと、刃更達を《バチカン》に連れてゆく事が最善の選せん択たく肢しだと信じている。愚ぐ直ちよくなまでの真っ直すぐさ──だからこそ、《バチカン》の上層部は今回の件でセリスを審問官として派遣したのだろう。その一方で、

　……アイツは……。

　刃更は、セリスの背後に控ひかえているクレオをチラっと見た。

「……………………」

　セリスと共に儀式の間に現れてから、クレオは一度も発言していない。その表情からはまるで感情が読めない事もあり、ある意味セリスよりも不気味だ。セリスの補ほ佐さ官として帯同しているという話だったが、それらが本当かどうかも不ふ透とう明めいだ。形式上のお飾かざりの相棒ならば構わないが、或いはクレオの方が《バチカン》の上層部の息が掛かっていて、この場の状況をジッと観察している可能性もある。下手へたな動きは見せられない。

　……どうする？

　自分達は平へい穏おんを手に入れるために戦ってきた。そして今回も、《里》にこちらを監視対象に止とどめて貰もらえるよう説得するのが目的だった。その狙いは、あと一歩という所まで来ている。だが──たとえ『監視対象』としてでも、《バチカン》へ連れて行かれるような事になれば、それはもう刃更達の望んでいた平穏からは遠く離れたものになってしまう。

　……それに。

　今回の介入が、《バチカン》が政治的な色気を出した事が根底にあるのなら──刃更達を連れて行くだけで話が終わるとも思えない。《バチカン》の上層部が、より都合良く刃更達の存在を利用しようと企たくらむ可能性は充じゆう分ぶんにある。世界で最も強大な力を持った勇者の一族の監視下に置かれるのに加え、不慣れな土と地ち柄がら──そうした悪条件が重なった状況で、澪達の安全をどこまで確保できるか解わからない。

　とはいえ、現在こちらは反論する事を封ふうじられてしまっている状態だ。よって、

　……この状況を打開するには。

　そう思いながら、東城刃更は見る。刃更達と《里》との問題に《バチカン》が横から介入してきたように、《バチカン》へと流れが傾かたむきつつあった勇者の一族内における問題を、外から引っ繰り返せる可能性を持つ存在を。

　滝川八や尋ひろを。すると、滝川はこちらの視線に対し、

「……………………」

　心底嫌いやそうな顔を見せた後、やれやれと頭の後ろを搔かきながら、

「あー……何つーか、話が盛り上がっているところ悪いんだけどよ」

　嘆たん息そく混じりにそう言って、セリスへと視線を向けた。
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　発言した事によって、その場の注目が己に集まったのを感じながら滝川八尋は思う。

　……ああ、面めん倒どうくせえ……。

　こういう事は本来、滝川の役目ではない。表立って何かを行なったりはせず、あくまで裏で動き、最後まで目立たずに──しかし最大限の成果を得る。

　それこそが、スパイを主たる任務としてきた滝川が求められてきた事だ。その過程で大切な物事を色々と学んできたが、その最たるものが「余計な事はしない」というもの。それこそ周囲の意識を己おのれへ集めるなど以もつての外である。おまけに滝川は今、自分の嫌きらいな『政治』にまつわる舞ぶ台たいに身を置く羽目になっていた。しかも、相手は敵である勇者の一族で、場所は連中の本拠地──その中枢ときた。滝川は、刃更達に同行すると決まった時から、油断するとすぐに己の頭の中に浮うかんでは追い出してきていた一つのワードを思う。

　……やっぱ貧びん乏ぼうクジだなこりゃ。

　おまけに、ここで刃更達に深刻な問題が生じたら、滝川も追い込まれる事になる。

　ラムサスがウィルベルトだという刃更の推測が正しければ、父親として大切な一人ひとり娘むすめを危険に晒さらした滝川を許さないだろうし、特使としての任務を全まつとうできなかった事が知られた日には、あのレオハルト大好きサイコ女が笑顔でこっちを殺しにくること請うけ合いだ。

　……うーん。

　結構な最悪具合だ。自分が可哀かわい想そうになってしまうのでなるべく考えないようにしていたが、流石さすがに現実逃とう避ひも限界だろう。日本の《里》の三長老と、《バチカン》の審しん問もん官を務める聖騎士の視線を浴びながら、滝川が己の置かれている状況に切なさを覚えていると、

「この神聖な場にいる以上、ただの魔族という事はないのでしょう。大方、成瀬澪の護衛か何かといったところなのでしょうが……私達は今、非常に重要な案件についての話し合いを行なっていますの。余計な口を挟はさまないで下さい」

　と、セリスが勘かん違ちがいした発言をしてくる。

　……まあ無理もないわな。

　滝川が刃更達に同行する事は、修哉や長老達もつい先ほど知った事だ。刃更達の《里》への帰き還かんの事は知っていても、滝川の存在や立場についてまでセリスが把は握あくするのは不可能だ。すると勘違いしたままのセリスが、「大体」と冷たい視線をこちらへ寄よ越こして、

「主あるじである成瀬澪を差し置いて、従者がしゃしゃり出るなどと……そのような差し出がましい真似は、彼女の顔に泥どろを塗ぬるのと同じですわよ」

　と窘たしなめられ、滝川はフッと笑うと刃更へと視線を移し、

「──バサっち。悪い、帰っていいか？」「気持ちは解るが、仕事をしてくれ滝川……」

　と刃更は嘆息。そして、

「セリス……こいつは澪の配下じゃない。穏おん健けん派と現魔ま王おう派連合から遣つかわされた特使だ。ここへは、二大勢力のトップが寄越した密書を持ってきている」

「特使……それに今の『滝川』という名。成る程ほど……報告にあったスパイ魔ま族ぞくというのは貴方の事ですわね」

　と、ようやくこちらを認にん識しきしたようにセリスが言った。先代魔王ウィルベルトの娘である澪は、勇者の一族全体にとっても見過ごせるような存在ではない。刃更の事もあるし、柚希や胡桃が《里》へ上げていた報告が共有されているのか、或あるいは《バチカン》が澪について調べてゆく過程で滝川についての情報もピックアップしていたのかもしれない。

　……いずれにしても。

　滝川への評価は決して良いものではないだろう。これでもし、魔界でも秘ごく密ひ裏りに刃更と協力し、ベルフェゴールを暗殺していたと知られたら、いよいよもってアウトだ。

　とはいえ、あの事が公おおやけになったらマズイのは刃更も同じ──それこそ《バチカン》に知られでもしたら、今以上に進退が窮きわまりかねない。

　……まあ要は、だ。

　セリスがどこまで滝川について把握しているか解らない以上、こちらから余計な事だけは口走らないようにしなくては。滝川がそう己に言い聞かせていると、

「…──それで、何か仰おつしやりたい事があると？」

　というセリスの問い掛かけに、滝川は「ああ」と頷いて、

「アンタに審問官としてのお役目があるように、俺の方にも上の指示で持ってきた密書を渡わたすって仕事があってね。さっさとそいつを済ませて、居い心地ごこちの悪いこの場からおさらばしたかったんだが……気が付けば、アンタとそっちの爺じいさん方とで勝手にバチバチが始まっちまった。だが下手にこの場に居合わせて、これ以上話に深入りする形で首を突つっ込んだりして、余計な事に巻き込まれる……なんて展開はご免めんでね。そっちの話が拗こじれるようなら、さっさと自分の仕事を済ませて帰りたいんだ」

　ただ、と滝川は懐ふところから密書の入った封ふう筒とうを取り出して、

「俺が預かってきてるこの密書、宛あて先さきは勇者の一族になっているが、上は日本の《里》の長老らへ渡すようにと言っていてね……その中身について改変される余地のないよう、手て渡わたす前に開かい封ふうから読み上げまでの一連を俺が行なう事になっている」

　だが。

「バサっちを含ふくめて、お宅らがそうやって険悪にしてるのを見ちまうと、どうにもこの密書までもが駆かけ引きの材料に利用されちまいそうなんでな……嫌いや々いやとは言え特使を任されてる立場の俺としちゃあ、ここはアンタの面倒事にこっちが巻き込まれないようにするために、敢あえてこの場にいる全員の前でコイツを開封したいと思うんだが……どうだ？」

　と、指で挟んだ密書をひらひらさせながら滝川が言うと、

「…………そういう事なら、俺は構わない」

　積極的な同意には見えないようにしながら、まずは刃更が頷うなずくと、

「ええ、私も構いませんわ……」

　セリスもまた承しよう諾だくする。さらに、

「長老達も構いませんわよね？　これ以上、《里》が我々に対して何か隠かくし事をしていると誤解されるのは、そちらとしても本意ではないでしょうし」

　と、悠ゆう然ぜんとした笑みと共に三長老に釘くぎを刺さす事も忘れない。

　……上手うまいね、どうにも……。

　ああ言われては、長老達にはもう拒きよ否ひする事など不可能だろう。下手に密書の内容について秘密にするような真似をすれば、《バチカン》の都合の良いように受け取られてしまいかねない。それこそ──密室内で魔族と手を組んだなどと批判され、仕方なく密書の内容について明かしても、そうなったら今度は改変したのではないかと疑われる。

　相手の弱みにとことん付け込むというのは政治における定石だ。そうならないためには、そもそもそうした隙すきを作らないのが何よりも肝かん要よう。そして、その事は政治に長く携たずさわってきた長老達が誰だれよりも知っているだろう。よって、

「……了りよう承しようしよう。我々としても、それで異論はない」

　と富士が認めた事で、その場の意思が統一された。よって滝川は、

「──そんじゃあ、お言葉に甘えて」

　そう言うなり、開封のために必要な暗号コードと自身の霊れい子しパターンを認識させるための魔ま力りよくを発動した。すると、穏健派と現魔王派の封ふう蠟ろうの紋もん章しようがそれぞれ、ぼんやりと青と黒の輝かがやきを放ち──そして厳重に閉じられていた密書が開封される。

　そして、滝川は折られていた手紙を開いて、

「あー、『我ら、誇ほこり高き魔としてこの世に生を受けし──』っと、この辺はすっ飛ばすけど良いだろ？　お互たがいのためにも要点だけ搔い摘つまんでサクサク行こうぜ」

「正確に内容を伝えるのが特使の役目かと思いますけれど……」

　と呆あきれたように言うセリスに、

「無む駄だに偉えらそうな、政治臭くさい持って回った語り口で延々と喋しやべらされるのはご免でね……内容と一いつ致ちしているかどうかは後で書面を確認すれば済むだろ。形式ばったご託たくみたいな文面が読みたけりゃあ、後でそっちで好きに読んでくれ」

　滝川は鼻を鳴らして言うと、

「えーとだな。先代魔王ウィルベルトが死んだ事で、先の大戦後に結んでいた休戦状態はほとんど形けい骸がい化してしまっていた訳だが、穏健派と現魔王派の和平がまとまり次し第だい、改めて魔族は勇者の一族に対して休戦を申し入れたい……って事らしい」

「ふむ……成る程」「まあそんなところでしょうね」

　想定の範はん囲い内だったのだろう。長老達もセリスも、別段滝川の読み上げた内容に驚おどろいた様子はなかった。好意的にも否定的にも言わなかったのは、それすらも立場のある者が発すれば政治的な意味合いを持ってしまう事を恐おそれての事か。

　そんな彼らの思おも惑わくを滝川は低く笑うと、書かれている内容の続きを読み上げる。

「ただし……この穏健派と現魔王派の和平は、両勢力の決戦に参加した成瀬澪らの功績によるところが大きい。しかし今は亡なき先代魔王の一人娘である澪の功績を公に認めて魔ま界かいに知らしめれば、新たな野心や無用の反発の種が自陣じん営えい内に生まれないとも限らない」

　かといって。

「とはいえ成瀬澪の影えい響きよう力を利用しようと、どちらかの勢力が独どく占せん的に囲うような事になれば、再び両勢力の間で争いが生じてしまうだろう。よって穏健派と現魔王派は、今後は成瀬澪に対して危害は加えない事は勿もち論ろん、基本的に関かかわりを持たない事で意見を一致させた。これには、成瀬澪への脅きよう迫はくとして有効な東城刃更、マリア、ゼストも含まれる……と」

　そこでふと、安あん堵どの表情を見せた者達がいた。澪と柚希と胡桃の三人だ。自分達が魔界へ行った目的が果たされ、さらには確約までもが両勢力のトップから得られた事が解わかったからだろう。そうして彼女達が、自分達の命いのち懸がけの戦いが報むくわれた事を実感する一方、

「……………………」

　刃更だけは一いつ切さい表情を変える事なく、またこちらを特に見ようともしない。

　視線を己の前の床ゆかに落として一点を見み詰つめ、何事かを考え込んでいる。

　……だよな。

　刃更が求めているのは、《バチカン》に自分達を連れて行こうとしているセリスの理り屈くつを覆くつがえすような逆転の手だ。恐らく刃更は今、そのための論ろん拠きよを必死に頭の中で構築しようとしているのだろう。滝川が預かってきた密書にその一助となる内容が書かれていれば良し。しかし、内容が不ふ透とう明めいな密書にだけ頼たよるような事はせず、自ら状じよう況きようを打開するための策も練っておく事を刃更は並行していた。同じ事は澪達も行なっているのだろうが、こういう時の刃更の徹てつ底ていぶりは憎にくたらしくなるほどだ。しかし、まだ良い案が思い浮かばないのだろう。刃更は厳しい表情を崩くずそうとしない。だから、

　……ご苦労なこったな。

　滝川はそう苦く笑しようすると、書面に視線を落として、

「だが──成瀬澪への不ふ干かん渉しようは、魔族だけが行なえば済むという話でもない」

　僅わずかに笑えみを含んだ声で、意味ありげに口にした。と同時、

「──────」

　刃更が僅かに顔色を変えてこちらを見てきた。だが、今度は滝川がそんな刃更の視線に気付きながらも構う事なく、

「東城刃更と成瀬澪の存在が魔族にとって有効だと勇者の一族が判断し、悪意を以て利用されるような事があれば、この歴史的な和平に支障を来きたす事は避さけられない」

　よって。




「勇者の一族と新たに結ばれる休戦協定には──魔族・勇者の一族の双そう方ほうが、彼らに対して一切の手出しを行なわない『聖域』とする事が絶対の付帯条件となる」




　という滝川の読み上げに、

「…──なっ、何ですのそれはっ!?」

　驚きよう愕がくと動どう揺ようとが入り交じった悲鳴のような声をセリスが上げるが、滝川はこれを無視。

「本状は新たな休戦協定を申し入れると同時に、もし勇者の一族が東城刃更、成瀬澪らを利用しようとした事が判明した場合──こちらの和平に対する深刻な破は壊かい工作とみなし、穏健派と現魔王派の連合勢力は、勇者の一族に対して宣戦を布告せざるを得なくなる事を勧かん告こくし、事前の警告を行なうものである……以上だ」

「よくも、そんな出任せを……っ！」

　とこちらへ詰つめ寄ってくるセリスに、

「おいおい、俺はこの場にいる全員の前で密書を開封したんだ。正式な手続きに則のつとられている事と、一切の不正が行なわれていなかった事は、この場にいる全員が証人だろ。それでも信じられないって言うんなら、ほらよ……自分の眼めで確かめてみるこった」

「っ──言われなくともっ！」

　声を荒あららげながら、セリスがこちらの手から密書を引ったくった。

　と同時──密書が反応してセリスの読める言語へと変へん換かんされ、エメラルドの両眼が慌あわただしく文面を追いかけてゆく。だが──そんなものは時間の無駄だ。滝川はあくまで、書かれている内容を読み上げただけ。噓うそは一切ついていない。すると、

『……………………』

　驚いたようにこちらを見ている刃更達に気がつき、滝川は笑った。

　……なあに、心配しなくて良いぜ。

　物事はそんなにドラマチックやロマンチックだけで、できていたら苦労はない。

　密書に今の刃更達にとって都合の良い事が書かれていたのは、彼らがそれだけの功績を魔界で残していた事や、愛情を伴ともなう血けつ縁えんという名の絆きずながあった事にも起因するが、

　……それだけじゃねえさ。

　魔ま族ぞくが刃更や澪を勇者の一族に利用されては困るというのは事実だし、裏を返せば刃更達の存在を聖域とする事で、都合の良いように利用しているとも言える。全すべてが綺き麗れい事ごとで片付いたら、それは政治ではない──美談という名の虚きよ構こうだ。とはいえ、役に立たない真実よりも、都合の良い虚構や建前が有効となるのが政治というものだ。よって、

「そんな……こんな事が」

　最後まで読み終え、ワナワナと肩かたを震ふるわせるセリスに、

「で……どうするよ？　こっちは既すでに新たな休戦協定を申し入れた。受けるか破は棄きするかについてはゆっくり検討してくれて良い」

　ただし、と滝川。

「もしアンタが成瀬澪らを《バチカン》へ連れて行くと言うのなら──その瞬しゆん間かん、こっちの上の連中は、それを宣戦布告とみなすぜ？」

「……………っ」

　滝川の言葉に、セリスが悔くやしそうに唇くちびるを嚙かんだ。審しん問もん官としてこの件を任されている以上、《バチカン》の上からは相応の権限を与あたえられてきてはいるだろう。

　……だが。

　事は既に、現場の審問官や一担当地区の長おさの独断で決められるレベルを超こえている。

　魔族との全面戦争に発展しかねない状況の判断など、各地区の代表が集つどい、勇者の一族全体の問題として検討すべき事こと柄がらだ。だが《里》と《バチカン》の間にも、こうして政治的な軋あつ轢れきがあるのだ。ここに米国や他の地区も参加すれば話し合いはさらに混乱する事は避けられない。日程調整から意見がまとまるまでに、かなりの時間を要する事になるだろう。そうこうしている間に、穏おん健けん派と現魔ま王おう派の和平の方が先にまとまる筈はずだ。その事実を報告すれば勇者の一族はさらに焦あせりを覚え、話し合いはより紛ふん糾きゆうする事になる。よって、

　……当面の時間稼かせぎとしちゃあ充じゆう分ぶんだろ。

　そう滝川が思っていると、

「ですが……刃更達を『聖域』にするかどうかの判断が付かない以上、少なくとも一族内の話がまとまるまでの間は、彼らを監かん督とくする責任の所在は明確にされるべきです」

　それでもセリスが、必死に食い下がってきた。







　セリス・レイドハートは、必死に頭を働かせていた。

　……この程度で諦あきらめる訳には……っ。

　刃更達を『聖域』にするという魔族側からの申し入れを吞のむと決めれば、それ以降は手出しできなくなる──ならば、どうするかが決まるまでは手を出しても良いだろうというのがセリスの理屈だ。やや強ごう引いんな解かい釈しやくの仕方ではあるが、

　……筋は通っている筈です……！

　判断に時間を要する相手の要求を、逆手に取った形。すると、

「成る程ほど……しかし、こちらの休戦協定を受け入れるかどうかの判断をするまでの間の対応というなら、今の状況が正しくそうだろう」

　滝川という名の男性魔族は、そう言ってセリスの理屈を解体しようとしてくる。

「勇者の一族からは野中姉妹が、魔族からは俺が監かん視し役として派は遣けんされているんだ……現状は、双方にとって納なつ得とく性の高い形となっていると思うが？」

　という言葉に、

「いいえ……そんな事はありませんわ」

　セリスは断固として認めない。

「我々の懸け念ねんは先ほど伝えた通りです。現在、日本の《里》は刃更達に対して有効な抑よく止し力りよくとなっていませんわ……その責任を果たせるのは、我々《バチカン》です」

　だから刃更達は連れて行く──そう言葉を繫つなげようとした時だった。




「ああ──それなら心配いらないんじゃないかな」




　暗い笑みを含ふくんだ声が、その場に生まれた。

　先ほどのセリスのように部屋の外からのものではない。

　声はセリス達の正面──上段の間から聞こえてきた。だから、

「────っ」

　セリスも、刃更達も、弾はじかれたようにそちらを見た。

　すると三長老達の背後──四神とは別にまつられている御ご神体のすぐ脇わきに、一人の青年が佇たたずんでいる。青年は供く物もつとして捧ささげられている果物の中から、赤い林りん檎ごを一つ手に取ると、シャクっと音を立てて齧かじってから、ようやくこちらへと視線を向けて、

「…──刃更達への抑止力なら、僕が役に立てると思うよ？」

　薄うっすらとその口元に笑みを浮うかべて──斯波恭きよう一いちがそこにいた。
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　突とつ然ぜんの斯波の登場は、場の空気を一変させるのに充分すぎるものだった。

　東城刃更は、儀ぎ式しきの間が否いや応おうのない緊きん張ちよう感かんに包まれたのを感じる。

　それ程までに強きよう烈れつな存在感を、斯波恭一という青年は湛たたえていた。

　そうして張り詰めた空気に誰だれもが息を吞む中、

「っ…………なぜ貴方あなたがここへ」

　セリスが明らかな緊張を浮かべながら斯波に問うと、

「恭一の言葉通りだ審問官殿どの……此奴こいつが刃更達に対する我らの抑止力であり保険だ」

　斯波ではなく熱田が代わりに答えを返す。その言葉に、

「何を馬ば鹿かな事を言ってますの？　よりにもよってこの男を使うなどと……毒を以もつて毒を制するにしても、他に方法があるでしょうに」

　そうセリスが長老達へと声を荒らげると、

「毒だなんて、酷ひどいこと言うなぁ……刃更もそう思わない？」

　やれやれと肩を竦すくめた斯波が、こちらに対して同意を求めてくる。しかし、

「……………………」

　刃更は無言を返しながら、一つの事を思う。

　……やっぱり斯波さんだったか。

　先程、セリスが行なった《里》への批判に対し、長老の一人である熊野は言っていた。刃更達に対する抑止力となれないという《バチカン》の懸念に対し、自分達はきちんと申し開きをすると。話の展開速度が速いため、一いつ旦たんそのままになっていたが──その発言を聞いた時から、刃更は長老達が斯波を切り札として使う可能性へと思い至っていた。だが覚かく悟ごはしていたものの、こうして改めて対たい峙じすると、少しでも気を抜ぬけば、得体の知れない不気味なプレッシャーによって圧おし潰つぶされそうになる。それに、

　……斯波さんが、このタイミングで現れたって事は……。

　その事実が何を意味するのかを思い、刃更は背筋を冷たくする。刃更が滝川に密書を読ませたのは、セリスの口にする《バチカン》の主張を聞いた上で考えついた逆転の一手だった。だが、今の斯波の現れ方は後手に回ってからの対応では不可能だ。

　──斯波は通常、座ざ敷しき牢ろうに閉じ込められている。そして長老達は会談が始まってからずっと上段の間に座したまま動いていない。斯波を表に出すように命じる動きはおろか素そ振ぶりも見せなかった。無論、精神感応系の能力を使用して、こちらに気付かれないよう極ごく秘ひ裏りに斯波を表に出す指示をしていた可能性はゼロではないが、

　……違ちがうだろうな。

　セリスがどれだけ《里》への追つい及きゆうを行なっても、長老達には追い詰められている様子はなく、どこか余よ裕ゆうがあるように感じられた。だとしたら、恐おそらく答えは一つ──斯波はこの会談に備え、予あらかじめ座敷牢から出されていたのだ。

　……という事は。

　問題は、斯波が表に出る判断が行なわれたタイミングだ。刃更達の帰き還かんが決まった時点なのか、それとも《バチカン》の審問官が来ると決まった時点なのか、或あるいは魔族の特使として滝川が来る事と決まった時点なのか──斯波というリスクを孕はらんだ存在が、誰に対する切り札として使われたのかが焦しよう点てんとなる。

　修哉から《バチカン》の介かい入にゆうについて長老達がピリピリしているという話を聞いている。それを信じるなら、可能性として高いのは、《バチカン》による内ない政せい干かん渉しよう対策だろう。だが、

　……それでも。

　東城刃更は油断しない。前に高志達のお目付役としても、斯波は表に出てきていた。そしてセリスの言うように、《里》は『白びやつ虎こ』を用いても消しよう滅めつ対象と定めた澪を始末する事に失敗しているのだ。そもそも、先程の話では今回の《里》への呼び出しは、こちらの戦力の高さを危険視した事によるものだった。だとしたら、斯波は刃更達に対するカードとして切られていたと考えておくべきだ。斯波が相手となれば、僅わずかな心の隙すきがそのまま死へと繫がりかねない。微み塵じんの油断も許されないのだ──だから、

「────────」

　刃更が最大限の警けい戒かいを込めて斯波を見み据すえていると、

「やだなぁそんな顔して。久しぶりの《里》帰りだよ……ねえ刃更？」

　斯波はフッと笑うと、そのままこちらからセリスへと視線を移して、

「で……どうかなセリスちゃん？　僕じゃ刃更の抑止力としては不足かい？」

　顔に張り付かせたような笑えみを浮かべながらそう問うと、

「ええ……疑問ですわね」

　斯波のプレッシャーを受けながら、それでもセリスは譲ゆずる事なく、

「貴方は、ずっと座敷牢に幽ゆう閉へいされていた身……かつての貴方が如何いかに凄すさまじかったとはいえ、その力が衰おとろえていない保証はないでしょう」

　食い下がるように言い放つと、

「うーん。そう言われちゃうと弱いなぁ……それなら」

　頰ほおを人差し指で搔かきながら言った斯波の姿が搔き消え、一いつ瞬しゆんで刃更の眼前に出現。

「っ────…!?」

　刃更や周囲が息を吞んだ時にはもう、斯波の右手は禍まが々まがしい赤黒いオーラを纏まとっていて、

「──恨うらむんなら、セリスちゃんを恨んでよね」

　その言葉より先に、斯波の右手が刃更へと振ふり下ろされた。

　狙ねらいはこちらの喉のど元もと。鋭するどい貫ぬき手てがそのまま刃更の首へと吸い込まれ、

「──────」

　しかし、こちらに触ふれる手前の所で斯波の指先が静止する。

　──斯波が自ら寸止めを行なったからではない。

　彼の攻こう撃げきを止めた者達がいたのだ──それは三人の少女達。

　霊れい刀とう『咲さく耶や』を抜き放ち、斯波の貫手と刃更の首の間に割って入らせた野中柚希。

　霊操術の籠こ手てを具現化し、さらに複数の魔ま法ほう陣じんを多重に展開させている野中胡桃。

　腰こしに差していた剣けんを鞘さやから抜き、斯波の鼻先に突つき付けたセリス・レイドハート。

　そんな三人に囲まれ、その場の空気が極限まで緊きん迫ぱくした中、

「────────」

　刃更は無言のまま見据えると、斯波はスッと貫手の形を取っていた右手を引きながら、

「まさか邪じや魔まされるとは思ってなかったよ……三人とも一体どういうつもりなんだい？」

　己おのれを止めた少女達に対してわざとらしく肩かたを竦めて苦く笑しよう混じりに言った斯波に、

「貴方の暴挙を止めただけ……何の問題もない筈」

　冷たい表情で霊刀の切っ先を斯波へと向けながら柚希が言った。

　──《里》を訪おとずれる前に、刃更達は予め相談して決めておいた事がある。《里》とは可能な限り対立や衝しよう突とつを避さける道を模も索さくする事。第二に、矛ほこ先さきが向きやすい澪や、責任問題に発展しやすい柚希や胡桃は長老達との会談ではあまり前に出ず、話し合いはなるべく刃更が行なう事。そして第三に──もし荒あら事ごとに発展しかけた場合、柚希と胡桃が対応する事だ。

　今回の呼び出しは刃更と澪が問題となって生じたものである。そして《里》との対立を避けるために、刃更達は戦う意思を見せないよう努める必要があった。

　──しかし、こちらに戦う意思がなくても向こうが強引に仕し掛かけてくる可能性はある。

　そうした万が一の事態にどう備えるかという話になった時、自ら名乗りを上げたのが柚希と胡桃だった。刃更と澪──特に澪が《里》に対して抵てい抗こうの意思を見せれば、状じよう況きようは一気に深刻な対立へと傾かたむく可能性があるが、現げん役えきの勇者の一族である柚希と胡桃ならば、彼女らの行動の責任は《里》が背負うべきものとなる。

　だが、かといって柚希達なら全く咎とがめを負わずに済むかといえば、そんな訳はない。

　あくまで刃更や澪よりもマシというだけの話だ。しかし──それでも、そちらの方が良い以上はそうするべきであり、いざという時に動くのは自分達の役目だと、柚希と胡桃は譲らなかった。こちらから手を出す事はせず、あくまで正当防衛的な行動であれば、その事実を訴うつたえる事で咎めを受ける可能性は低くなるから心配ないとも。

　恐らく会談が始まった時から──否いな、東城家を出た瞬しゆん間かんからそうと見せないだけで、二人はずっと臨戦態勢を取っていたのだろう。

　そして今──柚希と胡桃は確かに、斯波の突然の暴挙から刃更を守っている。

　……でも。

　逆に言えば、二人が斯波の動きに対応できたのは、いつでも動けるようにと身構えと心構えができていたからだ。──だが、セリスは違う。斯波の突然の登場に心を乱していた状態にも拘かかわらず、それでもセリスは完全に斯波の動きに対応できていた。

　……それにあの剣。

　セリスの剣は、それぞれ異なる色をした四枚の魔ま力りよくの刃が合わさった特とく殊しゆな形状をしている。恐らくあれは審しん問もん官ではなく、もう一つの肩かた書がきと共に彼女が得た武器なのだろう。

　……《バチカン》の聖せい騎き士し、か……。

　遠く離はなれた海外で成長した幼おさな馴な染じみの少女は確かに今、世界中の勇者の一族の中でも選ばれた者しか到とう達たつできない領域へと至っていた。その事実に僅かな感かん慨がいを抱いだきつつ、しかし今はそれよりも考えなければいけない事が刃更達にはある。

　今の一連の流れ──先に手を出そうとしたのは斯波だ。柚希と胡桃は悪くない。

　……本来なら、な……。

　だが、と刃更は思う──ここは高度に政治的な場なのだと。よって、正当性は必ずしも正義とはならない。そして刃更の抱いた不安は、斯波の笑みによって現実となる。

「僕はただ、力を示せと言われたからそうしようとしただけだよ。長老達は、僕を刃更達への抑よく止し力りよくであると訴え、セリスちゃんはその効力について疑問を呈ていした」

　つまり。

「僕の取った行動は、《里》と《バチカン》双そう方ほうの政治的意思に基もとづいた正当なものだった。君ら二人の行動は、それを阻そ害がいした事になる……何か反論はあるかな？」

　と笑みを深くして追い詰つめに掛かかってくる斯波に、

「いいえ。ただ、あたしとお姉は、斯波さんの殺気にとっさに反応しちゃっただけで、《里》や《バチカン》の邪魔をしてやろうとか、そんな悪気はこれっぽっちもないです」

　胡桃はしれっと言い放つ。政治の建前には政治の建前を。胡桃の発言は、自分達の行動に正当性を持たせるための方便である。何せ、斯波の得体の知れない力は、或いは儀ぎ式しきの間の結界などものともせずに発動させられる可能性の方が高い。斯波の力は、恐らく『四神』という四つの神器を掛け合わせたものをも上回るレベルにある。あのまま攻撃を許せば、下手へたをすれば刃更は命を落としていたかもしれない。よって柚希と胡桃の行動は、言うなれば暗あん黙もくの正当防衛。そして、

「そもそも、この儀式の間は攻撃系の能力は発動できないようになっている訳ですし」

　これも方便だ。もし斯波の力で『四神』の結界が吹ふき飛ばされていれば、胡桃も精せい霊れい魔ま術じゆつを使えるし、よしんば斯波の能力が結界に影えい響きようしないものだったとしても、柚希の霊刀『咲耶』は、宿っている精霊の力については制限を受けても、普ふ通つうの刀としては使える。

　……でも。

　セリスの剣の刃やいばが魔力由来のものであるのを見るに、攻撃系の能力を使えなくする儀式の間の結界は消えているのかもしれない。無論、《バチカン》の聖騎士に与あたえられた武器だ。四神と同格かそれ以上の力を有していて影響を受けない可能性は否定できないが、

　……もし結界が消えていたとしたら。

　消えたのは今の斯波が放とうとした攻撃や、斯波がこの広間に現れた時ではない。

　その二つのタイミングでは、儀式の間の空間自体に変化や揺ゆらぎは見られなかった。

　よって、長老達が予め斯波を切り札として使う事を決めていたのだとしたら、それこそ刃更達が来た時にはもう既すでに結界は消されていた可能性がある。そう考えると、長老達がこの場に護衛を置いていなかった事にも納なつ得とくがゆく。──無論、全すべては仮定の話だ。この儀式の間に攻撃系能力を封ふうじる結界が存在する事を知ってはいても、それが展開されていたかどうかは確かく認にんしようがない。《里》との対立を避けたいこちら側が何らかの能力を試ためす訳にはいかなかったし、斯波やセリスの能力は未知数すぎる。

　そうして真実は藪やぶの中に隠かくされたまま、それでも政治の攻こう防ぼうは終わらない。

「悪気はないか……成る程ほどね。でも、ここはそれで許されるような場所じゃない。その事が解わからないというなら、この場にいる資格はないよ──ねえ長老？」

「………………ああ」

　斯波の言葉に、富士がしばしの沈ちん黙もくの後に肯こう定ていの頷うなずきをして、

「修哉……柚希と胡桃の二人を退がらせよ」「…──先に動いたのは恭一の方ですが？」

　命じられた修哉が、指示の正当性を問うが、

「僕は求められた事をしただけだよ、問題なんか全くない……その証しよう拠こにホラ」

　と斯波が両手を広げて、

「現にこうして、この場には『穢けがれ』が生じていない。神々や精霊達が認めてくれているんだよ……僕の行動は正当なものであるというね」

　自身の力の強大さと、結界の存在を逆手に取って己の正しさを主張する。それを受け、

「………………」

　修哉は沈黙せざるを得ないようだった。斯波の力が結界をものともしないものだと訴える事はできるが、もしそれをしたら本来は座ざ敷しき牢ろうに繫つなぎ止めておかなければならない斯波を表に出しながら、いざという時に彼を抑おさえるための保険を用意する事を《里》が怠おこたっていたと、《バチカン》の審問官であるセリスの前で認めてしまうようなものだ。刃更達への抑止力が不足しているという指し摘てきに加え、斯波の扱あつかいまで不安があると追つい及きゆうを受けるような事は避けなければならない。

「…………解りました。柚希、胡桃、二人とも武器を収めなさい」

　という修哉の言葉に、

「…………刃更」

　柚希がこちらを小さく呼んだ。どうするかを問うているのだろう。だから、

「大だい丈じよう夫ぶだ……お陰かげで助かったよ」

　刃更は柚希と胡桃に向かってそう告げると、斯波へと視線を戻もどしていった。

「──後の事は任せてくれ」
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　そして柚希と胡桃は、修哉に連れられて儀式の間を出て行った。

　しかし──二人を外へと追いやった斯波は、そのままこの場に残る。

　斯波が刃更の保険として有効である事は、まだ証明されていないからだ。

　これ以上、斯波にこの場を引っ搔き回されるような事は避けたいが、

　……でも。

　一いつ触しよく即そく発はつまでいった柚希や胡桃と共に退出させてしまって、こちらの眼めや手が届かない場所で再び衝突に発展してしまうような事態は、刃更としては避けたかった。

　……何より。

　この件に斯波が絡からんでくるのが長老達の考えなのか、斯波の入れ知ぢ恵えなのか。

　そして長老達は斯波をコントロール可能な状況なのか、不ふ透とう明めいにしておくのは危険だ。

　向こうの思おも惑わくや企たくらみを可能な限り引き出し、把は握あくしておかなければ。すると、

「さて、と……じゃあ一体どうしたもんかな。《バチカン》としては、やっぱり今のじゃ、僕が刃更への抑止力として有効だとは認められないよね？」

「ええ当然ですわ……かといって、もしまた不ふ埒らちな真似まねに及およぼうとするなら、今度はもう容よう赦しやはしません。この神剣『ゲオルギウス』を以もつて貴方あなたを斬きります」

　仕切り直すように言った斯波に、魔ま力りよく剣けんを鞘に納めたセリスが言った。

「貴方が証明しているのは、過去に問題を起こしているという事実だけ。そもそもが、勇者の一族の使命を果たせるに足る資質があるかについても疑問があります」

　実力的には問題なくても、人格的には問題がある──よって刃更の抑止力として表に出すという判断そのものが相応ふさわしくないとするセリスに、

「でも、こちらは長老達が、僕こそが適任だと訴えている。意見の相そう違いって奴やつだね。《里》と《バチカン》とで判断が分かれている」

　と斯波。

「だとしたら──どちらの考えが正しいか、試験をして判断するしかないよね」

「試験……？」

　怪け訝げんそうに問い返すセリスに「ああ」と斯波は頷いて、

「改めて誰だれの邪魔も入らない形で、僕が刃更達への抑止力として有効かを見せるのさ」

　つまり──刃更達と斯波が戦うという事だ。

「待ってくれ……それは」

　と刃更が異論を唱えようとすると、

「黙だまっていてくれるかな刃更──これは《里》と《バチカン》の問題なんだ。確かに君は当事者だけど、この話に口を挟はさむ資格はない」

　斯波はこちらの発言そのものを封ふう殺さつして、

「どうかなセリスちゃん……まさか駄だ目めとは言わないよね？　試しもせずに頭ごなしに否定するなんて真似、公正な判断を下すべき審問官の資質が疑われちゃうよ？」

「っ…………」

　先程の自身の発言の意い趣しゆ返がえしを受け、セリスは表情を苦いものにしながら、

「そんなもの……刃更がわざと負けるなどすれば、どうとでもそちら側にとって都合の良い状況が成立しますわよ」

　斯波が出てくる事を刃更が望んでいない以上、そんなものは絶対に有り得ない話……それでも斯波の思い通りにはさせないための反論としてセリスが言うと、

「ふむ、それはそうだね……ああ、ならこうすれば良いよ」

　顎あごに手をやって何事かを考えていた斯波が、ふと閃ひらめいたように言った。

「…──もし刃更達が僕に負けたら、柚希ちゃんと胡桃ちゃんを殺そう」

　その言葉に、

「っ──斯波さんっ！」

　刃更はカッとなって吠ほえるように叫さけびながら立ち上がった。

「あれ？　どうしたの刃更？　我ながら名案だと思ったんだけど。だって、それなら刃更達も手を抜ぬいたりしないでしょ？」

「ふざけないでっ、そんな馬ば鹿かげた真似が許されるとでも──」

　キョトンとなった斯波に、それまで黙っていた澪が敵意を露あらわにしながら言うと、

「馬鹿げた真似？　何を言ってるのさ。現状、問題となっているのは成瀬澪……Ｓ級の君とゼストという女魔ま族ぞく、準Ｓ級の成瀬万理亜というサキュバスだ。既に勇者の一族から追放されている刃更もカウントすれば、それこそＳ級は三名に増える。しかも《バチカン》に至っては、君らを特Ｓ級と認定している……事態はとっても深刻なんだよ」

　斯波はこちらをせせら笑って、

「そんな君達に対する正しい対処の在り方を判断できるんだ……そして勇者の一族は、この世界を魔なる存在から守る事が使命。そのために命を懸かける存在なんだよ。たかだか二人の犠ぎ牲せいくらい払はらったところでお釣つりが来るさ」

「っ……お待ちなさい。魔族の密書の件があります。一族全体の意見がまとまる前に、みだりに刃更達に手を出すような真似をする事は許されませんわよ」

　と、魔族との全面戦争のリスクを盾たてにセリスが制止を試みるが、

「魔族が出してきた条件にあったのは、成瀬澪、成瀬万理亜、ゼスト、それに刃更の四名についてだけ。柚希ちゃんと胡桃ちゃんは含ふくまれていない……でしょ、魔族の特使くん？」

「…………………………」

　斯波から話を振ふられた滝川は無言を返した──肯定の沈黙だ。

　魔族が手出しを禁じたのは澪・万理亜・ゼスト、それに刃更の四人だけ。これは澪と、澪に対する人ひと質じちとして有効な者──即すなわち澪にとって大切な存在を守るためのものだ。

　だとしたら、そこに柚希と胡桃も含まれるべきなのだが、

　……クソ……っ。

　密書の『聖域』から柚希と胡桃が外されたのは仕方のない事だった。

　向こうは魔族であり、そして柚希と胡桃は勇者の一族なのだ。密書とはいえ穏おん健けん派と現魔ま王おう派の紋もん章しようが押された公式文書で、勇者の一族に手出しをするなと書く訳にはいかない。もし、そんな事が漏もれたら、両勢力内に生まれる反発は抑えられないレベルのものになる。文面に刃更を含める事さえ慎しん重ちように検討された筈はずだ。

　そして、そんな甚じん大だいな被ひ害がいを及ぼす破は壊かい工作が可能となる材料を、密書として勇者の一族に渡わたすような真似をしたと知れれば、トップであるラムサスやレオハルトの信しん頼らいが根底から揺らぎかねない。もしそうなれば、穏健派と現魔王派の和平交こう渉しようの頓とん挫ざどころか、両勢力ともに内部崩ほう壊かいを招く事になる。

　……きっと。

　ラムサスとレオハルトは、斯波が言い出したような事態までは想定していなかったのだろう。むしろ柚希と胡桃の安全については、勇者の一族が守るものと考えるのが普通だ。

　長老達やセリスに有効だった切り札が、斯波の前では紙切れ同然になっていた。すると、

「…………我々は、そこまでを求めている訳では」

　苦い表情でセリスが言った。柚希や胡桃が斯波に害されようとしている状じよう況きようなど、望んでやしないだろう。セリスにとっても、柚希や胡桃は大切な幼おさな馴な染じみなのだから。しかし、

「やれやれ、バチカンの審しん問もん官ともあろう者が、そんな簡単に自分の発言を揺ゆらがせるなんて頼たよりないなぁ……その程度の認識や覚かく悟ごで、あれこれと偉えらそうに言っていたのかい？」

　斯波の前では、セリスの尊い親愛の友情は何の力も持たない。

「そもそも、こちらが刃更達を制せい御ぎよできない可能性を好き勝手に指摘してくれているけど、君ら《バチカン》に刃更達を任せれば、いざという時に本当に止められるの？」

「も、勿もち論ろんですわ……っ！」

「だったら──君の手でそれを証明して貰もらおうかな、セリスちゃん」

　反射的に言い返したセリスに、斯波は笑えみを浮うかべて言った。

「まずは刃更とセリスちゃんが戦って、きちんと刃更に勝ってみせてよ……まあ刃更達の監かん視しはセリスちゃん個人じゃなくて《バチカン》で行なうって話だったし、成瀬澪を戦いに巻き込んだら魔族も黙っていないだろうから、やるのは刃更との一対一で良いから。それくらいは最低限、こちらへ難なん癖くせを付けてきた《バチカン》が先に通すべき筋ってものでしょ？」

「…………そうすれば、刃更達を我々に任せて頂けると？」

　斯波の提案に、スッと眼を細めたセリスは冷静さを取り戻していた。自分達にとって悪くない条件と思ったのか……或あるいは元からそのつもりだったのかもしれない。すると、

「『まずは』って言ったでしょ……もしセリスちゃんが刃更に勝ったら、その時は改めて《里》と《バチカン》のどちらが刃更の抑よく止し力りよくとして相応しいかを決めるために、僕達が戦って決めようよ。その時は、《里》と《バチカン》の総力戦になるだろうけどね」

「……………………」

　斯波の言葉に、セリスは沈ちん黙もくして何かを考えているようだった。自分達《バチカン》と、斯波を含めた《里》とが激げき突とつした場合の勝率を計算しているのだろう。そんな中、

「だったら……」

　と、今度は刃更が口を開いた。

「もし──俺がセリスに勝ったら？」

「やだなあ刃更……解わかりきった事を聞いてきて」

　静かな口調で尋たずねた刃更に、斯波は笑って、

「その時は、《里》が君達に対する有効な抑止力を持っていると《バチカン》に示すために戦うに決まってるじゃない」

　一息の後、こちらへ向かって言い放った──当然のように。

「…──僕と君達とで、ね」







　第３章　決意の前夜に君と
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　儀ぎ式しきの間で行なわれていた会談の途と中ちゆうで、柚ゆ希きと胡桃くるみは長老達から退出を命じられた。

　そして修しゆう哉やと共に儀式の間を後にした二人は現在、会談中の刃バ更サラ達を置いて野の中なか家への帰き途とに就ついていた。駅からここまで乗ってきた車は使わない──あれは、あくまで《里》が所有しているものだ。よって柚希と胡桃は、修哉の後に続く形で徒歩で自分達の生家を目指している。

　──だがこれは、長老達の指示や修哉の判断によるものではない。

《里》へ来る前に、予あらかじめ刃更と相談して決めておいた事だ。もしも《里》で事が荒あら立だってしまった場合、前面に立つ役割を柚希と胡桃が担になう事が決まった際──併あわせて、自分達の行動が何らかの理由で分断されてしまった場合は、人質など取引材料として利用されるような事態には陥おちいらないようにしようと。

　長老達の屋や敷しきでは、今も刃更達は《里》や《バチカン》との会談の真っ只ただ中なかにある──あちらには魔族の特使である滝たき川がわがおり、彼の密書にある休戦協定の条件に反するような真似まねをすれば、再び魔族との全面戦争に発展しかねない。斯し波ばの突とつ然ぜんの暴挙には少なからず驚おどろいたが、自分達だけでなく《バチカン》のセリスが斯波を止めたという事は、少なくとも以降の会談においては刃更や澪みおの安全は保障される筈。しかし、

　……私達はそうはいかない。

　足あし下もとに視線を落としながら、野中柚希は自分達が置かれている状じよう況きようを冷静に判断する。

《バチカン》は、《里》には刃更や澪に対して充じゆう分ぶんな抑止力がないと訴うつたえているのだ──ならば、長老達が柚希や胡桃の存在を刃更達への抑止力として利用しないとも限らない。勇者の一族としてこの《里》に属している以上、政治などの大局的な見地から自分達が都合良く使われてしまう可能性は否定できないのだ。勇者の一族は、この世界を魔なる存在の脅きよう威いから守る──その使命は綺き麗れい事ごとばかりでは果たす事はできない。

　そうした自分達の責務は尊いものだし、誇ほこりにも思っている。だが刃更達の足あし手で纏まといになる訳にはいかないのだ。幸い、長老達は柚希達に退出を命じはしたものの、別室などで待機していろとまでは言わなかった。恐おそらく、斯波のアドリブ的な提案を容よう認にんする形でこちらを退出させる事になったため、下手へたに待機させれば斯波の狙ねらいや思おも惑わくを阻そ害がいしてしまう可能性を考こう慮りよして、斯波が提案した「退出」だけに留とどめたのだろう。

　柚希と胡桃は、それを逆手に取ったのだ。長老達の屋敷は言わば彼らのフィールドだ。最重要機密も多く、どこにどんな仕し掛かけがあるのかは柚希や胡桃も解らない。

　しかし、野中家なら柚希も胡桃も構造から周囲の地形に至るまで熟知している。少なくとも長老の屋敷にいるよりも、いざという時の対策を練る事ができるし、それだけ長老達や《里》の政治的な思惑に利用されずに済む筈だ。

　……でも。

　柚希と胡桃を追い出した、斯波の狙いについてまでは解らない。もし斯波が会談の場で柚希達の存在を利用しようとしてきても、自分達が現場にいれば幾いくらでも異論は唱えられる。しかし、いきなり不意を衝ついて刃更を攻こう撃げきしようとしてくるくらいだ。柚希と胡桃を会談の場から追い出した今、これ幸いと柚希達を利用して刃更や澪の優やさしさに付け込み、話の流れをとんでもない方向へ捻ねじ曲げてこないとも限らない。と、そこへ、

「…──お姉」

　ふと隣となりの胡桃に呼ばれて彼女を見ると、胡桃の視線はこちらとは別へ──周囲へと向けられていた。油断なく辺りを窺うかがう胡桃が感じているのは、先さき程ほどから柚希も気が付いていたもの──視線だ。長老達の屋敷から野中家までは歩いて二十分ほどは掛かかる。天気の良い昼下がり、普ふ通つうならば誰だれかしらと道で出会う筈。しかし、もう間もなく野中家へ着くというのに、ここまで柚希達は誰とも擦すれ違ちがっていない。まるで《里》中が息を潜ひそめているかのように静まり返っている。しかし人の姿はないものの、それでも柚希達は周囲からの視線を感じていた。或いは、これも長老達の指示であり《里》の方針なのだろう。

　刃更や澪だけではない。柚希と胡桃も、今は警けい戒かいの対象となっているのだ。だから、

「────────」

　野中柚希は、前を歩く修哉の背を見み詰つめながら、今の自分と胡桃が大好きな父と母に酷ひどい迷めい惑わくを掛けてしまっている事実を思って、

　……やっぱり。

　もはや状況は一刻の猶ゆう予よも許されない──だから、

「…………お父さん」

　こちらの先を歩く修哉の背にそっと呼び掛けた。すると、

「ああ……でも、もうすぐそこだ。話は家に戻もどってからにしよう」

　前を向いたまま言った修哉の言葉は真実だった。視線の先にはもう、野中家が見えていて──だから柚希は、それ以上は何も言わずに胡桃と並んで修哉の後に付いていった。

　石造りの壁かべ伝づたいに歩き、門から敷しき地ちへと足を踏ふみ入れれば、玄げん関かんのドアはもう目と鼻の先だ。およそ十ｍの距きよ離りを、柚希と胡桃は一歩ずつ進んでいって──そして修哉がドアの前に立った瞬しゆん間かん、家の中から玄関の扉とびらが開けられて、

「…──三人とも、お帰りなさい」

　そう言って温かくこちらを迎むかえてくれたのは、母の薫かおるだった。柚希達のせいで被こうむっているであろう深刻な問題など、微み塵じんも感じさせない程にその笑え顔がおは優しくて。

「お母さん──…」

　そんな薫の顔を見た瞬間──柚希の隣に立っていた胡桃が泣きそうな声を漏もらすと、

「もう何て顔してんの……でも丁度良いタイミングだったわ。少し早いけれど、晩ご飯の準備を始めたところなの。二人にも手伝って貰うわよ。ほら、早く入りなさい」

　薫はふっと苦く笑しようすると、踵きびすを返して先に家の中へと戻っていった。

　だから修哉に続く形で、柚希は胡桃と共に玄関の中へと入った──その瞬間、

　……あ……。

　懐なつかしい我が家の匂においの中に混じるようにして、夕食の準備が始まったばかりの台所から漂ただよってくるのは、柚希と胡桃が大好きな薫の得意料理の香かおり。

　それは、幼い頃ころよくこの野中家へ来ていた刃更や迅じんも好きなメニュー。既すでに薫から作り方を習い、柚希も作る事ができるようになっているもの。『白びやつ虎こ』を持った高たか志しとの市街戦の後、再び澪の監視役として刃更達の下へ戻った際に、柚希が東とう城じよう家のキッチンでも作っているビーフシチューだ。だから──柚希の中に込み上げてくるものがあるのは必然で、

「…………………っ」

　キュッと唇くちびるを嚙かみしめた柚希に、修哉は先に玄関で靴くつを脱ぬぐと、家の中へと一歩足を踏み入れたところでこちらを振ふり返り、

「お帰り──柚希、胡桃」

　駅前で柚希達を迎えたのとは僅わずかに異なるニュアンスの──家族を迎え入れる言葉を口にしてくれて。そんな修哉に、柚希と胡桃もまた自分達が今、確かにここにいる事を伝える。

　自然と想おもいと声を重ねて──ただいまと。
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　三長老とセリスに加え、斯波までもが乱入した儀式の間での会談は一いつ旦たん幕を閉じた。

　問題の焦しよう点てんとなっている澪や、刃更らの扱あつかいをどうするかについての結論は最後まで出ず保留となり、代わりに決定したのは刃更とセリスの決けつ闘とうだ。

　二人の戦闘が行なわれるのは明日。場所は広大な敷地面積を誇る《里》の外れ──様々な実戦訓練を行なう事を可能としている山さん岳がく地帯の一角という話だった。

　──そして会談から一時間後。成なる瀬せ澪は白い湯気の立ち上る場所にいた。

　儀式の間を出る際、長老達から告げられた澪と刃更の今夜の宿──それはかつて刃更と迅が暮らしていた生家で、澪は今その浴室の湯船に己おのれの身を浸つからせている。

「…………ふぅ」

　湯船の中、思わず漏れた吐と息いきは、緊きん張ちようから解き放たれた安あん堵どから生じたもの。

《里》の中に入ってから──否いな、駅前で迎えに来た修哉と顔を合わせた時から、澪の心と身体からだはずっと緊張状態のままで、やっと息をつく事ができた形だ。

　──だから、ようやく色々な事に想いを巡めぐらせられる。

　刃更と迅の二人が《里》から追放された後──そのまま時が止まっていた以前の東城家は、そこまでの古ふる臭くささは感じられなかった。主あるじを失った家は急速に朽くち果ててゆくものだ。澪達が来ると決まってから一通りの掃そう除じや片付けを行なおうとしたところで手て遅おくれだ。恐らく、刃更達が去った後も誰かが定期的に手入れをしていたのだろう。

　……多分。

　成瀬澪は思う──それを行なっていたのは恐らく柚希だろうと。

　澪が消しよう滅めつ対象とされた時、やってきた早はや瀬せ高志が見せた刃更への感情は、幼おさな馴な染じみに向けられるような生易しいものではなかった。今では完全に和解している胡桃も、あの時は明らかに刃更に対して憎ぞう悪おを向けていた程だ。恐らく《里》で、刃更や迅を庇かばうような存在はいなかった筈はず。よって考えられるとしたら、刃更と離はなれていた五年の間、ずっと彼を想い続けていた柚希くらいのものだ。恐らく、家族の迷惑にはならないように、手入れは誰にも気付かれないように秘ひ密みつ裏りに行なわれていた筈だ。

　……柚希……。

　たった一人で──幼い柚希が、どんな想いでこの東城家へ通っていたのかを想い、澪は彼女の事を想った。

　そして澪が次に漏らしたのは──もう一つの心配。それは、

「…………刃更、大だい丈じよう夫ぶかな」

　儀式の間を出て、長老の屋敷を後にしてからも、刃更はずっと厳しい表情のままだった。それは恐らく──いや、間ま違ちがいなくあの斯波恭きよう一いちという男が原因なのだろう。

　……一体どんな男なの？

　澪は斯波について詳くわしい事は聞いていない。かつて問題を起こして《里》の座ざ敷しき牢ろうに幽ゆう閉へいされている事と、その問題が彼の凄すさまじい力によるものだったという事くらいだ。

　しかし──刃更が《無次元のバニシング執行シフト》を暴走させて、邪じや精せい霊れいに心と身体を乗っ取られてしまった青年もろとも仲間達の遺体を消し去ってしまった後、当初は刃更も斯波と同じく幽閉すべきと訴える者がいたという話だった。しかし迅の反対もあり、最終的に刃更は追放処分となった──それは刃更にとって非常に辛つらい出来事だっただろうが、

　……それでも。

　形はどうあれ、刃更は自由を許されている。そして勇者の一族は、先程の会談での話の流れからも改めて解わかるように、非常に自分達の行動や考えについての正当性を大切にしている。よって、もし斯波の起こした問題が刃更のものより規模や深刻度で劣おとっていたとしたら、刃更に自由が許された時点で、斯波も牢から出すという話になるのが自然だ。

　しかし──斯波が座敷牢から出される事はなかった。

　だとしたら、自おのずと答えは一つだろう。全すべてをゼロ次元の彼方かなたへと消し去れる《無次元の執行》の暴走よりも、斯波の能力の方が脅威と《里》では判断されているのだ。

　そうした斯波についての情報を可能なら聞きたかったのだが、下手に触ふれれば例の悲劇と絡からんで刃更を傷つけてしまう可能性がある。

　或いは柚希や胡桃がいてくれれば、その辺りについても聞けたのだが──残念ながら儀ぎ式しきの間を出た後も、二人とは合流できなかった。長老の一人である熊くま野のの話では、会談中に刃更を襲おそおうとした斯波を制止して退出する羽目になった事もあり、少し気持ちを落ち着かせるために一足先に野中家へと戻したのだという。

　よって、それを聞いた澪はひとまず安心した。

　結局、修哉も儀式の間には戻ってこなかったし、もしかしたら柚希と胡桃には何らかの処分が科されているのかもしれないと思っていたからだ。

　……まあ。

　柚希と胡桃が退出させられる時も、刃更は落ち着いていた。恐らく先に暴挙を犯おかした斯波がお咎とがめナシなのに、柚希と胡桃が罰ばつせられるような事は正当性に反するためないと解っていたのだろう。そう考えると、

　……気の毒なのは、むしろ滝川の方よね。

　魔ま族ぞくの特使である滝川の滞たい在ざい先は、セリスやクレオの《バチカン》組と同じく長老達の屋や敷しきとなった。これはセリスの訴うつたえによるものだ。

　……まあ、でも無理もないわよ。

　会談の場で、《バチカン》の優勢がほぼ決定的な所まで行っていたというのに、滝川の持ってきていた密書が一気に流れをこちらへ引き寄せる逆転の一手となったのだ。

　そのため下手へたにこちらと滝川を一いつ緒しよにすれば、明日のセリスとの決闘の内容にも影えい響きようが出る可能性があるとして、自分の眼めが届く場所に滝川をいさせるようにとセリスが言い、長老達もそれを認めたのである。

　よって澪は刃更と二人だけで、このかつての東城家へとやって来ていた。

　刃更が育った家という事で、抱いだく感かん慨がいは色々とあったが、安易に刃更にそれを話す事は躊躇ためらわれた。刃更の中にある思い出は、決して楽しいものだけではない──《里》からもこの家からも、刃更は去らざるを得なかったのだから。

　そして明日のセリスとの決闘や、斯波について色々と考えたいのだろう。久しぶりの生家に戻っても、刃更はリビングでずっと黙だまって何事かを思案していた。

　よって刃更が気を散らさないように、澪は先に風ふ呂ろをいただく事にしたのだ。その許可を求めると刃更は「勿もち論ろん」と許してくれて、だから今──澪はこうして温かいお湯の中にいる。だが、刃更からしてみれば、いきなりこちらが風呂に入らせろと言ってきたのだ。

　……勝手な奴やつって思われちゃったかな。

　その可能性に澪は瞳ひとみを伏ふせたものにするが、しかし主従契けい約やくの呪のろいが発動する事はない。刃更への後ろめたさや、彼に勝手と思われるよりも、今は刃更の思案を邪じや魔ましない事の方が大事だ──そう澪は確信している。

　……それに。

　多分、刃更はこちらの気持ちを解ってくれている。自うぬ惚ぼれじゃない──今の澪と刃更の間には、そう信じられるだけの確かな絆きずながあるから。

「…………うん」

　澪は確信の頷うなずきを一つすると、湯船から上がって鏡の前の洗い場へ。刃更や迅が去った後は、ガスや電気、水道などは止められていた筈だが、澪達の滞在場所として決まったからか、各種のライフラインは使えるようになっていた。石せつ鹼けんやタオルなども用意されていたが、そこは自宅から持ってきたものを使用する事にした。

　なるべく普ふ段だんと同じものを使った方が、気分が落ち着くからだ。

　よって澪はまず頭をシャンプーで洗い、リンスを髪かみに馴染ませて時間を置いてトリートメントを行なっている間に身体を洗い始める。

　これからの事については、考えがまとまり次し第だい、刃更はこちらへ話してくれる筈だ。

「夕食は、後で誰だれかが届けてくれるって話だっけ……」

　別れ際ぎわに長老の一人が言っていた事を思い出しながら澪は呟つぶやいた。

　それが柚希と胡桃ならば良いのにと思ったのも束つかの間、すぐに澪は考え直した。

　──刃更の話では、二人は計画通りに野中家へと移動したとの事だった。

　柚希達にとっては久しぶりの実家。ならば水入らずで過ごさせてあげるべきだろう。

　……そうよ。

　成瀬澪は思う。自分はもう失ってしまったけれど──柚希と胡桃には、二人を愛してくれる両親がいるのだから。
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　澪が入浴を始めてからも、東城刃更は状じよう況きようの思考を続けていた。

　せっかく澪が気を遣つかってこちらを一人にしてくれたのだ。

　ならば刃更のするべき事は、これから自分達がどう動くかを一刻も早く決める事。

　──状況の整理そのものは、それこそ儀式の間にいた時からできている。

　長老達の呼び出しが、《里》が刃更達の存在を危険視してのもので、対応と判断を見み極きわめようとしたものであった事や、セリスの──《バチカン》の狙ねらいが、そうした《里》の考えを利用して、刃更達を連れて行き、一族内での発言力の増強など、政治的な思おも惑わくによるものだと理解はできた。だからこそ、こちらとしても会談中にリアルタイムで対応する事ができたのだ。

　……でも。

　斯波は、いったい何を考えているのか──その本心がどうしても読みきれない。

　長老達の言うように、《里》が斯波を刃更に対する抑よく止し力りよくとして宛あてがう事にしたとして、もし斯波本人がその役目だけに徹てつするつもりなら、あそこまで会談を引っ搔かき回す必要はない。

　しかし斯波は、刃更とセリスが戦わざるを得ない状況へと追い込み──さらにその先には斯波自身と刃更との激げき突とつに加え、《里》と《バチカン》との全面衝しよう突とつに陥おちいりかねない可能性まで持ち出してきた。そうした今の状況が、長老達の想定していたものだとは思えなかった。刃更とセリスの決闘で終わるならいざ知らず、全面衝突だなどと……そんなものは《バチカン》だって望んではいないだろう。

　だとしたらこれは斯波の独断という事になるが、

　……これで、あの人にどんな得がある？

　刃更とセリスの決闘の結果によって、斯波が取る行動は変わる事になる。

　刃更達と戦うか、セリスを始めとする《バチカン》と戦うかだ。そして──そのどちらに勝利しても、斯波は刃更達の抑止力として相応ふさわしいという、自身の存在の有用性を証明できる。その結果として、或いは今まで以上の自由を斯波は得られる事だろう。

　普ふ通つうに考えればそれが正解だ。筋としても通っている。

　……けど、もう一つ。

　別の可能性もあった。刃更達の理想が現状維い持じ──即すなわち、東京の東城家でこれからも皆みなで暮らして行く事である以上、刃更達としては《バチカン》に連れていかれる訳にはいかない。よって、明日の決けつ闘とうでセリスに負ける訳にはいかないのだ。

　そして、斯波が堂々と表に出てくるような事態も避さけたい以上、次に控ひかえている斯波との戦いにも勝ちたいというのが本音だ。

　……それでも。

　実際の勝ち負けの可能性は別にして、もし《バチカン》が自分達の代表として派は遣けんしてきたセリスに勝ち、さらに長老達が刃更達に対する《里》の最強の抑止力として切り札に選んだ斯波にまで勝つような事になれば。いよいよ刃更達は、勇者の一族全体にとっての深刻な脅きよう威いとして認にん識しきされてしまうだろう。

　そうやって刃更達が窮きゆう地ちに追い詰つめられる事で、斯波にどんな得があるかは解らない。

　しかし──世の中にはいるのだ。ただひたすらに混乱と混こん沌とんを好む者が。

　そして刃更が斯波に対して抱いている印象が、正しくそれなのだ。

　得体の知れない、底知れない何か……それが斯波恭一という存在なのだと。

　だから解らない。自分は──自分達は一体どうするべきなのかを見み出いだせなかった。

「………………っ」

　刃更が右手で額を押さえ、くしゃりと前まえ髪がみを搔き乱したものにしていると、

『──────』

　ふと家の中に響ひびいた音があった。玄げん関かんの呼び鈴りんだ。

　それは来客を伝えるもので、

　……誰だ？

　刃更は思考を一いつ旦たん止め、リビングから玄関へと向かった。

　柚希と胡桃かと思ったが違ちがった。主従契約の位置把は握あくで感じられる柚希の波動は、今もまだ野中家にある。だとしたら、恐おそらくは胡桃も一緒だろう。よって、

「──はい」

　玄関の三和土たたきの前で、警けい戒かいの色を込めた短い応答を発すると、

『────夕食だ』

　扉とびらを隔へだてた向こうから低い声が返ってくる。だから、

「え……？」

　東城刃更は思わず聞き返した。夕食が届けられた事が意外だった訳ではない。その事は、屋敷を出る際に澪が熊野から言われているのを聞いていた。

　刃更が驚おどろいたのは「声」そのもの──聞き覚えのあるぶっきらぼうな物言いの方で、まさかと思いながら鍵かぎと扉を開けると、案の定そこには一人の青年が立っていた。

　だから思わずその名を口にする。

「高志……」

　驚いたように呼んだ刃更に対し、高志は不ふ機き嫌げんそうな顔で、

「昨夜たまたま長老達と会った時に、お前らの食事を用意するよう頼たのまれた──受け取れ」

　そう言って、左手で持っていた大きな風ふ呂ろ敷しきの包みをこちらへと突つき出してくる。

「あ、ああ……サンキュー」

　まさか、高志が来るとは思っていなかった。刃更が言われるがままに包みを受け取ると、高志がフンと鼻を鳴らしながら言った。




「──悪いが味の保証はせんぞ」




　その言葉が何を意味しているのか、すぐには理解ができず、

「…………えっ、と……もしかしてこれ、お前が作ったのか……？」

　やがて刃更が驚きと共に困こん惑わくの問い掛かけをすると、

「仕方があるまい。食事を用意しろと命令されては」

　憮ぶ然ぜんとしながら、高志はそんな事を言ってくる。

「そ、そっか……うん、凄すごく助かるよ……でもさ」

　刃更は言って良いものかと思いながら、

「用意しろって言ったのは、『作れ』って事じゃなくて……『手配しろ』って意味だったんだと思うぞ？　つまり、『誰かに頼んでおけ』っていう」

「……………何？」

　こちらの言葉に高志が眉まゆを顰ひそめたので、

「いや、多分だけど……」

　刃更としてもそう返す事しかできずにいると、

「……………………………………………………」

　高志が思い切り沈ちん黙もくした。

　……あー……。

　刃更はどうしたものかと思う。だって渡わたされた風呂敷の大きさと重量感から察するに、恐らくお重で四段か五段はある力作なのである。

　根が真ま面じ目めな高志の事だ。きっと任された以上はと、自分の感情は一旦置いて頑がん張ばって作ってくれたのだろう。あの悲劇の時に邪じや精せい霊れいに乗っ取られた清せい斗との手で母親を殺されてから、高志は一人で生きてきたという話だった。だとしたら、料理を含ふくめて家事全ぜん般ぱんができるようになっていてもおかしくはない。
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　そんな高志をこれ以上黙だまったままにさせておくのはどうにも忍しのびなくて、

「…………えっと、良かったら一いつ緒しよに食っていくか？」

　澪と二人で食べるには少し多すぎるかもしれないし、

　……それに。

　家に帰れば高志は一人だ。それが高志にとっては当たり前の日常なのかもしれないが、こんな冗じよう談だんみたいな奇き跡せき的な偶ぐう然ぜんが起きたのだ。なら、これも何かの縁えんだろう。

　そう思いながら言った刃更の提案に、

「…………フン、馴なれ合いはせん」

　馬ば鹿か馬ば鹿かしいとばかりに高志は踵きびすを返すと、そのまま外へと出て行った。

　遠ざかってゆくその背に向かって、

「──高志！」

　東城刃更は呼び止めた。弁当の包みを壁かべ際ぎわに置かれた靴くつ箱ばこの天板の上に置くと、立ち止まったまま振ふり返らずにいる高志に告げる。

「ありがとな……」

　別に。こんな事で、高志がこちらへ抱いだいている確かく執しつが消えるとは思っていない。

　そもそも、それは決して消える事のないものだ。

　刃更も高志も、もうかつての自分達には戻もどれない。

　それでも──東城刃更は、今の己おのれが抱く想おもいを素す直なおに言葉にして伝えたかった。

　柚希や胡桃だけじゃない。セリスだけでもない。

　たとえどれだけ関係が変わっても。たとえどれだけ時が流れても。

　早瀬高志もまた、東城刃更の大切な幼おさな馴な染じみなのだから。

　すると、高志が肩かた越ごしにこちらを振り返って、

「…──明日の決闘の話は聞いた」

　儀ぎ式しきの間での会談から既すでに時間が経たっているし、訓練用地域とはいえ《里》の敷しき地ち内で戦うのだ。他ほかの皆にも、既に会談で決まった事は広まっているのだろう。すると、

「あれから半年だ……」

　高志はそう呟くように言った。それは、刃更と高志が今日こうして再会するまでに流れた時間だ。そして半年後の今──眼めの前の高志がこちらへ向かって言った。

　確かな声こわ音ねで。

「見せて貰もらうぞ……今のお前の選せん択たくと、そして覚かく悟ごを」

　それがきっと──高志が今、刃更に伝えるべきと思った言葉だったのだろう。

　──半年前、刃更達は霊れい槍そう『白びやつ虎こ』を操あやつる高志と戦った。

　あの戦いで、刃更は多くの選択を強しいられた。

　そしてその後も、今日までに沢たく山さんの事があり、その度たびに刃更は選択と覚悟を繰くり返してきた。状じよう況きようは刻々と変わり続けているし、澪達との関係も変化してきている。

　でも──それでも決して変わらぬものもある。だから、刃更が確かな力を込めて、

「ああ……勿もち論ろん、見ていてくれ」

　そう告げると、高志はそれ以上は何も言わずに今度こそ去っていった。

　その背を見送りながら、東城刃更は思う。ギュッと右の拳こぶしを握にぎり締しめて、

　……そうだよな。

　あの戦いの後、自分は高志に伝えた事があった。

　──己の過去をこれからも背負い続け、それでも大切な存在のために戦うと。

　それは覚悟だ。勇者の一族から追放された自分が、これから生きる上での覚悟。

　今回の件で、斯波の本心がどこにあるのかは解わからない。その目もく論ろみも読めないままだ。

　だが──あの時の言葉を、東城刃更は決して噓うそにはしない。

　だとしたら、やるべき事は決まっていた。

　斯波の狙いから逆算して打つ手を考えようとして、彼の思惑を読めずに思い悩なやむのではなく。己の目標へと向かって、一つ一つを積み重ねてゆくのだ。

　自分の譲ゆずれないものを守る為ために。

　そして。

　斯波恭一に負けないために。
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　刃更達と別れた後──電車に乗って特急列車の停車駅まで戻ったゼストと万ま理り亜あは、この日の宿へと入っていた。

　夕食まではまだ時間があったため、ゼストと万理亜は宿の内部構造の把握に努め、また建物の周辺についても一通り見て回った。これらは全すべて、いざという時に備えての確認だ。

　そうして安全面に特に問題がない事が解ると、二人で宿へと戻り──そして今、ゼストは万理亜と共に大浴場を訪おとずれていた。

　浴場は二種類──天然石と天然木のものがあり、時間によって男湯と女湯が入れ替かわるシステムとなっていた。ゼスト達が訪れた時は、女湯は天然石の方で、

「これが、この世界の温泉ですか……」

　知識としては知っていたが、実際に入るのはこれが初めてだ。

　露ろ天てん風ぶ呂ろの湯船に浸つかりながら、ゼストは両手でお湯を掬すくい上げてみる。すると弱アルカリ単純泉のお湯は非常に滑なめらかで、こちらの全身を柔やわらかく包んでくれているのが解る。また陰いん陽ようイオンも含まれるようで、恐らくは代謝を促そく進しんする効果もあるのだろう。

　……それに。

　浴場内の大風呂も、この露天風呂も湯船は天然石で造られている。源泉本来の温かさに加えて、お湯によって温められたこの天然石の放射熱が、保温効果を高めていた。

　……よく考えられていますね。

　四大元素では「土」──中でも黒曜石を操る魔ま法ほうを得意としているゼストとしては、石の特性が考こう慮りよされているこの大浴場の造りは非常に心地ここちの良いもので、

「…………ふぅ」

　ゼストの口から自然と長めの吐と息いきが漏もれる。

　──当初、ゼストはこのような贅ぜい沢たくをするつもりはなかった。

　ゼストは刃更の忠実な下僕でありメイドだ。離はなれた場所で待機するよう命じられればそれに従うが、いざという時に刃更達の下もとへ駆かけ付ける事を第一に考えるなら、どこか適当な場所で野営を行なうべきである。

　しかし──ゼストと万理亜は魔ま族ぞくなのだ。そして刃更達は現在、勇者の一族の《里》へ赴おもむいており、そこにはトラブルの危険もあるという。よって、下手へたに人ひと気けのない所にゼストと万理亜がいれば、その行動が不ふ穏おんなものと判断されて襲しゆう撃げきを受けてしまう可能性があった。

　また、刃更達もゼストと万理亜にはきちんとした宿へ泊とまるようにと言ってくれた。

　ゼスト達は普ふ段だん、東城家の家事のほぼ全てを行なっている──よって、折せつ角かくの機会だしたまには羽を伸のばして欲しいと。そんな刃更達の心こころ遣づかいは素直に嬉うれしくて、だからゼストは万理亜と共に自分達が泊まる宿を探し、そしてこの旅館を見つけたのである。

　ローカル線に乗り継つぐ際に降りた在来線特急の停車駅──そこから少し行った場所に二人が泊まる事にした宿は建てられていた。現代建築家によってデザインされたその宿は、この国の伝統美に先せん鋭えい的な感性を盛り込んだ至高の和モダンへと昇しよう華かされ、旅館でありながら同時に美術館を思わせるような芸術的な雰ふん囲い気きを湛たたえている。

　当然、宿しゆく泊はく費はそれらの造りに相応ふさわしい価格となっている。

　宿泊先を手配したのは万理亜だ。彼女は最初に候補として幾いくつかの価格帯に分け、複数の宿の情報を携けい帯たい端たん末まつで調べて見つけてきた。そして当初、ゼストは高価格帯の宿には難色を示した。サービスに見合った適正価格を否定するつもりはないが、いくら刃更達が勧すすめてくれたとはいえ、自分達がそれを享きよう受じゆして無む駄だに多くの金を使う必要はないだろうと。

　だが、変に安宿を選んでしまっては、折角の刃更達の気遣いをこちらがその程度のものと判断したと思われてしまいかねない──そうこちらへ言ってきた万理亜の言葉には一理があり、安易に屁へ理り屈くつと言い切る事はできなかった。配下が金を惜おしんで安宿へ泊まるような真似まねをすれば、主あるじの格まで貶おとしめる事になりかねない。そうしてゼストが判断を揺ゆらがせ始めていると、リビングで相談していたゼスト達の傍そばを刃更が通り掛がかり、そして万理亜が見つけてきた何件かの宿の中から、この旅館に眼を留めたのである。

　聞けばこの宿は、刃更が先日に世界遺産を多く持つ温泉地へ行った際、泊まった旅館と同じグループが経営しているものとの事だった。それを聞いてしまうと、ゼストとしても興味を惹ひかれたし、

　……それに。

　俺が泊まった宿は凄く良かったし、どうせなら二人の宿はここにしたらどうだ──そう刃更に言われてしまったら、その通りにする以外ゼストには考えられなかった。

　そして今──ゼスト達は、ありがたく刃更達の心遣いに甘えている。

「とはいえ──」

　ゼストは露天風呂から上がると、屋内へ──浴場内へと戻った。するとメインの大風呂とは別に、木造りのベッドのようなものが並んでいる場所がある。

　浅くお湯を張った寝ね湯ゆだ。その一つに、縁の枕まくらへ頭を置いて横になっている幼女がいた。

　万理亜である。

「はふ～、こりゃ極楽です……あ、ゼストさん。良かったら一緒にどうです？」

　こちらへ気付いた万理亜が、完全にリラックスした様子でそんな事を言ってきて、

「……いいえ、結構です」

　ゼストは素っ気なく断った。そして、

「そのように完全に気を抜ぬいて……少しは刃更様達が心配にはならないのですか？」

「そりゃ勿論。ですから、こうしていざという時のために英気を養っているんじゃないですか」

　それに、と万理亜。

「心配はしてますけど──それ以上に信じていますからね」

　静かな口調で言い放つ。

「もし状況が刃更さんや澪様達だけの手には余るような事になれば、必ず私達を呼んでくれます。そうなったら私はすぐにあの人達の下へ駆け付けて、そして絶対に間に合ってみせます。それが待機を命じられた今の私の役目だと思いますから」

　その言葉は──ゼストよりずっと前から、刃更達の傍で戦い続けてきた万理亜だからこそ言えるもの。確かな歴史の積み重ねによって生まれた信しん頼らいの重みがある言葉で、

「それとも、ゼストさんは違ちがうんですか？」

「………………いいえ」

　問われたゼストは、そう返すのが精せい一いつ杯ぱいだった。

　万理亜の言う通りだ。もし何かあった時は、必ず刃更達は自分や万理亜に連れん絡らくをくれる──そういう約束になっている以上、ここで必要以上に心配になるというのは、刃更達を信じていないのと同義だ。

　ゼストは思う──こういう時、自分はまだまだ万理亜には及およばないと。よって心の中では素直に万理亜を尊敬しながら、しかしそれを口にするのは少し悔くやしくて、

「とはいえ……そこまでだらけきった顔はどうかと思いますが。周りの方達から見られていますよ」

　他の客の視線を感じながらジト眼でそう告げると、万理亜は心外そうに、

「まさか、見られているのは私じゃなくてゼストさんですよ絶対」

「私が見られているのは、単にこの肌はだが物もの珍めずらしいからでしょう」

　今のゼストは、万理亜と同じで完全に人間の姿になっている。しかし褐かつ色しよくの肌はそのままなので、恐おそらく他の人達からは外国の観光客か何かだと思われているに違いない。

　すると、

「それも一因でしょうけど、それ以上にそのエッチな躰からだが原因だと思いますけどねえ」

　うふふ、と万理亜。

「私達と一いつ緒しよに暮らすようになってから……というか刃更さんと一緒に暮らすようになってから、ゼストさんはますますいやらしい躰つきになってますからね」

「……大きなお世話です」

　そう言いながら、確かに周囲からの視線を感じたゼストは羞しゆう恥ちを得て、腕うででそっと己の胸を隠かくした。しかし魔ま界かいで刃更と再会した時よりもさらに大きくなっているゼストの胸は、もはや華きや奢しやな女の腕ではとてもじゃないが隠しきれない。

　──だがこれは、ゼストに限った話ではない。

　澪にしたって胸は今もまだ大きくなっているし、柚希や胡桃だって今や同年代の女子と比べれば充じゆう分ぶんに大きい部類になってしまっていた。万理亜はそうした成長とは無む縁えんだが、しかし彼女にも変化はある──胸のサイズ云うん々ぬんとは別に、躰つきや感かん触しよくが明らかにいやらしさを増しているのだ。それはゼスト達も同様で、刃更によって屈くつ服ぷくさせられ、また自分達からも彼に性せい奉ほう仕しをする事を続けてきたが故ゆえに訪れた、必然とも言うべき変化だ。

　今のゼスト達はもう、衣服よりも刃更の肌の方が馴な染じむ躰になっていた。

　だが、その事については何も恥はじる事はない──ゼストにとってはむしろ誇ほこりだ。

　それだけ自分は、刃更を悦よろこばせてあげる事ができるのだから。すると、

「そうそう……ちなみにこの温泉、美容効果もかなりあるって話ですよ？」

　と、何気ない万理亜の言葉に、ゼストの耳がピクンと反応した。

「戻もどってきた時にゼストさんが見違えるようになっていたら、刃更さんはどう思うでしょうね？」

「……………………」

「まあ喜んでくれるのは間違いないでしょうけど、すっかり綺き麗れいになったゼストさんにときめいて、今まで以上に可愛かわいがって貰もらえるようになるかもしれないですねえ」

「…………………………………………」

「おや、ゼストさんどちらへ？」

「少し湯冷めをしたようです……もう一度、露天風呂に入ってきます」

　そう言ってゼストは再び露天風呂の方へと戻っていった。

　刃更に喜んで貰える──その想おもいだけで、躰をお湯よりも熱く火ほ照てらせながら。
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　白い壁かべに掛かけられた時計──その秒針が時を刻む音だけが響ひびく空間がある。

　それは刃更と澪が《里》への滞たい在ざい中に利用する事になった東城家のリビングだ。

　そして、壁かべ際ぎわのソファに腰こし掛かけている刃更は、己おのれの心を落ち着ける事ができずにいた。別に、明日のセリスとの戦いへの緊きん張ちようからではない。そうした気負いが全くないとは言わないが、刃更が得ているのは緊張ではなく心配の方だ。

　主従契けい約やくの位置特定で柚希が野中家にいる事は把は握あくできているのだが、時刻は間もなく夜の十一時になろうとしているのに、二人とは未いまだに直接連絡が取れていなかった。家は隣となり同どう士しだが、庭に出て向こうの様子を窺うかがおうにも、田舎いなかのように互たがいの家は離れているため、あちらの状じよう況きようを把握しようがない。一時的に野中家で謹きん慎しんさせられてしまうくらいの事は覚かく悟ごしていたが、それでも向こうの状況が見えないのは心配だ。

　刃更と同じ不安を澪も得ており、柚希と胡桃の無事が確かく認にんできるまで自分も起きていると言い張っていたが、それでも刃更はそんな澪を先に寝かせた。勇者の一族の本ほん拠きよ地ちを訪おとずれる事に緊張して昨夜はろくに眠ねむれず、さらに《里》へ入ってからもずっと気を張り詰つめさせていた澪の肉体的・精神的な疲ひ労ろうがピークに達していたのは刃更の眼めにも明らかで。万ばん全ぜんではない状態のまま明日を迎むかえて意識や集中力を低下させていたら、いざ何かがあった時の反応や判断に支障を来きたし、それがどんな致ち命めい的てきな状況へと繫つながるか解わからない。よって、何かあればすぐに起こすと約束すると、澪は渋しぶ々しぶながらも先に床とこに就つき──すぐに穏おだやかな寝息を立て始めた。

　だから今、刃更は一人で柚希と胡桃の安否を想っている。勿もち論ろん、久しぶりの再会を果たし、親子水入らずの時間を過ごしているのならば問題はない。だが、

　……もしかして。

　会談の場で刃更を斯波から守った事が、深刻な問題として捉とらえられてしまっているのだろうか──それで柚希と胡桃の二人に、何らかの重い処分が検討されてしまっていたとしたら。《里》でも携帯の電波は通じるし、電話を掛ける事はできる──だが、軽々しく刃更の方から二人へ連絡をする事は躊躇ためらわれた。刃更や澪に荷か担たんしている事が問題視されて今も何らかの監かん視し下に置かれているとしたら、こちらから連絡を取れば余計に柚希と胡桃の立場を悪くしてしまいかねないからだ。かといって野中家の自宅電話に掛ければ、今度は修哉や薫の迷めい惑わくになってしまう。とはいえ柚希や胡桃には、もし危険を感じたらすぐに報しらせるように言ってあるし、今の二人の戦せん闘とう力なら逃にげる事に徹てつすればこの東城家まで駆け込む事くらいは容易な筈はずだ。

　しかし、

　……それでも。

　物事に絶対はない。柚希と胡桃が行動を起こすという事は、両親の修哉と薫の立場を危あやうくする事に繫がるからだ。今の柚希と胡桃は、《里》に両親を人ひと質じちに取られているようなもの──だから東城刃更は、このままただ黙だまって待つ事はしない。

　座して手て遅おくれになるくらいならば動く。よって壁の時計を見ると、刃更は行動を起こす時間を設定した。日付が変わり次し第だい──否いな、日付が変わる前に野中家に踏ふみ込む。

　その場合、この家に寝ている澪を残していく訳にはいかない。彼女を起こすのは、意識の覚かく醒せいに掛かる時間も考えて行動開始より二～三十分ほど前か。つまり、

　……あと三十分。

　そう刃更が静かにカウントダウンを始めた時だった。

「…………あ……」

　刃更は気付きの声を上げた。野中家にあった柚希の反応がこちらへと動き出したのだ。

　だから刃更は玄げん関かんから外へ、そのまま家の前へと飛び出した。すると暗い夜道を、向こうの方からゆっくりとこちらへ向かってくる二つの影かげがある──柚希と胡桃だ。

　だから大きく嘆たん息そくを一つしてホッと胸を撫なで下ろした刃更に、柚希と胡桃はこちらのすぐ眼の前までくると、

「…………ごめんなさい刃更、遅おそくなった」

　そう言って柚希が申し訳なさそうに眼を伏ふせた。そんな彼女に、

「いや良いんだ……二人とも、大だい丈じよう夫ぶだったか？」

　と刃更が儀ぎ式しきの間を退出した後の二人について尋たずねると、胡桃は「もちろん」と笑って、

「ゴメンね。久しぶりに家に帰って、お父さんとお母さんとあれこれ話をしていたら、こんな時間になっちゃってさ」

「そうだったのか……」

　自分の心配が杞き憂ゆうだった事に刃更が安あん堵どを覚えていると、

「刃更……私達が退席させられた後、会談の方はどうだったの？」

「ああ、それは──いや、まずは中に入ろう。話はそれからだ」

　春とはいえ山の夜は冬と同じだ。刃更はそう告げると、柚希と胡桃を伴ともなって家の中へと戻った。そしてリビングで二人と向かい合うと、本格的に話を始める。

「二人は途と中ちゆうで家に戻っていたが、こっちの事はどこまで聞いているんだ？」

「夕食を食べ終わった後に、お父さんに長老達から連絡があった……斯波さんの提案で、刃更とセリスが戦う事になったと」

「──その経けい緯いについては？」

「おおよそは聞いてるよ。《里》に抑よく止し力りよくの証明を求めるなら、先に《バチカン》が示すように言って、セリス姉がそれを吞のんだんでしょ？」

　胡桃の言葉に、刃更は「ああ」と頷うなずいて、

「じゃあ……そこから先の事は？」

　そう問うと、二人は聞いていないとばかりに首を横に振ふった。

　……成る程ほどな。

　内容が内容だけに、野中家には伝えなかったという事だろうか。或あるいは修哉には長老達から知らされたが、柚希と胡桃には伝える事をしなかったのかもしれない。そんな修哉の親としての優やさしさを尊重する事もできるが、同じ事を刃更がすれば柚希達に重要な話を隠していた事になる。それは二人の信頼を傷つけてしまうものだ──だから、東城刃更は教える。

「二人も聞いているように、まずは明日に俺とセリスが戦う……それに勝ったら、次は斯波さんと戦う事になっている」

　そして。

「もし俺達が斯波さんに負けた時は──斯波さんはお前たち二人を殺すと言ってる」

　それは、セリスから刃更達が手を抜ぬく可能性を指し摘てきされた斯波が、こちらへ全力を出させるために出した条件。そんな斯波の案に、長老達は何も言わなかった。許可をするともしないとも──つまり、暗に長老達は斯波の案を容認したという事だ。言い換かえれば、《里》は柚希と胡桃を犠ぎ牲せいにしても構わないと判断したという事で、だからこそ東城刃更は苛いら立だちが募つのるのを抑おさえられない。

　……俺は良いさ。

　刃更が《里》を追放されたのは仕方のない事だ。刃更自身も納なつ得とくしている。

　──しかし、柚希と胡桃は違ちがうだろう。確かに二人は澪のために色々と力を貸してくれているが、それだけでこれまでの辛つらく苦しい修しゆ行ぎように耐たえ抜いた事や、命いのち懸がけで戦ってきた彼女達の血の滲にじむような人生が全すべて価値や意味を失い、政治に必要な犠牲として切り捨てられるだなんて……そんなのはないだろう。それは、あんまりではないか。

「………………っ」

　見ていろ、と刃更は奥歯をキツく嚙かみしめながら思った。柚希と胡桃は、自分にとって絶対に譲ゆずる事のできない大切な存在だ。彼女達を害する者は誰だれであろうと許さない。もし斯波が二人を殺すというのなら、刃更はそれを阻そ止しするまでだ──それこそ、どんな手を使ってでも。そんな暗い覚悟を刃更が固めていると、柚希と胡桃は互いに顔を見合わせて、

「…………胡桃」「うん……やっぱり間違ってなかったね」

　そう言って、あろう事か二人はふっと苦く笑しようを浮うかべる。だから、

「間違ってなかったって……お前ら、こうなる事が解ってたのか？」

　刃更は信じられないとばかりに二人に問うと、

「まさか……ただ、つい先刻あたしとお姉は、斯波さんの出したその条件を無意味にしてきたところだったの──あたし達が斯波さんに負けたら、あたしとお姉を殺すっていう」

「？　どうやってそんな事が……」

　そんな都合の良い方法があるのかと刃更が問うと、柚希がそっと口を開いた。

　淡たん々たんと。

「刃更──私と胡桃は野中家から除じよ籍せきされて、一族を追放された」
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「ま……待ってくれ柚希、お前達が追放って……」

　東城刃更は、柚希が何を言っているのかすぐには解らなかった。

「まさか、会談で斯波さんの邪じや魔まをした事で？　長老達の判断なのか？」

　思考を混乱させながら尋ねるこちらに、しかし柚希は首を横に振って、

「違う……これは私と胡桃で決めた事。多分、これが皆みなにとって一番の選せん択たくだから。だから、お父さんに頼たのんで私と胡桃を──…」

　家族の縁えんを絶ち、一族から追放して貰った……柚希がそう示し唆さの言葉を放つと、

「これでもう、あたしやお姉が刃更や澪の味方をしても、お父さんやお母さんに迷惑は掛からない……だってもう何の関係もないんだから」

　と胡桃。

「おまけに斯波さんとの戦いに負けた場合に、あの人があたしとお姉を殺すっていう条件は、あたし達が勇者の一族で、犠牲になる事も使命の内だからっていう理り屈くつなんでしょ？」

　しかし、一族から追放されれば、勇者としての使命や責任は及およばなくなり、柚希と胡桃を殺すという斯波の理屈は正当性を失う。二人は刃更達と心置きなく戦えるようになったし、そのせいで家に──修哉と薫に責めが及ぶような事もなくなったかもしれない。だが、東城刃更は納得できなかった。だってそうではないか。

「皆にとっての一番の選択って……お前やおじさん達の気持ちが含ふくまれてないだろ」

　言いながら、東城刃更は己の判断の甘さを激しく後こう悔かいした。こんな事態にだけはしたくなくて、柚希と胡桃にとって大切なものを守りたくて……だから刃更は、その選せん択たく肢しを口にする事を避さけていたのだ。もし言えば、柚希と胡桃はそれを選んでしまうかもしれないと想ったからだ──刃更や澪達のために、自分らの気持ちを後回しにして。

　──だが、二人は自分達でその選択肢へと至り、それを選んでしまった。

　だとしたら、自分は言うべきだった──そして、それだけは駄だ目めだと厳命して言い聞かせておくべきだった。柚希と胡桃が犠牲になってしまうその選択肢は間違いだと。

　だが、刃更はまだ信じられない。

「自分達で決めたって……一族から追放される事は、自分で望めば通るものじゃないだろ。一体どうやって長老達に認めさせたんだ？」

　勇者の一族としての使命は、気分次第で放ほうり出せるようなものではない。おまけに今このタイミングで柚希達を追放すれば、二人が大手を振って刃更達の味方へ付くのを認めるようなものだ。その事が解らない長老達ではないし、《バチカン》との政治問題を抱かかえている現在の状じよう況きようを考えれば、なおさら長老達がそれを許すとは思えない。すると、

「別に特別な事はしていない……ただそのまま、私達の気持ちを伝えただけ。たとえ《里》と敵対する事になっても、私と胡桃は刃更達に付くと。その事でお父さんやお母さん、それに《里》に迷惑を掛かけたくないから、私達を一族から追放して欲しいと」

　そんな柚希の言葉に、

「──────」

　東城刃更は、一族を抜けたいという柚希と胡桃の要望を、長老達が受け入れざるを得なかった理由を悟さとった。柚希と胡桃は《里》に属していた──そんな二人が、勇者の一族のまま、《里》の命令を裏切って刃更達に付くような真似まねをしたらどうなるか。《里》の内部ではその責任は親である修哉や薫に向くかもしれないが、《バチカン》や米国など他の担当地区の一族からは、《里》そのものへ責任を問われる事になる。

　或いは現在進行形でこちらと政治的に衝しよう突とつしている《バチカン》からは、柚希と胡桃を追放した判断を誤ったものだと責められるかもしれないが、それでも《里》に所属したまま裏切られるよりは傷は浅くて済む。柚希と胡桃への追放の公式的な理由は、《里》が刃更達への抑止力として選んだ斯波が会談の場で取った政治的な行動を、《バチカン》の審しん問もん官の前で妨ぼう害がいしたからという形で落ち着くだろう。《バチカン》への配はい慮りよもあって厳しい処しよ罰ばつを下したとすれば、政治上の建前は通るし、《バチカン》にしても《里》を非難しにくい。柚希と胡桃が一族から離り反はんして刃更達と合流した事で脅きよう威いが膨ふくらんだと訴うつたえれば最後、そもそも柚希と胡桃がそういう行動に出たのは、セリスが──即すなわち《バチカン》が斯波の実力に疑問を呈ていし、さらには刃更達と斯波との戦いの信しん憑ぴよう性せいを疑ったからだと反論されてしまいかねないからだ。つまり《バチカン》が柚希達を追い詰つめたと言い換えられるのである。柚希と胡桃の勝手な行動に絞しぼって追つい及きゆうしようにも、あの時はセリスも刃更を斯波の攻こう撃げきから守る動きを取っているのだ──《バチカン》は一いち概がいに柚希達を責める事はできない。恐おそらく長老達は、そうした可能性の全てを天てん秤びんに掛けた上で判断したのだろう。柚希と胡桃を追放した方が、自分達にとってはより利が大きいと──だとしたら、

「……長老達はお前達の追放を認める代わりに、条件を出したんじゃないか？」

　そんな刃更の問いに、胡桃は「まあね」と肩かたを竦すくめて、

「あたしの霊れい操そう術の籠こ手てと、お姉の霊刀『咲さく耶や』を返へん還かんしろって……あれは《里》のものだからって。まあその言い分は正しいし、下手へたにゴネて揚あげ足を取られても困るから、素す直なおに従ったけどさ」

　一族から離反する事を認める代わりに、柚希と胡桃の戦力を奪うばう事は忘れない……つくづく抜け目のない老ろう獪かいさだ。しかし、

「大丈夫……私と胡桃の新しい武器は、万理亜を通じてシェーラさんとルキアさんに頼んで、もう用意して貰もらってある。流石さすがに《里》へ持ち込めないから、今は待機している万理亜に預けてあるけれど」

　柚希はさらりとそんな事を言ってきて、

「用意して貰ってあるって……」

　刃更は言葉を失った。『咲耶』レベルの霊刀や、霊操術のような特別な魔ま法ほうを扱あつかえる武具は、かつて最強のサキュバスの称しよう号ごうを恣ほしいままにしていたシェーラなら心当たりくらいはあったとしても、実際に手に入れるとなれば一いつ朝ちよう一いつ夕せきでは間違いなく不可能だ。

「お前ら、一体いつから……？」

　半ば呆ぼう然ぜんとなりながら刃更が問うと、

「魔ま界かいから戻もどって少ししてから。万理亜とゼストが若じやつ干かんギクシャクしてた頃ころ」

「お姉と二人で相談して決めたの──あたし達の生き方を」

　そうこちらへ言ってきた二人の顔は穏おだやかで──その表情が教えてくれる。

　柚希と胡桃はもう、ずっと前に、一族を離はなれる決意を終えていたのだと。

　──だから、東城刃更は最後に残っていた謎なぞについても理解した。

　自分ですらこうして聞かされても、意図や狙ねらいは理解できてもまだ完全に賛成できずにいるというのに、柚希と胡桃の決断を親である修哉や薫が何故なぜ認めたのかずっと解わからなかった。儀ぎ式しきの間を退出してから今までにそれなりに時間はあったとしても、いきなり聞かされて数時間やそこらで認められるような話では絶対にない。

　柚希達は、自分達の決断についても予あらかじめ両親に伝える事をしていたのだろう。《里》の検けん閲えつを逃のがれて、修哉と薫にだけ伝わるようなやり方で。そのタイミングは恐らく、《里》への一時帰き還かん命令が下り、刃更と澪も連れてくるよう指示が届いた時。

　最初は反対されて、しかし柚希と胡桃は説得を続け、そして納得して貰ったのだ。

　一族を抜けるという、自分達の決断を。

　……それで、おじさんは……。

　こちらを駅まで迎むかえにきてくれたのは、《バチカン》の審問官の来訪を伝えにきただけではない──きっと少しでも長く、大切な娘むすめ達と最後の時を過ごしたかったのだろう。

「……………………」

　そんな修哉の気持ちを想おもい、刃更が俯うつむき言葉をなくしていると、

「刃更……そんな顔しないで」

　静かな声と共にこちらの頰ほおに触ふれるものがあった──それは柚希の左手で、

「私と胡桃は、刃更達と共に生きてゆくと決めた……そのための最善を選んだだけ。確かに大切なものを全て残して、そのまま生きていければ理想的ではあるけれど」

　でも。

「全ての人にそれが許される訳じゃない……少なくとも今の私と胡桃には無理だった。でもそれは貴方あなたのせいじゃない。色んな周囲の状況や思おも惑わくに対して、私と胡桃の力が及ばなかっただけ」

　その言葉に「そうだよ」と胡桃も頷うなずいて、

「勘かん違ちがいしないでね……別に、刃更と同じになりたくて一族を抜ぬけたり、澪と同じように家族を失わなきゃ肩を並べられないとか思った訳じゃない。あたしとお姉は自分達のしたい事と、できる事と……どうしても譲れないものを選んだだけ。刃更があの滝川って奴やつと手を組んだり、魔界で澪が自分の生き方を決めたように、あたし達も選んだの」

　勇者の一族としての生き方よりも。

「──刃更達と一いつ緒しよに生きようって」

　たとえ──それで両親と会えなくなろうとも。そんな二人の気持ちが解って、

「────────」

　東城刃更は思う──今の柚希と胡桃に自分が言える言葉は何だろうと。

　親や勇者の一族という己おのれの生おい立ちを捨てる決意をさせてしまった相手に、感謝の言葉を口にするのは違う。だが謝るのはもっと間違いだろう。修哉や薫と過ごした最後の時間について聞けば、そこから正解を導き出す事はできるかもしれない。だが彼女達が最後に両親と交かわした時間や言葉は、彼女達のものだ──答え欲しさで刃更が聞いて良いようなものでは断じてない。

　……それに。

　親が、愛する娘の未来に望む事など一つしかない──幸せになれ。それが全すべてだ。

　だけど、二人に辛つらい決断をさせてしまった今の刃更に、幸せなんて言葉を口にする資格はなくて──だから言葉ではなく、今にも溢あふれて零こぼれそうになっている己の感情をそのまま行動にした。

　東城刃更は、柚希と胡桃を左右の腕うででそれぞれ抱だき寄せた。

　そして強く二人を抱き締しめる──己の想いの全てを込めて。すると、

「────────」「────────」

　突とつ然ぜんの事に、こちらの腕の中の柚希と胡桃は一いつ瞬しゆんだけ身体からだを硬かたくして──しかしすぐにこちらを受け入れたように力を抜いた。そうして身体を柔やわらかくした彼女達は刃更の背中に腕を回すと、二人の方からもこちらを抱き締め返してきて。

「…──刃更、お願い」

　ふと柚希が、こちらの耳元で囁ささやいた。

「明日、刃更はセリスと戦う……まずはそれに勝たないと全てが無む駄だになってしまう」

　だから、と少し恥はじらいを滲にじませながら。

「どうか私達に──貴方を強くできる幸せを許して」




　　　　７




　柚希と胡桃の全てを受け止めると決めた刃更に、二人の申し出を断る理由はなかった。

　主従契けい約やくを結んでおらず、またルキアから貰った闇やみ色のエレメントは《里》へ来る前に万理亜に預けて、今や霊操術の籠手まで手放してしまった胡桃が参加しても、彼女の力が上がる事はないが、しかし胡桃を除のけ者にする選択肢は有り得なかった。

　──三人でする。それが刃更と柚希と胡桃の必然だった。よって刃更達は、リビングから刃更の寝しん室しつへと移動。そして既すでに休んでいる澪を起こさないよう音や振しん動どうが伝わらない結界を張ると、もはや三人を止める物は何もなくなった。

　だから刃更達は自然な動きでベッドの上に乗った。そこはかつて、幼い頃に三人で昼ひる寝ねをしたり、それこそ夜に泊とまって無む邪じや気きに朝まで眠ねむった場所。そんな思い出の詰まったベッドで、東城刃更は柚希と胡桃の二人と代わる代わる唇くちびるを重ね、舌を絡からませ合いながら、互たがいの服を脱ぬがし合った。夢中になってこちらの唇や舌を求める二人が堪たまらなく愛いとおしくて、刃更はその求めに応こたえながらあっという間に彼女達の服を脱がしてショーツだけにする。すると窓から差し込む月明かりに蒼あお白じろく照らされた二人の裸ら身しんは、神こう々ごうしいくらいに綺き麗れいで、

「──────」

　その時にはもう、彼女達に服を脱がされて同じく下着一枚の姿になっていた刃更は、柚希と胡桃の裸はだかを前に一気に己の興奮を高めた状態にする。

　いつもなら──刃更は柚希と胡桃に前後を挟はさまれ、二人の舌で全身をくまなく舐なめられながらさらに興奮を高めていっただろう。しかし今日は違ちがった。刃更達の互いを求め合う気持ちは、尋じん常じようではない程ほどに昂たかぶっていて、だから刃更が己の背中を預けるようにしてベッドのヘッドボードへ凭もたれ掛かったのと、そんな刃更のパンツを柚希と胡桃が脱がしたのは同時で──そして始まったのは必然のＷフェラチオだ。

「んっ、ちゅ……刃更……はぁむ♥」「刃更兄ちゃ、ん……れろ、ちゅ♥」

　既に官能で瞳ひとみを潤うるませていた二人の姉妹は、刃更のモノを淫みだらに舐めしゃぶってゆく。交こう互ごにこちらの剛ごう直ちよくを口に含ふくんでは舌を絡めながら吸い上げるのと、ねっとりとした舌を竿さおに這はわせて下へと滑すべらせ、そのまま睾こう丸がんを口に含んで舌の上で躍おどらせるそれは、息の合った姉妹だからこそ可能な口こう淫いんのユニゾンだ。

　そんな二人の頭に、快感を得た刃更が左右の手をそれぞれ置くと、嬉うれしそうに鼻を鳴らした彼女達はより一層激しく刃更のモノへ奉ほう仕しを行なってくる。

　そうしてよりいやらしい音を立てながらフェラチオを行なっていた二人は、いつしか手も使い始めて──そして刃更は、左右の睾丸をそれぞれ柚希と胡桃の口で含まれ、剛直部分を彼女達の左右の手で包んで擦こすられた。そのいやらしい指使いと舌使いに、一気に快楽を高めた刃更は、下腹に力を入れながら次し第だいに腰こしを浮うかして、

「っ……出すぞ……っ、ぁ……っ！」

　そのまま己の精を解き放った。すると二人の手で刃更の先せん端たんが真上を向いていたため、まるで噴ふん水すいのように[image: ]ほとばしった刃更の精は彼女達の顔へと降り注ぎ、

「あぁ……んっ、はぁ……ん♥」「あぁ……こく、ん……はぁ♥」

　柚希と胡桃は口からいやらしく舌を出しながら、刃更の精を受け止めていた。

　そして刃更の長い射精が終わると、

「……はぁ、胡桃……」「ん……お姉ぇ……」

　互いの頰についた刃更の精を、二人の姉妹は淫らに舐め合った。その官能美に魅みせられた刃更は、あっという間に己自身を再び硬く張り詰めさせて、

「っ…………」

　ゴクリと喉のどを鳴らすと、柚希も胡桃もすぐにこちらの状態に気が付いて、

「はぁ……ん、刃更……」「刃更兄ちゃん……来て」

　とろんとした表情で、次は刃更の好きに自分達を屈くつ服ぷくさせて欲しいとねだってくる。だから、

「ああ……勿もち論ろんだ」

　東城刃更は頷くと、今度は自分が柚希と胡桃に快楽を与あたえる側へと回った。







　野中胡桃は、刃更に命じられるがまま彼から望まれた体勢を取った。

　ベッドの上で仰あお向むけになり、いやらしく両りよう脚あしを拡ひろげたのだ。

　そして──そんな胡桃の上に覆おおい被かぶさるようにして、柚希が四つん這いになった。

　──すると、胡桃のショーツがどんどんいやらしく濡ぬれ始める。胡桃自身が女の蜜みつをたっぷりと滲ませている場所へ、上の柚希がショーツの上から溢れさせた愛液が、いやらしく糸を引きながら垂れ落ちているのだ。そんな淫らな体勢で、

　……あぁ……。

　野中胡桃は、これから自分達が刃更からされる行こう為いを想って躰からだをぶるりと震ふるわせた。

　今から胡桃と柚希は、いやらしく濡らした互いの敏びん感かんな場所を重ね合わせて──そして折り重ねた場所へ、刃更のモノを突つき入れられるのだ。しかも胡桃達の弱点を熟知し、こちらを屈服させようとする刃更はそれだけでは済まさない。

　柚希が上になっているのは、バックから弱点の尻しりを鷲わし摑づかみにして揉もみしだけるようにするため。そして胡桃が下になっているのは、胡桃が刃更へ屈服している表情や様子を柚希に見せるためだ。

　この行ないは、セリスとの決けつ闘とうを控ひかえた刃更の戦闘力を上げるためのもの──つまり、刃更と主従契約を結んでいる柚希が彼に屈服する必要がある。よって本来なら参加しなくても良い胡桃に、絆きずななどの感情面での貢こう献けん以外にも刃更は役割をくれていた。

　それが、自分の屈服している姿を柚希に見せるというもの。胡桃が柚希よりも先に激しく屈服してその様を彼女に見せる事で、柚希の官能を深いものにして、より強く刃更へ屈服できるように誘ゆう導どうする──それが胡桃の役割だった。

　そのため、今の胡桃は己の一番弱い場所を激しく攻せめられる準備が完全に整っていた。胡桃の両りよう脇わきには現在、粘ねん着ちやくパッドが貼はられている──それは一見すると、低周波で躰の凝こりを解ほぐすマッサージ器のもの。ただし、これは万理亜が作ったサキュバス特製のもので、流れるのは低周波だけでなく快楽中ちゆう枢すうを刺し激げきする特とく殊しゆなパルスだ。聞けば胡桃の屈服用に、密ひそかに柚希が持たされていたらしい。他ほかにもゼスト用には耳かきなど、それぞれの弱点に合わせた屈服用アイテムを万理亜は揃そろえているとの話だった。

　粘着パッドから伸のびたケーブルの行き先は、柚希が首から提さげている細長い出力操作器。その電源ランプは既に青色が点灯──つまり電源が入っていて、後はダイヤルを少しでも回せばランプは赤へと変わり、胡桃の両脇を容よう赦しやなく犯おかしてくるだろう。そして、

「…──始めるぞ」

[image: ]

　そんな刃更の宣言に、胡桃がゴクリと喉を鳴らすと、上の柚希がゆっくりとこちらへと腰を下ろした。そして互いの敏感な部分を折り重ねると、既にたっぷりと濡れていたショーツがクチュっと音を鳴らして、

「んっ……♥」「は……あぁ♥」

　胡桃と柚希がピクンと躰を震わせるには充じゆう分ぶんな快感が生まれ、二人で淫らに腰をくねらせてしまっていると、

「胡桃のパッドの出力の操作は、柚希に任せるぞ……良いな？」

　そんな言葉と共に、胡桃と柚希が互いに重ね合わせた事で出来た敏感な入り口へ、刃更のモノの先端が押し当てられて、

「っ……ん、解わかった」

　胡桃の上でそう頷くと、柚希がこちらと視線を合わせてきた。

　その瞳が言っていた──始めても構わないかと。だから、

「…………うん」

　意を決して胡桃が頷くと、両手を胡桃の顔の左右に付いていた柚希は、右手を上げて首から提げていた操作器のダイヤルを回して──その瞬しゆん間かん。両脇から異次元の快楽が来て、

「っ──────…！」

　胡桃が思わず絶ぜつ叫きようしながら躰を跳はねさせると同時──刃更の剛直が胡桃と柚希の姉妹トンネルへと捻ねじ込まれた。







　胡桃と同時に敏感な場所を刃更のモノで擦られた柚希は、激しい快楽を得た。

　いつもはその場所を攻められると、女の快楽の洪こう水ずいに流されてあっという間に何も考えられなくなる──しかし今の柚希の心と躰を快楽よりも勝まさるものが支配していた。

　それは、これまで感じた事のないような凄すさまじいまでの興奮だ。感動にも似たその感覚を柚希にもたらしているのは、柚希のすぐ眼めの前──こちらの真下で柚希の興奮以上の快感を得てしまっている妹。柚希の首の後ろに両手を回して、こちらへ必死にしがみつきながら、究極の絶頂状態に陥おちいり続けている胡桃の痴ち態たいだ。刃更に女の敏感な場所を擦られているのだ。柚希も何度か軽く達している。だが、胡桃の得ている絶頂の激しさは柚希の比ではない。既に柚希と胡桃の女性部分が合わさっている辺りは、数え切れない程に[image: ]らせた胡桃の女シャワーで、股こ間かんどころか臍へその上辺りまでもが洪水を起こしてとんでもない事になっていて、

「────────────っ♥」

　見た事もないような艶顔を浮かべて嬌きよう声せいを上げる胡桃は、あっという間に肺の中にあった酸素を全て吐はき出してしまい、呼吸ができなくなっていた。しかし万理亜の作ったこの装置は、粘着パッドを通じて胡桃の状態を測定──口や鼻から息が吸えない胡桃の代わりに、脇わきに貼られたパッドの接着面から体内へ必要な量の酸素を送りこみ、さらに激しい絶頂の度たびに潮を吹ふいてしまっている胡桃に水分を補給し続けていた。

　よって胡桃は安全に、ひたすらに己おのれを極きわまらせる快楽の渦うずに溺おぼれる事ができていて、

　……こんな胡桃、初めて……。

　いつしか可愛かわいい妹がもっと激しく乱れる様を見たい欲よつ求きゆうが涌わき上がって──柚希が無意識に操作器のダイヤルを回して徐じよ々じよに出力を上げてゆくと、

「────────────[image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～][image: ～]っ♥」

　胡桃はもっと乱れて、もっと可愛くなっていった。今はまだ胡桃の痴態を見て興奮を強めているだけで許されているが、いずれ刃更はこちらの尻も乱暴に揉み始める事だろう。そうなれば柚希も、胡桃と同じように乱れる事になる。

　──もうすぐ自分も、こうやって刃更に滅め茶ちや苦く茶ちやに屈服するのだ。

　だから、それまでは──そう思った柚希は、首に回されていた胡桃の手が下へと降り、己の背中に爪つめが立てられようと構う事なく胡桃を見み詰つめ続けた。

　しかし──胡桃を見る事に夢中になっていた柚希は、それが大きな間違いだと気付けない。だから、胡桃の手が無数に刻まれている内の一回の絶頂の拍ひよう子しで、柚希の背中から一気に下へ──それもショーツの中へと入ってきて、

「っ…………」

　とっさに柚希が息を吞のんだ時にはもう遅おそかった。しがみ付く物を求めて彷徨さまよっていた胡桃の両手は、柚希の尻たぶを鷲摑みにした──するとショーツの中がぐしょ濡れになっていた柚希の尻たぶは滑すべりやすくなっていて。

　直後──ぬぷっという小さな音が己の尻で生まれたのを聞いた瞬間、

「────────」

　野中柚希は全身を硬こう直ちよくさせた。己の尾びてい骨から脳天までを、熱い何かで貫つらぬかれたような感覚を得たからだ。そして信じられない思いで後ろを振ふり返ると、柚希の尻は胡桃の左の中指の第二関節までを穴の中へと迎むかえ入れてしまっていて、

「……ぁ………あぁ……っ」

　弱点の尻を串くし刺ざしにされた柚希が愕がく然ぜんにも似た声で全身を震わせているのに、両脇を万理亜の装置で犯されている胡桃は、そんなこちらの状態には気付かなくて。そのまま、さらに柚希へのしがみ付きを強めた──と同時、胡桃の中指が根元まで入ってきて、

「────────────」

　その瞬間──野中柚希の意識がプツンと途と絶だえた。




　　　　８




　どこか遠い所で風が鳴っていた。

　野中柚希は知っている──あれは激しい雨を伴ともなう嵐あらしの音だと。

　──幼い頃ころ、柚希は嵐の夜を恐おそれていた。

　部屋の電気を消して、暗くなった状態で轟ごう々ごうと鳴る嵐の音を聞いていると、もしこのまま眠ねむれば室内に降りた深い夜の闇やみが、柚希もろとも全すべてを吞のみ込んでしまうような気がして──だから修哉や薫が《里》の評議などで遅おそくなる時は、胡桃と一いつ緒しよにベッドの中で震ふるえていた。

　そんな柚希達の事を心配してくれたのか、修哉と薫が不在の嵐の晩は、刃更が家に泊とまりに来るようになり……ベッドの布ふ団とんの中で、胡桃と一緒に刃更に抱だき締しめられ、彼と共に眠るようになると、柚希は徐じよ々じよに嵐への恐きよう怖ふを克こく服ふくしていった。

　──そして、いつからか柚希は嵐の晩を待ち焦こがれるようになった。嵐の夜に、ふと眼を開ければそこには必ず刃更がいて──柚希は優やさしく抱き締められているからだ。

　そうして刃更の優しい温ぬくもりに包まれる事が、幼い柚希の幸せだった。

「……ぅ……ん……」

　そして──野中柚希は心地ここちの良い幸せな微睡まどろみから眼を覚ました。長く瞳ひとみを閉じていたせいだろうか、視界はぼんやりと霞かすんでしまっている。すぐには自分がどこにいるのか解らなかった柚希は、己の居場所よりも先にある事に気が付いた──躰からだが信じられない程ほどに火ほ照てっている。

　凄すごい熱だ、酷ひどい風邪かぜでも引いてしまったのだろうか……しかし、その熱はとにかく気持ちが良くて、柚希は寒気ではなく幸せをいっぱいに感じて躰を震わせる。

　すると、ようやくぼやけていた視界が焦しよう点てんを取り戻もどして、

　……ここは……お風ふ呂ろ……？

　甘い熱に意識を微睡ませたまま、柚希は理解する──自分が今、《里》の東城家の浴室に一糸纏まとわぬ姿でいる事に。刃更が《里》を追放されるまでは、柚希と胡桃は彼とここでお風呂を共にした事が何度もあった。そうした幸せな過去に想おもいを馳はせていると、

「んっ……はぁ、ちゅっ♥　刃更兄ちゃ……れる、はむ……んちゅぷ♥」

　ふとこちらの横で、胡桃が甘い声を漏もらしながら夢中になって何かをしていた。

　床ゆかに乙女おとめ座りをしている胡桃の姿は柚希と同じ裸はだかで──だから、やはりここは浴室なのだと柚希がぼんやりと思っていると、

「ちゅる、はあぁ……んむ……──ん、ふふ……お姉、気が付いたみたい」

　ふと柚希に気が付いた胡桃が、とろんとした瞳をこちらへ向けて笑った。

　その胡桃の表情は、思わずぞくりとしてしまうほど艶つやっぽくて──しかし今の柚希は、胡桃が何故なぜそんな顔をしているのか解らない。柚希の全身を幸せで満たしてくれている熱は、柚希に他の事を深く考える余よ裕ゆうを許さないほど甘美で、

「ふふっ、お姉ぇ……れろっ♥」

　犬のように四つん這ばいになった胡桃に、甘えたようにこちらの頰ほおを舐なめられて、

「んっ……胡桃……はぁ……──あ」

　突とつ然ぜんの事に甘い声を漏らした柚希は──ふとある事に気が付いた。今の自分が、四つん這いになっている胡桃と視線の高さを同じにしているという事実にだ。

　──そう。柚希は今、浴室の床に両手と両足を付いていた。

　一体どうして──ぼんやりとそんな疑問を抱いだいていると、

「…──柚希」

　ふと背後から刃更の声がして、柚希は四つん這いのままそちらを振ふり返った。するとそこには、穏おだやかな顔でこちらを見み詰つめてくれている刃更がいて──その優しい表情に、

「刃更──…」

　悦よろこびを得た柚希は、そこでようやく知る事になる。四つん這いになっている自分が尻しりをいやらしい高さへ上げていて──そんな柚希の尻へ、刃更の右手が伸のびていた。そして、

　……え……？

　柚希は一いつ瞬しゆん、何が起きているか理解できなかった。己の眼に映っている光景の意味が解らない。しかし、それがどのような状じよう況きようか、見たままを想う事はできた。

　柚希の後ろの穴が刃更の右手の中指を受け入れていて──まるでしゃぶっているかのように、甘あま嚙がみにも似た動きでキュウキュウと締め付けている。それを見た瞬しゆん間かん、

「や……刃更……そっ、私……──っ？」

　完全に思考を覚かく醒せいさせた柚希が、全てを思い出した時──柚希の意識が一気に己の得ている禁断の快楽の味を理解して、それまで余りの強さに知覚できずにいた快感を、柚希の躰が一いつ斉せいに許容する。と同時、腰こしの奥から壮そう絶ぜつな快楽の波が一気に溢あふれて[image: ]ほとばしり、

「っっああああああぁぁぁああぁぁぁあああ──っ♥」

　柚希は弓なりに躰を反らして腰をガクガクと震わせながら、激しく己を極まらせた。柚希の股こ間かんから勢いよく吹ふき出した女のシャワーが、お湯よりも熱く浴室の床を淫みだらに濡ぬらす。

　あまりの快楽に打ち震える柚希の尻が、その絶頂の凄すさまじさをいやらしく物語っていて、

「ん、あぁ……ん……はぁ……ぁ♥」

　激しい絶頂はその余よ韻いんですら震えるような快感で、収まらない痙けい攣れんと共に女の快楽で全身を満たした柚希は、深い官能に溺おぼれた吐と息いきを漏らす。もはや四つん這いの体勢を保てず、躰を支えていた両手は腕うでから肘ひじまでもが浴室の床に付いている体勢だ。

　──だが、それでもなお柚希の尻は、いやらしく上げられたままになっていた。

　刃更の指が、まだ挿そう入にゆうされたままなのだ。腰を落とせばもっと強い快感を得てしまう。

　下げられない。

　すると──そんな柚希へ肩かたを貸すように、横の胡桃が腕を回してこちらの躰を支えると、

「ふふ……お姉、はしたない顔してる。凄く気持ち良さそう」

　官能の興奮で嗜し虐ぎやく的な色を瞳に宿した胡桃は、右手でこちらの顎あごをクイっと持ち上げた。

　快楽に蕩とろけきった己の顔を見られた柚希は、

「や……胡桃、そんな……──あぁっ♥」

　もはや喋しやべる際の肺や横おう隔かく膜まくの動きや振しん動どうさえ、快感へと変えてしまう程に己の尻を熱く敏びん感かんなものにして悶もだえるように甘く喘あえぐと、

「力を抜ぬいて、もっと奥まで受け入れてお姉……刃更兄ちゃんにこれまで以上に屈くつ服ぷくして、一緒に強くなるんでしょ？」

「っ……そ、れは……はぁ……ん……」

　胡桃の言葉に、柚希は快楽に濡れた瞳で刃更を見た。すると、

「…──まだ頑がん張ばれるか？」

　彼は気き遣づかうようにこちらへそう言ってきて──だから、

　……っ、いけない……。

　刃更を強くしてあげたいと、柚希の方から彼にされる事を望んだというのに。一族を離はなれる際に『咲さく耶や』を手放している今の自分が一番役に立てる事は、彼にどこまでも屈服する事だというのに。自分は今、刃更に気を遣わせてしまっていた──心配させてしまっていた。

　野中柚希は思う。刃更が心配してくれている、それは嬉うれしいと。

　だが──それ以上に、柚希はそんな情けない己自身を許さない。だから、

「…………もっとして」

　柚希は刃更に先を求めた──どうか自分をもっと屈服させて欲しいと。そんなこちらに、

「…──解わかった」

　刃更はそれだけを告げると、柚希に対して行動で応こたえてくれた。柚希の尻に挿入していた中指の抽ちゆう挿そうをゆっくりと開始したのだ──そして敏感な尻の粘ねん膜まくをいやらしく擦こすられた瞬間、

「─────────っ♥」

　野中柚希は己の弱点を内側から直接刺し激げきされて、盛大に絶頂して。

　──そこから先はもう、あらゆる理性を飛ばした淫らな官能の時間となった。

　徐々に抽挿が速く激しくなると、刃更の指がもたらす快楽で尻が灼やけてしまうような絶頂を何度となく刻まれていった柚希は、やがて四つん這いから俯うつぶせに浴室の床へ倒たおれ込み──そこからはもう、夢中になって刃更と胡桃の二人と淫らに媾まぐわっていった。三人でひたすらに互たがいの敏感な場所を愛あい撫ぶし合い、興奮をより深い官能へと昂たかぶらせながら、野中柚希は幼い頃を思い出す。かつてこの場所で得ていた刃更と胡桃の温もりは、ひたすらに無む邪じや気きで純じゆん粋すいで、それもまた確かな幸せな記き憶おくだったけれど。しかし今、柚希が得ている温もりは、あの頃よりもずっと熱く激しくて──怖こわいくらいの快楽と共に、二人の存在を強く柚希に感じさせてくれる。

　だが、三人でしているとはいえ、その目的はあくまで柚希の屈服だ──よって二対一で柚希が攻せめられてしまうのは必然で、刃更の太ふと股ももの上で対面座位のように向かい合った柚希は、彼の指で尻を串くし刺ざしにされる幸せに溺れながら、自らは必死に両手で刃更のモノをくちゅくちゅといやらしく擦り上げてゆく。しかし胡桃が背後からこちらの両胸を鷲わし摑づかみにしてくると、いやらしい形にされて柔やわらかさを強調された柚希の胸は、淫らにその先せん端たんをぷっくりと張り詰つめさせる。そんな柚希の乳ち首くびを、刃更が交こう互ごに口でしゃぶって強く吸い上げてきて、

「あんっ……刃更ぁ……っ、はあぁ刃更ぁ……んっ♥　ちゅっ……あっ、胡桃……はぁ……やぁ、んっ胡桃ぃ……あっ、あああぁぁぁああぁぁ───っ♥」

　柚希は激しい絶頂に髪かみを振り乱し、白い喉のどを見せるように仰のけ反ると、刃更のモノに女のシャワーをいやらしく浴びせながら、それでも彼の剛ごう直ちよくを擦り上げる手を止めなかった。

　自分だけが快楽を得るのではなく、より強い屈服を得るために夢中で刃更への奉ほう仕しを続ける。すると刃更のモノが徐々に大きさと硬かたさを増してきて──もうすぐ刃更をイカせてあげられる。そうして女としての奉仕の悦びをより一層強めていた柚希は、

「っ──ふあぁぁぁあぁぁあん♥」

　不意に灼けそうな程の快楽を得ていた尻に冷たさを得て、ビクンと身を跳はねさせながら再び達した。そして、

「はぁっ……やっ、あぁっ♥　んぅ、胡桃……何を……──っ!?」

　何事かと背後を振り返った柚希は、そこで思わず息を吞んだ。胡桃がこちらの左の尻たぶにあるものを貼はっていたからだ。それは──胡桃のためにと万理亜が作った、快楽パルス装置の粘ねん着ちやくパッドで、

「よく考えたらこれ、あたし以外にも使えるよね。澪の胸を攻めたりもできるし──お姉のお尻をいっぱいイジめてあげたい時にも」

　そう言ってふふっと笑った胡桃は、出力操作器を刃更へと手て渡わたした。てっきり先程の仕返しをしてくるとばかり思っていた柚希が「どうして？」と瞳で問うと、

「だって……あたしが使って、お姉があたしに屈服したって意味ないでしょ？」

　大切なのは、柚希が刃更へ屈服する事なのだから。そして、

「後は……んっ、はぁ……これで……良いよ」

　胡桃は自分の右の脇わきに──彼女の弱点にもう一方のパッドを貼った。そして、背後からギュッと柚希を抱き締しめると、胡桃は優しい声こわ音ねでこちらの耳元へとそっと囁ささやいてくる。

「大だい丈じよう夫ぶ、あたしも一緒だから……だから我が慢まんしないで、どこまでも堕おちて良いよ」

「んっ……胡桃……は、あぁ──…っ」

　そんな妹の言葉は、柚希から最後の理性を奪うばうには充じゆう分ぶんで──柚希はゴクリと喉を鳴らす。

　──間もなく自分達は、刃更に滅め茶ちや苦く茶ちやに屈服する事になる。

　だが、そこに恐怖はない。あるのはただ、幸せな温もりがくれる絶対の安心だ。勇者の一族という生き方を捨て、両親とも別れて、それでも残ったものだけが真実で──刃更の傍そばで、彼と共に生きてゆく事を選んだ自分達姉妹は、どこまでも一いつ緒しよなのだと。そう想う事ができたから。だから柚希は、自分と胡桃の運命を委ゆだねた青年に告げる。

「お願い刃更……するのは、私と胡桃が刃更を楽にしてあげてからに」

　刃更をイカせてあげられた悦びを感じながら屈服したいと告げると、

「…──ああ」

　刃更はそう頷うなずいてくれて──だから、

「ほら、胡桃……」「うん……お姉」

　柚希と胡桃は互いに右と左の手を重ねるようにして刃更のモノを包むと、そのままいやらしく擦り始めた。三人で肌はだを重ねて、体温を分け合うみたいに同じにして、感じる温ぬくもりに確かな現在と未来を感じながら。

　……きっと。

　野中柚希は思う──自分達は恐おそらく、もう普ふ通つうの幼おさな馴な染じみや姉妹には戻れない。

　──だが、それでも構わないと柚希は思う。

　たとえどれだけ変わっても、姉妹や幼馴染みという関係が消える事はない。

　これからも自分達は一緒にいて、そうして共に生きてゆくのだから。

　そして、とうとうその時が訪おとずれて。

「っく、ぁ……いくぞ……っ！」

　そう言うなり、刃更が腰を浮うかせて激しく精を解き放った──その瞬間。

「──────────」「──────────」

　かつて勇者の一族だった二人の姉妹は、同時にそっと瞳ひとみを閉じた。

　その直後──彼女達の上げた嬌きよう声せいが、東城家の浴室を震ふるわせる程ほどに響ひびき渡わたる。

　刃更の手に握にぎられた操作器の出力ダイヤルは、最大にまで回されていた。

　刃更の温もりに包まれて、刃更のくれる快楽に溺れて、誇ほこりを持って堕ちてゆく。

　そんな究極の絶頂に、悦びと幸せを唄うたうように。
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　そして柚希が完全に意識を飛ばすと、程なく胡桃も気を失った。

「────────」

　そんな彼女達を、己おのれの左右の腕うででしっかりと抱だきながら東城刃更は思う。

　二人の温もりと柔やわらかさと、そして彼女達の想おもいや命の重さを感じながら。

　自分は絶対にこの二人を失わない──そして誰だれにも、この二人を奪うばわせはしないと。

　大切な家族も生おい立ちも捨てる程の決意。その想いに東城刃更は応えなければならない。

　柚希と胡桃は刃更に全すべてを捧ささげる決意をしているのだ──多分もう、自分達はただの幼馴染みには戻もどれる事はない。無む邪じや気きに笑い合っていたあの頃ころには。

　──だがその関係は、きっとあの悲劇の日に失われてしまっていたのだろう。

　幸せだった思い出は過去のものとなり、こうして眼めの前にある現実だけが自分達の全てだ。

　しかし失われたものばかりではない。新たに手に入れたものもある。

　……そうだ。

　これからも野中柚希と胡桃の姉妹は自分達を刃更へと捧げ続け、そして刃更はそんな二人を奪い続けてゆくだろう。ならば傲ごう慢まんと言われようとも構わない──断言する。

　この二人はもう自分のものだ。誰にも渡わたしはしない。

　離はなさない。

　もしそれを邪じや魔まするというのなら、東城刃更は容赦しない。

　相手が《里》や《バチカン》だろうと──斯波恭一だろうと。
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　決けつ闘とう当日の朝がやって来た。

　柔らかな陽ひの光が《里》中を照らし始めた頃、刃バ更サラの姿は東とう城じよう家から離れた場所にあった。

　夜明け前──まだ眠ねむっている澪みお達を寝しん室しつに残して一人で家を出た刃更は、山さん岳がく部のとある一角を訪れていた。それはあの日、あの瞬間から時が止まったままになっている場所。

　暴走状態で発動した《無次元のバニシング執行シフト》によって、爆ばく心しん地ちのように深く巨きよ大だいなクレーターが穿うがたれている、あの悲劇の現場の跡あと地ちだ。

　……いや、違ちがう。

　クレーターの縁ふちから、かつての自分が立っていた場所を見詰めながら刃更は思う。

　断じて跡地などではない──今も、そしてこれからも、ここは悲劇の現場なのだと。

　見ればクレーターの表面は、鏡面仕上げのようにツルツルで朝陽を浴びて煌きらめいている。恐おそらくこれが、修しゆう哉やの言っていた物質の時間が止まった状態なのだろう。

　あれから六年近くが経たつ。にも拘かかわらず、この場所には草木の生える兆きざしさえ見られない。「死の大地」──そんな言葉の一つの形がそこにはあった。

「……………………」

　この場所へ来てから、かれこれ一時間。刃更は一言も発する事はなかった。

　ここへ来て、何か口にできるような言葉を、東城刃更は持っていない。

　ここへ来て、何かが変わるような期待など、東城刃更は抱いだかない。

　ましてや──ここへ来て、何かが許されるような幻げん想そうなど。

　そんな事は、東城刃更は許さない。

　──日本の勇者の一族は、これからもこの《里》で暮らしてゆくのだ。

　あの日の悲劇の惨さん状じようが刻まれた、この場所と共に。

　そして──刃更もまた、その記き憶おくと事実を背負って生きてゆく。自分が犯おかしてしまった、取り返しの付かない罪を想いながら。それでも、その事実から眼を逸そらしたままでいる訳にはいかなかった──そのままの状態で、セリスと戦うような事も。

　……そうだ。

　自分がここへ来た理由──それは再さい確かく認にんのため。

　過去の自分が、ここで何をしたのか。未来の自分は、これから何をするのか。

　その答えの全てがここにはあった。だから、それら一つ一つと向き合いながら、刃更はこれから自分がするべき事を想った。そっと瞳ひとみを閉じ、しばしの間そのままでいて。

「────────」

　そして再び眼を開けると、刃更は決意の瞳と共に踵きびすを返して歩き始めた。

　早朝の冷たい風が静かに吹き抜ぬけてゆく山道を、ひとりで歩いて行く。すると、

「──感傷には浸ひたれたかい？」

　横からの不意の声に、東城刃更は足を止めた。見れば、立ち並ぶ木々の一つ──その巨大な幹に、背を凭もたれさせて佇たたずむ青年がいる。斯し波ばだ。

「今さら過去に失ったものへ思いを馳はせて、自分勝手な後こう悔かいをしたところで、そんなものは自己満足より質たちの悪い自己陶とう酔すいにしかならないよ？」

「……別に、そんなつもりはありませんよ」

　こちらを小こ馬ば鹿かにしたような言葉に、斯波と一対一の状じよう況きようを僅わずかに警けい戒かいしながら、それでも刃更が動じる事なく告げると、

「なら、考えていたのは昨日なくしてしまったものの方かな？」

　聞いたよ、と斯波。

「まさか柚ゆ希きちゃんと胡桃くるみちゃんが一族から離り反はんするとはね……しかもご丁てい寧ねいに修哉さん達には迷めい惑わくが掛かからないよう勘かん当どうされた上で。僕の出した条件対策なんだろうけど、まさかここまで思い切った手段を彼女達が取ってくるなんてね」

「……………………」

　刃更は無言を返すと斯波を無視して歩き出した。話が良くない方向へ行こうとしている。下手へたにこれ以上付き合うのは危険だ。しかし、斯波の冷れい酷こくな言葉が刃更を逃にがさない。

「ねえ……刃更としては、どっちの方がバツが悪かったんだい？　今回、柚希ちゃん達の家族の絆きずなを消しちゃったのと」

　一息。

「この先の──あの場所で、仲間の死体を消し去ってしまった時と」

　その言葉に刃更は立ち止まり、ゆっくりと斯波を振り返る。

「これからセリスと戦う俺に、わざわざそんな動どう揺ようを誘さそうような事を言ってくるなんて……斯波さんは俺に負けて欲しいんですか？」

「まさか。そんなつもりは全然ないよ。むしろ、君の事を応おう援えんしているくらいさ」

　何せ、と斯波。

「セリスちゃんが君に勝ったら、少なくとも彼女が君への抑よく止し力りよくになれると証明されちゃうんだし。そうなったら《バチカン》としてはしめたものさ。たとえ《里》との総力戦で負けても、今度は僕の存在が危険だからとかケチを付ける事ができるし、勝てばそれこそ官軍だ」

　だから。

「もし君がセリスちゃんに負けて、《里》と《バチカン》が戦う事になったら──その時は僕、腹いせにセリスちゃんを殺しちゃうかもね」

「っ──斯波さんっ！」

　信じられないような斯波の発言に、思わず刃更がカッとなって叫さけぶと、

「声が大きいなぁ刃更……僕の名前が山やま彦ひこになっちゃうよ」

　困ったように言った斯波は、しかし笑えみを深くしながら、

「柚希ちゃんと胡桃ちゃんが一族を離れ、修哉さん達が咎とがめられない状況ができあがった以上……君の頭の中には、適当な所でわざとセリスちゃんに負けて、彼女に花を持たせるという選せん択たく肢しも出てきているよね？　《里》と《バチカン》の総力戦ともなると、日程の調整に時間が掛かる。その隙すきに魔ま族ぞくの連合勢力とコンタクトを取って和平を早めて貰もらったり、自分達が《バチカン》へ連れて行かれる事がないように、あの特使君が持ってきたものよりも、もっと君らに手が出せないよう内容を詰つめた書状を用意させるとかしてさ。そうすれば、セリスちゃんに責任が及およぶ事もない。むしろ君に勝った事で、良い評価を受けられる可能性だって出てくる」

　斯波が投げ掛けてきた推理に、

　……やっぱり、この人には全部読まれている、か……。

　刃更が心の中で舌打ちすると、

「でも君がセリスちゃんに負けた後、僕が彼女を殺せば《バチカン》も絶対に後に引く事はなくなる。セリスちゃん以外にも他ほかに何人か主立った特務部の連中を適当に殺せばいよいよ駄だ目め押おしさ。その後で僕がわざと降参しても良いけど、そんな事をしなくても彼らは勇者の一族の中ちゆう枢すうたる誇ほこりと意地と面子メンツに懸かけて、君達を《バチカン》へと連行するだろう……それこそどんな手を使ってでもね」

　斯波は楽しそうに、

「解わかってるよね、刃更？　僕にはそれが出来るって事を。向こうで聖せい騎き士し達や異い端たん審しん問もん官らに囲まれながらの君達の新天地における生活は、さぞや素す晴ばらしく刺し激げき的なものになるだろうね。何せ、君達のせいで大切な仲間が何人も命を落としているんだ。彼らの憎ぞう悪おは、海を挟はさんだ遠く離れた異国の地にいる僕なんかよりも、手っ取り早く傍そばにいる君らへ向けられるだろう。監かん視しや抑止なんて言葉が、それこそ建前以下のものに成り下がるくらいに」

「そんな勝手な理由でセリスを殺せば、自分がどうなるか解って言ってるんですか？」

「勿もち論ろんだよ。たとえセリスちゃんを殺したところで、僕の扱あつかいは変わらない。またこれまでと同じように、座ざ敷しき牢ろうに幽ゆう閉へいされるだけさ」

　だって、と斯波。

「《里》や《バチカン》には──絶対に僕を殺す事はできないんだからね」

「？　それは一体どういう……」

　暗い笑みを含ふくんだ斯波の言葉には、確かな真実味があって、刃更が怪け訝げんに問うと、

「とにかくそういう訳だから、この後の決闘は頑がん張ばってね」

　斯波は一方的にこちらの言葉を遮さえぎって言った。

「大体セリスちゃんだって《バチカン》にその実力を認められ、審問官と聖騎士の両方の肩かた書がきと共にここへ来ているんだ。僕の見立てだと、彼女の神しん剣けんと君の相あい性しようはかなり良くないよ」

　それに、と斯波は糸目から僅かに瞳を覗のぞかせて、

「ただでさえこの《里》は、君には精神的な負い目を感じやすい場所なんだからさ」

　頑張ってね……そうこちらへ告げると、斯波は一足先に山を下りていった。

　今は返す言葉を己おのれの中へ押し殺した、刃更をその場へと残して。
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　そして──澄すみ渡る空に浮うかぶ太陽が、最も高い位置にきた頃ころ。

　いよいよ刃更とセリスの決闘が行なわれる時間を迎むかえた。

《里》の外れに設けられている、実戦訓練用の山岳地帯──その中腹に、カルデラにも似た巨大な窪くぼ地ちがある。クレーター状の底部分は草原となっており、また周囲をぐるりと囲んでいる斜しや面めんの上も、整地されているかのように平らになっていた。

　──それは、まるで自然が生んだ闘とう技ぎ場。

　そして武ぶ舞ぶ台たいとなる草原を観客席のように見下ろせる斜面の上には、既すでに刃更達の決闘を見届けようと、それぞれの勢力に属している者達が集結していた。

　東側に陣じん取どったのは勇者の一族──三長老を始めとする《里》の主立った面々の姿があった。修哉や薫かおるといった《里》の中でも発言力を持った家の者達や、高たか志しのように戦闘スキルに秀ひいでた者達。そして、かつての悲劇で犠ぎ牲せいとなった者達の遺族の中からこの戦いを見届ける事を望んだ希望者らの姿もある。そしてこの決闘を仕組んだ張本人である斯波は、三長老のすぐ脇わきで薄うすい笑みを浮かべていた。そんな《里》の面々から少し離はなれた場所に佇んでいるのが、セリスと同じ《バチカン》から派は遣けんされたクレオ・アンゼルスだ。

　そして西側には、刃更と共にこの《里》へやって来た者達が集まっていた。成なる瀬せ澪、野の中なか柚希、野中胡桃。それは東城刃更という青年と共に生きてゆくという、己の未来を定めた少女達だ。昨日までは勇者の一族の側に立つ筈はずだった柚希と胡桃も、今はもうこちら側──刃更側の存在だ。さらに魔族からの特使の滝たき川がわの姿も、彼女らのすぐ近くにある。

　そうしてこの場に集つどった全員がこれから見届けるのは、彼ら自身の未来そのもの。

　この戦いの結果によって、それぞれの運命が決まる事になる。

　そして多くの者達の未来を背負って戦う二人──東城刃更とセリス・レイドハートの姿は、既に周囲からの視線が集まっている草原の中央にあった。

「……………………」「……………………」

　だが二人は無言のままで、言葉を交かわす事はしない。

　刃更は瞳を閉じて精神集中を、セリスは瞳を伏ふせたものにして整息を行なっていた。

　それはいずれも、間もなく始まる戦いで己の全力を出すための身構えと心構え。

　七年ぶりの再会を果たした幼おさな馴な染じみの自分達が、斯波の企たくらみによってこれから戦わなければいけない──そんな現状を嘆なげく事は、刃更もセリスもやろうと思えば容易にできた。

『どうして自分達が』、『何でこんな事に』……口にしようと思えば、そんなやるせない想おもいは幾いくらだって言葉にできる。

　──だが、東城刃更とセリス・レイドハートはそれをしない。

　平和的な解決方法は──最後まで戦わずに済む道は、或あるいはあったのだろう。

　しかし現実は今、自分達の眼めの前にある。そこに、感傷や己に優やさしい仮定の想像を差し挟む余地など微み塵じんもない。魔ま剣けんブリュンヒルドを持った刃更と、神剣ゲオルギウスを握にぎるセリス。それだけが紛まぎれもない現実であり真実だ。

　そして緊きん張ちよう感かんが極限まで高まった頃──二人の周囲の風景が一いつ瞬しゆん歪ゆがんだ。

　と同時、それまで斜面の上から刃更とセリスを見ていた者達の姿が搔かき消える。

　結界が張られたのだ。すると、どこからともなく拡声魔ま法ほうを使用した呼び掛けが発せられる。

『──この戦いはあくまで、我々《里》と《バチカン》のどちらが、刃更達への抑止力として有効かを証明するための一いつ環かんとして行なわれるものである』

　声は三長老の一人──富ふ士じのものだ。

『この戦いによる影えい響きようで神域の自然に直接大きな被ひ害がいが出る事を防ぐため、展開した結界の内部空間は全すべて本来のものを複製したものだ』

　それは、かつて霊れい槍そう『白びやつ虎こ』を携たずさえた高志と戦った時と同じ原理の結界である。

『そして問題は自然だけに止とどまらない。お主らのどちらかが命を落とす事は勿論……深刻な負傷や、重じゆう篤とくな状態へ陥おちいるような事態は、それこそ本来の目的の意味を喪そう失しつさせてしまう本ほん末まつ転てん倒とう以外の何物でもない。よって結界内では死へと直結しやすい肉体的ダメージを、体力や精神へのダメージに変へん換かんがなされる訓練用空間とした。二人共、存分に己おのが力を発揮するがいい』

　それは、勇者の一族が実戦訓練を行なう際によく使用するポピュラーな結界だ。

　──そう、この戦い自体に刃更とセリスの命は懸かっていない。

　だが──この戦いの先には、刃更や澪ら東城家に暮らす者達、日本の勇者の一族である《里》、欧おう州しゆうの勇者の一族である《バチカン》の未来や命運が確かに懸かっている。

　……それに。

　この訓練用結界には、功罪が相半ばしている。命を落とす事のないセーフティを設ける事で、躊躇ためらいなく全力を発揮できる反面──どんな冷酷な判断や攻こう撃げきだろうと行なえるようになってゆき、やがてそれが当然のものへと昇しよう華かされてゆく。己の感情よりも、勇者の一族としての使命を優先し、ひたすら果たせるようになってゆくのである。

　そして肉体的ダメージは別になくなる訳ではない。精神的ダメージへと転化され、それに応じて体力も失う──つまり、受ける痛みはそのままという事。

　戦いにおける死は、時に残ざん酷こくで凄せい惨さんでありながら、時に終わりという名の救いともなる。実力に差があれば、無む駄だに苦しませず安らかに逝いかせるという選択肢もあるだろう。

　──ならば、実力が伯はく仲ちゆうした者同士の戦せん闘とうから死を奪うばえばどうなるか？

　互たがいの心を殺し合うその戦いは、いとも容易たやすく凄惨なものへと激化する。

　そして──刃更とセリスには、それぞれ決して譲ゆずれないものがあり、そのために己を貫つらぬく覚かく悟ごもあって……よって最も早はや、この戦いが壮そう絶ぜつなものとなる事は避さけられない。

　たとえそれが、斯波の策略に乗ってしまう事になろうとも。そして、

「────────」

　東城刃更は、ゆっくりと双そう眸ぼうを開いていった。すると正面、視線の先には整息を終えたセリスが佇たたずんでいる。澄んだ眼でこちらを見み据すえるセリスは、凜とした美しさを湛たたえていて──そのエメラルドの瞳ひとみから感じるのは、刃更がしているものと同じ覚悟だ。だから、

　……ああ、そうだ。

　刃更は、改めてこの戦いの意味を想った。斯波の脅きよう迫はくとも取れる言葉は、或いはこちらの動揺を誘うためのブラフだった可能性はある。だが真実の可能性を孕はらんでいる以上、絶対に負けられない。斯波にむざむざセリスを、大切な幼馴染みを殺される訳にはいかないのだ。

　刃更がこの戦いに敗北した場合に行なわれる予定の、刃更達に対する抑止力としての有効性を争う《里》と《バチカン》の総力戦でも、恐おそらくこの結界が使用されるのだろうが、

　……でも。

　斯波はきっと、それでもなお相手を殺せるような抜ぬけ道を持っているに違ちがいない。

　そして──昨夜、幼馴染みの高志から言われた言葉を東城刃更は忘れていなかった。

　──高志からは、現在の刃更の選せん択たくと覚悟を問われている。

　霊槍『白虎』を携えていた高志と戦ったあの日から、およそ半年が経たった──自分がどれだけ変わる事ができたか、東城刃更は解らない。まだ、あの日の悲劇との向き合い方や償つぐない方も見つけられないままだ。なのに自分は欲よく張ばりで、決して譲る事のできない大事なものをどんどん増やして、それを守る為ためにただひたすら必死に戦ってきた。だけど、その全てを守れるような力や強さは、きっと自分はまだ手に入れられていない。

　……でも。

　身のほど知らずと言われても良い。それでも自分は何一つ諦あきらめたくなくて──だから。

『──始めよ』

　戦いの火ひ蓋ぶたを切る富士の宣言が放たれたと同時。

「─────っ！」

　東城刃更は踏ふみしめていた大地を蹴けって、弾はじかれたように前へ出た。
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　青空の下、互いに譲れぬ想いを抱かかえた者同士が繰くり広げる戦闘が生むものがある。

　振しん動どうだ。だが揺ゆらされるものは一つではない──無数の剣けん戟げきによって生じる金属音が大気を鳴動させ、放たれた攻撃の余波が地面を破は壊かいする度たびに大地を揺るがす。

　──その発生源は、東城刃更とセリス・レイドハート。

　巨きよ大だいなクレーターのような窪地の周囲をぐるりと囲む斜面が壁かべとなり、二人の戦闘音を反はん響きようさせる。その響ひびきが複雑な歪ゆがみを伴ともなっているのは、音の発生源が常に移動しているため──発生した一つの音が、次に生じた音によって搔き消されてしまう程ほどの干かん渉しようを受けているためだ。

　そうした現象は、二人の戦いが超ちよう高こう速そくの領域で繰り広げられている事を意味する。風よりも速く交こう錯さくする刃更とセリスの激げき突とつ──それは、互いの剣を用いた武器戦闘で幕を開けた。

　魔剣ブリュンヒルドを己の武器とする刃更に対し、セリスが使用しているのは神剣『ゲオルギウス』。昨日の会談で斯波に対してセリスが抜いてみせた時点ではまだ解らなかったが、彼女が鞘さやに納めるタイミングで口にした『ゲオルギウス』という名を刃更は知っていた。それが有名な竜りゆう殺ごろしの聖人の名で──そして、その名を銘めいとして持つ剣が、《バチカン》が誇る神器の一つである事も。呼吸はおろか瞬まばたきさえ許されない高速領域で繰り広げられる剣戟の嵐あらしの中で、

　……確か。

　刃更は眼の前のセリスと神剣『ゲオルギウス』を想った。火・水・土・風の四大元素全てを自在に操あやつれると言い伝えられている魔ま力りよく剣けん──それが『ゲオルギウス』だ。その名の意味は『農夫』であり、竜殺しのゲオルギウスが農民の守護聖人でもある事にも由来している。

　農業には天の恵めぐみと地の恵みが必要だ。即すなわち芳ほう醇じゆんな大地として『地』の属性を、その大地を潤うるおす雨として『水』の属性を、その雨を生む雲を上空で流れさせる大気として『風』の属性を、そして晴れた雲から差し込み大地を照らす太陽として『火』の属性が必要であり、『ゲオルギウス』はその全てを操る力を有しているという事だった。生前のゲオルギウスが竜殺しの際に使用した武器は槍やりだとされているが、それを敢あえて剣の形状としているのは、四大元素を操る戦闘スタイルだと槍よりも剣の方が適しているという判断によるものなのだろう。

　とはいえ刃更のブリュンヒルドもまた最強と謳うたわれている魔剣だ。使用している武器のポテンシャルに致ち命めい的てきな差はない。よって互いの勝敗を分かつのは、その武器を扱あつかう本人の能力となる。しかし眼の前のセリスと互いの剣で斬きり結びながら、東城刃更は彼ひ我がの実力差を思う。腕わん力りよくだけに限れば間ま違ちがいなくこちらが上。しかし、

　……剣けん技ぎは、間違いなくセリスの方が上だ……。

　こちらが放つ攻撃に対するセリスの受けやいなし──そして彼女がこちらへと放つ攻撃の鋭するどさや崩くずしは、刃更のそれを上回るものだ。まだ互いに様子見を含ふくんだ小手調べの段階ではあるが、それでもゾルギアやレオハルトと戦った時と近い感覚がある。

　──かつて、幼い頃ころに人材交流でセリスが《里》へやって来た時、刃更はセリスと実戦形式の訓練で剣を交えた事がある。当時からセリスの剣の才能は素す晴ばらしく、《里》の子供達で彼女と互ご角かくに渡わたり合う事ができたのは刃更だけだった。

　そしてセリスは成長してゆくにつれて生じる、身体的な能力面での男女差を埋うめるため、己おのれの剣技を第一に磨みがき続けてきたのだろう。同じ方向性の成長を柚希もしている。

　だが昔の試合では、刃更はセリスにどうにか勝利を収める事ができていた。

　当時の刃更とセリスの勝敗を分けたもの──それは今も変わる事のない刃更自身の武器。剣技で上回るゾルギアやレオハルトとの戦いでも、信じて己を預けられたもの。

　速さスピードだ。だから、

「…──行くぞ」

　刃更は大地を踏みしめる己の脚あしへ力を込めて──肉体のギアを一気に上げた。

　──その結果、生まれるのは今の刃更の最速だ。

　セリスが離れていた間、ずっと剣技を磨き続けてきたように──刃更もまた、これまでの戦闘経験や澪達との主従契けい約やくによる能力強化でスピードに磨きを掛かけている。

　ゾルギアやレオハルトが相手の時は、スピードだけでは勝てなかったが、それは剣技の他ほかに腕力でも彼らに上回られていたからだ。しかし今の相手はセリスである。

　だから刃更は、スピードと腕力とでセリスの剣技を上回りに行く。

「うおおおおおおおぉぉぉぉぉおぉぉっ」

　咆ほう哮こうのような叫さけびと共に刃更が繰り出したのは、全ての斬ざん撃げきが連なるような連続剣けん閃せん。

　セリスは剣技でそれに対応しようとするが、

「っ…………！」

　すぐに表情を苦いものにした。刃更の速さとパワーが、セリスの剣を圧あつ倒とうし始めたのだ。すると互角の斬り結びから、刃更が一方的に攻せめる形になって。このまま一気に押し切る──そんな思いと共に連撃を続け、無数に繰り出した刃更の剣けん撃げきの一つがセリスの体勢を崩し、

「っ───」

　思わず息を吞のんだセリスの身体が、仰のけ反るように揺らいで──生まれた一いつ瞬しゆんの隙すきに、

「はああぁぁぁぁああああああぁぁぁあっ！」

　裂れつ帛ぱくの気合いと共に刃更が繰り出したのは、全力で振ふり抜く横よこ薙なぎの剣撃だった。

　後方へ傾かたむいた体勢のセリスに回かい避ひは不可能。かといって下手へたに受ければ、こちらは強ごう引いんに薙ぎ払はらい、彼女を真横へ吹ふき飛ばした上で追撃へと繫つなげる。

　だからブリュンヒルドを一気に振り抜いて──しかし最後まで手て応ごたえはない。

　ブリュンヒルドが薙いだのは虚こ空くうのみ。刃更の斬撃を、セリスの回避が上回ったのだ。後方へ流れていた体勢で行なえる回避は、そのまま後方へさらに跳とぶ事。しかし、それは肉体的動作に限った話だ。セリスの姿は刃更の視界から完全に消えていて──だから刃更は空を見上げる。すると地上から二十ｍ程の宙に、白のマントを風に靡なびかせながら浮うかぶセリスの姿があった。一瞬で上空へと舞まい上がった彼女が右手に持つ神剣──『ゲオルギウス』を構成する四枚合わせの魔力ブレードの内、緑色の剣けん身しん部分が微び細さいな粒りゆう子しを発しながら輝かがやきを放っていて、

「そうか、あれが──…」

　見上げる視線で東城刃更は理解する──己の視線の先にあるものが、四大元素の全てを操れる神剣『ゲオルギウス』の力の一いつ端たんなのだと。そして、

「報告は受けていましたが……強くなりましたわね刃更、本当に」

　地上のこちらを見下ろしながらセリスが言った。

「今のが離はなれていた間に培つちかわれた貴方あなたの成長だというのなら──」

　一息。

「──今度はこちらが見せなければなりませんわね」

　その瞳が冷たく輝く。『ゲオルギウス』の力を解放した今のセリスは、澪や胡桃と同じ中・長ちよう距きよ離り戦闘を得意とする魔ま法ほう士しと同じだ。しかも、一瞬でこちらの攻こう撃げきから逃のがれたのを見るに、通常の魔法と違って詠えい唱しようや魔ま法ほう陣じんの展開を必要としないのだろう。だから、

「っ──させるか！」

　刃更は即そく座ざの動きを見せた。四大元素の魔法を予備動作もなしに発動できる相手に、こんな開けた場所で距離を取られて、後手に回ったらお終しまいだ。

　だから刃更はブリュンヒルドの具現化を解くと、腰こし溜だめの体勢から斜ななめに斬り上げる動作を放った。その動きの過程でブリュンヒルドの再具現化を行なえば、次元の境界を鞘走りにした『次じ元げん斬ざん』の発動だ。しかし今、セリスは完全にブリュンヒルドの間合いの外にいた──だから、刃更はわざと魔剣の具現化の精度を落としてこれに対応。根元から先せん端たんへ行くほど剣身を揺らがせながら繰り出した究極の居合いは、キンという甲かん高だかい発動音と共に、通常の空間よりも次元の揺らぎがより不確かな空間側へと発射された。それは刃更がブリュンヒルドを振り抜いた先──上空のセリスへと向かってだ。高速の剣閃によって鎌かま鼬いたちのように空気の刃やいばを飛ばす事も刃更にはできるが、それではセリスの剣撃で防がれてしまう可能性が高い。だが、

　……これなら！

　もし剣で受ければ、たとえそれが魔力で出来た刃であろうと断たつ事ができる。そしてセリスは、この技わざを見るのは初めての筈はず──ならば対応を誤る可能性は充じゆう分ぶんにある。すると、

「──────」

　飛来する刃更の『次元斬』に対し、セリスは『ゲオルギウス』を一いつ閃せんする対応を選択した。狙ねらい通りだ──そう思った刃更の眼めの前で、セリスは自身の神剣による逆ぎやく袈け裟さを繰り出した。そしてガキィィンという鈍にぶい音と共に断たれたのは、しかし刃更の『次元斬』だった。

「なっ──…!?」

　刃更は思わず驚きよう愕がくの声を上げた。『次元斬』を防がれたからではない──刃更が驚おどろいたのは、セリスが防いだ方法だ。刃更の『次元斬』を断ったのは、『ゲオルギウス』の剣身ではない──剣身から繰り出された空気の刃だ。それは刃更の『次元斬』を斬り裂さける程の威い力りよくを有した剣閃である事を意味している。これだけでも驚きよう異いだというのに、

　……それを逆袈裟で……っ!?

　刃更が繰り出した斜め上への斬り上げは、本来の居合いに近い軌き道どうの斬撃である。

　しかしセリスは今、力の込めにくい逆袈裟で同等の剣閃を放ったのだ。すると、

「…──何を驚いていますの？」

　上空から平然とした声が降ってくる。

「武器の具現化による次元の境界を鞘走りに利用した居合い……その斬れ味は確かに鋭いのでしょうが、とはいえ所しよ詮せんそれは空気の刃。こちらへ向かって宙を飛ぶ内に大気との摩ま擦さつによって威力が落ちるのは必定でしょう」

　そして。

「私の『ゲオルギウス』なら、わざわざ居合いなど行なわなくてもその剣身に圧縮した大気を研とぎ澄すませて纏まとわせる事もできます。弾く程度の事ならば容易ですわよ」

　こちらを見下ろしながらセリスは事もなげにそう言って──そして彼女の手に握にぎられている『ゲオルギウス』の魔ま力りよく刃ばは、いつの間にか風の緑に加えて、炎ほのおの赤までもが輝きを放っており、その剣身が発する超ちよう高温によって周囲の大気が陽炎かげろうのように揺らめいている。

「まさか、元素系魔法を自在に操れるってのは、同時に別属性の発動まで──…？」

「──当然でしょう。四大元素の魔法を使う事くらい、魔力タイプとして秀ひいでた者ならば幾いくらでも可能ですわ。自在に操るというのはこういう事を言いますのよ」

　と、そこまでを言うとセリスは『ゲオルギウス』を腰溜めに構えて、

「そして、この状態で居合いを繰り出せば────はぁぁあっ！」

「────っ！」

　セリスが先程の刃更と同じ体勢から斬撃を繰り出した瞬しゆん間かん、刃更は大きく後方へと跳ちよう躍やくし──直後、二人のいる窪くぼ地ちの草原全体が横一文字に斬り裂かれた。しかも、一いつ切さいの音や振動を発する事なくだ。それは究極領域の斬れ味があってようやく可能となるもの。セリスが放った剣閃は刃更の『次元斬』を遥はるかに上回っており、磨き上げられた鏡のようになっている切断面は、窪地の周囲の斜しや面めんの上──その先にまで続いていて、

「っ……何て威力だ……」

　デタラメという言葉を思いながら刃更が感想を絞しぼり出すと、

「そのスピード……やはり少し厄やつ介かいですわね」

　ならば──そう言ったセリスが、こちらに対して放ったのは横薙ぎの一閃だ。対する刃更はバックステップを一つ入れてさらに後方へ跳んだ。しかし、今度は地面が斬り裂かれる事はなかった。だが、代わりに刃更が地面に着地しようとした瞬間、

「っ────…何だ？」

　不意に揺ゆれを生じた地面に、刃更は僅わずかに着地の足を取られ──そして見る。

　セリスの『ゲオルギウス』の剣身が、それまでの『風』と『炎』ではなく、『水』と『土』の二色を輝かせており、その間も地面の揺れはどんどん大きくなっていて、

「まさか──…っ」

　とっさに刃更は、セリスの放った横薙ぎの斬撃の軌道を遡さかのぼるように見た。すると、北の斜面がぶわりと膨ふくらんで──そう思った次の瞬間、生じたのは津つ波なみのような土石流で、

「────っ！」

　対する刃更が下した判断から初動への流れは一瞬だった──土石流に背を向けると、揺れる不安定な地面を蹴けって南側への疾しつ走そうを開始する。

　──刃更とセリスに許されている戦せん闘とう領域は、この窪地だけではない。実戦訓練用の山さん岳がく地帯は、複数の山や谷に渡って広がっている。よって『ゲオルギウス』を持つセリスを相手に、これ以上この窪地の草原に留とどまって戦う理由はない。もう少しマシに戦える場所へ移動しなければ。しかし──南の斜面の向こうに広がる森へと駆かける刃更の目もく論ろみを、

「──黙だまって行かせると思いますの？」

　セリスの次の攻撃が、あっさりと打ち砕くだいた。セリスが先さき程ほどとは逆薙ぎの軌道で剣閃を放つと、今度は南の斜面が大規模な決けつ壊かいを起こして刃更へと襲おそい掛かってきて、

「くっ……っ！」

　行く手を塞ふさがれた刃更は、それでも南方向への疾走を止めなかった。ここで東西のどちらかへ方向転てん換かんしたところで、今度はそちらの斜面をセリスに崩くずされるだけだ。

「それなら、いっそこのまま──ぅおおぉぉおっ！」

　刃更は疾走を続けながら、ブリュンヒルドの先端で地面を抉えぐるように真下から上へと斬きり上げた。すると地を這はうような衝しよう撃げきが発生し、行く手を遮さえぎっていたセリスの土石流を幅はば数ｍに渡って吹き飛ばして一筋の道を作り出し、

「っ、これで──がっ!?」

　しかし、そのまま駆け抜ぬけようとした次の瞬間──刃更は下方向からの衝撃で宙を舞った。セリスの『ゲオルギウス』で隆りゆう起きした地面が刃更の胴どうを殴おう打だしてきたのだ。

　一瞬で宙へ──セリスと同じ高さへ吹き飛ぶようにかち上げられた刃更の体勢は無防備で。

「言った筈ですわよ……黙って行かせはしないと」

　冷たく放たれたセリスの声は、すぐ真後ろからした。だから、

「くっ……おおおおおおぉぉぉぉおぉぉぉぉぉぉぉぉおぉぉぉっ！」

　刃更が強引に身体を捻ひねって、背後へと斬撃を繰くり出そうとして、

「…──喰くらいなさい」

　それより先にセリスの声が発せられた瞬間──刃更は真横からの衝撃を受けた。

『ゲオルギウス』が風を操あやつり、圧縮された大気による打撃を浴びたのだ。
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　セリスの攻撃をまともに受けた刃更が、吹っ飛ぶのは必然の現象だった。

　西の方角へ吹き飛ばされ──直後、遠くの森で轟ごう音おんが生まれた。

　刃更が森の地面に激げき突とつしたのだ。そして地鳴りのような衝撃が森を抜けてゆく。セリスに吹き飛ばされた刃更の勢いが大地に落ちただけでは収まらず、衝撃となって森の地面や木々を薙ぎ払っているのだろう。その様子を結界の外から映像として見ていた澪は、

「刃更……っ！」

　思わず悲痛な声を上げていた。セリスが楽な相手だなどとは思ってはいなかったが、とはいえ刃更は現魔ま王おうレオハルトと渡わたり合い、魔ま神じんケイオスの撃退にも成功しているのだ。無論、一いち概がいにセリスがレオハルトやケイオスよりも強いとは言えない。魔ま素その強い魔ま界かいで戦えば、勇者の一族であるセリスの能力や『ゲオルギウス』の力は著いちじるしく落ちるからだ。とはいえ、

「何よ、あの剣……あんなの反則じゃないっ！」

　自らも魔力タイプの澪は、セリスの戦闘スタイルの万ばん能のうぶりに苛いら立だちにも似た感情を募つのらせる。上位ハイ・魔法士ウイザードである澪や精エレ霊メン魔ト・術マス師ターの胡桃も、四大元素の魔法を使用する事はできる──だが同時に複数の属性を、しかも詠唱などの意識集中もなしに発動させられるなんて真似まねは不可能だ。そんな魔法面だけでも充分に驚異的だというのに、セリスは剣けん術じゆつ面でも凄すさまじい実力を有している。単体では達人レベルに至る事のない魔法と剣術を、しかし掛かけ合わせる事によって威力や汎はん用よう性を上げるのが普ふ通つうの魔ま法ほう剣けん士しの戦い方だが、セリスの魔法と剣はその両方が非常に高い次元にある。さらに刃更が一方的にやられているのには別の理由もあった。それは、

「刃更、やっぱり──…」

　澪の隣となりで柚希がポツリと漏もらした言葉──それは刃更の苦く悩のうを思ってのもの。

　刃更は戦闘が始まってから、《無次元のバニシング執行シフト》はもちろん消しよう滅めつ剣けん閃せんすら放っていない。

　そのどちらかでも使えば、セリスが生み出した土石流に異なる対処ができた筈だ。

　だが、刃更はそれをしなかった──否いな、できなかったのだろう。

　……刃更……。

　かつての悲劇の現場となった故郷で、自分が追放される事になった己おのれの能力を使う事に、強い躊躇ためらいがあるのだ。しかし、対するセリスに迷いや躊躇いは存在しない。

『────────』

　冷たい表情のまま、『ゲオルギウス』で風の飛行魔法を発動し、西の森へ落ちた刃更を追って空を飛んでゆく。そう……まだ戦いは終わっていない。

　そして──その様子を、澪達は見守る事しかできないのだ。
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　西の森へ落ちた刃更は、未いまだ地面や木々を薙なぎ払はらうような衝撃の中にあった。

「ぐっ……が……ぁ、っ……ぐ、ぅ……っ！」

　必死にブリュンヒルドを大地や巨きよ木ぼくに突つき立てて制動を掛けようとするのだが、いずれも地面や大樹の幹を抉るだけで勢いにブレーキが掛からない。

　──だが直後、地面を転がる刃更の勢いを止めたものがあった。しかし、それは障害物の類たぐいではない。底の見えないような大地の切れ間──幅十数ｍはある巨きよ大だいな断だん崖がいだ。

　しかも対岸は、見上げるような高さの岩がん壁ぺきとなっていて、勢いのついていた刃更はそのまま落下はせず、まずは対岸の岩壁に激突。

「がはっ、ぁ……っ！」

　肺の中に残っていた僅かな酸素を全すべて吐はき出すと、今度は重力によって底なしのような深い谷底へ吞のみ込まれるように落下する。飛ばされたのは、最初の草原から西の方角の森だ。その地形を脳のう裏りに浮うかべた刃更は、谷底へ落下しながら己の位置を把は握あくしようとする。すると下からは水の流れる音が聞こえてきて、その正体が河か川せんである事に思い至った刃更は、

「っ────ヤバいっ！」

　ハッとなってブリュンヒルドを岩壁へと突き立てると、河への落下の回かい避ひを選んだ。

　そのまま水面に激突し、受ける衝撃を恐おそれたからではない。四大属性全てを操れるセリスを相手に水の中へ落ちれば、下手へたをすればその時点で勝敗が決してしまう。すると、

「──その判断は間ま違ちがっていませんわ」

　ふと真上から、セリスの声がした。飛行魔ま法ほうでこちらへ追い付いたのだろう。

「ですが、甘いですわね……草原で貴方あなたを宙へ飛ばした攻こう撃げきを忘れましたの？」

「────っ！」

　刃更はとっさに岩壁を蹴って宙へと跳とんだ。すると、それまで刃更がブリュンヒルドを突き立ててぶら下がっていた場所の岩壁が、轟音と共に水平な柱のように突き出た。

　間かん一いつ髪ぱつ。しかし刃更の意識は既すでに次へと動いていた。先程の草原で、セリスは北と南の両側からの土石流でこちらを挟はさんできた。ならば──そう思った瞬間、跳んだ先の断崖から同じように岩の柱が突き出てきて、

「やっぱり、そう来るか……っ！」

　読み通りの状じよう況きように、刃更は宙で身体からだを捌さばいて突き出た岩柱の側面を蹴って岩壁へと跳ぶと、そのまま斜ななめ上へと断崖を駆け上るように疾走。セリスが次の攻撃に移るより先に崖がけの上まで駆け上ると、そのまま生おい茂しげる森の中へと己の身を飛び込ませた。

　……このまま戦っても、セリスには勝てない……っ。

　木々や緑の間を駆け抜けながら、刃更は奥歯を嚙かみしめた。

　まずは一いつ旦たん身を隠かくして態勢を立て直す──セリスに仕し掛かけるのはそれからだ。







　そうして森の中へと逃にげた刃更の姿を、セリス・レイドハートは見失った。

　辺りを油断なく見み渡わたすものの、刃更の気配は感じられない。よって、

「……………………」

　セリスは無言のまま『ゲオルギウス』に念じると、宙から地面へ降りた。

　上から風で攻撃しようにも、森の木々が遮しや蔽へい物となって本来の威い力りよくを発揮できない。

　それに宙に留まっていては、森の中に隠れている刃更に狙ねらってくれと言っているようなものだ。先程の次元の揺らぎを利用した居合い技わざくらいならば対応はできるだろうが、

　……でも。

　刃更があれよりも強力な遠えん距きよ離り攻撃を持っていないとも言い切れないのだ。死角から攻撃されて回避が間に合わなければ、一撃で勝負が決してしまう可能性もある。それに、

　……かなり消耗しましたわね。

　軽い目眩めまいを覚えながら、セリスは己の状態を思った。セリスの持つ神剣『ゲオルギウス』は万能とも言える戦い方を可能にするが、しかし難点もある──それは使い手の魔ま力りよくと精神の消耗だ。詠えい唱しようもなしに複数の属性の魔法を発動できる反面、普通の魔法と比べると四倍もの魔力と精神力を必要としてしまうのである。このまま戦えば、恐らくあと一時間も保もたないだろう。姿を隠した刃更が消耗戦を仕掛けてくる可能性もある。こちらも、しばらく『ゲオルギウス』の力を抑おさえて剣術で戦うべきか。

　……いいえ。

　刃更にはあの神速があるのだ。沢たく山さんの木々や緑が生い茂っているこの場所ではトップスピードは出しにくいだろうが、こちらもまた視し認にん性が低下する事は避さけられない。それに追放された身とはいえ、この森はかつて刃更にとって庭のようなものだったのだ。或あるいは足運び一つでスピードを殺さないような芸当をしてくる可能性もある。この状況で後手に回るのは危険だ。

　ならば、とセリス・レイドハートは受けに回らず、消耗を覚かく悟ごで打って出る。

「──────」

　意識を集中し、ゲオルギウスに念じた彼女が発動したのは一つの魔法。

　その結果は空からもたらされた──辺り一帯に雨が降り始めたのだ。







　そんなセリスの行動に、東城刃更は近くの木の陰かげに身を潜ひそめながら疑問を得ていた。

　どうやら攻撃の類たぐいではないようだが──だとしたら、

　……何が狙いだ？

　雨の音はこちらの匂においや気配を消す。無論、地面が濡ぬれれば足音が生じるが、セリスがその音に反応した時には、既に刃更は別の場所へ回り込んでいる。それこそ霧きりや靄もやが出てくれば、ただでさえ森の中で低い視認性がさらに落ちる事になるだろう。

　考えられるとしたら、地面を泥濘ぬかるませてこちらのスピードや動きを抑えようという作戦だ。確かにそうなれば、こちらは最大の武器を奪うばわれる事になる。だが、自分が追い詰つめられる状況を、刃更は黙だまって待つ事はしない。セリスの狙いは見えないが、それも行けば解わかる筈はずだ。

　そう思い──東城刃更は呼吸を整えると、行動を開始した。

　これまでの防戦から攻撃へと転じる。木の陰から飛び出した瞬しゆん間かん、既に刃更はトップスピードだ。駆かけ抜ける事で生じる木々や茂みの揺ゆれと音を、囮おとりと隠れ蓑みのにして誤認させ、刃更はセリスの知覚を混乱させる事で視界の外──彼女の死角へと己の身を置きながら接近し、そのままセリスへと斬きり掛かる。一発で意識を刈かり取るなら、首の後ろを狙うのが一番だ──だからそうした。刃更は真横から駆け抜けざまにセリスの意識を断たとうと峰みね打うちを繰り出し、

「──────」

　しかし、刃更の斬ざん撃げきはセリスに紙かみ一ひと重えのところで避よけられる。

　ギリギリの回避ではなく──完全な見切りによって。
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「なっ──…!?」

　刃更の驚おどろきの声を、セリス・レイドハートは薄うすく両眼を開いた状態で聞いた。

　──セリスは現在、刃更の動きを完全に捉とらえた状態にある。

　刃更が森の中を神速で移動し、セリスの動体視力では追い切れない「視覚領域の外」からの攻撃を仕掛けてくる事は解っていた。だから、セリスは『ゲオルギウス』による絶対領域を展開して対たい抗こうする事を選んだのだ。セリスは今『水』『風』『土』の三属性を同時に使用している。雨を降らせ、風を操り、大地を司つかさどる事で、刃更の動きを把握しているのだ。刃更に当たる雨の雫しずく、移動の際に生じる大気の流れ、刃更が踏ふみしめる大地──それらを感じる事で、セリスは刃更の動きを見切っていた。そして、

　……いいえ、もっと……っ！

　セリスは己の心身に負担が掛かる事も厭いとわず、『ゲオルギウス』への感応度を上げた。

　すると絶対領域の精度が上じよう昇しよう──刃更の動きを知覚する事から、先読みへと昇しよう華かして、

「…──そこですわ！」

　確信の叫さけびと共に『ゲオルギウス』を振ふるったセリスが発動したのは水属性の魔法。

　剣けん身しんの先せん端たんから生み出された水の鞭むちが、一いつ瞬しゆんで刃更の胴どうを搦からめ捕とるように巻き付く。

「ぐっ……こ、の……っ！」

　こちらに完全に捕ほ縛ばくされ、身動きを封ふうじられた刃更が必死に逃のがれようと踠もがくが、水の鞭は変へん幻げん自じ在ざいに刃更の身体からだへ纏まとわり付いて彼を捕とらえて離はなさない。そして、

「もう逃がしませんわよ──…」

　セリスはそう言い放つと、今度こそ攻撃へと転じた。

『ゲオルギウス』を指揮棒のように振り回したのだ。

　直後──刃更の全身を森という空間の全てが打だ撃げきした。

「────────────」

　セリスの手元が霞かすむ程ほどのスピードで振り回される『ゲオルギウス』によって刻まれるのは、超ちよう高こう速そくの８ビートだ。通常空間ならば全身の骨が砕くだけ、血管どころか内臓まで破は裂れつして命を落とす事は避けられない。だがここは結界内だ──死ぬ事はないだろう。

　その代だい償しようとして刃更は今、全身を駆け巡めぐる激痛と共に体力と気力を急速に失っていっている。最初こそ必死に逃れようと刃更が踠いている事が、彼を捕らえている水の鞭から『ゲオルギウス』を通して感じられていたものの、それも徐じよ々じよに弱まって。

　そして──三分が経たった頃ころには、一いつ切さいの抵てい抗こうが感じられなくなった。木々や地面、岩などに刃更が全身をぶつけられ、受けた打撃の回数は既に千を超こえている。辺りの木々はセリスの攻撃で振り回された刃更によって薙ぎ払われ、周囲に見晴らしの良い空間を生んでいて、

　……そろそろ頃ころ合あいですわね。

　セリスは左前への軽いステップから腰こしを捻ひねり込むようにして『ゲオルギウス』を振るった──すると剣先から伸のびている水の鞭が勢い良くしなり、ヴォンという風切り音と共に刃更をある場所へと叩たたき付けた。それは見上げるような高さを持った巨大な岩がん盤ばんで、刃更はそこへ背中から激げき突とつ──激しい振しん動どうを伴ともなう衝しよう撃げき音と共に、巨大な蜘蛛くもの巣す状の亀き裂れつを走らせた。そして、

「……………………」

　ズルズルと刃更がずり落ちて、そのまま地面へと尻しり餅もちをついた。その右手にはブリュンヒルドや装そう甲こうは既にない──セリスの攻撃の途と中ちゆうで、具現化が解けていたのだ。

　岩盤に背を凭もたれさせている刃更の表情や意識の有う無むは、俯うつむき気味になった事で瞳ひとみが前まえ髪がみに覆おおい隠されているために窺うかがい知る事はできない。肉体に直接的なダメージはなくとも、衣服はそこかしこが破れ、身体の表面には木々や地面に激突した際についた土などの汚よごれが付着していて──最も早はやボロボロの状態の刃更に対し、

「──刃更、貴方いったい何をしていますの？」

　セリス・レイドハートはそう言って、『ゲオルギウス』を手に問い掛かけを放った。それは、

「今のこちらの攻撃──貴方なら《無次元のバニシング執行シフト》を使えば脱だつ出しゆつできた筈ですわよ」







　東城刃更は、セリスの放った問い掛けを聞いた。

　セリスの水の鞭に振り回された事で受けた全身へのダメージは重く、身動きはおろか言葉を発する事すら今はままならない──だが、それでも刃更は聞いていた。すると、

「このままでは、貴方は間違いなく私に負ける……それでも、そうやって最後まで己おのれの力を使わないつもりでいますの？」

　もしや、とセリス。

「そもそも貴方を危険視する事になった原因は、かつての悲劇の際に起こした力の暴走にある。よって《無次元の執行》を使わなければ、たとえ私に負けても《バチカン》が貴方への抑よく止し力りよくとして有効な戦力を保持している証明にはならない……そんな甘い目算でこの戦いに臨のぞんでいるのではないでしょうね？」

　容よう赦しやのない声が突つき刺ささってくる。そんなセリスの言葉に、

　……どうして……。

　刃更はこの状況で、どうしてセリスがそんな事を言ってくるのか解らなかった。

　かつて《里》で起きた悲劇や刃更の事情を知っているのに無神経だ──そんな事を言うつもりは全くない。むしろその逆だ。《バチカン》の審しん問もん官であるセリスの使命は、何としてもこの戦いに勝つ事である。ならば、有無を言わせずにこちらに止とどめを刺して、さっさと決着を付けるべきだろう──なのにセリスはそれをしない。

　或いはセリスが、彼女自身が口にした推測に囚とらわれているのだろうか。

《無次元の執行》を使わない刃更に勝ったところで、政治的な意義は得られないと。

　──東城刃更が、この戦いで《無次元の執行》を使用しないのには理由がある。

　一つは体内のパワーバランスが崩くずれているため。長谷はせ川がわと強力すぎる契けい約やくを結んでしまった副作用で神族側の力が増大し、偏かたよった状態にあるため繊せん細さいな発動条件を持つ《無次元の執行》を使えない。それでも完全消去は無理でも、強ごう引いんに発動させれば弾はじき散らす事ならば可能だし、それこそ魔ま界かいで迅じんとの修しゆ行ぎようの最中に編み出した消しよう滅めつ剣けん閃せんならば繰くり出す事はできる。セリスの言うように、彼女の水の鞭を吹ふき飛ばして離り脱だつする事はできただろう。すると、

「それとも──それが過去の悲劇に対する貴方あなたなりの贖しよく罪ざいだと？」

　セリスの言葉に、刃更は俯いたまま答えない──だが、少なくとも贖罪のつもりは刃更にはなかった。もし《無次元の執行》を封ふう印いんする事を贖罪の一つとするのなら、それは《里》に限らず二度と使わないようにしなければ何の意味もない。そして刃更は、澪と出会ってからこれまでの戦いの中で何度となく《無次元の執行》を使っている。こうして《里》に来た時だけ取り繕つくろうように封印するのは贖罪ではない──欺ぎ瞞まんだ。

　しかし、あの悲劇への後こう悔かいと、その現場となった《里》という場所に対する負い目から、《無次元の執行》だけでなく、消滅剣閃まで使う事を躊躇ためらっていたのも事実だった。

　……それに。

　刃更が《無次元の執行》や消滅剣閃を使わない理由はもう一つあった。しかし、その理由はそれこそセリスには言うべきものではない。よって刃更が無言を返していると、

「…──良いでしょう、ならばご覧なさい」

　そう言ってセリスがグッと『ゲオルギウス』を持つ手に力を込めると、四枚の魔力刃が全すべて輝かがやきを放った。それは『火』『水』『土』『風』の四属性とも同時に発動した事を意味していて、

「はぁぁぁぁああっ───っ！」

　その状態の『ゲオルギウス』をセリスが振り抜ぬいた瞬間、それは起きた。

　刃更の背後にあった巨きよ大だいな岩盤──それが跡あと形かたも無く消し飛んだのだ。
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　セリスが刃更の背後の岩盤を消し飛ばした模様は、結界の外にいる者達も見ていた。

　その光景に誰だれもが驚きよう愕がくに言葉を失う中、一人だけ言葉を発した者がいる。

　勇者の一族の青年──早はや瀬せ高志だ。

「まさか……セリスも《無次元の執行》を？」

　俄にわかには信じ難がたい事実を目まの当たりにして、思わず眉まゆ根ねを寄せた高志に、

「──いいや、それは違ちがうよ」

　笑えみを含ふくんだ声による答えが来た──斯波だ。先程まで離れた場所にいた筈の糸目の青年が、いつの間にかこちらのすぐ傍そばに佇たたずんでいる。だが斯波の不意の接近にも高志が驚く事はなかった。斯波恭きよう一いちとは、それだけの力を持った男だ。よって、

「……どういう事だ、斯波さん？」

　彼が口にした言葉の意味だけを問うと、斯波は「うん」と頷うなずきを一つして、

「この世界の物質は三次元で構成されている。でも、それは物質の形状に限った話であって、物質が存在すると他ほかに二つの力が働くのさ。一つは質量……そしてもう一つは時間の流れだ。つまり物質を消去するためには、それらを打ち消せば良いってわけ……ただし、時間の流れについては物質が消えればなくなる訳だからカウントしなくても構わない。つまり、四つの力を打ち消せば物質は消せる──そして、そこで役に立つのが」

「元素系の四大属性を操あやつれる『ゲオルギウス』という訳か……」

　得心がいったとばかりに呟つぶやいた高志に、

「そういう事だね。まあ先刻のセリスちゃんの攻こう撃げきは、斬撃の運動エネルギーがあるから五つの力を内包している訳だけど、それは離れた場所にある対象へ放つために必要なベクトル分として使用したんだろうね。いやはや、流石さすがは《バチカン》が誇ほこる神しん剣けんだよ」

　と斯波。

「とはいえ『ゲオルギウス』の力をあんな風に利用する事を思いついて、しかも完全に使いこなしてみせるだなんて……実際、セリスちゃんも大したものだよ。まあ、それでもセリスちゃんの放った消しよう滅めつエネルギーは、『ゲオルギウス』という外的要因に大部分を頼たよる事でようやく生み出しているものだ」

　でも、と斯波。

「対する刃更の《無次元の執行》は、ブリュンヒルドを持つ前から使えていた。つまり、あくまで内的な力──刃更自身が持っている力によるものなんだ。しかもセリスちゃんが消したのが物質を複製した結界内の岩であるのに対し、刃更は魔ま法ほうなど異能の力だろうと消し去れる」

　そこでスッと両の瞳を薄く開いて、

「対象が魔ま力りよくなどの異能の力──霊れい子しエネルギーを持つ存在だとしたら、それも一いつ緒しよに消さなきゃならない。しかも体内に存在している霊子エネルギーと、対象が存在している事で周囲に発している外的な霊子エネルギーの両方をね。そして時の流れは、その全てに存在しているんだ。それを時の流れが存在しないゼロ次元へと送るには、全ての時間軸じくについても同時に打ち消す必要がある……寸分の狂くるいもなくね。しかも完全な無は存在しない以上、周囲の大気や微び細さいな物質の摩ま擦さつも計算に入れる必要がある」

　解わかるかい？

「刃更の《無次元の執行》の完全消去はね……最低でも九次元に干かん渉しようし、さらには完全なバランスで繰り出す事によって成り立っている能力なんだ。狂ってるよ全く」

「……………………………………」

　そんな斯波の言葉に、高志は言葉を失った。確かに《無次元の執行》は刃更の唯ゆい一いつ無二の能力で、その力の謎なぞや理論を自分達も考えた事はあった。当の刃更に聞いても、感覚的な領域が大半を占しめると言っていたため要領を得なかったが、もし斯波の言う説が真実ならば、

　……刃更、お前は一体……？

　幼おさな馴な染じみの青年の底知れない力について高志が想おもう中、

『…──これが、貴方と離はなれている間に私が身に付けた力ですわ』

　結界内の映像と共に、セリスの声が聞こえてきた。
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　東城刃更は顔を上げてセリスを見た。

　すると眼前、こちらを見下ろすセリスの瞳はどこまでも凜としたもので、

「貴方が自分の力に恐おそれを抱いだき、忌き避ひしたい気持ちは解ります……ですが、たとえ眼めを逸そらしたところで、後悔はなくなりませんわ。その力は貴方と共にあるもの。逃にげる事はできません」

　でも。

「貴方が守りたいと想っている彼女達は──貴方が取り返しのつかない過去の悲劇に囚われている今この瞬しゆん間かんも、貴方の傍にいてくれている。寄り添そい支えてくれている。貴方の抱いている苦しみを分かち合おうとしてくれている。でも刃更……今の貴方はそんな彼女達の優やさしさに甘えて、彼女達まで過去の悲劇の苦しみに巻き込んでいるんじゃありませんの……？」

　そう言ったセリスの左の頰ほおを伝うものがあった。

「セリス──…」

　刃更は呆ぼう然ぜんとその名を呼びながら、今こそセリスの真意を知った。

　彼女の厳しい言葉も攻撃も、全ては刃更を想ってのものだったのだと。すると、

「誤解しないで下さい。過去を忘れろと言っている訳ではありません。恐らく貴方は一生、あの悲劇を背負って生きてゆく覚かく悟ごでいるのでしょう。それならばそれで構いませんわ……でも、だとしたら尚なお更さら『答え』を出すべきです」

　良いですか。

「贖罪は過去にはありません──現在と未来にしか有り得ないんです。そして貴方が大切と想っているのと同じように、貴方の事を大切に想っている人達がいるのもまた現在で、貴方が答えを出すのを待っているでしょう。貴方と未来を生きるために」

　だから。

「もし、それでもどうしても自分の力が、自分の大切な存在や、この世界を害してしまう事を恐れるというのなら……いざという時には私が刃更を止めてみせます」

　一息。

「たとえ──この手で貴方を殺す事になろうと」

　それはきっとセリスの出した答えであり覚悟で、そして左手の甲こうで涙なみだを拭ぬぐうと、

「…──次で決めます」

　そう言って『ゲオルギウス』を両手で持って大上段に構えた。と同時、その剣先から何重もの魔ま法ほう陣じんが展開する。徐じよ々じよに大きさを増してゆく魔法陣──すると辺りがふっと暗くなった。見れば多重構造の魔法陣の上に、燃え盛る巨大な岩が浮うかんでいて、そしてセリスが『ゲオルギウス』を振ふり下ろした──その瞬間、

「………………っ」

　刃更は、己おのれの右手を握にぎり締しめた。セリスの覚悟を聞いて脳のう裏りに浮かんだのは、決して譲ゆずる事のできない己の大切な人達の事で、だからこそ東城刃更は思い出す。

　それは昨夜、高志から言われた事──今の刃更の選せん択たくと覚悟を見せろという言葉だ。

　──あの時、自分は何と言った？　見ていてくれ──そう高志に言った筈はずだ。

　その答えが、こうして過去に囚われたまま、セリスに敗北するもので良いのか。

　……そんな訳、ないよな……。

　だから、もう悩なやむ余地はどこにもなかった。よって東城刃更は、今こそ己の切り札を使用する。長谷川千ち里さとが与あたえてくれた力を──ブリュンヒルドの中にある力を解放した。

　──そして、そこへ己自身の力を掛かけ合わせるようにして刃更が発動させた時。

　最も早はや、小さな太陽と化したセリスの岩炎球が、刃更の眼の前に迫せまっていた。







　その頃ころ──セリス・レイドハートの姿は空にあった。

　爆ばく発はつの余波に巻き込まれないよう、魔法で空を飛んで退たい避ひしたのだ。

　距きよ離りにしてゆうに一㎞以上も離れた状態で、セリスは決着の時を待つ。

　──先ほど消滅波を放った際は『ゲオルギウス』の四属性全てを使用していた。

　しかし今、セリスは『水』と『風』をオフにし、代わりにその出力を『炎』と『土』へ回して直列で駆く動どう──超ちよう高熱の塊かたまりを生み出し、それを隕いん石せきのように降らせていた。

　激げき突とつすれば激しい衝しよう撃げきと共に超高温の業ごう火かが、刃更もろとも辺り一帯を焼き尽つくす。

　もし不完全な《無次元のバニシング執行シフト》で弾はじいたところで、周囲に破は片へんが撒まき散らされれば結果は同じだ。そして今の気力や体力で、繊せん細さいな完全消去の発動は不可能な筈。だから、

　……これで。

　刃更に勝てる──そして彼を《バチカン》へ連れて行ける。

　──《里》をあの悲劇が襲おそったという報を、海の向こうで聞いた後。

　セリスが日本を訪おとずれる事を許された時には、刃更は既すでに追放されていて、柚希や胡桃、高志らも皆みなが変わってしまっていて、他の友人はほとんどが命を落としてしまっていた。

　セリス・レイドハートの大切なものは──全て失われた後だった。だが、それでも歯を食い縛しばり懸けん命めいに強くなろうとする柚希達の姿を見たセリスもまた決意したのだ。

　自分も強くなろうと。自分の大切なものを守れるような力を手に入れようと。

　そして、ようやくここまで来た。《バチカン》の聖せい騎き士しとなり、『ゲオルギウス』の使い手としても選ばれて──今こうして刃更達を守ってあげられる立場にいる。

《バチカン》の仲間の中には刃更達に敵意を向ける者もいるだろうし、上層部は政治的に利用しようとするかもしれない。だが、そういった周囲の思おも惑わくからは、セリスが信しん頼らいできる仲間達と共に守ってあげれば済む話だ。それに刃更の追放は日本の《里》が勝手に決めたもの。《バチカン》がそれを撤てつ回かいし、刃更を一族に復帰させれば、将来的にはセリスのように聖騎士となる事だって夢ではないかもしれない。それなら刃更のために一族を抜けた柚希や胡桃だって、一緒に戻もどってこさせる事だってできるだろう。澪ら魔ま族ぞくの三名については扱あつかいが難しいが、それでも刃更が契けい約やくしている存在として認めさせるなど、何かしらの抜け道はある筈だ。

　そうして《バチカン》の中で一定の地位を確立する事ができれば、将来的に派は遣けんや赴ふ任にんという形で日本へ戻ってくる事もできるだろう。

　その未来を想像したセリスは、空を飛びながらその瞬間を見た。

　自分が唱えた巨きよ大だい隕石魔法が地面へ落下し、

「──────っ!?」

　驚愕と共に息を吞のんだ。爆発が起きなかったからだ。巨大な隕石が、衝撃と共に粉々に霧む散さんしていた──それも《無次元の執行》の完全消去とも、不完全な弾き散らしとも異なる、全く別の吹ふき飛び方で。いったい何が……愕がく然ぜんにも似た思いを抱いたセリスは、そこで気が付いた。

　己の視線の先に、真しん紅くのオーラを纏まとった刃更の姿がある事に。







　セリスの巨大隕石魔法を防いだ東城刃更は、ある力を使用していた。

　二人いる母親の内、魔族側の──サフィアから受け継ついだ重力系の能力だ。

　レオハルトや魔ま神じんケイオスとの戦いでも、刃更は同様の力を用いて戦った。

　──しかし今、刃更はその時とは異なる力の使い方をしていた。

　ブリュンヒルドの中にある魂たましい──とある男の霊子を使用したのだ。

　それは、長きに亘わたって陰かげから魔ま界かいを支配していた高位魔族の力。

　枢すう機き院を統すべていたベルフェゴールの魔法力だ。魔界の頂点に君臨していた魔力タイプの高位魔族の力を、刃更は強大な重力波のコントロールと増ぞう幅ふくに利用していた。

　本来は引力として発動する重力魔法を反転した上で増幅、さらに固定を行なう事で反重力を展開──そして刃更が発動させたのは森しん羅ら万ばん象しようを引き離し、弾く力。

　無限とも言うべき宇宙空間を生み出し、膨ぼう張ちようさせる程ほどの強大な力を持つそれは、ゼロ次元という消失点に全すべてを吞み込み消し去る《無次元の執行》とは対ついをなす能力。

《万ばん有ゆう斥せき力りよく》だ。それは、展開すればあらゆる物理・魔法攻撃を弾く究極の絶対防ぼう御ぎよ。

　その力はセリスの隕石魔法をあっさりと吹き飛ばし──しかし、効果はそれに止とどまらない。結界の外からこちらの映像を見ている澪達や長老達の視覚系魔法をも弾き、今の刃更の様子は見えなくなっている筈だ。よって、この強大な力を使うチャンスは今。だから次の瞬間、

「────────」

　防御として発動していた《万有斥力》を、東城刃更は攻こう撃げきのために利用した。







　セリス・レイドハートは『ゲオルギウス』による絶対領域の展開を行なっていた。

　それは離れた場所にいる刃更との決着の瞬間を知るためだ。また、もし自分の攻撃から刃更が逃のがれた時もすぐにそれを察知し、即そく座ざに追撃へと移る事もできる。

　そして──刃更がこちらを攻撃しようとしているのをセリスは感じて、

「え──…」

　しかし次の瞬間、呆然の声を上げた。気が付いた時にはもう、刃更がすぐ眼の前にいて、右手の『ゲオルギウス』の魔ま力りよく刃ばが根元付近で断たたれており──その結果、絶対領域と飛行魔ま法ほうが無効化するのは必然だ。

「っ────!?」

　息を吞んだ時にはもう、セリスは刃更を宙に置き去りにして地面へと落下していた。

　しかし、僅わずかながら『ゲオルギウス』の剣けん身しんは残っている──だから、

「くっ……！」

　とっさにセリスは意識を集中。四属性の出力を全て『風』へと直列して束ね、どうにか風を生み出してふわりと地面に降り立ち、しかしセリスはそのまま地面に両りよう膝ひざを付いた。絶対防御から先程の巨大隕石魔法と立て続けに強力な魔法を使用した事に加え、着地のために強ごう引いんに風を生もうと力を振り絞しぼってしまった結果、魔力と気力のほとんどを消しよう耗もうしてしまったのだ。

　そして──そんなセリスの眼の前には、刃更が立っている。

　セリスの後に降りてきたのではない。何故なぜなら刃更はセリスよりも先にそこにいた。

　きっと、セリスが風を生み出せなかった場合に備えて先回りしたのだろう。

　信じられないような──否いな、考えられないようなスピードだった。

　……恐らく。

　セリスの攻撃を弾いた力を、自分の背面や足の裏などにも展開する事で超神速を生み出したのだろう──音速の壁かべを超こえた際の衝しよう撃げき波はが生じなかったのは、それさえも弾き散らしたからに違ちがいない。そうした理り屈くつを推測し、想おもう事はできる。

　だが、それは最早──人ではなく神々の領域の力ではないのだろうか？

　──セリス自身は、これまで刃更を脅きよう威いだと思った事はなかった。

　そう思っているのは《バチカン》や《里》の上層部の面々だ。

　セリスにとって、刃更はあくまで遠い日本という土地で作った幼おさな馴な染じみの友達で、それは特Ｓ級という能力評価がなされた時も変わる事はなかった。

　だけど、ここまでの圧あつ倒とう的な力を果たして誰だれが止められるというのか──そんな想いと共にセリスの中に、じわりと浮かんだのは恐おそれにも似た感情で。しかし、

「えっと……セリス、まだ続けるか？」

　ふと発せられた刃更の声は、どこか戸と惑まどいの色を含ふくんだもので──何事かと見れば、刃更は頰ほおを赤くしながら、セリスから視線を外すように横を向いていて、

「？　なぜ顔を逸そらして──…」

　と、そこまで言った瞬しゆん間かん、セリスはようやく己の状態に気が付いた。着ている服がボロボロになり、セリスの白い素す肌はだのほとんどが露あらわになってしまっているのだ。

「っ……きゃぁぁぁああっ、い、一体いつからこの状態でしたの……っ？」

　悲鳴を上げながら胸や大事な場所を手で隠かくしたセリスに、

「えーと……セリスが着地の時に生んだ風に煽あおられた拍ひよう子しに、舞まい散った感じかな」

　気まずそうに刃更が言った。

　──結界内は肉体に対する直接的なダメージは受けないが、着ている服は範はん疇ちゆう外だ。

　そして、いかに《バチカン》の聖騎士が身に纏う戦せん闘とう衣い装しようが強度に優すぐれていようと、先程の刃更に圧倒的な速度から繰くり出された攻撃の前では無力で──ほとんど限界が来ていた時に、最後の着地の際に生み出した風が止めになってしまったのだろう。

　つまり──刃更のすぐ眼めの前で、自分で衣服を吹き飛ばしてしまった訳か。

　恥はずかしさでおかしくなりそうになったセリスに、

「……とりあえず、これで良かったら着てくれ」

　刃更は自身の上着を脱ぬいで渡わたしてくれると、そのままくるりとこちらへ背を向けた。

　それは背中を無防備に晒さらすもので──だから、

「───────」

　セリスは思う。自分は先程の刃更の「まだ続けるか？」という問いに答えてはおらず、よってまだ勝敗は付いていないと。残る力を全て振り絞れば、再び『ゲオルギウス』を具現化する事はできる──このまま刃更を背後から攻撃する事もだ。しかし。

「…………はぁ」

　セリス・レイドハートは嘆たん息そくを一つすると、ふっと苦く笑しようを浮かべた。

　まさか『ゲオルギウス』でさえ止められなかった刃更が、自分の裸はだかで止められるとは……何だか気が抜ぬけてしまった。確かに刃更の力は脅威なのかもしれない。しかし彼を止めるために必要なのは、必ずしもより強大な力である必要はないのだ。

　──かつての悲劇は、刃更が柚希を守ろうとして己の力を暴走させたのが原因だった。

　それは刃更が優やさしくて──だからこそ起きてしまった最悪の悲劇。ならば必要なのは刃更をねじ伏ふせる強さではなく、彼の大切なものを守れる状じよう況きようなのだろう。だとしたら、魔族が提案してきた刃更達を聖域とするという考えこそが、或あるいは一番の正解なのかもしれない。

　独断で刃更を追放した《里》を許せない感情はまだセリスの中に燻くすぶっているが、

　……私もまた、過去に囚とらわれてしまっていたという事ですわね。

　刃更は、彼にとって大切なものを守る為ために、セリスに打ち勝つ強さを手に入れた。

　過去を抱かかえたまま、それでも刃更は確かに前へと進んでいる──あの頃と変わらない優しさを持ち続けて。だから、

「認めますわ……私の敗北を」

　そう言って──セリス・レイドハートは自らこの戦いに幕を下ろした。
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　刃バ更サラとセリスの決闘が終わり、そして太陽が西へと傾かたむき《里》を茜あかね色いろに染め始めた頃ころ。

　成なる瀬せ澪みおは、柚ゆ希きと胡桃くるみに連れられて《里》の外れ──山間のとある場所を訪おとずれていた。

　それは温かな湯気が漂ただよう場所。豊富な湯量を持った露ろ天てんの岩いわ風ぶ呂ろだ。

　そこから見える、徐じよ々じよに夕ゆう陽ひの色に染まってゆく渓けい谷こくの姿は正に絶景で、

「綺き麗れい──…」

　澪は温かな湯船にバスタオル姿で佇たたずみながら、神秘的なその風景に感動の声を漏もらす。

「でも驚おどろいたわ……《里》の中に、こんな温泉まであるなんて」

　己おのれの得た驚きをしみじみと口にした澪の隣となりに、柚希が並んで、

「…──この温泉は昔、迅じんさんの発案で作られたって聞いてる」「迅さんの？」

　不意に飛び出した名前に、澪はとっさに聞き返してしまったが、

　……まあ、でも迅さんなら。

　同居を始めてすぐに魔界へ行ってしまったため、短い期間しか一いつ緒しよにはいられなかったが、それでも迅が奔ほん放ぽうな性格の持ち主である事は澪も理解していた。何せ、勇者の一族でありながら、当時の魔ま王おうの妹と結ばれてしまうくらいなのだ。それを思えば、神域の山中に露天風呂を造るぐらいは平然とやりそうだった。そう納なつ得とくを得た澪は、

「……刃更も一緒に来られたら良かったんだけど」

　と残念そうに呟つぶやいた。先日、刃更は一人で温泉に行った事があり、旅先から連れん絡らくをくれた時に澪は約束していたのだ──今度は皆みなで一緒に温泉へ行こうと。すると、

「あのね澪……無む茶ちや言わないでよ」

　と、こちらの背後で嘆息混じりに胡桃が言った。胡桃は岩造りの湯船の縁ふちに腰こし掛かけて、

「ここはただの女湯じゃない……辺りには、女の人しか入れない結界が張られてるんだよ」

「解わかってるってば……」

　胡桃に対し、澪は苦笑。しかし、そこで苦笑を少し意地の悪い笑えみへと変えて、

「でも胡桃ちゃんも、それに柚希だって……刃更と一緒に温泉には入りたいでしょ？」

「それは──…」「………………」

　胡桃の言い淀よどみと柚希の沈ちん黙もくは、こちらの言葉を肯こう定ていするものだ。そんな二人に、

　……ちょっとでも、元気になってくれると良いんだけど……。

　柚希と胡桃の表情を見ながら、成瀬澪は彼女達の事を想う。

　──柚希と胡桃が下した決断の事は、既すでに澪も聞いている。

　勇者の一族としての立場を捨て、さらには家族とも形の上では縁えんを切った。それは、かつて養父母を殺されて平和な日常を奪うばわれた澪とは、また別種の苦しみだ。

　柚希と胡桃が二人で決めた事である以上、澪はその事についてとやかく言うつもりはない。

　しかし、柚希と胡桃は大切な仲間であり友人で──今はもう家族同然の存在だ。だから、そんな二人が辛つらいのならば、励はげましてあげたいと澪は思う。

　そこで昨日、先にお風ふ呂ろを貰もらう事を告げた時に、刃更からこの露天風呂の存在を聞かされていた澪は、このタイミングで柚希と胡桃に連れてきて貰う事にしたのである。

　──勿もち論ろん、こんな事で二人を元気付けられるとは思っていない。でも、ほんの少し気が晴れるのなら──その切っ掛かけ程度でも構わない。自分にできる事をしてあげたかった。

　柚希と胡桃は前に魔ま界かいへ付いてきてくれて、そして共に戦ってくれたのだから。よって、

　……二人の決断を無む駄だにしないためにも。

　負けられない──そう成瀬澪は己自身に強く言い聞かせた。

　──現状、刃更がセリスを倒たおした事で、第一関門は突とつ破ぱできた。

　だが油断する事はできない。次は、問題の第二の関門が待っているのだ。

　自分達にとって恐らく最大の障害であろう──斯し波ば恭きよう一いちとの戦いが。

　ただし、斯波が澪達に対する抑よく止し力りよくとして相応ふさわしいかどうかを試ためす以上、こちらの状態は万ばん全ぜんでなければならない。よってセリスとの決闘で刃更がダメージを受けている事も考こう慮りよされ、斯波との戦闘は今から一ヶ月少し先──ＧＷに行なわれる事になった。

　──とはいえ、こちらとしてはＧＷまでずっとこの《里》へと留とどまる訳にはいかない。

　短い春休みを挟はさんで、四月になれば新年度となり学校が始まるからだ。

　よって澪達は、一時的に東京へ戻もどる事を希望──長老達はこちらの要望に対して渋しぶったが、思わぬ助け船が入った事で一転して許可が下りた。それは、

「…──お待たせしましたわ」

　ふと脱だつ衣い所代わりの小屋の扉とびらが開き、一人の少女が露天風呂へと現れた。セリスだ。

　今回の件は、《バチカン》が《里》に対し、刃更への抑止力の有効性を問うたのが発ほつ端たんだった。よってセリスが認めれば、澪達は東京へ戻っても構わないという事で──そしてセリスは条件付きで、こちらの要望を吞のんでくれた。

　それは斯波との決戦まで、セリスが《バチカン》の監かん視し役として、東とう城じよう家に滞たい在ざいする事。

　──澪達のそもそもの目的は、勇者の一族との衝しよう突とつを避さける事だ。

　よって、《バチカン》から派は遣けんされているセリスと共に暮らしてゆく中で、彼女にこちらを知って貰えれば、これ以上深刻な事態へと発展する事を避けられるかもしれない。

　そんな願っても無いチャンスを得られるのだ。澪達は即そく座ざにその条件を受け入れた。

　とはいえ《バチカン》に状況報告を行ない、承しよう諾だくを得なければならない。よって今日までは《里》へ留まり、明日になったら皆で東京へ戻るという事になっている。そこで澪は、《バチカン》への報告が終わり次し第だい、セリスにもこの露天風呂へ来て欲しいと頼たのんでいた。そして今、こちらの眼の前に澪達と同じバスタオル姿のセリスがいる。だから──成瀬澪は言った。

「来てくれてありがとう、レイドハートさん……思っていたよりも早かったけれど、もう《バチカン》への報告は済んだの？」







　澪の問い掛けに対し、

「ご心配なく、全すべて滞とどこおりなく報告しましたわ。仕事は早い方ですの」

　セリス・レイドハートはそう告げると、己の両眼をスッと細めた。

「それで、私に何か話でも……？」

　そして警けい戒かいを込めた瞳ひとみで、澪を見み据すえる。すると、そんなセリスに胡桃が言った。

「セリス姉……澪は別に、セリス姉と喧けん嘩かがしたくて呼んだんじゃないんだってば」

　その言葉に柚希も頷うなずいて、

「私達は貴女あなたの事をよく知っているけれど、澪は昨日会ったばかり。でもこれから一緒に暮らす事になったから、早く貴女と打ち解けたい……それが、澪が貴女をここへ呼んだ理由」

「それが、一緒にお風呂に入る事だっていうんですの？」

　と怪け訝げんそうにセリスが問うと、

「ええ。前に《里》へ来た事があるって聞いてるけれど、その時に聞かなかった？　日本にはね、裸のお付き合いって言葉があるのよ。まあ、実際にはお風呂にちょっと一緒に入ったくらいで、信しん頼らい関係が結ばれたら何の苦労もないんだけどね」

　と苦笑しながら澪。

「でも貴女も知っているとは思うけど、あたし達は東京では六人暮らしなの。そしてこれからは貴女も加わって七人になるわ。地下室とか色々と増設したから部屋数の心配はないけど、共同生活をする以上どうしたって顔を合わせる機会は多いし、それこそ監視が貴女の任務なら、あたしとお風呂に入ったりする事だってあるかもしれないでしょう？」

「まあ……場合によってはそういう事も有り得るかもしれませんが、だからといってわざわざここで予行演習などしなくても」

「それが……あたし達の家には一人、困った娘こがいてね」

　まだこの状況の必要性が理解できないこちらに、澪が申し訳なさそうに言った。

「決して悪い娘じゃないんだけど……ちょっと自分の本能に素す直なおすぎる所があってね。あたしは勿論、柚希や胡桃ちゃんも毒どく牙がに掛かってるし、一緒に暮らし始めたら間ま違ちがいなく貴女も被ひ害がいに遭あうと思うのよ。だから事が起きる前に、予あらかじめ濡ぬれ衣ぎぬを晴らしておきたいというか、あたしはあの娘と決してグルじゃない事を証明しておきたいというか」

「ど、毒牙……？　被害……？」

　セリスが柚希と胡桃にそれぞれ確かく認にんすると、

「澪の言っている事は本当……」「絶対に避けられないよ、セリス姉」

　二人は神しん妙みような顔でうんうんと頷きながら言った。

　……も、もしかして私、判断を早まりましたの？

　同居じゃなくて近所に部屋でも借りるべきだっただろうか。しかし、もう《バチカン》へは同居での監視を申しん請せいしてしまっている。今さら取り消すのは不可能だ。

　……ば、万ばん事じ休きゆうすですの……。

　軽く目眩めまいを覚えながらセリスが立ち尽つくしていると、

「それと……貴女にはどうしても言っておきたい事があって」

　ふと澪が改まった口調で言った。

　途と端たんに真しん剣けんみを帯びた声こわ音ねに、やはり何か狙ねらいがあったのかとセリスが身構えると、




「──ありがとう、レイドハートさん」




　澪はそう言って、深々とこちらへ頭を下げてきた。

「な、何のつもりですの……？」

　突とつ然ぜんの事に、戸と惑まどいを得ながらセリスが問うと、澪はゆっくりと身体からだを起こしてこちらと視線を合わせてきて、

「あたし達は、普ふ段だんの生活を凄すごく大切にしているの……東京へ戻りたいというのも、それを失いたくないから。そして貴女は、そんなあたし達の願いを聞き入れてくれた。たとえどのような理由があっても、貴女はあたし達の大切なものを守ってくれたのよ」

　だから、と澪。

「そのお礼を、少しでも早く貴女に伝えておきたかったの」

　その言葉に、セリス・レイドハートは沈黙した。澪の言葉の意味と、その裏に何かしらの真意が隠かくされている可能性を検討するためだ。そして、

「そういう事なら、お礼をいただく必要はありませんわ……私はあくまで、自分が正しいと思った事をしただけですから」

　でも、とセリス。

「腑ふに落ちませんわ……なぜ貴女は、わざわざこの場所とタイミングを選んだんですの？」

　一刻も早くお礼を伝えたいというなら、それこそセリスが同居して監視する事を条件に、澪達が東京へ戻る事を認めた時点で言えば済む。敢あえてこんな回りくどい伝え方をする必要はない。もし、あるとしたら──セリスの中で浮うかんだ可能性を、

「だって──《里》の人達の前であたしがお礼を言ったら、貴女の迷めい惑わくになるでしょう？」

　確かに。もし澪が、《里》の者達が見ている前でセリスにお礼を述べていたら、恐おそらく先代魔王の娘に利する判断を《バチカン》が行なった……そうこちらを攻せめる材料を、長老達に与あたえてしまっていただろう。

　こちらの心証を良くして、自分達に都合の良い展開へ持ち込むつもりだろうか。

　……いえ。

　だとしたら、別の疑問が浮ふ上じようしてくる。

「ならば、何故なぜわざわざ《バチカン》への報告を終えた後に来るよう言いましたの？　少しでも早くというなら、先に来て欲しいと言えば良かったじゃありませんの。そうして殊しゆ勝しような態度を見せて、《バチカン》への報告が甘くなる可能性に懸かけようとは思いませんでしたの？」

　そう疑問をぶつけるこちらに、

「そんな真似まねが通じる人が、審しん問もん官として派遣されてくる筈はずがないじゃない」

　と澪は苦く笑しようして、

「何よりあたしは、貴女と政治がしたい訳じゃない……今回、あたしは自分の噓うそ偽いつわりのない想おもいを伝えるためにこの《里》へ来たの。長老さん達には、どこまでその気持ちが伝わったのかは解らないけれど。でもレイドハートさんには……貴女になら、きっと届くって思ったから」

「…………どうして？」

　とセリスは尋たずねた。信じられなかったからだ。

「どうしてそんな風に思えるんですの？　私は《バチカン》を代表して、《里》との政治を行ないに来ている……それは昨日の会談を見た貴女なら解わかるでしょう？」

「政治は発した言葉が強い意味を持つものよ。時として、噓を含ふくまなければならない事もある……あの場における貴女の発言で、貴女を判ずる事はできないわ」

　だけど、と澪。

「あの斯波という人が突とつ然ぜん刃更を攻こう撃げきしようとした時に、貴女が刃更の事を守ろうとしてくれたのを、あたしは見ている。それに刃更も、柚希や胡桃ちゃんも、貴女は大だい丈じよう夫ぶだって言ってる……信じられる人だって。そしてあたしは、貴女の事は知らないけれど、刃更と、柚希と、胡桃ちゃんの事なら知っている……だから」

　微笑ほほえむ。

「あたしが貴女を信じる理由は──それだけで充じゆう分ぶんだわ」

　堂々としたその言葉に、

「──────────」

　セリス・レイドハートは、今度こそ完全に沈黙した。そして改めて澪を見る。

　……そう、これが……。

　刃更達が全てを懸けてでも澪を守る事を決めた理由が、セリスにも解った気がした。

「だから、レイドハートさん……あのね」

　と、さらにこちらへ言葉を重ねようとした澪に、

「…──セリス、で良いですわ」

　己おのれのファーストネームを呼ぶ事をセリスは許した。澪の言うように、これくらいの事で彼女の何もかもを信じる訳にはいかない。成瀬澪は、あの最強の魔ま王おうと謳うたわれたウィルベルトの血と力を受け継ついでいる存在なのだから。

　……でも。

　刃更と柚希と胡桃の事を知っているのは、何も澪だけではない。セリスもまた、彼らの事を知っている。今回は、それぞれの所属の政治的な対立関係から、幼い頃ころのようにただ無む邪じや気きに笑い合う事はできないが、それでもセリスもまた刃更達の事を信じている。だから──そんな彼らが信じ、守るに値あたいすると判断した成瀬澪という少女と、自分もまたきちんと向き合ってみよう。そうセリスが思っていると、

「ありがとう……じゃあ、えっとセリス。貴女の背中を、あたしが流しても良い？」

「ええ。お願いしますわ」

　そう言って、セリスが湯船のお湯を割るようにして、洗い場として使える岩場へ向かって歩き始めた時だった──不意にセリスの身体に巻かれていたバスタオルが引っ剝ぱがされた。一いつ瞬しゆん何が起きたか解らなかったセリスは、

「え──…きゃああぁぁっ？」

　刹せつ那なの呆ぼう然ぜんの後、悲鳴を上げながらザブンとお湯の中へと腰こしを下ろした。







「な、何するんですのっ？」

　顔を真っ赤にしながらこちらを振ふり返ってきたセリスを見て、成瀬澪は思う。

　……まあ、そりゃ怒おこるわよね。

　だが、セリスがあのロリエロサキュバスの餌え食じきになるのは時間の問題だ。よってセリスの事を考えるなら──そうなる前に、可能な限り耐性を付けておいてあげるべきだろう。

　……それに。

　澪としては、刃更達のようにセリスと幼おさな馴な染じみになる事はできなくても、これを機に友達になれたらと思っていた。とはいえ、それは簡単な話ではない。

　柚希や胡桃とは最初、敵として相対した──しかし、だからこそ互たがいに剝むき出しの感情をぶつけ合えて、それらを経て今の関係へと辿たどり着く事ができた。

　だがセリスとは、先に政治的な思おも惑わくによって関係が結ばれてしまっている。そして政治に携たずさわる審問官のセリスは、自分自身を抑おさえる事にも長たけているだろう。そんなセリスと本当の友情を結ぼうと思ったら、まずは彼女の本当の感情を引き出さなければ始まらない。だから澪は、セリスから奪うばったバスタオルを手にふふっと笑いながら、
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「背中を流して良いんでしょ？　だったらタオルは取らなくちゃ」

　しれっと言い放つと、

「そんなの洗い場に行ってから取っても全然遅おそくありませんわよ──っ！」

　そう叫さけびながら、セリスがこちらへと摑つかみかかってきて。少なくとも今のセリスは感情を剝き出しにしている──その事に澪が満足感を得ていると、

「さては先さき程ほどの困った娘というのは、貴女あなたの事ですわねっ？」

　予想外の言葉によるカウンターを、絶ぜつ妙みような角度で受けてしまい、

「ちょっと！　流石さすがにそれは聞き捨てならないんだけど！」

　あのロリエロサキュバスと一いつ緒しよにされた事に、成瀬澪は心外を叫んだ。

　そうして夕ゆう陽ひが沈しずむ山間に、少女達の言い合う声が谺こだましてゆく。




　　　　２




　澪達を露ろ天てん風ぶ呂ろへと送り出した後。

　東城刃更は一人、自宅のリビングでこれから先の状じよう況きようについて考えを巡めぐらしていた。

　背もたれに体重を預けるようにしてソファへ腰こし掛かけ、天てん井じようを見上げながら思う。

　……少なくとも、最悪の事態は回かい避ひできたって事か。

　もし刃更がセリスに敗北していたら、いよいよ事態は《里》と《バチカン》の全面衝しよう突とつへと発展し、さらにセリスは斯波によって命を奪われていたかもしれないのだ。

　そして刃更達も、《里》と《バチカン》のどちらが勝利しようと、非常に厳しい状況へと追い込まれる羽目になっていただろう。

　しかし、これでそれらの心配は一いつ旦たんせずに済むようになった。それだけでなく、

　……セリスについても保険を掛かけられたしな。

　刃更がセリスに勝利したものの、まだ《里》と《バチカン》のどちらが刃更達の監かん視し役として相応ふさわしい、有効な抑よく止し力りよくを持っているかの結論は出ていない。しかし刃更に敗北した以上、現状が《バチカン》にとって不利な方へと傾かたむいてしまった事は否いなめないのが実情だ。よってセリスは《里》へと留とどまり、刃更達と斯波との戦いまでの時間を使って《バチカン》の劣れつ勢せいを回復する政治交こう渉しようを行なおうとしたかもしれない。

　無論、セリスは自ら刃更に敗北を認めたのだ。彼女が自身の意思でそのような真似をする事は考えにくい。だが、《バチカン》の上層部がそれを命じてくる可能性は充分にあった。そして真ま面じ目めで責任感の強いセリスは、その命令に逆らうような真似は絶対にしない。

　しかし、斯波との戦いまで暫ざん定てい的な監視役として一緒に東京へ来させてしまえば、そういった政治的な思惑からセリスを守れるし、

　……それに。

　斯波が彼女に対して何か仕し掛かけるようなリスクも回避できる。東城家で一緒に暮らしている間は、少なくとも刃更の眼めと手の届く場所にセリスを置いておけるのだから。よって、

　……後は、ここから斯波さんがどう動くかだ。

　斯波の思惑がまだどこにあるのかは解らないし、それに囚とらわれすぎて物事や状況の本質を見誤るような事になるのだけは避さけようと、刃更は昨夜の内に決めている。

　──だが、それは考える事を完全に諦あきらめ、放ほう棄きするという事ではない。

　東城刃更は、斯波恭一の底知れなさを理解している。魔ま界かいではそれこそ魔ま神じんケイオスとの戦せん闘とうも経験したが、あちらが混こん沌とんだというなら、斯波はあらゆる光の届かない漆しつ黒こくの闇やみの深しん淵えんだ。

　そんな斯波と戦う事になるのだ。昨夜はセリスとの戦いが控ひかえていたため考えすぎるような事はしなかったが、それが決着し、斯波との戦いまで一ヶ月あまりの猶ゆう予よが得られた以上、あらゆる可能性を検討して備えておかなければ。

　柚希と胡桃が勇者の一族を抜ぬけたため、斯波に敗北しても彼女達が殺される可能性はなくなった。それは苦しみ抜いた末に導き出した、二人の決断のお陰かげでもある。

　……でも。

　そこまでしてもまだ、状況は万ばん全ぜんとはいえない。戦いの後に手を出せないなら、それこそ勝負の最中に柚希と胡桃の命が狙ねらわれてしまう可能性はあるからだ。

　そして──たとえ二人を殺したところで、斯波は平然と言ってのけるだろう。

　自分が監視役となった暁あかつきには、刃更達が消しよう滅めつ対象となったら一いつ切さいの手心は加える事はない……だから《バチカン》は、安心して自分達《里》へ刃更達の管理を任せろと。

　そんな事にだけは絶対にさせてたまるものか。

　──もし斯波との戦いに勝てば、自分達はいよいよ勇者の一族から完全に危険視されてしまうだろう。そんな状況は可能ならば避けたい──争いたくなどない。

　だが決して譲ゆずる事のできない、己の大切なものが害されるというのなら。

　東城刃更は、誰だれを敵に回す事も厭いとわない──たとえ、それが神であろうと。

「………………」

　右手で作った拳こぶしをキツく握にぎり締しめながら、刃更が己の決意を強いものにしていると、ふとテーブルの上に置いてあった携けい帯たいが鳴った。液えき晶しよう画面には、柚希と胡桃が後にしてきた家──野の中なか家からの電話と表示されている。

「………はい、もしもし？」

　だから刃更は携帯を手に取り電話に出ると、

『──刃更君かい？　こんな時間にすまないね。今、少し話せるかな？』

　スピーカーから聞こえてきたのは修しゆう哉やの声だった。

「はい、大丈夫です。あの、すみません……柚希と胡桃の事ですよね？」

　今回の件ではあの二人だけでなく、親である修哉や薫かおるにも辛つらい想おもいをさせてしまう道を選ぶ結果となってしまった。申し訳なさに刃更が表情を苦いものにしていると、

『いやそうじゃない……まあ、全く無関係とも言い切れないのかな』

　と電話の向こうの修哉の声に苦く笑しようの色が混ざった後、

『──君達と恭一が戦う事についてだ』

　スピーカーから聞こえてきた真しん剣けんな声こわ音ねに、刃更は思わず小さく息を吞のんで、

「…──何かあったんですか？」

　その件については既すでに話が決まった筈はずだ。今さらになって修哉から連れん絡らくが来るとしたら、

　……やっぱり斯波さんが動いたのか!?

　懸け念ねんしていた事が起きた──一気に緊きん張ちようを高めた刃更に、

『──つい先ほど、富ふ士じ長老からこちらへ連絡が入った』

　と修哉。

『君達が戦う件が──白紙になったと』

「白紙……？　なくなったって事ですか？」

　思いもよらなかった展開に、刃更が戸と惑まどいと驚きよう愕がくが入り交じった問いを投げると、

『ああ……君達と恭一が戦うのは、《バチカン》に我々が君達を充分に制せい御ぎよできるだけの抑止力を有していると証明するためのものだった。だが《バチカン》が今になって、君達の管理に関する《里》への追つい及きゆうを取り下げると通達してきたそうだ』

　つまり──《里》が力を証明する必要がなくなった事で、刃更達と斯波が戦わなければいけなくなっていた状況そのものが消え去ったという訳だ。

「そんな……どうして今さら？」

　確かにセリスは刃更に敗北した──責任感の強いセリスは、とっくにその事を《バチカン》へ報告しただろう。それを知った《バチカン》が、現在の状況が自分達にとって芳かんばしくないと考える所まで理解できるが、

　……でも。

　だからといって、その程度で翻ほん意いをするだろうか？　今回の件は、《バチカン》が《里》に対して政治的な圧力を掛けてきたものだ──そうして自分達から仕掛けた綱つな引ひきを、こうもあっさりと手放したりするだろうか。そんな真似まねをすれば、逆に《里》から軽けい挙きよ妄もう動どうの誹そしりを受け、その責任を追及されてしまうだろうに。

　……もしかして。

　刃更と同じように、セリスもまた斯波に何かを吹ふき込まれていたのだろうか。セリスが勝たなければ、刃更達を殺すといった類たぐいの──同居での監視を申し出たのも、

　……俺達を護衛するため……？

　そして、斯波にこれ以上おかしな真似をさせないよう、《バチカン》に斯波の危険性を報告した……そう考えると話の辻つじ褄つまは合うが、

「待って下さい……その話、斯波さんはもう知ってるんですか？」

　この展開は斯波にとって、もっとも面おも白しろくないものだろう。それこそ斯波が動くとしたら今をおいて他ほかにない。すると、

『ああ……私より先に長老達が話したそうだ。恭一は、あの人達が君達の抑止力として選んだ存在だったからね』

「じゃあ、斯波さんはその話を受け入れたんですか？」

　考えられないとばかりに刃更が問うと、

『驚おどろく事にね……「そういう事なら」と、笑え顔がおで座ざ敷しき牢ろうへ戻もどったそうだ。既に封ふう印いんも済んでいるらしい』

　それは、斯波が自由に外へ出られなくなった事を意味する。

「そんな……そんな事が」『──刃更君』

　突とつ然ぜんの話をまだ信じられずにいる刃更に、電話の向こうの修哉が言った。

『確かに、君達の置かれていた状況は非常に厳しいものだった。いきなりの話で思考を混乱させてしまうのは解わかるが──政治では時に、全く思いも寄らなかった方向へと状況が転がってゆく事もある。大切なのは、そうした状況をいかに冷静に受け入れ、最善の対応を行なえるかだ』

　修哉がこちらを落ち着かせようとしてくれている事が解って、

「すみません、取り乱して……でも」

　それでも刃更は納なつ得とくがいかない。だってそうだろう。

「柚希と胡桃が、いったい何のためにおじさん達と別れる道を選んだと──…」

　これでは《里》と《バチカン》と斯波に振ふり回されて、結果として残ったのは家族がバラバラになってしまった野中家だけという事になる。こんな結末はあんまりだろう。

　──それとも、最初からこれが斯波の狙いだったのだろうか。自分の存在を利用して状況を引っ搔かき回すだけ引っ搔き回し、周囲を悩なやませて苦しい決断を下す様を見て──全すべては、座敷牢に閉じ込められている斯波の退たい屈くつを紛まぎらわせるための娯ご楽らくだったとでもいうのだろうか。

「っ────」

　ギリっと歯を嚙かみしめた刃更に、

『言っただろう刃更君、冷静に状況を見るようにと。確かに、娘むすめ達には辛い決断をさせる事になってしまったし、私達も同じ苦しみを味わったが……それでも、君達が恭一と戦わなければいけない状況よりはまだマシな筈だ』

　と修哉が諭さとすように言ってきて、刃更は苦い表情で、

「それは……そうかもしれませんが」

『だろう？　或あるいは、あの娘達が一族を離はなれる決断をしなければ、もしかしたらこの状じよう況きようへは至れなかったかもしれない……そして実際、君達と恭一が戦っていればどうなっていたかは解らないんだ。そしてこの先、何かで君達が今回よりも厳しい状況に立たされないとも限らないんだ。そうなった時に、娘達が勇者の一族の使命に縛しばられているよりも、君達の仲間として自由に動けた方が、存分に戦えるだろう』

　だから。

『もし私達が離れる道を選んだ事に意味を求めるのなら──私はそう答えるよ』

　そんな修哉の言葉に、

「っ……すみません、俺……勝手な事を」

　刃更は激しい後こう悔かいと共に謝罪の言葉を口にした。柚希と胡桃が下した決断の意味を、よりにもよって二人を受け止める事を誓ちかった自分が否定してどうするのだ。

　この状況が誰よりも辛いのは、他ならない──野中家の皆みなだというのに。

　そして刃更は心の中で柚希と胡桃に謝ると、思考を冷静なものへと切り替かえた。

　眼の前の状況に対応する。

「──じゃあ、東京でセリスが俺達としばらく同居するって件も撤てつ回かいですか？」

『そうか……その事もあったね。そちらについての話は、長老達の口からは出なかったな。確かく認にんして折り返すのでも構わないかい？』

「いえ……それでしたらセリスの方から《バチカン》へ確認して貰もらいます。或いは《バチカン》が、その件については言げん及きゆうしていなかったかもしれませんし」

　それに、この件の情報は《里》からだけでなく《バチカン》側からも引き出しておいた方が信しん憑ぴよう性せいを得られる。そんな刃更の考えを理解したのか、

『そうだね……その方が良いだろう』

　こちらが落ち着きを取り戻した事が伝わったのか、修哉は穏おだやかな声でそう言うと、

『…──東城刃更君』

　改まった口調で告げてくる。

『娘達を……どうかよろしく頼たのむ』

　それはきっと、この電話で修哉が最も伝えたかった事で──だから。

「…──はい、皆で支え合ってやっていきます」

　東城刃更は確かな頷うなずきを返しながら言った。

「これまで、おじさん達がアイツらにしてきたのと同じように──」

　誓う。

「──これからは、おじさん達の分まで」




　　　　３




　夜の深まりと共に降りた暗くら闇やみを、四色の燐りん光こうが淡あわく照らす空間がある。

　それは三長老の屋や敷しきの敷しき地ち内に設けられし聖域──『儀ぎ式しきの間』だ。

　深夜の広間を優やさしい輝かがやきで照らしているのは、霊れい装そう武具の『四神』たち。すると、

『──────』

　そんな『儀式の間』の扉とびらが、微かすかな音と共に開き──そっと閉まった。すると室内へと入り込んだ一つの人ひと影かげが、足音をさせる事なく広間の中央へと進んでゆく。そして、

「………………」

　人影が中央で足を止めた──と同時、足あし下もとの床ゆかに仄ほのかな光が生まれた。

　魔ま法ほう陣じんだ。それも半径一ｍ程ほどの小さいサイズのもの。しかし、

『──────』

　その魔法陣はゆっくりと回転しながら、少しずつ大きさを増してゆく──まるで儀式の間の床をルーンで塗ぬり潰つぶしてゆくかのように。そうした魔法陣の状態を確認して、

「これで──…」

　と人影が呟つぶやいた時だった。

「…──これで、何ですの？」

　不意に人影の背後で声が生まれた。

　人影が肩かた越ごしに振り返ると、そこにはいつの間にか一人の少女が立っている。

《バチカン》の聖せい騎き士しにして審しん問もん官を務める、セリス・レイドハートが。そして、

「発動させているそれ……侵しん食しよくタイプの結界破は壊かい魔ま法ほうですわね。ゲオルギウスが妙みように騒さわぐので来てみれば、とんだ不ふ審しん者がいたものですわ」

　そう言ってセリスは彼女が与あたえられている真剣を具現化すると、人影をスッと睨にらんで、

「正体を現しなさい──不届き者」

　そう言ってゲオルギウスを向けると、人影がゆっくりとセリスへと振り返った。するとゲオルギウスの剣けん身しんの輝きが、室内の薄うす闇やみに阻はばまれて確認する事のできなかった人影の姿を照らし出す──それを見て、セリスは表情を驚きへと変え、

「貴方あなた……クレオ？」

　セリスは眉まゆ根ねを寄せて呆ぼう然ぜんの声を上げた。そこに居たのが、《バチカン》から彼女に帯同してきた補ほ佐さの青年──クレオ・アンゼルスだったからだ。

「なぜ貴方が、ここでこんな真似を……？」「──上層部の命令です」

　セリスの問いに、クレオは静かに即そく答とうした。

「上からの……？」

　特務部を統とう率そつしている大司教から、セリスはそんな命令など受けていない──セリスが聞いたのは、《里》に対する追及を一時撤回するという指示だけだ。

　では、クレオの言う『上層部』とは何を指すのか──特務部よりもさらに上から命令が来ているのか、或いはセリスとは別の命令がクレオにだけ下されているのか。

　日本の《里》の聖域たる『儀式の間』で、結界破壊魔法を発動させろなどと。

「一体どういう──…っ!?」

　真相を問おうとしたセリスは、とっさに息を詰つめた。足下の床が突然ぐにゃりと歪ゆがんだのだ。飛び退のくために体重を掛かければ、余計に足を取られ──最悪、吞のみ込まれてしまう可能性もあった。だからセリスは、足下へ向かってゲオルギウスを一いつ閃せんする事で、自分を害そうとしている魔法か何かの能力を薙なぎ払はらおうとして、

「この──…っきゃぁぁああああっ!?」

　しかしゲオルギウスの刃が当たるより先に、セリスの足下の床が弾はじけた。その衝しよう撃げきはセリスを後方斜ななめ上に吹き飛ばし、彼女は背中から儀式の間の壁かべへと激げき突とつする。

「がはっ……っ！」

　結界が張られた儀式の間の壁は、あらゆる攻こう撃げきを弾く強固な防護障しよう壁へきのようなものだ。そこへ凄すさまじい勢いで叩たたき付けられたセリスは、身体からだの奥──内臓にまで衝撃が達し、肺の中にあった空気と共に苦く悶もんの呻うめきを漏もらしながら落下し、そのまま床へと激突する。

　──普ふ段だんのセリスならば、或いは防ぐ事のできた攻撃だった。

　しかし今の彼女には、昼間の刃更との戦いのダメージが残っていて、さらにクレオの暴走とも取れるような行動に《バチカン》上層部が絡からんでいると聞かされた事による精神的な動どう揺ようで、セリスは戦せん闘とう力を削そがれていた。

　重なった不運……だがそれは戦いの場では決して言い訳にできないものだ。

　肉体的であろうと精神的であろうと、隙すきを作れば命取りになる。それが戦場の掟おきてだ。

　そして──この『儀式の間』は今、既すでに戦場で、

「──さようなら、セリス・レイドハート」

　そう言ってセリスへ向かってかざしたクレオの右手に、赤あか紫むらさきの輝きが集束してゆき、

「っ────」

　しかし、それを解き放つより先にクレオが後ろへと跳とんだ。その鼻先を掠かすめるように、クレオの立っていた場所の宙に横一文字の白線が走った。

　それは鋭するどい刃はが閃ひらめいた事で生じたもので、俯うつぶせの状態でどうにか顔だけを上げたセリスは、視線の先に自分を助けた攻撃を放った者の背中があるのを見た。それは、

「た、高たか志し……っ」

　その名を口にしただけで走る激痛にセリスが顔を歪めると、

「無理に喋しやべるな──肺が損傷しているかもしれん」

　高志はセリスへと振り返る事なく、クレオに対して長槍を構えたまま言った。

「…──貴様、魔ま族ぞくだな？」

　クレオがセリスに止とどめを刺さすために放とうとしていた攻撃は、魔族にしか使う事のできない闇属性の暗黒魔法だった。そんな高志の確認に、

「……………………」

　クレオは無言を返す──だがそれは間ま違ちがいなく肯こう定ていの沈ちん黙もくで、

「そんな……っ、《バチカン》が、魔族と手を結んでいたというんですの？」

　表情を強こわ張ばらせながらセリスが呆然と口にした時だった。




「…──違うよセリスちゃん、彼が通じているのは《バチカン》じゃない……僕だ」




　暗い笑えみを含ふくんだ声と共に、クレオの背後の闇からスッと姿を現したのは、

「…………斯波さん」

　高志が険しい表情で口にした名は、本来ならば今は座ざ敷しき牢ろうにいなければならない筈はずの青年のもの。恐おそらく外に出られたのは、クレオの手引きによるものだろう。

　高志はクレオの動向に気を配りながらも斯波を見み据すえて、

「どういうつもりだ……？」

「悪いけど、その質問に答える義理はないと思うんだよね」

　高志の問いかけに、斯波はクスクスと笑って肩かたを揺ゆらしながら言った。

「君如ごときなんかに──ねえ高志？」

「……………………」

　斯波の挑ちよう発はつを含んだ言葉に、高志は沈黙を返した。だが、彼の中に怒いかりはなく冷静さを失うような事もなかった。裏で糸を引いていたのが斯波だという事実も、今の高志の判断を揺らがせる事はない。だから、

「──────」

　次の瞬しゆん間かん──早はや瀬せ高志は神速で動いていた。一いつ瞬しゆんでクレオとの距きよ離りを詰め、横よこ薙なぎに長槍を振ふり抜ぬいたのだ。その槍閃はクレオの上半身と下半身とを断たつもので、

「っ……ぁ………」

　斬きられた事に気付いたクレオが、呆然の声と共に肉体を霧む散さんさせた──消しよう滅めつしたのだ。

　それを見た斯波が少し驚おどろいたように言った。

「一撃とはね……その槍、冷れい艶えん鋸きよのレプリカだね？」

　高志の槍の正体が、死後に神格化した古代中国の武将・関かん羽うが持っていたという槍の霊格複製品だとすぐに見み抜ぬく。それは、あの悲劇の後に《里》の保管庫に眠ねむっていたもので、

「あの清せい斗とが使っていた武器を君に与えるなんて……長老達も酷こくな事をするなあ」

　刃更が《里》から追放される切っ掛けとなった悲劇──その原因となった、ブリュンヒルドの封ふう印いんを解いた大おお場ば清斗が使っていたのが、この冷艶鋸のレプリカだ。そしてブリュンヒルドが封ふうじていた邪じや精せい霊れいに意識と身体を乗っ取られた清斗は、高志にとって唯ゆい一いつの家族だった彼の母親を惨ざん殺さつしている。そんな清斗が使っていた武器を、この半年の間に高志は受け継ついでいた。

「まあでも、高志は清斗に随ずい分ぶんと懐なついていたもんね……君に使って貰えるなら、今ごろ清斗も喜んでるんじゃないの？　ああ、でもそれは無理か」

　だって、と斯波。

「刃更が暴走させた《無次元のバニシング執行シフト》で、無次元送りで消えちゃったもんね……清斗は」

「………………」

　斯波の言葉を高志は黙だまって受け流した。心を揺らがせる事なく、斯波へと仕し掛かける機会を窺うかがう。すると斯波が感心したように言った。

「それにしても、刃更達に負けた後、死しに物もの狂ぐるいで研けん鑽さんを積んでいたって話は聞いていたけどさ、今のスピード……昼間セリスちゃんを負かした時の刃更よりも速いんじゃないの？」

「…──次はアンタの番だ」

　高志がそう淡たん々たんと斯波に言い放つと、

「良いね……そういう威い勢せいの良いのは嫌きらいじゃないよ？」

　斯波はふふっと笑って、

「──相手にもよるけどね」

　そう言った時にはもう──斯波は高志の懐ふところへと入り右の掌しよう底ていを放っていた。

　直後、生じた衝撃音は肉体を打ち抜く事で生じる鈍にぶい音──よりも硬こう質しつなもので、

「へえ……やるね」

　高志が冷艶鋸の柄つかで自分の掌底を防いだ事に、斯波が楽しそうに笑うと、

「言った筈だ──次はアンタの番だと」

　斯波の動きを捉とらえていた高志が、そのまま攻撃へと転じて斬ざん撃げきを放とうとして、

「っ──がっ、はぁ……っ!?」

　だが不意に高志の全身を衝撃が走り、彼は大量に吐と血けつしながら床に両りよう膝ひざを付いた。

「高志……どうしましたのっ？」

　突とつ然ぜんの事に慌あわててセリスが呼び掛ける。すると苦悶している高志に、

「迂う闊かつだなぁ高志は……君は僕の戦闘スタイルを知らないだろう？　駄だ目めだよ、能力が解わからない相手の攻撃を安易に受けたりしたら」

　まあ、と斯波。

「距離を取ったら、セリスちゃんを庇かばえなくなってたもんね……仕方ないか。その優しさが、君の尊さであり限界だよ」

　ふっと笑って言った斯波は、倒たおれている高志とセリスにくるりと背を向けると、パチンと指を鳴らした。すると、床に展開されていたクレオの魔法陣が一気に拡大──床だけでなく壁や天てん井じようまで、儀ぎ式しきの間の全すべてをルーンが埋うめ尽つくす。

　その結果として生じたのは、この広間を覆おおっている結界の消失と、四神の封印解除だ。安置されていた四神が、まるで斯波へ吸い寄せられるように宙を滑すべり、彼の背後へと浮うかぶ。ただし──斯波の傍そばに集まったのは四つある内の三つまで。

　西方に安置されていた槍だけは、別の場所に浮いていた。

　床ゆかに倒れたままでいる高志の傍だ。だから斯波は、苦く笑しようしながら振り返り、

「やれやれ……僕を拒こばむだなんて、君が選んだ彼は、君を扱あつかいきれずに暴走させてしまった存在だというのに。もしかして、あの時の暴走を引き摺ずっていて正しい判断ができない状態なのかな？　それとも、まさか情でも涌わいたのかい──『白びやつ虎こ』」

　そう言って薄うすく笑う斯波に、

『──────』

　霊れい槍そう『白虎』は何も応こたえない。ただ、己おのれの居場所はここだとばかりに高志の傍に寄り添そい続ける。そんな『白虎』に、斯波は冷たい笑みを絶やさぬまま、

「弱ったな──君が選んだ使い手が死ねば、そんな強ごう情じようも張れなくなるかな？」

　そう言って右足を振り上げると、その踵かかとを高志の頭部へと振り下ろした。

　直後、生じたのは鈍い粉ふん砕さい──しかし、それは高志の頭が潰つぶされた音ではなかった。

　斯波の右足は、それまで高志が倒れていた場所の床を踏ふみ抜いていて、

「…──うーん、参ったなぁ」

　斯波はやれやれと頭の後ろを搔かいた──そして視線を横へとスライドさせて見る。

　高志に肩を貸すようにしながら佇たたずんでいる青年を。

　東城刃更を。




　　　　４




　儀式の間へと駆かけ付けた時──東城刃更は、高志の危機を目まの当たりにした。

　だから刃更は、床を蹴ける力を一気に増ぞう幅ふくした──しかし《万ばん有ゆう斥せき力りよく》は使わない。

　──否いな、正しくは使えないだ。

　刃更はまだ《万有斥力》を使いこなせるほどあの能力には慣れていないし、何より今はまだセリスとの戦闘の消しよう耗もうが激しすぎて使えない。無理に使おうとすれば、出会ったばかりの頃ころの澪が、都立公園でウィルベルトの力を暴走させてしまったように、コントロールを失ってしまう可能性がある。そうなれば高志やセリスを巻き込んでしまいかねない──それだけは絶対に避さけたかった。自分の力を制せい御ぎよできずに大切な存在を失うのは、もう二度とご免めんだ。

　だから走行姿勢を極限まで前ぜん傾けいさせる事で己の疾しつ走そうを神速へと変えた刃更は、駆け抜けざまに高志を拾い上げて斯波の攻撃を躱かわした。そして儀式の間を滑るようにして止まると、

「っ……刃、更……か……？」

　こちらが肩を貸して支えている高志が、苦しげに呻うめくように言った。

「ああ……大だい丈じよう夫ぶか、高志？」

　刃更が高志の様子を窺うと、しかし彼の瞳ひとみは虚うつろで、焦しよう点てんもまるで合っていない。眼めの周りに外傷がないのを見るに、大量の失血により意識を失い掛かけているせいかとも思ったが、

　……いや違う、恐らくこれは……。

　刃更が別の可能性を思いながら斯波を見ると、

「やっぱり来ちゃうよねえ……本当は君が来る前に消えたかったんだけどね、刃更」

　そう言ってやれやれと笑う斯波の全身は、赤黒い色のオーラを纏まとっていて──東城刃更は確信する。高志が眼にダメージを受けたのは、斯波の力によるものだと。だから、

「頼たのむ高志、手短で良い……一つだけ教えてくれ」

　刃更は問う。

「──斯波さんに何をされた？」

「……解ら、ない……俺は確かに、向こうの攻こう撃げきを……冷艶鋸で防いだ……それが」

　どうにか踠もがくように高志がそこまでを漏もらしてくれて、

「そうか──解った」

　刃更は頷うなずくと、高志を床へ横向きに寝ねかせた。いつまた吐血をするか解らない状態で仰あお向むけに寝かせたら、気道を詰つまらせる可能性があるからだ。

　……恐らく。

　斯波の攻撃を防いだにも拘かかわらず、深刻なダメージを受けてしまったという事だろう。

　それだけでは、どういった能力かまでは判断できないが、それでも対策は立てられる。

「セリス……お前の方は大丈夫か？」「っ……勿もち論ろん、ですわ……」

　そうこちらへ答えながら身を起こそうとするセリスの声は、しかし弱く震ふるえていた。

　高志ほど深刻ではないのだろうが、それでも恐らくダメージは軽くない。

　二人共、一刻も早い手当てが必要だ。

　だが、斯波を相手に二人を連れて逃にげ切る事は不可能だ──いや、どちらか一人でも厳しいだろう。下手へたに隙すきを見せれば、その瞬間にやられてしまいかねない。

　……そして。

　高志達への気がかりを覚える一方、刃更は斯波についても可能な限り目視で確かく認にん。

　安置されていた『四神』の封印が解かれた事で、『儀式の間』を覆っていた結界は間違いなく無効化されてしまっている──このままでは、或あるいは三長老達が展開している結界も連れん鎖さ的に崩くずれてしまうかもしれない。

　……何せ。

　斯波は前に、ヴァルガという魔ま族ぞくの結界をあっさりと破は壊かいしている。もしかしたら斯波の能力は、結界関連の破壊を得意としているのかもしれない。そのリスクがあったから、刃更はセリスとの決けつ闘とうで消しよう滅めつ剣けん閃せんを使わなかったのだ。もし結界内では肉体的なダメージを受けないからと使用した瞬間、斯波に結界を破壊されでもしたら、セリスを殺してしまっていた可能性がある。そして斯波の手ではなく刃更にセリスを殺させた方が、より《バチカン》の敵意は強いものとなって刃更達へと向かう──斯波の目的が刃更達を追い詰める事だとしたら、その方が効果は絶大だ。しかし、

　……狙ねらいは俺達を追い詰める事じゃなくて、四神を手に入れる事なのか？

　だが、斯波の後ろに『朱雀すざく』『青せい龍りゆう』『玄げん武ぶ』が集まるように浮いている一方、『白虎』だけは高志の傍に浮いている。これは『白虎』が斯波の支配を拒んでいるという事か。《里》の結界を崩す事と、『四神』を手に入れる事──斯波の目的はそのどちらかか、或いは両方か。すると、

「っ……四神だ」

　こちらの足あし下もとで、呻くように高志が言った。

「斯波さんの狙いは……何に使うかまでは、解らないが……っ」

「……解った。もう喋しやべらなくて良い」

　そう高志に告げると、刃更は斯波を見み据すえて、

「《バチカン》との政治争いで役に立つ事で《里》や長老達へ貸しを作って、俺達の監かん視し役となって自由になる事でも、退たい屈くつしのぎに状じよう況きようを引っ搔き回したり、俺達を脅きよう迫はくして精神的に追い詰められる様を見て楽しむのでもない……四神が、貴方あなたの真の狙いだったという事ですか」

「いいや、それだけじゃないよ……むしろ君が言った事は、おおよそ全て当たっている」

　刃更の推測を、斯波は全面的に認める。

「僕の目的を達するためには自由になる事が最低条件だったし、そのためには状況を攪かく乱らんする必要があった。君とセリスちゃんが戦わざるを得なくしたのもそのためさ。結果、刃更が勝った事で《バチカン》の手を引かせられた長老達の溜りゆう飲いんは下がったものの、代わりに君達への警けい戒かいは強めざるを得なくなっているだろうからね。僕から意識を逸そらさせるには充じゆう分ぶんだったよ」

　でもね、と斯波。

「僕としては長老達や《里》よりも、君達──特に君の意識を逸らす事の方が色々と面めん倒どうだったよ、刃更。何せ、とにかく君は状況をあれこれと読んで行動を起こしちゃうからね。まあでも、結果としては上手うまく行ったから良かったかな」

　笑う。

「もし一ヶ月後の僕との戦いが流れていなければ、恐おそらく君は座ざ敷しき牢ろうにいる僕に何らかの取引を持ち掛けるか、それすら危険と判断して始末しようとするかしていた筈はずだ」

　一息。

「成瀬澪や柚希ちゃん達に内ない緒しよで、例のスパイ魔族君と手を組んだり──それこそ、枢すう機き院のトップを暗殺した時のように」

　その言葉に、

「…──どこから、その事を？」

　刃更はスッと眼を細めた。刃更がベルフェゴールを暗殺した事は、ごく一部の限られた者しかしらない情報の筈だ。遊ゆう戯ぎ場の場所を教えてくれるなど直接関かかわった滝たき川がわを除けば、

　……他ほかに考えられるのは。

　他の枢機院達が殺されていた特別観覧室で交かわした会話から、恐らく迅は何かしら察している。とすれば、彼と繫つながりのあるラムサスやシェーラにも伝わっている可能性はあるだろう。

　後は、刃更達が人間界へ戻もどるタイミングでウィルダート城を訪おとずれていたレオハルトからは、どこかしら刃更を警戒している雰ふん囲い気きが垣かい間ま見みえた。もしレオハルトが気付いているとしたら、姉のリアラも知っていたとしてもおかしくはない。

　滝川は話を濁にごしておいたと言っていたが、そうせざるを得ない状況の時点で、確証が得られていないものの見当くらいは付けられているに違ちがいない。

　──しかし、いずれも斯波と通じている可能性の低い者達ばかりだ。

　よって刃更は、その件について深く考える事を止やめにした──今は駄目だ。斯波を前に、他の事に意識を取られていられるような余よ裕ゆうはない。すると、

「でも刃更……君は誰だれより僕を警戒していた。だから、そんな僕との戦せん闘とうがなくなれば、どうしたって気が緩ゆるんでしまう。他に考えなければいけない事もあったしね」

　そう。

「今回の僕の狙いよりも──一族を離はなれる決断をしてしまった、柚希ちゃんや胡桃ちゃんのこれからについてとかね」

「っ──まさか、会談の場で俺に攻撃を仕し掛かけてきたのは」

　斯波の言葉に刃更は思わずハッとなる。あの暴挙とも思える行動も、全てはこの状況を作り出すための、計算尽くの伏ふく線せんだったというのか。柚希と胡桃に一族を離れる決断をせざるをえない行動に出させるため、わざと二人が対処できるスピードでの攻撃にしたというのか。

　全ては──刃更に邪じや魔まをされる事なく、この状況を作り出すために。すると、

「君は状況の先を読む事に長たけている反面、あれこれと考えすぎてしまうきらいがあるからさ。そして、予あらかじめその事を知っていれば悩なやみの種や判断材料を意図的に鏤ちりばめる事で、君の思考を誘ゆう導どうする事も可能ってわけ」

　こちらを手の平の上で踊おどらせていた斯波は、蛇へびのように笑いながら言った。

「勉強になったでしょ刃更……賢かしこくなれて良かったね？」

「っ…………」

　苦い表情で歯は嚙がみをした刃更は、それでも迂う闊かつに動けない。これだけ饒じよう舌ぜつに喋りながらも、斯波はこちらに対して付け入る隙を与あたえなかった。ただそこに存在しているだけで感じる斯波の圧あつ倒とう的なプレッシャーが、刃更をその場に釘くぎ付づけにして微び動どうだにできない。そんなこちらに、

「とはいえ、僕の予想より随ずい分ぶん早くここへ来ている……大したものだよ実際」

　まあ、と斯波。

「…──それでも一足遅おそかったけどね」「？　それはどういう──…」

　目的が『四神』なら、『白びやつ虎こ』がまだ手には入っていない筈だ。しかし、

「っ……噓うそ、どうして……？」

　不意に驚きよう愕がくの声が儀ぎ式しきの間に生まれた。

　セリスだ。見れば、セリスの傍そばに転がっていた『ゲオルギウス』の剣けん身しんの輝かがやきが消えるところで──そして次の瞬しゆん間かん、『ゲオルギウス』自体がふっと消失した。

　具現化が解かれたのだ。だがそれはセリスの意思に反したもので、

「セリスちゃんとの契けい約やくを断たち切って、代わりに僕と結んだんだよ」

　そう言って斯波が右みぎ腕うでを真横へ水平に突つき出すと、その手の中にゲオルギウスが姿を現した。

「そんなっ……どうやってそのような真似まねを？」

「『ゲオルギウス』は四大元素の属性を内包しているから、『四神』と同調させやすいんだよ。そしてこちらは今『白虎』が欠けている状態だからね、使い手との契約を断ち切れば、自然とその隙すき間まへ導かれる事になる──そして」

　悲鳴のような声を上げたセリスに、事もなげに言った斯波がパチンと指を鳴らすと、刃更達の見ている前でその現象は起きた。神しん剣けんの『ゲオルギウス』が、長槍へと形を変えたのだ。それは高志の傍に今も浮ういている『白虎』と寸すん分ぶん違たがわず同じもので、

「他の四神から同調を高めて圧力として加えてやれば、こういう真似もできる──これで、気まぐれな虎とらの代わりの出来上がりだ」

　そう満足そうに言った斯波に対し、刃更は激しい焦しよう燥そうを募つのらせた。斯波が口にした説明は一見理に適かなっているように聞こえるが、実際にそれをやれるかどうかは別の話だ。

　……マズい。

『四神』を手に入れた斯波の真の目的は解わからないが、それでも神器を一いつ瞬しゆんで別のものへと作り替かえるような真似ができる彼をこのまま野放しにして行かせでもしたら。

　一度、後手に回ったが最後──二度と取り返しのつかない状況になりかねない。

　……させるかっ！

　東城刃更はそれを阻そ止しするために動こうとした。狙いは斯波の背後にある『四神』のどれでも良い──消滅剣閃で吹ふき飛ばす。

　ブリュンヒルドの具現化から、そのまま一気に消滅剣閃へと繫げようとして、

「────っ？」

　しかし刃更はその途と中ちゆうで息を吞のんだ。突とつ如じよ、真上から無数の赤いレーザー光線が降ってきたからだ。消滅剣閃の狙いを四神からレーザーの迎げい撃げきへと切り替えれば対応できるかもしれないが、そんな隙を見せれば斯波は容よう赦しやなく刃更を吹き飛ばすだろう。

　だが、どちらにしろやられるというのなら、

「っ────うぉおぉぉおおぉぉぉぉっ！」

　刃更はそのまま、斯波の背後の四神へと向かってブリュンヒルドを振ふり抜ぬいた。

　直後、刃更へと赤いレーザーが迫せまり、

「────ったくよぉ」

　しかし新たに儀式の間に声が生じ、刃更へと迫っていた無数のレーザーが、突如宙に発生した同じ数の闇やみの魔ま力りよく球と激げき突とつしたのと、刃更の消滅剣閃が『四神』へと激突したのは同時で。

　轟ごう音おんと衝しよう撃げきが『儀式の間』全体を揺ゆるがし──《里》の全域へ地鳴りをもたらした。

　これで《里》全体が、『儀式の間』の異常に気が付いただろう。ものの数分で、多くの者達がこの場所へと駆かけ付けてくる筈だ。だが──状況はそれを待たない。

「──よお、無事かよバサっち」「ああ、何とか……助かったよ滝川」

　そうやって刃更と滝川が言葉を交わし合うと、衝撃によって巻き上げられていた爆ばく煙えんが晴れていった。見れば、高志は意識を失っているものの呼吸はしっかりとしているし、セリスはこちらと視線を合わせて無事を伝えてくる。ホッと胸を撫なで下ろした刃更は、

「…──やれやれ、無む茶ちやするなぁ」

　苦く笑しようを含ふくんだその声によって表情を鋭するどいものにした。そして見上げる瞳ひとみで前方へ視線を向けると、刃更達から十数ｍの距きよ離りをおいて二人の青年が宙に浮いている。

　一人は斯波──そしてもう一人は《バチカン》の補ほ佐さ官、クレオ・アンゼルスだ。

「そんな……クレオは高志が倒たおした筈……」

　セリスは呆ぼう然ぜんの声を上げたが、刃更にはもっと気になる事があった。

　斯波達がこちらの消滅剣閃を防いだその方法だ。すると、

　……あれは。

　刃更は斯波とクレオの背後に、ゲオルギウスから変へん貌ぼうした『白虎』を含めて『四神』を完成させた四つの神器が、先さき程ほどまでと変わる事なく浮いているのを見る。そして、

「セリスが使ったゲオルギウスの四属性の消滅波を、『四神』で──…」

「──そう、相そう殺さいしたんだ。その気になれば、威い力りよくは『ゲオルギウス』単体の四倍だよ」

　刃更の言葉に、斯波は言った。

「まあでも、それぞれの同期がまだ初期段階だから、属性バランスをコントロールする手間が掛かかって大変なんだ……だから、君が来る前に消えたかったんだよ」

　そう言って斯波が肩かたを竦すくめると、隣となりの宙へと浮いているクレオが諫いさめるように言った。

「──お喋りはその辺りで。そろそろ行きましょう」「ああ、そうだね」

　そして斯波が頷うなずきを返すと、クレオを伴ともないこちらへと背中を向ける。

　だから、刃更はとっさに制止の声を上げようとして、

「──待てよ」

　しかし、刃更よりも先に滝川が同種の言葉を投げかけた。

「これだけの事をしておいて、最後までその姿に化けたまま行く気か？」

　その言葉と視線の行く先は、斯波の隣──クレオ・アンゼルスだ。すると、

「──おや、やはり気が付いていたのですね」

　そう言って振り返った時にはもう、クレオは別の姿に──魔ま族ぞくの姿になっていた。

「アイツは──…」

　それは刃更も知っている青年だった。レオハルトの補佐をしていた若い高位魔族だ。

　確か名前は──バルフレア。そんなバルフレアに対し、滝川は見上げる視線で、

「スパイ生活が長いせいで、すっかり目め敏ざとくなっちまってな……穏おん健けん派との決戦の最中に姿を消したお前が何故なぜここにいる？　誰かの命令で《バチカン》へ潜せん入にゆうしている可能性もあったから、今まで黙だまって口出しはしなかったが──そんなイカれた野や郎ろうと手を組んでいたとはな」

　何故だ。

「どうしてお前が、レオハルトを裏切る？」

「別に裏切ってなどいませんよ……」

　瞳を鋭いものにした滝川の問いに、バルフレアは苦笑を返してくる。

「私はただ、私の願いを叶かなえるために行動しているだけです。そして恭一殿どのとは、陛下や貴方あなたと会うよりも以前からの付き合いでしてね」
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「何だと……？」

　眉まゆを顰ひそめた滝川に、しかしバルフレアはもうそれ以上は何も言わなかった。

　その理由はすぐに明らかとなった。

「…──刃更っ！」

　家に置いてきた澪・柚希・胡桃の三人が駆け付けてきたのだ。と同時、

「いよいよ時間みたいだね。悪いけどこの辺で行かせて貰もらうよ。今は君達の相手をしてあげる訳にはいかないんだ──どうしてもやっておきたい事があるんでね」

　そう言って笑うなり、斯波とクレオ──そして『四神』が宙に溶とけるようにして搔かき消えた。

　後に残ったのは、聖域としての機能を失い形けい骸がい化した『儀式の間』と、傷付いた高志とセリス。そして何より、あの斯波恭一を自由にして解き放ってしまったという事実だけ。

　だから東城刃更は、ギュッと右の拳こぶしを握にぎり締しめた。

　何としても斯波を見つけ出し、そして止めなければならない。『四神』を手に入れた今の斯波は、《無次元のバニシング執行シフト》と同じ、全すべてを消し去る力をも手にしている。

　その事が何を意味しているかなど言うまでもない。

　斯波がその気になれば、彼はそれが何であろうと消してしまえるのだ。




　たとえ──それが、この世界そのものであろうとも。







　あとがき







　既すでに本編をお読みの方も、これから読まれようとしている方も、本書を手に取っていただきましてありがとうございます。上うえ栖す綴てつ人とです。

　さて、まずは何はなくともこの話題！　現在ＴＶアニメ『新妹魔ま王おうの契約者テスタメント ＢＵＲＳＴ』が絶賛放送中です。この本が発売になる頃ころには終しゆう盤ばんに入り、最終話の放送も近付いているかと思います。ぜひ最後までご視し聴ちよういただけますと、関係者一同とても嬉うれしいです！

　では、ここからは本巻の内容について少しだけ。この９巻では、『新妹魔王』という作品の根幹ともいうべき因いん縁ねんが生まれた場所──勇者の一族の《里》を刃バ更サラ達が訪れています。今回のバトルは二種類ありまして、通常の戦せん闘とうとは別に、政治的な駆かけ引きや論争といったバトルも盛り込んでいます。魔ま界かいでは澪みおを政治的な思おも惑わくから解放するため、あえて刃更達は足を踏ふみ入れる事はしなかった領域ですが、今回は他地域の管かん轄かつの勇者の一族も介かい入にゆうしてくるなど、複雑に入り組んだ政治的な戦いに挑いどんでいます。他にも新規キャラとして柚ゆ希きと胡桃くるみの両親や《里》の長老達に加え、高たか志しや斯し波ばといった２巻で登場していたキャラ達も再登場し、一族を追放される事になった刃更を通して、それぞれのキャラの思惑や感情が入り乱れています。特にプロット段階では終始シリアスだった高志が、執しつ筆ぴつ時に良いい意味で勝手に動いてくれるなど、魅み力りよく的な奴やつになってくれています。必見です。

　──では、本作の関係者の皆みな様さまに謝辞を。ニトロプラスの大おお熊くまさん、色々と大変でお忙いそがしくされている状じよう況きようで、今回も見所いっぱいのイラストの数々をありがとうございます！　みやこ先生、超ちよう絶ぜつお忙しい中『少年エース』での連れん載さいに加えて、『ＬＩＧＨＴ』のイラストまで本当にありがとうございました。八や薙なぎ先生も、新妹のキャラ達を躍やく動どうさせた番外編をありがとうございます。木き曽そ先生、新妹ファンの紳しん士しの方達も大興奮のコミックをいつもありがとうございます。アニメスタッフの皆みなさん、二期もありがとうございます。来年のコミック同どう梱こんのＯＶＡもどうぞよろしくお願い致いたします。また担当さんやその他の関係各所の皆様におかれましては、この度たびも最悪の進行となってしまい大変申し訳ありませんでした……お陰かげ様さまでこうして無事に発売できました。ありがとうございました。

　──そして、書店さんと本書を購こう入にゆうして下さった皆さんには最大級の感謝を。

　さて次の一〇巻なのですが、『新妹魔王』シリーズ史上、最も壮そう大だいなスケールになる予定でして、お届けするのにしばらくのお時間をいただく事になるかと思います。

　次のページの次巻予告をご覧になりつつ、どうかしばしお待ち頂ければと！
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